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調査の概要 

調査の背景 

中央アジア 5 ヵ国（ウズベキスタン、カザフスタン、キルギス共和国、タジキスタン、トル

クメニスタン）は、2010年から 2019年の 10年間では 4%から 6%の経済成長を遂げており、

2019 年の一人あたり GDP は、石油・天然ガスの輸出が行われているカザフスタン、トルク

メニスタンがそれぞれ約 9,723 ドル、7,830 ドル、ウズベキスタンとキルギス共和国は 1,725

ドル、1,323ドル、タジキスタンは 881ドルとなっている1。 

この地域はシルクロードに関連する歴史遺産や多くの自然遺産に加え、民芸品、伝統芸能、

食文化などの文化資源を有し、観光開発を通じてさらに発展する潜在力があるものの、これ

らを十分に活用できていない。我が国は中央アジア 5 ヵ国との間でこの地域共通の課題に対

処するための対話と協力枠組みである「中央アジア＋日本」対話を 2004 年から継続してお

り、2019年に開催された第 7回外相会合では、新たな実践的協力として観光分野での協力に

取り組んでいくことで共通理解が図られた。そして 2020年 1月に開催された「中央アジア＋

日本」対話の第 5 回専門家会合では、中央アジア各国の観光分野での潜在性を活かすために

各国の協力が重要であることが確認された。今後の観光開発に係る取り組みとして、中央ア

ジア諸国で通用する「シルクロード・ビザ」や、シルクロードゆかりの史跡をたどる観光ル

ートの構築といった構想が掲げられている。 

中央アジア各国は観光産業の育成には積極的であるが、中央アジア地域は GDP に占める観

光産業の割合が平均 5%程度であり、他国と比べ観光の競争力は低く、観光資源の有効活用

およびマーケティング戦略の立案と実施、インフラの未整備、若年層の人材育成による雇用

機会の確保などが観光セクターを推進していく上での課題となっている。 

以上の背景から、本件調査では豊富な観光資源を有し観光地として更なる発展が期待されて

いる中央アジア地域の 5 ヵ国を対象として観光セクターの現状について詳細な情報を収集し、

当該地域における観光開発及びその関連産業の持続可能な発展に係る現状と課題を整理する。 

 

調査の目的と調査対象地域 

本調査の目的は、中央アジア 5 ヵ国の観光セクター及びその関連産業の現状と課題を網羅的

に把握・分析した上で、中央アジア地域内の観光ポテンシャルを活かした観光開発戦略及び

方針案を検討・提案することを通じて、以下の 3 つのアウトプットを作り出すことであった。 

 
1 ADB Key Indicators 2020年版による。 
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• 中央アジア 5ヵ国の観光セクター全体の動向を把握するための情報の収集と分析 

• 中央アジアにおける観光開発戦略案の検討 

• 日本の自治体、大学、民間企業等と中央アジア地域との連携可能性についての提案 

 

調査対象地域は中央アジア 5 ヵ国であるが、国レベルの観光開発戦略案の検討は、ウズベキ

スタン、キルギス共和国、カザフスタンの 3 ヵ国に重点を置いている。現地調査は、ウズベ

キスタン、キルギス共和国の 2ヵ国を対象に行った。 

 

調査の工程 

調査は 2021年 3月下旬に開始した。COVID-19の世界的な感染拡大により、中央アジア 5ヵ

国に関する情報収集は、日本の旅行会社、地方自治体、大学、民間企業への遠隔でのインタ

ビュー調査と、Web サイトや電子化された統計・レポートの探索から開始した、その後、現

地で雇用した調査補助員によって現地語の統計・レポートの収集や、観光に関わる官・民・

アカデミアへの質問票調査を行った。 

 

 
出典：調査チーム 

図 1：調査スケジュール 
 

調査チームは、2021年 6月から 7月にかけてウズベキスタンとキルギス共和国での現地調査

を行い、両国の観光に関わる政府及び民間部門と開発パートナーにインタビューを行った。

また、ウズベキスタンではサマルカンド、キルギス共和国ではシルクロードの世界遺産サイ
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ト、イシククル湖周辺、ソンクル湖周辺の現地踏査を行った。 

2021年 8月以降は収集した情報の整理・分析を行い、観光開発戦略案を検討した。合わせて、

中央アジアと日本の自治体、大学、民間の連携についても情報を整理し、今後の連携の方向

性について提案を行った。2021年 10月以降は最終報告書の取りまとめを行い、2022年 1月

下旬に最終報告書を提出した。 

 

報告書の構成 

報告書は Part 1と Part 2の 2部から構成されている。Part 1はウズベキスタン、キルギス共和

国、カザフスタン、トルクメニスタン、タジキスタンの観光セクターの状況についてまとめ

ている。観光開発政策・制度、観光市場、観光経済、観光資源と観光商品、観光施設、観光

インフラ、マーケティング・プロモーション、人材育成・観光サービス、観光に関わる組織、

観光に関する国際協力、COVID-19 の影響・対策、中央アジアと日本の自治体・大学・民間

企業の連携について 1 章ずつまとめている。最終章では、中央アジアの広域観光開発を進め

る際に参考となる、世界の地域観光機関と日本の DMOの取り組みについてまとめている。 

Part 2は、中央アジア地域および 5ヵ国の観光開発の方向性をまとめている。1章では中央ア

ジア 5 ヵ国を一つのまとまった地域として広域の観光開発・観光促進を検討する理由と、ウ

ズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタンの観光セクターのポテンシャルと課題をまと

めている。2 章では中央アジア 5 ヵ国、ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタンの

観光開発戦略案を記している。3 章では、中央アジアの複数国を跨る観光ルートについてま

とめた。4 章は、中央アジアと日本の自治体・大学・民間企業の連携に関して、今後の連携

強化のために必要な取り組みについて記した。 
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1. 観光開発政策・制度 

本章では中央アジア 5 ヵ国位呼び各国の観光セクターに関する開発計画や観光に関する法制

度を概観する。5 ヵ国レベルでは中央アジア地域経済協力（Central Asia Region Economic 

Cooperation; CAREC）の枠組みの中で作成された観光開発戦略・計画、各国レベルでは観光

法の枠組みと各国の観光開発戦略を取り上げる。 

 

1.1. CAREC Tourism Strategy 2030 

中央アジア地域経済協力（Central Asia Region Economic Cooperation; CAREC）はアフガニス

タン、アゼルバイジャン、中国、ジョージア、カザフスタン、キルギス、モンゴル、パキス

タン、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタンの 11 ヵ国が加盟する地域協力型

開発イニシアティブである。そして、アジア開発銀行（ADB）、世界銀行（IBRD）、国際

通貨基金（IMF）、欧州復興開発銀行（EBRD）、イスラム開発銀行（IsDB）、国連開発計

画（UNDP）の計 6機関がパートナーとなっている。6つの経済回廊整備や、エネルギー分野

が主な協力分野で、2001年から ADBが事務局を務めている。 

CAREC加盟国は、2017年 10月の第 16回外相会議において 2030年に向けた新しい CAREC

の戦略を策定することに合意し、交通、貿易、エネルギーなどの開発戦略を策定した。観光

分野においても 2019年 3月に CAREC加盟国 11ヵ国の観光セクターのポテンシャルと課題

を評価する「Promoting Regional Tourism Cooperation under CAREC 2030 A Scoping Study」が作

成され、2020年 12月には「CAREC Tourism Strategy 2030」が公表された。 

CAREC Tourism Strategy 2030では CAREC加盟国地域の 2030年に向けての観光開発ビジョン

を以下のように設定している。 

"a sustainable, safe, easily accessible, and well-known tourism region that provides a variety of 

unique year-round quality experiences to visitors along the Silk Road, and widely shares its benefits 

among its communities." 

その上で、表 1.1に挙げた戦略を提案した。 

 
表 1.1：CAREC Tourism Strategy 2030の戦略とその内容 

戦略 戦略の内容 
Connectivity and Infrastructure 内陸国である CAREC地域を地域外の国々と繋げる。CARECの加盟国

間を繋げる。 
Quality and Standards CAREC地域で観光サービスの主体となっている中小企業（SME）のサ

ービスの質や環境基準遵守を支援する。 
Skill Development: ディスティネーションマネジメント、デジタルマーケティング、各種の

基準の整備、安全や衛生関連の規制、環境社会経済の持続的可能性の確

保などの分野で公共セクターのオフィサーの技術レベルを引き上げる。 



中央アジア地域における観光開発分野に係る情報収集・確認調査 
ファイナルレポート 

 

1-2 

戦略 戦略の内容 
Marketing & Branding CAREC地域の最重要の観光資源であるシルクロードを生かしたブラン

ディングを行う。ブランディングは各国のレベルと国を組み合わせたレ

ベルで必要である。 
Market Intelligence 観光に関するデータや統計の収集・分析能力を向上させ、観光商品やサ

ービスの開発、観光政策に生かす。 
Cross-cutting Theme 安全・安心、デジタル化、ジェンダー平等、民間セクター開発、環境の

持続可能性、ユニバーサルアクセス。 
出典：CAREC Tourism Strategy 2030, ADB, 2020 
 

そして、CAREC地域を東西に通る Silk Roadを北ルートと南ルートと位置づけ、地域を 7つ

のクラスターに分類している。7つのクラスターの位置と名称は図 1.1に示すとおりである。 

 

 
出典：CAREC Tourism Strategy 2030, ADB, 2020 

図 1.1：CAREC観光開発コンセプトと 7つのクラスター 
 

表 1.2：中央アジア 5ヵ国と 7つのクラスターの関係 
クラスターの名称 国 州・地域 

Caspian Kazakhstan Atyrau, Mangystau 
Turkmenistan Balkan 

Heart of Central Asia 

Kazakhstan Aktobe, Almaty, Atyrau, Zhambyl, Kyzylorda, Mangystau, 
Turkistan 

Kyrgyz Republic Batken, Jalal-Abad, Osh 
Tajikistan Dushanbe, Khatlon, Kuhistani Badakhshan, Sughd 
Turkmenistan Akhal, Lebap, Mary 
Uzbekistan Andijan, Bukhara, Djizzak, Ferghana, Karakalpakstan, 

Kashkadarya, Khorezm, Namangan, Navoy, Samarkand, 
Surkhandarya, Syrdarya, Tashkent 

Almaty–Bishkek Kazakhstan Almaty, Zhambyl 
Kyrgyz Republic Chui, Issyk-Kul, Naryn 

Karakorum–Wakhan Tajikistan Kuhistani Badakhshan 
Altai Kazakhstan East Kazakhstan 
出典：CAREC Tourism Strategy 2030, ADB, 2020 
 

表 1.2には、7つのクラスターのうち、中央アジア 5ヵ国が含まれるクラスターを記した。ウ

ズベキスタンは、全国が「Heart of Central Asia」に含まれており、カザフスタン南部、キル
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ギス共和国南部、タジキスタン西部、トルクメニスタンの東半分もこのクラスターに含まれ

ている。また、「Almaty-Bishkek」には、カザフスタン南東部とキルギス共和国北部が含ま

れている。この 2つのクラスターの中に中央アジア 5ヵ国の大半が含まれている。 

CAREC Tourism Strategy 2030は 2021年から 2025年の間に実施されるべき観光関連投資プロ

ジェクト・プログラムを「Regional Tourism Investment Framework（2021-2025）」としてリス

トにまとめている。リストは先述した Strategic Pillar（Connectivity and Infrastructure, Quality 

and Standards, Skills Development, Marketing and Branding, Market Intelligence）ごとにまとめら

れている。表 1.3 はこれらプロジェクト・プログラムの典型例である。これらのプロジェク

ト・プログラムの多くは提案されたのみで、実施に移されているものは限定的である。 

 
表 1.3：Regional Tourism Investment Framework（2021-2025）のプロジェクト・プログラムの例 

Strategic Pillar プロジェクト・プログラムの例 
Connectivity and Infrastructure - 域内への Low Cost Carrierの導入 

- タシケント空港の"Heart of Central Asia"クラスターのハブ機能の強化 
- シルクロードビザ実施のための調査、パイロットプロジェクトの実施 
- 国境施設の改善 
- 幹線道路の改善 
- 観光施設の整備 

Quality and Standards - ホテルの格付けや健康・安全基準の導入（COVID-19対策） 
- “Silk Road Quality Label”の開発とパイロットプロジェクトの実施 
- SMEや女性起業家グループへのトレーニングの実施 

Skills Development - 観光の専門家、教員、学生へのトレーニングの実施 
- 観光トレーニングの共通カリキュラムの作成・導入 
- COVID-19対策安全プロトコル実施モニタリングのトレーニング 
- 観光ガイドのトレーニング 

Marketing and Branding - CAREC Tourism Webポータルの整備 
- “Visit Silk Road”ブランドのガイドラインと戦略の作成 
- 有名デジタルプラットフォームとの協力によるプロモーション 

Market Intelligence - 観光データ収集・統計データ作成のトレーニング 
- 観光サテライトアカウント（TSA）作成のトレーニング 
- 観光客調査実施、分析の支援 

出典：CAREC Tourism Strategy 2030から調査チームが編集 

 

1.2. Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Plan 

カザフスタンのアルマティと、キルギス共和国のビシュケクおよびイシククル湖周辺地域

は、CAREC プログラムの中で「Almaty-Bishkek Economic Corridor（ABEC）」と名付けら

れ、2014年からパイロット経済回廊として扱われてきた。この地域は歴史・自然の観光資源

を有しており、スキー場などの山岳スポーツとイシククル湖の滞在型の観光を組み合わせれ

ば、観光投資を促進できるとともにシーズナリティの問題も緩和することができる。2019年

12 月には ADB の支援により「Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Plan」が作

成・公開された。 
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このマスタープランでは 2017年に ABECを訪れた観光客1を 840万人と推計している。ベー

スケースでは、2040年の訪問観光客数は 1,400万人に止まるが、観光政策の改革・官民の優

先投資プロジェクトの実施、アルマティ－ビシュケク間の移動時間の短縮やアルマティ空港

のハブ機能の強化を組み合わせることによって、最大で 2,300 万人まで観光客を増加させる

ことができるとしている。その上で、ABEC 地域に図 1.2 に示すような観光ルート（Silk 

Road および Silk Road Bypass）と、アドベンチャー・自然、ウェルネス・スパ、ウィンター

スポーツ、レクリエーション、文化、MICEなどの観光クラスターの形成を提案している。 

 

 
出典：Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Plan, ADB, 2019 

図 1.2：Almaty-Bishkek Economic Corridorの観光クラスターの提案 
 

マスタープラン最終部では上述したベースケースに国内・海外からの観光客をさらに呼び込

むための観光政策の改革や官民の投資プロジェクトの必要額についてまとめている。表 1.4

に示すように、総額で 32億 5000万ドルの投資が必要としている。具体的にどのようなプロ

ジェクトを含んでいるかについては、提案プロジェクトを記載した付属文書部分が公開され

ていないために確認することはできない。 

 
 
 

 
 
1 この数値は、国内観光客と国際観光客の合計であり、両国の国内観光客と国際観光客の推計値は以下のとおりである。カザフ
スタン：365万人（国内観光客 208万人、国際観光客 157万人）、キルギス共和国 476万人（国内観光客 110万人、国際観光客
366万人） 
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表 1.4：ABEC観光マスタープランで提案されたプロジェクト 
単位：百万ドル 

プロジェクトタイプ フィージビリティ調査 公共投資額 民間投資額（PPPへ
の出資含む） 総投資額 

カザフスタン 99.1 773.7 1,004.4 1,877.2 
キルギス共和国 81.9 242.9 1,048.3 1,373.1 
ABEC地域全体 181.0 1,016.6 2,052.7 3,250.2 
出典：Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Plan, ADB, 2019 

 

1.3. ウズベキスタン 

1991年 8月の独立後、ウズベキスタンでは観光開発はイスラム・カリモフ初代大統領のイニ

シアティブによって進められてきた。観光産業は天然資源開発、綿花関連と並ぶ同国の経済

発展を主導する優先セクターの一つと位置付けられた。2016 年 12 月に大統領に選出された

シャフカト・ミルジョエフ第 2 代大統領の元でもこの位置付けには変化はなかったが、投資

の受け入れや外国からの訪問者の受け入れを進める開放的な経済政策のもとで、観光政策の

改革も進んだ。 

表 1.5は 2016年 12月以降の観光関連法令をまとめている。観光の発展加速化、国内観光の

発展、観光査証免除2、シルクロード国際観光大学の創設に関する法令が公布されている。 

表 1.5：ウズベキスタンにおける近年の観光関連法令 
公布年月日 法令の種類・番号 法令名等 

2016/12/02 大統領令第 4861号 ウズベキスタン共和国の観光分野における加速的発展に向けた

方策に関して 
2018/02/03 大統領令第 5326号 ウズベキスタン共和国の観光ポテンシャル開発のための最恵条

件の創設に向けた追加的および組織的な措置に関して 
2018/02/07 大統領決定 3514号 国内観光の加速的発展に向けた方策に関して 
2018/06/28 大統領決定 3815号 シルクロード国際観光大学の創設に関して 
2018/07/04 大統領令第 4861号 外国人のウズベキスタン共和国入国手続きの最適化に関する今

後の方策 
2019/01/05 大統領令第 5611号 ウズベキスタン共和国における観光の加速的発展に係る追加的

措置に関して 
2019/07/18 LRU-549号 観光法 
出典：ウズベキスタン共和国における観光戦略 大統領交代による改革の促進とその歴史的背景（1991-2019）（日本国際観光
学会論文集（第 26号）March,2019）より調査チームが編集 
 

2019年 7月には 1999年に制定された旧観光法を置き換える形で新しい観光法が制定された。

旧観光法は国家の安全の確保、そのための観光客を管理に重点を置いた、国家を中心とした

ものであったが、新観光法は観光客や観光事業者を中心に置いた、観光を経済活動として実

施するためのルールを定めたものとなっている。また、観光に関する用語についても海外や

 
 
2 2018年 2月 3日付大統領令 5326号により、日本、シンガポール、トルコ、イスラエル、マレーシア、インドネシアの 7カ国
の国籍保有者に対し、30日以内の観光に対して査証が免除された。2019年 1月 5日付大統領令第 5611号により、査証免除国
は 45ヵ国に広がった。 
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UNWTOの用法が参照され、国際標準に沿ったものとなることが意識されている3。 

大統領令第 5611 号「ウズベキスタン共和国における観光の加速的発展に係る追加的措置に

関して」には、「Concept of the Development of the Tourism Sector in the Republic of Uzbekistan 

in 2019-2025」が付属文書として添付されている。この観光開発コンセプトでは、2025 年ま

でに観光セクターを国家経済の戦略セクターに転換し、表 1.6 に記した目標を達成すること

をゴールとしている。また、2017年には GDPの 2.3%であった観光セクターのシェアを 2025

年には 5%に引き上げることも目指している。 

表 1.6：ウズベキスタンの観光開発戦略の主要目標 
Indicators Unit 2018 (base) 2020 (target) 2025 (target) 

Number of international visitors 000 persons 5,346 7,010 11,810 
Export of tourist services USD million 1,041 1,360 2,170 
The number of domestic tourists  000 trips 15,493 17,230 25,010 
Number of accommodation facilities Units 914 1,620 3,050 
Number of rooms in accommodation facilities 000 rooms 20.2 35 64 
Number of seats in transport facilities 000 seats 41 72 128 
Number of tour operators Units 983 1,190 1,450 
出典：Lex UZ online (https://lex.uz/ru/docs/4600563) 
 

2019年から 25年までの観光開発の方向性として以下の項目を挙げている。 

• 観光関連の法制度を改善して国際水準に近づけ、観光産業発展の素地を作る。 

• 全国の観光インフラ及び観光関連インフラを整備する。 

• 観光客の輸送ルートを国内外で整備し、旅客サービスの質を改善する。 

• 観光商品の多様化とターゲット層の拡大によってシーズナリティを克服する。 

• 国内観光を促進する。 

• 国内外の観光市場に対する観光商品のプロモーションを行い、安全な旅行先としての

ウズベキスタンのイメージを確立する。 

• 高い資質を持つ専門家を育成するトレーニングシステムや既存の観光人材に対するト

レーニングシステムを改善する。 

ウズベキスタン政府観光スポーツ省（MOTAS）は、2021 年 4 月の組織の再編（観光開発委

員会と文化スポーツ省のスポーツ部局の統合による観光スポーツ省の設立）と COVID-19 の

世界的な感染拡大による観光セクターの停滞を踏まえて、近い将来、観光開発コンセプトを

アップデートしていきたいと考えている。 

 

 
 
3 例えば、旧観光法では「ウズベキスタン共和国領土内もしくは他国を旅行（観光）する個人」とされていた観光客の定義につ
いては、24時間以上 12ヵ月未満の間連続して国を訪問する、もしくは一時的な滞在国で少なくとも 1泊以上する個人と定義さ
れた。 
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1.4. キルギス共和国 

キルギス共和国の中長期の国家開発戦略「National Development Strategy of the Kyrgyz Republic 

for 2018-2040」では、観光セクターは鉱業、アグロインダストリー、軽工業とともに優先開

発セクターに位置付けられている。しかし、今回の調査で旅行会社などの民間セクターに対

してインタビューを行った中では、実際にはキルギス共和国の観光政策の取り組みは弱く、

優先セクターと位置付けられているとは言えないとの声が多くあった。実際のところ、ウズ

ベキスタンで見られるような観光に関する法令の発出はほとんど見られない。 

キルギス共和国の観光法は 1999 年に制定され、これまでに 3 回の修正が行われてきた4。こ

の観光法は観光に関連する用語の定義、観光における政府機関の役割や観光に関連する組織

や観光客の権利と義務、観光のための資金、観光に関わる安全や保険、自然資源や歴史・文

化資源の保全など、6 章、18 条からなっている。ウズベキスタンの観光法と比較すると、旧

観光法の国家の安全保障のために観光客を管理するという視点は見られないが、新観光法の

ような観光セクターを国家経済の基幹分野として振興するという視点も弱い。 

2021年 7月の現地調査におけるインタビューでは、新しい観光法の制定のためのワーキング

グループが結成されており、2022年内に法案を完成させることを目指しているという指摘が

あった。その方向性ついてはまだ明らかになっていないが、今まで観光法に含まれていなか

った用語の定義や観光サービスの質の確保など、現在のシンプルな観光法をより網羅的なも

のとするものと考えられる。 

現在の観光開発プログラム（Program of the Government of the Kyrgyz Republic of development of 

the sphere of tourism for 2019-2023）は政令（ORDER OF THE GOVERNMENT OF THE 

KYRGYZ REPUBLIC of January 31, 2019 No. 36）として公布されている。このプログラムで

は、観光産業は国家経済の発展とキルギスの観光立国としてのイメージの形成に優先順位を

置くこと、観光産業はサービスの質と自然環境への配慮の点で国際水準に近づける必要のあ

ることを謳っている。その上で、表 1.7に示すように、観光関連セクターの GDPに占めるシ

ェアを 2017年の 5.0%から 2023年には 7.0%まで引き上げることを目標にしている。 

また、現在の観光開発プログラムは、観光産業だけではなく、地域経済に貢献することも目

指している。そのため、表 1.8 に示したように州ごとの観光関連企業数を目標値としている。 

 
 
 

 
 
4 最近では 2017年 5月に修正が行われた。 
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表 1.7：キルギス共和国の観光開発戦略の主要目標（1） 
Indicators Unit 2017 (base) 2020 (target) 2023 (final target) 

Share of tourism activities in GDP percent 5.0 5.6 7.0 
Contribution of tourism in budget revenues KGS million  97.0 170.0 300.0 
Number of foreign tourists from the country of 
visa-free regime 000 persons 98.7 115.0 180.0 
Export of tourist services (income from the 
reception of foreign citizens) USD million 418.2 452.0 508.0 
Safety Index of the World Economic Forum points 4.96 5.06 5.21 
Number of international visitors 000 persons 4,568 5,100 6,000 
Expenditures of the state budget on 
advertising and promotion KGS million 7.8 55.9 122.6 
出典：Program of the Government of the Kyrgyz Republic of development of the sphere of tourism for 2019-2023から調査チー
ムが作成 
 

表 1.8：キルギス共和国の観光開発戦略の主要目標（2） 
Region 2018 2020 2023 

Batken 649 785 1,045 
Jalal-Abad 919 1,112 1,480 
Issyk-Kui 1,704 2,063 2,746 
Naryn 431 521 693 
Osh 820 992 1,320 
Talas 268 325 433 
Chui 1,183 1,431 1,904 

出典：Program of the Government of the Kyrgyz Republic of development of the sphere of 
tourism for 2019-2023から調査チームが作成 

 

表 1.7及び表 1.8の目標を達成するために、現在の観光開発プログラムは観光セクターで必要

な取り組みとして以下の項目を挙げている。 

• キルギス共和国を中央アジアの中心と位置づけるマーケティング活動を実施する。 

• 収集したデータを観光情報、観光サービスの提供及び観光経済の分析に生かすために、

観光のデジタル化を促進する。 

• 国家開発戦略 2018-2040の地域開発目標を達成することを目指し、観光面から地域開発

を支援する。 

• 観光ビジネスや投資促進を促すためにシンプルな税制度や投資環境の改善を進める。 

• キルギス共和国の人々の豊かな精神文化、独自の伝統、習慣、工芸品などの多様性を

生かした観光開発を進める。 

2021 年 7 月に経済財務省観光局に行ったインタビューでは、観光局は 2023 年までの観光開

発プログラムの後継となる 2030 年までの観光開発プログラムを作成しており、関連省庁と

の調整を行っているとのことであった。このプログラムは ADB の CAREC Tourism Strategy 

2030と連携の取れたものにしようとしているが、観光局の人的資源の不足もあり、開発パー

トナーに支援を依頼することも考えている。 
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1.5. カザフスタン 

カザフスタンの観光法は 2001 年に制定され、その後複数の改正が行われた。最近では 2020

年 4 月に改正されており、国家主導の観光客の管理のための観光法から、民間の旅行会社の

活動を保障・規制するための国家の役割について規定したものへと移り変わりつつある。例

えば、以前は Youth Tourism、Religious Tourism、Medical Tourismなど観光商品を定義する条

項が存在したが、そのような条項は削除され、観光ガイド、ツーリスト、ツアーエージェン

トなど、観光の活動にまつわる組織・人・サービスを規定するものとなっている。 

カザフスタンの観光開発戦略、「State Program for the Development of the Tourism Industry of the 

Republic of Kazakhstan for 2019-2025」は 2019年 5月に政令として公布された。このプログラ

ムでは、2025年に GDPに占める観光セクターの割合を 8%まで引き上げることを目標にして

おり、それを達成するために表 1.9に記した指標を設定している。 

 
表 1.9：カザフスタンの観光開発戦略の主要目標 

Indicators Unit 2017 (base) 2020 (target) 2025 (final target) 
Number of international visitors* Million persons 7.7 8.1 9.1 
Number of international tourists** Million persons 0.89 1.0 3.0 
Number of domestic tourists Million persons 5.56 5.10 8.0 
Number of people working in tourism 
industry 000 persons 442 495 650 

Tourist services KZT billion 108 150 270 
Fixed investment in tourism sector KZT billion 310 400 600 
Ranking of WEF Travel & Tourism 
Competitiveness Index - 81 – 50 

Ranking of WEF TTCI Tourist Service 
Infrastructure - 97 – 65 
Ranking of WEF TTCI Marketing  - 102 – 70 
出典：State Program for the Development of the Tourism Industry of the Republic of Kazakhstan for 2019-2025から調査チーム
が作成 
 

この観光開発戦略は国際訪問者・国際観光客を区別して扱っており、それぞれの目標を設定

している。そして、表 1.10に示す観光開発戦略と指標を設定している。 

表 1.10：観光開発戦略と主要指標 
観光開発戦略 指標の例 

観光資源の開発 - 優先観光エリアへの投資のために作られた制度の数 
- 観光セクターへの投資プロジェクトの数 

観光地や観光施設へのアクセスの確保 - 海外からの就航航空路線の数 
- 主要都市への高速道路の整備（キロメートル） 

観光商品・サービスの質の改善 - 観光分野の技術・職業訓練のための国家教育令の数 
- 海外からの患者を受け入れる医療施設数（医療ツーリズム） 

良好な観光環境の構築 - 観光ビザ免除の国の数 
- 観光ビザ発給にかかる時間 

国内外での効率的な観光プロモーションの

実施 
- カザフスタンの TVチャンネルを放映している国の数 
- カザフスタンの観光宣伝をする海外の交通機関の数 

出典：State Program for the Development of the Tourism Industry of the Republic of Kazakhstan for 2019-2025から調査チーム
が作成 
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1.6. トルクメニスタン 

トルクメニスタンの中期社会経済開発戦略「Programme of the President of Turkmenistan on the 

socio-economic development of the country in 2018-2024」では、2030 アジェンダ（Sustainable 

Development Goals）の達成へのコミットメントが記され、経済成長の加速が謳われている。

その経済活動の中心となっているのは化石燃料や天然資源・農産物の輸出である。観光開発

は国民の健康的な生活やスポーツの振興とともに記載されているが、重要なセクターとは位

置付けられていない。戦略には国際訪問者数の目標も記されているが、2018年の 11万 3,000

人を 2024年に 11万 4,500人にするというもので、目標はほぼ一定である。 

トルクメニスタンの観光法は 2010 年に制定され、その後、複数回の改正が行われている。

この法律は 9章、50条からなっており、ウズベキスタンの新観光法とともに多くの項目を網

羅している。観光セクターにおける政府の役割、観光開発ゾーンの設定、民間セクターの登

録・ライセンス制度、観光活動における契約、観光に伴う経済活動、自然資源や歴史文化遺

跡の保護などについて規定している。比較的新しい時期に制定されたこともあって、ウズベ

キスタンの観光法に次いで現代的なものとなっている。 

トルクメニスタンの観光開発戦略は「National Programme of Support and Development of 

Tourism in Turkmenistan for 2011-2020」である。この戦略は 2020年までをカバーするもので

あるが、その後の観光開発戦略についてはまだ公表されていない。この観光戦略では、以下

のような目標を設定している。 

• 2025年には 11万 4,000人以上の国際訪問者数を目指す。 

• 旅行者の電子登録など、ホテル部門の事務処理のデジタル化を進める。 

• 国際的なインターネットマーケティングプラットフォームへのトルクメニスタンのホ

テルの登録を進める。 

• CARECとの協力により国際基準やベストプラクティスに基づいた観光部門の人材の育

成と再教育を進める。 

• 歴史的建造物周辺のインフラ整備のための投資誘致を行う。 

 

1.7. タジキスタン 

2016年 12月に制定されたタジキスタンの中期国家開発計画「National Development Strategy of 

the Republic of Tajikistan for the Period up to 2030」では、年間 7%から 8%の経済成長を目指す

とされている。優先産業としては電力セクターとアグロインダストリーが挙げられ、観光セ

クターは取り上げられていない。それでも観光セクターについては、豊富な自然資源を活用
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した観光開発を行うことにより。GDPの中でのシェアを次第に上昇させていくことが目標と

されている5。 

タジキスタンの現在の観光法は 2020年 8月に施行された新しいものである。7章、38条から

なっており、観光商品や観光に関わる組織、個人、サービスなどの定義、観光セクターにお

ける中央政府、地方政府、政府関連機関の役割、観光セクターにおける政府の規制、観光サ

ービスにおける権利や責任、観光分野における経済取引などについて規定している。新しい

法律ではあるが、国家が観光セクターを統制するものとなっている。 

タジキスタンの観光開発戦略は、2018年 8月に政令として施行された「Tourism Development 

Strategy of the Republic of Tajikistan for the Period to 2030」である。この戦略では 2030年にタ

ジキスタンが持続的な観光地として世界の観光市場から認知されること、観光セクターが

GDPの中で一定の役割を占め、雇用の創出や地方の開発に貢献するよう観光産業を発展させ

ていくことを目指すことが謳われている。その上で、表 1.11に示す、2030年までの目標が設

定されている。 

表 1.11：タジキスタンの観光開発戦略の主要目標 
Indicators Unit 2017 (base) 2020 (target) 2030 (final target) 

Number of international visitors 000 persons 430.9 1,000 2,500 
Share of tourism sector in GDP percent 1.2 5.0 8.0 
Share of tourist services to the total 
export percent 6.2 8.0 15.0 
Share of tourism sector in the investment percent 0.07 2.0 10.0 
Share of the tourism sector in the state 
budget revenue  percent 0.046 1.0 3.0 
Tourism service TJS million 1,906.8 4,425.0 11.862.6 
Number of registered entities providing 
services in creation and treatment Units 230 300 500 

Share of tourism industry in the total 
employment percent 0.6 2.0 10.0 

Tajikistan's position in the ranking of the 
WWF TTC Index - 107/136 90/136 50/136 
出典：Tourism Development Strategy of the Republic of Tajikistan for the Period to 2030から調査チームが編集 
 

これらの目標を達成するために、この観光開発戦略は以下の取り組みを掲げている。 

• 観光産業の発展のための制度的枠組みを確立する。 

• 近代的な観光インフラを開発する。 

• 観光ポテンシャルを強化し、包括的なプロモーションを適切に実施する。 

• サービスの質の向上により観光商品の競争力を確保する。 

• タジキスタンの観光ブランドを明確化し、観光商品のプロモーションに活用する。 

• 天然資源と歴史的・文化的遺産の保護と活用のバランスを取る。 

 
 
5観光セクター開発の具体的な数値目標は示されていない。 
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• 観光産業の人的資源、人材、雇用を強化する。 

• 国際基準を遵守し、観光客の安全性を確保する。 

• 観光クラスターの創設と発展、観光産業の発展のためのイノベーションと投資を提供

する。 
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2. 観光市場 

本章では 5ヵ国の国際訪問者（international visitors）、国際観光客（international tourists）国内

観光客（domestic tourists）の近年の推移を概観する。訪問者の特徴（発地、訪問目的など）

も確認しつつ、日帰りの訪問者（Visitors）と宿泊を伴う観光客（Tourists）の違いを見出す

ことに努める。 

2.1. ウズベキスタン 

図 2.1はウズベキスタンの 2014年から 2019年までの間の国際訪問者数である。2つの棒グラ

フが並んでいるが、上のグラフの「Others」（緑色部分）を拡大したものが下のグラフとな

っている。ウズベキスタンへの国際訪問者は、2016年までは 200万人程度であったが、2017

年から増加をはじめ、2018年には 535万人、2019年には 675万人を記録した。これは 1.3節

で言及したように、シャフカト・ミルジョエフ第 2 代大統領の元での観光の発展加速化、観

光査証の免除など、開放的な経済政策を導入したことが大きく影響していると考えられる。 

 

 
出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000 Edition & 2021 Edition, UNWTO 

図 2.1：ウズベキスタンへの国際訪問者の推移 
 

図 2.1 を見ると、周辺国とロシアからの訪問者が、それぞれ数十万人から 100 万人増加して

いることがわかる。「Others」の国の中では、アフガニスタン、中国、日本、欧州1などの増

 
1 ここではドイツ、フランス、イギリス、イタリアの 4ヵ国を「欧州」としている。この定義は、ウズベキスタンだけでなく、
キルギス共和国とタジキスタンでも適用している。 
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加率が高かった。 

表 2.1：ウズベキスタンへの国際訪問者の訪問目的 
Purposes 2016 2017 2018 2019 

Total From CIS  From others  
Business* 149,708 159,944 56,515 53,117 23,509 29,608 
Study 6,261 6,912 14,633 21,383 19,468 1,915 
Travel 175,534 203,695 458,119 1,043,929 689,576 354,353 
Visit relatives 1,651,208 2,272,346 4,713,479 5,520,719 5,457,503 63,216 
Medical treatment 27,149 28,705 52,527 55,490 55,346 144 
Commercial* 17,175 18,472 50,946 53,874 14,708 39,166 
Total 2,027,035 2,690,074 5,346,219 6,748,512 6,260,110 488,402 
脚注：* Businessはビジネスに伴う会議・活動に伴う訪問であり、Commercialは商品の買い付けなどの商品の売買に伴う訪問
である。 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2000 
 

このようにウズベキスタンへの国際訪問者は増加しているが、その多くが周辺国からであり、

この増加がそのまま観光経済に貢献するかどうかは分からない。表 2.1 はウズベキスタンを

訪れた目的であるが、親族や知り合いの訪問と答える者が 80%以上であり、その比率に大き

な変化はない。一方、旅行を訪問の目的にするものは、2016年の 9％から 2019年の 15％に

徐々にその比率を上げつつある。2019 年の統計については、CIS（Commonwealth of 

Independent States2）とそれ以外の国からの訪問者の訪問目的についての記録もあるが、CIS

からの訪問者は 87%が親族や知り合いの訪問、11%が旅行であった。一方、CIS 以外からの

訪問者は、13%が親族や知り合いの訪問、73%が旅行を目的としていた。 

 
表 2.2：ウズベキスタンの国内観光の発生（2018年） 

単位：000トリップ 

Regions Total 
Council of 

Labor 
Unions 

Federation 

Youth 
Union 

Makhallya 
Fund and 
Women's 

Committee 

Public and 
religious 

organizatio
ns 

Business 
entities Independent 

Republic of Karakalpakstan 1,048 384 204 143 89 158 70 
Andijan Region 1,020 111 114 155 160 210 270 
Bukhara Region 1,615 150 200 106 69   1,090 
Jizak Region 1,054 310 100 74 225 155 190 
Kashkadarya Region 1,081 300 115 115 153 138 260 
Navoiy Region 500 61 78 48 49 79 185 
Namangan Region 1,002 101 114 156 136 275 220 
Samarkand Region 1,600 70 125 48 135 22 1,200 
Syrdarya Region 504 65 89 79 40 186 45 
Surkhandarya Region 1,089 160 220 235 179 125 170 
Tashkent Region 1,087 89 83 3 9 3 900 
Fergana Region 1,016 170 76 26 59 275 410 
Khorezm Region 1,606 115 120 43 38 190 1,100 
Tashkent City 1,265 140 250 242 306 137 190 
Total 15,487 2,226 1,888 1,473 1,647 1,953 6,300 
出典：Tourism in Uzbekistan 2018, The State Committee if the Republic of Uzbekistan for Tourism Development, 2019 
 

UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics」の 2021年版を見ると、ウズベキスタンの 2018

 
2 Commonwealth of Independent Statesは過去にソビエト社会主義連邦共和国を構成していた共和国の一部で構成している国家連
合体（commonwealth）である。 
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年、2019年の国内観光客数はそれぞれ 1億 1,900万人、1億 900万人と記録されている。し

かし MOTASの観光統計担当によると、この数字は過大で、Tourism in Uzbekistan 2018に掲

載されている 1,550 万人程度が適度であるとの意見であった3。表 2.2 に国内観光客の地域別、

組織別発生源を示している。青年、女性、ビジネスなどの団体による国内観光が全体の 60％

程度を占めている。1.3 節に示したウズベキスタンの中期観光開発戦略でもこの数値が国内

観光発生として扱われており、2025年には国内観光発生を 2,500万まで増加させることを目

標にしている（表 1.6参照）。 

海外からの訪問者数が急速に増加したのと同時に、海外を訪問するウズベキスタンの人々数

も 2018年以降に急速に増加している。図 2.2は 2016年から 19年までの海外訪問者数の推移

であるが、キルギス共和国とタジキスタンへの訪問者数が急速に増加したことがわかる。こ

れは、シャフカト・ミルジョエフ大統領の就任以降の両国の関係改善に伴い、キルギス共和

国のフェルガナ地方、タジキスタンのソグド州など、歴史的に繋がりの強い地方とのヒト・

モノの動きが活発化したためと考えられる。 

 

 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2000 

図 2.2：ウズベキスタンからの海外訪問者の推移 
 

2.2. キルギス共和国 

近年のキルギス共和国への国際訪問者の推移は図 2.3 に示すとおりである。国際訪問者数は

ウズベキスタンと同様の特徴を持っており、中央アジアの各国とロシア連邦からの訪問者が

全体の 95%以上を占めている。 

国際訪問者数は、2018年 690万人、2019年 850万人で、前年よりもそれぞれ 240万人、160

万人増加しているが、その多くの要因はウズベキスタンからの訪問者であった。一方で、上

のグラフでは「その他」に含まれている周辺国及びロシア以外の訪問者数も徐々に増加しつ

 
3 UNWTOの Compendium of Tourism Statisticsに記載された国内観光客数の算出根拠は不明である。一方、Tourism in Uzbekistan 
2018の国内観光客数（表 2.2）は労働組合、青年同盟、女性委員会、宗教組織などの組織ごとの観光客数を積み上げた、ある
程度根拠を持ったものとなっている。 
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つある。 

UNWTO の統計ではキルギスについては、 24 時間未満の滞在の「 same-day visitors

（excursionists）」と 24 時間以上の滞在の「overnight visitors（tourists）」が分類されて記録

されている。図 2.3の折れ線グラフは overnight visitors（tourists）の推移を示している。その

水準は 2019年を除けば 30万人から 40万人の水準で、実際に観光経済に貢献する人々はこの

規模であると考えられる。 

 

 
出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 

図 2.3：キルギス共和国への国際訪問者の推移 
 

 
出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 

図 2.4：キルギス共和国の国内観光発生とキルギスから海外への観光客 
 

図 2.4 はキルギス共和国の国内観光発生とキルギスから海外への訪問者数の推移である。

2014年から 2019年の間に国内観光発生数は 540万件から 620万件に、海外への訪問者数は
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380万人から 530万人にそれぞれ増加している。 

 

2.3. カザフスタン 

図 2.5はカザフスタンへの国際訪問者の推移である。国際訪問者数は、2014年から 16年まで

の間は 650万人前後であったが、2017年には 770万人、2018年と 19年には 850万人以上の

水準に上昇している。この増加はウズベキスタン、タジキスタンからの訪問者の増加に依る

ところが大きい。一方、上のグラフで「Others」に分類された国の訪問者数は 2014年には 96

万人、2019年には 97万人と大きな変動はない。2016年には訪問者数が 84万人まで減少した

こともあった。 

 
出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 

図 2.5：カザフスタンへの国際訪問者の推移 
 

各国の推移を見ると、2014年には 23万人だった中国からの訪問者数が、2018年には 5万人

まで減少している。一方で、ドイツ4、アゼルバイジャンベラルーシ、米国からの訪問者が

多い。これはカザフスタンの都市開発や天然資源開発など、ビジネスに関する訪問が多いた

めと考えられる。表 2.3は経済省統計委員会の統計「Kazakhstan Tourism 2015–2019」で、カ

ザフスタンへの国際訪問者の目的について記している。「Business & professional」を目的に

する者が 14％から 17%と、表 2.1に記したウズベキスタンにおけるビジネスを目的とする訪

 
4 ウズベキスタン、キルギス共和国、タジキスタンの分析では、ドイツはフランス、イタリア、イギリスと共に「欧州」として
まとめているが、カザフスタンに関しては他の 3ヵ国合計の 2倍程度の訪問者数があることから、ドイツを 1国として扱って
いる。 



中央アジア地域における観光開発分野に係る情報収集・確認調査 
ファイナルレポート 

 

1-18 

問者よりもずっと高い値になっている。一方で、観光を目的とする訪問者は 5万人から 8万

人前後で、全体の 1%程度しか存在しない。 

 
表 2.3：カザフスタンへの国際訪問者の目的の推移 

Purposes 2015 2016 2017 2018 2019 
Total 6,430,158 6,509,390 7,701,196 8,789,314 8,514,989 
Business and professional 1,044,743 1,096,899 1,186,542 1,223,324 1,453,440 
Tourism 54,374 56,228 81,635 65,822 76,203 
Private 4,839,040 4,814,757 5,853,816 6,865,255 6,341,598 
Transit 492,002 541,507 579,203 634,913 643,748 

出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics of Ministry of National Economy of the Republic of Kazakhstan 
 

図 2.6は UNWTOの統計に記録された、カザフスタンにおける国内観光客の発生の推移であ

る。国内観光発生は 2014年の 600万件から 2019年の 860万件に増加しており、その 85％程

度は宿泊を伴う旅行者とされている。一方、Kazakhstan Tourism 2015-2019では、宿泊施設、

サナトリウム、保護区のデータから 2019年の overnight visitorは 670万人と推計している。 

 

 
出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 

図 2.6：カザフスタンの国内観光客数の推移 
 

図 2.7はカザフスタンからの国際訪問者の推移である。毎年 1,000万人前後が海外を訪問して

いる。2016年くらいまでの主な訪問先はロシア連邦とキルギス共和国で、その 2国で全体の

80%近くを占めていた。しかし、2017 年以降はウズベキスタンへの訪問者も増加しつつあり、

2015年から 2019年までの間にウズベキスタンへの訪問者は約 100万人増加している。 
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出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics of Ministry of National economy of the Republic of Kazakhstan 

図 2.7：カザフスタンからの国際訪問者の推移 
 

2.4. トルクメニスタン 

UNWTOの Yearbook of Tourism Statisticsと Compendium of Tourism Statisticsでは、トルクメニ

スタンのデータは記されていない（タジキスタン政府から報告されていない）。そのため、

本調査では調査補助員を通じて直接データの入手を試みたが、最終的にデータを入手するこ

とができなかった。 

UNDPは、UNWTOの支援も得て 2020年 12月に観光統計整備に関する 3日間のワークショ

ップを実施した 5。これは、State Statistics Committee of Turkmenistan と実施している

「Strengthening institutional and statistical capacity on national accounts」と、農業環境保護省と実

施している「Sustainable Cities in Turkmenistan: Integrated Green Urban Development in Ashgabat 

and Avaza」の 2つのプロジェクトの一環として行われたものである。このようにトルクメニ

スタンでは UNWTOの基準に沿った観光統計作りが試みられているものと思われる。 

1.6 節に示したトルクメニスタンの中期社会経済開発戦略「Programme of the President of 

Turkmenistan on the socio-economic development of the country in 2018-2024」によると、2018年

の国際訪問者数は 113,000 人と記録されている。中央アジアの他の 4 ヵ国と比較してもかな

り低い水準となっている。 

 

2.5. タジキスタン 

図 2.8 はタジキスタンへの国際訪問者数の推移である。ウズベキスタン、キルギス共和国、

カザフスタンの 3ヵ国は 2019年のデータが UNWTOに報告されているが、タジキスタンの

同年のデータはまだ報告されていない。そのため、図 2.8は 2014年から 2018年までの 5年

間のデータを扱っている。 

 
5 https://www.tm.undp.org/content/turkmenistan/en/home/presscenter/pressreleases/2020/UNDP-supports-Turkmenistan-in-development-of-
the-tourism-statistics.html 
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タジキスタンへの国際訪問者は、2014年から 2016年の間は 20万人から 40万人ほどの規模

であった。しかし、2018年になって訪問者数は一気に 100万人を超える水準になった。その

大きな要因は、それまで 10万人以下だったウズベキスタンからの訪問者が 70万人以上に増

加したためである。上のグラフで「その他」に区分されている国からの訪問者の推移を見る

と、2015年と 16年には 4万人近くいたアフガニスタンからの訪問者が 2017年以降には 1万

人以下に減少してしまっている。周辺国とロシアを除くと、多くの国の訪問者数は数千人の

レベルである。 

 

 
出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 

図 2.8：タジキスタンへの国際訪問者の推移 
 

表 2.4：タジキスタンへの国際訪問者の訪問目的 
単位：000人 

Purposes of visit 2014 2015 2016 2017 2018 
Holidays, leisure, and recreation – 26 31 103 74 
Other personal purposes 182 366 285 294 956 
Business and professional 31 22 29 35 5 

出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 
 

表 2.4はタジキスタンへの国際訪問者の訪問目的である。2018年の国際訪問者の増加の多く

も親類や友人の方の訪問のような「Other personal purposes」であることが分かる。一方で観

光を示す「Holidays, leisure, and recreation」も小規模であるが増加傾向にある。 
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出典：Yearbook of Tourism Statistics 2000Edition & 2021 Edition, UNWTO 
図 2.9：タジキスタンの国内観光発生と海外への旅行者数 

 

図 2.9 はタジキスタンの国内観光発生と海外への旅行者数（overnight visitors）の推移である。

2014年及び 2015年の国内観光発生は年間 5万件程度であったが、2016年からは 20万件以上

に急激に増加している。一方で、海外への訪問者数は、年間で 2万人から 3万人と、ごく限

られた水準となっている。 
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3. 観光経済 

本章では中央アジア 5 ヵ国の観光セクターの経済に与える影響について概観する。観光経済

に関する統計の作成は、各国によって作成方法や精度が異なっている。従って、各国の観光

セクターの経済への貢献や観光産業の評価を国際的な組織による分析した結果から比較し、

その後、各国の観光機関、統計機関の作成した統計を分析する。 

3.1. Economic Impact Report 

世界の代表的な観光企業が参加する世界旅行ツーリズム協議会（World Travel & Tourism 

Council; WTTC）は世界各国の観光活動がそれぞれの国の経済に直接、間接に与える影響を

分析する「Economic Impact Report」を毎年発行・公表している。2021年版のレポートでは世

界の 185 ヵ国を対象に分析が行われ、本調査対象国では、ウズベキスタン、キルギス共和国、

カザフスタン、タジキスタンの 4 ヵ国の分析が行われている。本節では Economic Impact 

Reportの中で主要な分析となっている国際観光客からの収入、観光セクターのGDPに対する

貢献、観光セクターの雇用に対する貢献の 3つの指標について 4ヵ国と、コーカサス地域の

ジョージアの数値を確認する。 

表 3.1：観光客収入の推計 

国 

2019 2020 
国際観光客収入額と

輸出総額に占める割

合（USD million; %） 

国内観光客からの収

入額（USD million） 

国際観光客収入額と

輸出総額に占める割

合（USD million; %） 

国内観光客からの収

入額（USD million） 

ウズベキスタン 1,536 (9.8) 825.7 308 (2.0) 474 
キルギス共和国 588 (20.7) 285 199 (7.9) 173 
カザフスタン 2,832 (4.4) 3,279 565 (1.0) 1,890 
タジキスタン 174 (16.9) 310 56 (8.7) 184 
ジョージア 3,398 (38.5) 1,365 575 (6.8) 741 
出典：Economic Impact Report 2021, WTTC, 2021 
 

表 3.1は 2019年と 2020年の中央アジア 4ヵ国の国際観光客、国内観光客からの収入である。

中央アジア地域と比較するために、特にウズベキスタンでのインタビューの中で目標とされ

ることの多かったジョージアのデータも掲載している。2019年には天然資源の輸出の多いカ

ザフスタンを除くと、ウズベキスタン、キルギス共和国、タジキスタンの 3 国は、輸出総額

の 10%から 20%に相当する国際観光収入額を得ていた。天然資源などの輸出が限られるキル

ギス共和国とタジキスタンでは、輸出総額に対する割合は特に大きかった。しかし、2020年

には COVID-19 の世界的な感染拡大のために、国際観光客からの収入額はどの国も大きく減

少している。 

一方で、国内観光客からの収入も減少しているが、その減少幅は国際観光客からの収入額ほ

どではなく、観光産業の収入の低下を防ぐ一定の役割を果たしたと評価できる。 
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表 3.2：観光の GDPに対する直接・間接の貢献 

国 
2019 2020 

GDPに対する 
シェア（%） 

付加価値の総額

（USD million） 
GDPに対する 
シェア（%） 

付加価値の総額

（USD million） 
ウズベキスタン 5.2 2,801 1.9 1,004 
キルギス共和国 9.6 798 4.2 340 
カザフスタン 5.2 8,903 2.4 3,906 
タジキスタン 6.4 530 3.4 275 
ジョージア 26.7 4,573 7.9 1,276 
出典：Economic Impact Report 2021, WTTC, 2021 
 

表 3.2は中央アジア 4ヵ国とジョージアの観光の直接・間接の GDPに対する貢献を示してい

る。キルギス共和国の観光セクターは直接・間接の貢献によって 2019年には GDPの 9.6%を

生み出していると推計されているが、鉱業や綿花生産などの発達しているウズベキスタン及

びカザフスタンでは、その数値はともに 5.2%とそれほど大きな数値ではない。しかし、観

光の生み出す直接・間接の付加価値額を比較すると、ウズベキスタンは 28 億ドル、カザフ

スタンは 89億ドルに対してキルギス共和国は 8億ドルと大きな差がある1。COVID-19の世界

的な感染拡大のため、2020年の観光によって作られた付加価値額は、いずれの国においても

半分以下に減少した。 

一方、ジョージアは 2019年には観光が GDPへの直接・間接の貢献は GDPの 26.7%、作り出

された付加価値額は 45億ドルと、観光が国家経済に大きく貢献している。 

 
表 3.3：観光の雇用に対する直接・間接の貢献 

国 
2019 2020 

雇用者数（000人） 全雇用に占める割合

（%） 雇用者数（000人） 全雇用に占める割合

（%） 
ウズベキスタン 681 5.3 495 4.0 
キルギス共和国 235 10.8 169 7.9 
カザフスタン 443 5.1 339 3.9 
タジキスタン 173 7.0 134 8.7 
ジョージア 513 29.3 380 21.8 
出典：Economic Impact Report 2021, WTTC, 2021 
 

表 3.3は観光の雇用に対する直接・間接の貢献である。2019年には観光によりウズベキスタ

ン、キルギス共和国、カザフスタン、タジキスタンでそれぞれ 68万人、23万人、44万人、

17万人の雇用を生み出している。特にキルギス共和国では全雇用の 10.8%を生み出している

と推計されている。一方、ジョージアでは、全雇用の 30％近く、51 万人の雇用を生み出し

ていると推計されている。 

2020 年にはパンデミックで各国の雇用が減少した。ウズベキスタンで 18 万人、カザフスタ

 
1 2019年の各国の GDPは、ウズベキスタン 539億ドル、キルギス共和国 83億ドル、カザフスタン 1,712億ドルである。 
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ンで 10 万人、キルギス共和国で 7 万人、タジキスタンで 4 万人の雇用が減少した。各国で

23%から 28%の雇用が失われたと推計されている。 

 

3.2. Travel and Tourism Competitiveness Index 

世界経済フォーラム（World Economic Forum; WEF）は、2007 年から「Travel and Tourism 

Competitiveness Report」を出版している。各国の 2009年までは毎年発行されていたが、2011

年以降は 2年に 1度発行されており、その最新版は 140カ国を対象とした 2019年版である。 

この報告書では各国の観光セクターの競争力を「Travel and Tourism Competitiveness Index

（TTCI）」として指標化し、各国のランキングを作成しているが、この指標は表 3.4 に示す

ように 4分野の subindex、14分野の pillar、さらにその下の 90の indicatorと 4層構造で指数

を作り出している。 

表 3.4：Travel and Tourism Competitiveness Indexの Subindexと Pillar 
Subindexes Pillars 

Enable environment - Business environment (12 indicators) 
- Safety and security (5 indicators) 
- Health and hygiene (6 indicators) 
- Human resources and labour market (9 indicators) 
- ICT readiness (8 indicators) 

Travel & tourism policy and enabling 
conditions 

- Prioritization of travel and tourism (6 indicators) 
- International openness (3 indicators) 
- Price competitiveness (4 indicators) 
- Environmental sustainability (10 indicators) 

Infrastructure - Air transport infrastructure (6 indicators) 
- Ground and port infrastructure (7 indicators) 
- Tourist service infrastructure (4 indicators) 

Natural and cultural resources - Natural Resources (5 indicators) 
- Cultural resources and business travel (5 indicators) 

出典：The Travel & Tourism Competitiveness Report 2019, World Economic Forum, 2019 
 

中央アジア 5ヵ国の中では、キルギス共和国、カザフスタン、タジキスタンの 3ヵ国は TTIC

の作成に参加しているが、ウズベキスタンとトルクメニスタンは参加していない。参加して

いる 3ヵ国とジョージアの TTICおよび Pillarの数値と参加国（140ヵ国）での順位は表 3.5

に示すとおりである。 

表 3.5：中央アジア 3カ国とジョージアの TTCIの順位とスコア 
Index component キルギス共和国 カザフスタン タジキスタン ジョージア 

Overall score 110 (3.2) 80 (3.7) 104 (3.3) 68 (3.9) 
Business environment 77 (4.4) 49 (4.7) 89 (4.3) 24 (5.2) 
Safety and security 96 (5.2) 63 (5.6) 60 (5.6) 25 (6.0) 
Health and hygiene 55 (5.7) 12 (6.5) 63 (5.5)  41 (6.0) 
Human resource and labor market 93 (4.3) 57 (4.7) 62 (4.7) 54 (4.7) 
ICT readiness 98 (4.0) 60 (5.0) 115 (3.4) 63 (4.9) 
Prioritization of Travel & Tourism 110 (3.8) 91 (4.3) 96 (4.3) 28 (5.2) 
International openness 86 (3.0) 113 (2.5) 111 (2.5) 67 (3.4) 
Price competitiveness 9 (6.1) 4 (6.3) 55 (5.6) 36 (5.7) 
Environmental sustainability 123 (3.7) 118 (3.8) 113 (3.9) 76 (4.2) 
Air transport infrastructure 117 (2.0) 75 (2.7) 102 (2.2) 81 (2.5) 
Ground and port infrastructure  130 (2.1) 87 (2.9) 96 (2.8) 74 (3.2) 
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Tourist service infrastructure 128 (2.1) 90 (3.4) 131 (2.0) 41 (4.9) 
Natural resource 94 (2.5) 89 (2.6) 73 (2.9) 105 (2.4) 
Cultural resource and business travel 82 (1.5) 65 (1.7) 107 (1.3) 79 (1.5) 

脚注：左側の数値は世界 140ヵ国の中での順位、括弧内の数字は指標の数値を示す。 
出典：The Travel & Tourism Competitiveness Report 2019, World Economic Forum, 2019 
 

TTCIの世界 140ヵ国の中での順位は、キルギス 110位、カザフスタン 80位、タジキスタン

104位で、ジョージアは 68位である。表 3.5では、各指標の順位が総合スコア（Overall score）

の順序より低いセルをグレーにしており、キルギスとカザフスタンの弱い分野には類似する

点が多いことがわかる。観光政策の優先度、環境の持続可能性、インフラなどの評価が低く

なっている。一方、価格競争力は高く評価されている。タジキスタンはインフラ分野の評価

はキルギス共和国、カザフスタンよりも高く評価されているが、ICT への対応、国の閉鎖性、

文化資源とビジネス観光分野が弱いと評価されている。キルギス共和国、カザフスタン、タ

ジキスタンの 3国とも Overall scoreの順位は少しずつではあるが上昇傾向である。 

ウズベキスタン、トルクメニスタンは WEF のこの取り組みには参加していないので評価は

されていない。しかし、2019年報告書には世界の 140ヵ国が参加しており、この取り組みに

参加しないこと自体が国際的な評価を下げてしまう恐れがあると考えられる。 

 

3.3. ウズベキスタン 

本節以降では各国の観光経済に関する統計を概観する。表 3.6 と表 3.7 は UNWTO の

「Compendium of Tourism Statistics」にまとめられたウズベキスタンの観光産業の雇用、国際

観光客の観光収入に関する統計である。観光産業の雇用に関しては、ホテルなどの宿泊サー

ビス（Accommodation services for visitors）と旅行会社サービス（Travel agencies and other 

reservation services activities）の雇用が推計されており、2019 年の雇用はそれぞれ 4 万 8,000

人、3万人と見積もられている。 

表 3.6：ウズベキスタンの観光産業の雇用（UNWTO） 
単位：000人 

Employment 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
Total employment 42.3 42.5 45.3 49.6 50.0 51.2 
Accommodation services for visitors (hotels and similar 
establishments) 40.6 40.7 43.3 47.7 47.6 48.3 

Other accommodation services - - - - - - 
Food and beverage serving activities - - - - - - 
Passenger transportation - - - - - - 
Travel agencies and other reservation services activities 1.7 1.8 2.0 1.9 2.4 2.9 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 3.7：ウズベキスタンの国際観光客からの観光収入（UNWTO） 
単位：パーセント 

Tourism receipt 2015 2016 2017 2018 2019 
Estimation of inbound tourism expenditure (USD million) 688 579 835 1,314 1,679 
Inbound tourism expenditure over GDP 0.8 0.7 1.4 2.7 2.9 
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Inbound tourism expenditure over exports of goods and services   5.8 5.5 6.7 9.3 9.9 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

国際観光客からの観光収入（観光サービスの輸出）は 2019年には 16億 7,900万ドルと推計

され、この金額は同年の GDPの 2.9%、財とサービスの輸出の 9.9%に相当すると推計されて

いる。国際観光客からの観光収入は 2015年には 6億 9,000万ドルで GDPの 0.8%財とサービ

スの輸出額の 5.8%であったが、2018年から急速に増加したと見積もられている。 

一方、ウズベキスタン政府観光開発委員会（MOTAS の前身）は、「Tourism in Uzbekistan 

2018」において 2018年の国際観光客からの観光収入を 10億 4,100万ドルと推計している。

表 3.8は各国からの観光客一人当たりの支出額と各国の観光客からの観光収入である。 

 
表 3.8：国際観光客からの 2018年の観光収入（観光開発委員会） 

Country Average expense 
(USD) 

Export of the tourist services 
(USD million) 

Kazakhstan 158.3 362.9 
Kyrgyz Republic 99.3 104.8 
Tajikistan 60.4 66.1 
Turkmenistan 104.6 17.7 
Other CIS countries 635.6 258.1 
Far abroad countries 709.4 230.9 
Total - 1,040.9 

出典：Tourism in Uzbekistan 2018, The States Committee of the Republic of Uzbekistan for Tourism Development 
 

1.3節の表 1.6「ウズベキスタンの観光開発戦略の主要目標」の 2018年の観光サービスの輸出

額にも上記数値が用いられている。「Tourism in Uzbekistan 2018」は 2017年の国際観光客か

らの観光収入を 5億 4,700万ドルと推計しており、2018年にはその 1.9倍の金額に増加した

と分析している。 

 

3.4. キルギス共和国 

表 3.9は UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics」にまとめられたキルギス共和国の観

光産業の雇用統計である。観光産業の雇用は交通産業を除く雇用が推計されている。2019年

の観光産業全体の雇用は 8,900人で、2014年から 2018年までは雇用数の変動はほとんどなか

った。ホテルなどの宿泊サービス（Accommodation services for visitors）での雇用（1,600人）

よりもその他宿泊サービス（Other accommodation services）の雇用（3,800 人）が多くなって

いる。また、旅行会社サービス（Travel agencies and other reservation services activities）の雇用

（1,500人）はホテルなどの宿泊サービスの雇用とほぼ同数と推計されている。 

 
表 3.9：キルギス共和国の観光産業の雇用（UNWTO） 

単位：000人 
Kind of tourism businesses 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Total 8.6 8.5 8.4 8.4 8.5 8.9 
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Kind of tourism businesses 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
Accommodation services for visitors (hotels and similar 
establishments) 1.7 1.6 1.5 1.2 1.4 1.6 

Other accommodation services 3.7 3.6 3.6 3.8 3.8 3.8 
Food and beverage serving activities 1.2 1.1 1.1 1.2 1.1 1.3 
Passenger transportation - - - - - - 
Travel agencies and other reservation services activities 1.3 1.5 1.5 1.6 1.6 1.5 
Other tourism industries 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.7 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 3.10は国際観光客からの観光収入（観光サービスの輸出）に関する統計である。国際観光

客からの観光収入は 2019年には 6億 4,400万ドルと推計されており、同年の GDPの 8.4%、

財とサービスの輸出の 22.9%に相当すると推計されている。これらの比率はウズベキスタン

と比較すると大きな水準である。国際観光客からの観光収入とその GDP 及び輸出総額の比

率の推移を見ると、2015年から 2018年まではそれぞれ同レベルの水準であったが、2019年

になって観光収入額は前年の 1.4倍となり、GDP及び輸出総額の比率も増加した。 

 
表 3.10：キルギス共和国の国際観光客からの観光収入（UNWTO） 

単位：パーセント 
Tourism receipt 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Inbound tourism expenditure (USD million) 423 426 432 428 459 644 
Inbound tourism expenditure over GDP 6.3 7.2 7.0 6.2 6.4 8.4 
Inbound tourism expenditure over exports of goods and 
services 14.3 19.9 19.8 18.7 18.9 22.9 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 3.11はキルギス共和国統計委員会が発行する「Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019」に記載さ

れた国際観光客からの観光収入である。各年の観光収入額は表 3.10に示したUNWTOの統計

とほぼ同レベルであるが、わずかに少ない水準である。キルギス共和国の中期観光開発戦略

「Program of the Government of the Kyrgyz Republic of development of the sphere of tourism for 

2019-2023」（表 1.7 参照）では、2017 年の国際観光客からの観光収入として表 3.11 の数値

（USD418.2 million）がそのまま使われている。 

 
表 3.11：国際観光客からの観光収入（キルギス共和国統計委員会） 

単位：USD million 
Tourism receipt 2015 2016 2017 2018 2019 

Export of tourism services 410.1 415.6 418.2 453.4 613.1 
CIS countries 353.7 362.9 363.7 386.8 545.6 
Countries outside the CIS 56.4 52.7 54.5 66.6 67.5 
出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 

 

3.5. カザフスタン 

表 3.12は、UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics」にまとめられたカザフスタンの観

光産業の雇用に関する統計である。観光産業の雇用は、飲食サービス（Food and beverage 

serving activities）と旅客交通（Passenger transportation）を除く雇用が推計されている。2018
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年の観光産業全体の雇用は 11 万 9,500 人で、2014 年から雇用数は毎年少しずつ増加してい

る。同年のホテルなど宿泊サービス（Accommodation services for visitors）の雇用は 2万 9,200

人、その他宿泊サービス（Other accommodation services）は 8,000人となっており、その他観

光産業（Other tourism industries）が 7万 4,900人となっている。 

 
表 3.12：カザフスタンの観光産業の雇用（UNWTO） 

単位：000人 
Kind of tourism business 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Total 108.3 111.3 113.9 116.3 119.5 - 
Accommodation services for visitors (hotels and similar 
establishments) 25.7 25.3 26.5 27.6 29.2 30.0 

Other accommodation services 10.3 10.5 10.0 9.6 8.0 - 
Food and beverage serving activities - - - - - - 
Passenger transportation - - - - - - 
Travel agencies and other reservation services activities 6.5 7.3 7.2 7.3 7.4 - 
Other tourism industries 65.8 68.2 70.2 71.8 74.9 - 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 3.13は国際観光客からの観光収入に関する統計である。国際観光客からの観光収入は2019

年には 24億 6,000万ドルを記録した。同年の観光収入の GDPに対する割合と財とサービス

の輸出に対する割合はそれぞれ 1.6%、37.6%で、GDPに対する割合は、2016年以降はほぼ同

レベル、財とサービスの輸出に対する割合は 2014年以降の 6年間は少しずつ上昇している。 

 
表 3.13：カザフスタンの国際観光客からの観光収入（UNWTO） 

単位：パーセント 
Tourism receipt 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Inbound tourism expenditure (USD million) 2,000 1,632 1,858 2,135 2,254 2,463 
Inbound tourism expenditure over GDP 1.0 1.0 1.5 1.4 1.5 1.6 
Inbound tourism expenditure over exports of services 32.0 29.7 33.5 36.2 36.2 37.6 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 3.14から表 3.16はカザフスタン国家経済省統計委員会の「Kazakhstan Tourism 2015–2019」

に示された観光サービスの輸出、観光産業のGDP、観光産業の雇用の統計である。表 3.14の

観光サービスの輸出額の合計は表 3.13の UNWTOの統計と同一である。一方、表 3.14はビ

ジネス観光と個人観光のそれぞれの観光サービス輸出額が分けて示されており、ビジネス観

光に伴うサービス輸出は 3 億ドル台でほぼ一定であったのに対し、個人観光に伴う観光サー

ビス輸出が増加傾向にあることが分かる。 

表 3.14：観光サービスの輸出とその内訳 
単位：USD million 

Export of tourism services 2015 2016 2017 2018 2019 
Total 1,632.0 1,858.5 2,135.4 2,254.6 2,463.3 

Business trips 335.2 399.3 368.3 329.5 344.8 
Personal trips 1,296.8 1,459.2 1,767.1 1,925.1 2,118.5 

出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics of Ministry of National Economy of 
the Republic of Kazakhstan 
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表 3.15 はカザフスタンの観光産業が作り出している付加価値と、その GDP に占めるシェア

である。表 3.2に示した GDPへの貢献は観光産業から他の産業への波及も含めた直接・間接

の付加価値の創出を推計しているが、この表では観光産業の直接的な付加価値の創出を示し

ている。観光産業が作り出している付加価値は毎年増加傾向にあり、2018年には 7,840億カ

ザフスタン・テンゲ、GDPの 1.3%を占めていた。観光産業の生み出す付加価値の GDPに対

する割合は増加傾向にある。 

表 3.15：カザフスタンの観光産業の付加価値と GDPに占めるシェア 
Value-added from tourism industry Unit 2015 2016 2017 2018 2019 

Gross value added directly generated in 
tourism KTZ billion  406.4 558.8 688.2 784.0 - 

Share of gross value added, directly in 
tourism, in gross domestic product percent 1.0 1.2 1.3 1.3 - 
出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics of Ministry of National Economy of the Republic of Kazakhstan 
 

表 3.16は観光産業の中でも特に旅行会社と宿泊ビジネスの雇用である。2019年には両者の雇

用の合計は 4万 6,000人となっており、そのうち 3万人が宿泊施設と推計されている。表 3.16

で推計されている雇用者数は、表 3.12の UNWTOの統計とほぼ同水準となっている。 

表 3.16：観光産業の雇用 
単位：000人 

Kind of tourism business 2015 2016 2017 2018 2019 
Tourism companies 7.3 7.2 7.3 7.4 7.4 
Accommodations 25.3 26.5 27.6 29.2 30.0 
Health resort facilities 10.5 10.0 9.6 8.0 8.8 
Total 43.1 43.7 44.5 44.6 46.2 

出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics of Ministry of National Economy of the Republic of Kazakhstan 
 

3.6. タジキスタン 

表 3.17と表 3.18は UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics」にまとめられたタジキス

タンの観光産業の雇用、国際観光客の観光収入に関する統計である。2018年の観光産業全体

の雇用は 2 万 3,900 人で、2015 年から雇用数は毎年少しずつ増加している。飲食サービス

（Food and beverage serving activities）が 1万 4,700人、宿泊サービス（Accommodation services 

for visitors）が 3,700人で、この 2つが主な雇用発生源になっている。 

 
表 3.17：タジキスタンの観光産業の雇用（UNWTO） 

単位：000人 
Kind of tourism business 2015 2016 2017 2018 

Total 20.8 21.4 22.1 23.9 
Accommodation services for visitors (hotels and 
similar establishments) 1.6 1.7 1.7 3.7 
Other accommodation services 1.0 1.0 1.1 0.7 
Food and beverage serving activities 16.7 17.0 17.2 17.4 
Passenger transportation 0.7 0.7 0.8 0.9 
Travel agencies and other reservation services 
activities 0.5 0.7 0.9 0.9 

Other tourism industries 0.3 0.3 0.4 0.3 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
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タジキスタンの国際観光客からの観光収入は 2018 年には 1 億 7,100 万ドルとなっており、

2014 年以降の数値と比較しても横ばいである。観光収入の GDP に対する割合も横ばいで、

財・サービスの輸出に対する割合は減少傾向にある。一方、表 1.11に示したように、タジキ

スタンの中期観光開発戦略「Tourism Development Strategy of the Republic of Tajikistan for the 

Period to 2030」では、2017年の観光収入の輸出に対する比率は 6.2%とされ、この推計とは大

きく異なる値となっている。 

表 3.18：タジキスタンの国際観光客からの観光収入（UNWTO） 
単位：パーセント 

Year 2014 2015 2016 2017 2018 
Inbound tourism expenditure (USD million) 220 146 150 172 171 
Inbound tourism expenditure over GDP 2.4 1.9 2.2 2.4 2.3 
Inbound tourism expenditure over exports of goods 
and services 26.3 17.7 16.6 15.3 15.3 

出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
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4. 観光資源と観光商品 

4.1. 中央アジア 5カ国 

中央アジア 5 ヵ国の観光資源を見ると、この地域は紀元前から繰り広げられた様々な王国の

興亡や盛衰、シルクロードによる交易文化の交差路の歴史を持つ。さらに、7,000 メートル

級の山岳地帯や高原に点在する湖沼から海抜マイナスとなる砂漠まであり、ダイナミックな

自然資源にも恵まれている。 

表 4.1及び図 4.1に記した「西天山」や「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」のよう

に複数国に跨る世界遺産もあり、近年では、複数国に跨る世界遺産登録申請の動きも活発で

ある（表 4.2 参照）。また複数国に共通する無形文化遺産も多く、カザフスタンとキルギス

の遊牧民文化、ウズベキスタンとタジキスタンのソグド文化等、文化的価値も共有している。 

表 4.1：中央アジア複数国に跨る世界遺産 
国名 名称 分類 登録年 

カザフスタン、キルギス、ウズ

ベキスタン CA-A1 西天山 自然遺産 2016 

カザフスタン、キルギス CA-A2シルクロード：長安－天山回廊の交易路網 文化遺産 2014 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org) から調査チーム作成 
 

表 4.2：中央アジア複数国に跨る世界遺産暫定リスト 
国名 名称 分類 申請年 

カザフスタン、ウズベキスタ

ン、トルクメニスタン CA-B1 トゥラン低地の冷たい冬 自然遺産 2020 –
2021 

ウズベキスタン、タジキスタ

ン、トルクメニスタン 
CA-B2 シルクロード：ザラフシャンーカラクム回
廊 文化遺産 2021 

出典： 世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) から調査チーム作成 

 
表 4.3：中央アジア複数国に跨る無形文化遺産リスト 

国名 名称 登録年 
カザフスタン、キルギス、ウズ

ベキスタン、タジキスタン、ト

ルクメニスタン他 
CA-C1 ノウルーズ（イラン歴の元日） 2016 

カザフスタン、キルギス他 CA-C2 フラットブレッドの製法と分かち合いの文化：ラヴァシ
ュ、カティルマ、ジュブカ，ユフカ 2016 

カザフスタン、キルギス他 CA-C3 伝統的な知的戦略ゲーム：トギズクマラク、トグズ・コ
ルグール、マンガラ／ギョチュルメ) 2020 

カザフスタン、キルギス 
CA-C4 キルギスとカザフスタンのユルト（チュルク民族の移動
住居）製作の伝統的な知識と技能） 2014 

CA-C5 アイティシュ／アイティス、即興芸術 2015 
!"#$%&'(&)$%&' *+,*-./0/1234567 2008 
出典：無形文化遺産センターWebサイト (https://ich.unesco.org/en/lists) から調査チーム作成 

 

これら歴史遺産や古来の文化だけでなく、山岳風景を楽しむ近代的なリゾート地やスキー場

も開発されており、さらにアラル海の跡地（船の墓場）や天然ガス田など、現代のこの地域

を特徴づける観光資源や観光商品の開発も行われつつある。また、多様な生態系を有してお
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り、そのため貴重な動植物の宝庫となっていて、エコツーリズムやバードウォッチングツア

ーなど、新規観光商品開発のポテンシャルも高い。 

 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org) から調査チーム作成 

図 4.1：中央アジア複数国に跨る世界遺産・世界遺産暫定リスト 
 

4.2. ウズベキスタン 

4.2.1. 文化資源 

ウズベキスタンの観光資源の特徴は世界遺産として有名なサマルカンド・ブハラ・ヒヴァに

代表される歴史文化資源の豊富さであり、これらの都市を結んで観光の「ゴールデンルート」

が形成されている。さらに、世界遺産暫定リストには、18サイトを含むウズベキスタンのシ

ルクロードに加えて、9 つの文化遺産・複合遺産が登録されており、歴史文化資源の宝庫で

ある。また、まだ観光利用は限定的であるが、楽器、音楽、ダンスなど、ウズベキスタン独

自の無形文化遺産も豊富である。 

表 4.4：ウズベキスタンにおける文化資源 
世界遺産 世界遺産暫定リスト 無形文化遺産 

UZ-A1 ヒヴァのイチャン・カラ 
(1990) 

UZ-B1 ウズベキスタンのシルクロ
ードサイト1 (2010) 

UZ-D1 バイスン地方の伝統文化 
(2008) 

 
1 1996年に世界遺産暫定リストに登録されたシェイクムフタールバリコンプレックス霊廟、2008年に登録された古代テルミ
ズ、コーカンド歴史地区、オアシス都市カンカ、シャルキヤ、アシケント、アンディジャン、ポイケント、ヴァラシャ、古代

パップ遺跡、ヴァブケントのミナレット、チャシュマアユブ廟、チョル＝バクル、バハー・アッディーン・ナクシュバンド複
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世界遺産 世界遺産暫定リスト 無形文化遺産 
UZ-A2 ブハラ歴史地区 (1993） 
UZ-A3 シャフリサブス歴史地区 
(2000） 
UZ-A4 サマルカンド-文化交差路
(2001) 

UZ-B2 アブドゥルカンバンディダ
ム(2008) 
UZ-B3 アクアスタナババ霊廟 (1996) 
UZ-B4 アラブアタ霊廟 (2008) 
UZ-B5 バイスン (1997) 
UZ-B6 ホラズム城塞遺跡 (2008) 
UZ-B7 ハンバンディダム (1996) 
UZ-B8 サルミシュサイロックアー
ト(2008) 
UZ-B9 シパントッシュロックアー
ト(2008) 
UZ-B10 ザラウツォイロックアート 
(2008) 

UZ-C2 カッタ・アシュラ（フェル
ガナ地方の歌と音楽）(2009) 
UZ-C3 アスキヤ（ウィットアー
ト） (2014) 
UZ-C4 プロフ文化と伝統 (2016) 
UZ-C5 マルギラン絹織物―アドラス
とアトラス (2017) 
UZ-C6 ホラズムダンス・ラズギ 
(2019) 
UZ-C7 ミニチュアアート (2020) 

出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) 及
び無形文化遺産センターWebサイト (https://ich.unesco.org/en/lists) から調査チーム作成 
 

さらに歴史関連の文化資源だけでなく、重要な観光地の一つとしてカラカルパクスタン共和

国内にある「船の墓場」が挙げられる。ウズベキスタンとカザフスタンの国境にあるアラル

海はもともと世界第 4 位の表面積を持つ湖であったが、旧ソ連時代に綿花栽培用の灌漑用水

として大量に使われた影響からか、急速に縮小している。かつては漁業が盛んであったが、

水量の減少に伴い塩分濃度が上昇、魚が生息できなくなったために、漁業が衰退してしまっ

た。当時の漁船が干上がった湖底に残骸となって残されており、環境問題を理解するために

も貴重な観光地となっている。 

 

4.2.2. 自然資源 

文化資源が豊富なウズベキスタンであるが、カザフスタン、キルギス共和国との国境に跨る

「西天山」が自然遺産として世界遺産に登録されている。また世界遺産暫定リストにおいて、

2008年に下記の 3つの自然遺産が登録されているが、観光利用はまだ限定的である。 

表 4.5：ウズベキスタンにおける自然資源 
名称 特徴 

UZ-D1 ギッサール山脈 

パミール・アライ山脈の西側、タジキスタンとの国境に位置する。ギッサール保護

区とキターブ保護区から構成され、イスラム教徒の巡礼地になっているウズベキス

タン最高峰のハズレット・スルタン山やアミール・ティムール洞窟とも呼ばれるタ

メルラン洞窟を擁する。キターブ保護区はユネスコのプログラムであるグローバル

ジオパークの候補地でもある。 

UZ-D2 シャシマルダン キルギスとの国境、アライ山脈の北部に位置し、氷河や高原湖があり、リゾート地

として観光利用のポテンシャルが高い。 

UZ-D3 ザーミン山脈 
トルクメニスタンとの国境に位置し、ザーミン保護区とザーミン国立公園から構成

される。ウズベキスタンのレッドブックに登録される希少な動植物が生息してお

り、標高 1760メートルから 3500メートルのエリアは保護区に指定されている。 
出典：世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) から調査チーム作成 

 

 
合施設、ラバティ・マティックキャラバンサライ、ミル・サイド・バフロム廟、シェイクムフタールバリコンプレックス、ハ

ザラスプ、コシム・シェイフを含む 18サイト 
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出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) か
ら調査チーム作成 

図 4.2：ウズベキスタンの観光資源 
 

4.2.3. 工芸品 

ウズベキスタンは工芸品も豊富で、スザニと呼ばれる刺繍、無形文化遺産にも登録されるア

ドラスとアトラスの絹織物、リシタン陶器、ギジュドバン陶器、ブハラのコウノトリのハサ

ミ等、お土産物も魅力の一つである。 

 

4.2.4. 観光商品の動向 

2017年に施行されたビザ要件緩和に伴い、タシケント、サマルカンド、ブハラ、ヒヴァを周

遊するルートで観光客数が急増し、2018 年から 2019 年の間はオーバーツーリズムの弊害に

見舞われた。コロナ禍で観光客数は激減したものの、コロナ終息後を見据えて観光客数受容

容量を増やすために、急速にホテル建設が進んでいる。 

タシケント、サマルカンド、ブハラ、ヒヴァを周遊するルートは「ゴールデンルート」と呼

ばれている。このルートは主に民間旅行会社の取り組みによって形成されてきた。ウズベキ

スタンの現地調査において複数の旅行会社にインタビューしたところ、ウズベキスタンを訪

れる日本や欧州の観光客はともにこのゴールデンルートを周遊するが、日本人は 5 日間から
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8 日間、欧州の観光客は 2 週間程度と滞在期間が異なっているとのことであった。日本人観

光客は各都市を 1 泊して移動する一方、欧州からの観光客はいくつかの都市で複数泊をし、

ゴールデンルートに自然観光やアドベンチャー観光の要素を求めるなど、それぞれの嗜好は

異なっている。 

また、2019 年からの国内観光の促進に伴い、国内観光も活発になっている。2.1 節に示した

ように青年、女性、ビジネスなどの団体によるものが国内観光全体の 60%を占めており、

2021年 6月に調査チームが現地踏査を行った際にも、サマルカンドなどの観光地で国内観光

のグループを見かけた。このような国内観光客の存在が、コロナ禍のために苦しい状態にあ

る観光産業を下支えしている。 

 
女性グループの国内観光客 

 

4.2.5. 観光商品の多様化 

2017年に施行されたビザ要件緩和に伴い、2018年と 2019年にはゴールデンルートを中心と

する歴史文化観光が大きく成長した。一方で、都市の歴史文化遺跡を周遊する観光に多様性

を加えていこうという動きがウズベキスタンの官民ともに見られる。この多様性は、歴史文

化観光以外の観光商品の開発という観光商品の多様化と、ゴールデンルートに集中する観光

客をウズベキスタンの他の地域に誘おうという観光目的地の多様化の両面が見られる。 

MOTAS には「Department of Diversification of Services」が設置されており、観光商品の多様

化を目指している。この部署では、MICE、メディカルツーリズム、教育ツーリズム（留学

生受け入れ）、エコツーリズム、文化ツーリズム、地質ツーリズム、スポーツツーリズム、

サイクリング、宗教・巡礼ツーリズム、アグロ＆エスノツーリズム等、多様な切り口での観

光商品の多様化を推進しようとしており2、道路、電気を整備するプロジェクトも含めて、

今後 5年で 96プロジェクトを実施する計画である。 

 
2 https://uzbekistan.travel/en/i/types-of-tourism/ 
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一方、民間の旅行会社でも観光商品の多様化を進めている。例えば、ゴールデンルートのサ

マルカンドからブハラへの移動の途中にアイダール湖にユルタキャンプを整備し、ここで宿

泊し、乗馬や湖水浴、キャンプを加えた商品を販売している旅行会社がある。前節で述べた

ように、ゴールデンルートを周遊する欧州の旅行会社・観光客からは、サマルカンドやブハ

ラなどの歴史都市を周遊する間に自然の多い場所でゆっくりする時間を持つことを求められ、

このような商品を開発しており、観光客からは好評を得ているとのことであった。 

また、フェルガナ盆地を体験や交流が楽しめる観光地であるとして自ら陶芸や絵付け体験と

宿泊を組み合わせた商品を作っている旅行会社、タシケント近郊のワイナリーを活用したワ

インツーリズムに取り組んでいる会社も見られた。これらの取り組みの成果はまだ発現して

いないとのことであった。 

 
アイダール湖でのユルタキャンプの整備とアクティビティ

（Sheherazade Sam Star Tour） 
 

4.3. キルギス共和国 

4.3.1. 文化資源 

キルギスにおいて、文化遺産の観光活用はまだまだ限定的であるが、世界遺産としてカザフ

スタンとキルギスに跨る「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」に登録されているサ

イト、「ブラナの塔とバラサグン遺跡」や「アク・ベシム遺跡」等、またオアシス都市とし

て繁栄したオシュ近郊にあるイスラム教の巡礼地「聖なる山スライマン＝トー」を有する。

また世界遺産暫定リストに登録されたシルクロードサイトの一つである「タシュラバット」

や「岩絵野外博物館」などは、今後の観光活用が期待される。 

キルギスとカザフスタンは遊牧民文化を共有しており、移動住居であるユルトや遊牧民にと

って欠かせない素材であるフェルトを使ったカーペットや伝統帽子は無形文化遺産にも登録

されており、土産物にも最適である。 
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表 4.6：キルギスにおける文化資源 

世界遺産 世界遺産暫定リスト 無形文化遺産 
KG-A1 シルクロード：長安－天山
回廊の交易路網 (カザフスタン、
キルギス/2014) 
KG-A2 聖なる山スライマン＝トー 
(2009) 

KG-B1 キルギスのシルクロードサ
イト（6サイト）(2010) 
KG-B2 岩絵野外博物館―サイマル
ータシュ ペトログリフ (2001) 

KG-C1 キルギス叙事詩の語り部、

アキンズの技芸 (2008) 
KG-C2 キルギスフェルトカーペッ

トーアラキーズとシルダック 
(2012) 
KG-C3 キルギスの叙事詩三部作：

マナス、セメテイ、セイテク 
(2013) 
KG-C4 キルギス伝統スポーツ：コ
クボル (2017) 
KG-C5 キルギス伝統帽子：アクカ

ルパック (2019) 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) 及
び無形文化遺産センターWebサイト (https://ich.unesco.org/en/lists) から調査チーム作成 
 

4.3.2. 自然資源 

山岳国であるキルギスは、豊かな自然に恵まれており、最大の観光地であるイシククル湖

（ユネスコ生物圏保存地域として 2001 年に登録）を初め、トレッキングやハイキングで人

気のある温泉地や美しい高原湖を有する。 

表 4.7 キルギスにおける自然資源 
名称 特徴 

KG-D1 イシククル湖 

キルギスの有名な避暑地。周囲約 760km､東西約 180km､最大幅約 60km､面積約 
6,200 km²､最大水深約 670メートル､標高約 1,600メートル、透明度は 20メートルを
超える、琵琶湖の約 9倍の大きさの山岳湖である。名前はキルギス語のイシク

（熱い）・クル（湖）から由来し、塩分を含むためマイナス 20度以下となるキ

ルギスの厳しい冬でも凍らない。遠い昔、玄奨三蔵の記した書物「大唐西域記」

にも「熱海」と記されている。ソ連時代、外国人の立ち入りが禁止されており、

幻の湖だった。湖底には集落跡の遺跡が沈んでおり、昔から多くの伝説がある。 

KG-D2 アルティン・アラ
シャン 

標高約 3,000メートルのアラシャン川の渓谷沿いにある温泉地。アルティンとは

キルギス語で金を意味する。正面には標高 4,260メートルのパラータ山（テント
峰）がそびえ、夏は豊富な牧草を利用した放牧地となる。 

KG-D3 アラ・コル湖 
標高 3,500メートルにある高山湖、アラ・コル峠は標高 3,800メートル。万年雪が

残る 4,000メートル級の周辺の山々から溶け出した、雪水でできた湖。峠を越え

たあとにエメラルドグリーンに輝く湖が広がる。 
出典：ユネスコ生物圏保護地域（https://en.unesco.org/biosphere/）及び「地球の歩き方 中央アジア サマルカンドとシルクロ
ードの国々」から調査チーム作成 
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出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) か
ら調査チーム作成 

図 4.3：キルギス共和国の観光資源 
 

4.3.3. 観光商品の動向 

イシククル湖の北側チョルポン・アタは湖岸の有名な避暑地であり、夏季は中央アジア各地

やロシアから訪れる湖水浴客で賑わう。またスパリゾート等、ヘルスツーリズムやウェルネ

スツーリズムのポテンシャルも高い。 

イシククル湖の東側カラコルからは、夏季は 4,000 メートル級の山々や高山植物を楽しみな

がら、アルティン・アラシャンやアラ・コル湖への登山や、トレッキング・ハイキング・乗

馬など、冬季はカラコルスキー場で、スキーやスノーボードが楽しめる。その他、サイクリ

ング、ジープ＆バイクツアー、ラフティングやカヤッキング等、自然を満喫できるツアーが

提供されている3。 

さらに、イシククル湖南側のボゴンバエバ村周辺はユルタキャンプが整備されつつあり、毎

年 8 頃に開催される鷹狩りや騎馬ゲームの祭りが有名になっている。イシククル湖南側の観

光拠点になっており、エコツーリズムやコミュニティベースドツーリズムの先駆けでもある。 

 
3 http://www.discoverkyrgyzstan.org/things-to-do 
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なお、2014年 8月から 2018年 6月の期間に行われたUSAIDのBusiness Growth Initiative（BGI）

プロジェクトの一環で、トレッキングルート開発など、サマーツーリズムを支援していた。

その後、EU がキルギスにおける持続的なウィンターツーリズムの観光商品開発に取り組ん

でいる（2019年 4月から 2029年 3月の実施期間を予定している）。このプロジェクトはス

イスの HELVETASが実施している。 

近年ではナリン州にあるソンコル湖も観光地として注目されている。ユルタキャンプが整備

されており、高山の湖沼の景色や乗馬を楽しむことができる。 

 
ソンコル湖の高山とユルタキャンプ遠景 

 

キルギスは登山も観光の柱の一つとなっている。登山ツアーの収益源は 7,000 メートル級の

3 つの山（パビェド、ハン・テングリ、レーニンピーク）への登頂で、これら 3 山のブラン

ド力によりプロモーションをしなくても客が集まる。また、登山初心者から経験者までを対

象にした登山スクールがある。 

トレッキングは、2004年まではポーターが同行してキャンプを設営・解体し、次の場所でま

た設営・解体をしていた。2004年以降は、ネパールのようにシーズン中はベースキャンプを

常設するようになった。主なトレッキングのエリアは、ハン・テングリ周辺（ホワイトトレ

ッキング）、カラコル周辺（グリーントレッキング）、バトケン地区（グレートトレッキン

グ）の 3箇所（図 4.3参照）。 

 

4.4. カザフスタン 

4.4.1. 文化資源 

世界遺産「ホージャ・アフマド・ヤサヴィー廟」は、カザフスタン南部のトルキスタンにあ

り、中央アジアにおけるイスラム教徒の巡礼地として有名である。また「タムガリの考古的

景観にある岩絵群」は、青銅器時代から鉄器時代にかけて描かれた岩絵が数多く残されてい
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る。旧首都であるアルマティの北西､約 180 キロの地点にあり、アルマティからの日帰り観

光が可能である。世界遺産暫定リストにも多くの岩絵郡（ペトログリフ）が登録されている。 

 
表 4.8：カザフスタンにおける文化資源 

世界遺産 世界遺産暫定リスト 無形文化遺産 
KZ-A1 シルクロード：長安－天山
回廊の交易路網（カザフスタン、

キルギス/2014) 
KZ-A2 ホージャ・アフマド・ヤサ
ヴィー廟 (2003) 
KZ-A3 タムガリの考古的景観にあ

る岩絵群 (2004) 

KZ-B1 オトラルオアシス遺跡 (1998) 
KZ-B2 タスモラ文化の石列付き墳

墓群(1998) 
KZ-B3 ウリタウ文化景観 (1998) 
KZ-B4 ベガジーダンディバイ文化
霊廟 (1998) 
KZ-B5 カラタウ山脈の地形と旧石

器時代サイト (1998) 
KZ-B6 サウイスカンディクのペト

ログリフサイト 紀元前 13世紀～

紀元後 3世紀 (2016) 
KZ-B7 アルパウゼンのペトログリ

フ (1998) 
KZ-B8 エシュキオルメスのペトロ

グリフ (1998) 
KZ-B9 シルクロード（31サイト）
(2012) 
KZ-B10 メルケのチュルク聖域 
(1998) 

KZ-C1 カザフのドンブラ・クイの
伝統的な演奏技法 (2014) 
KZ-C2 カザフクレシ (2016) 
KZ-C3 鷹狩―生きている人類の遺産 
(2016) 
KZ-C4 カザフの伝統ゲーム「アセ

ィク」 (2017) 
KZ-C5 カザフホースブリーダーの
伝統的な春の儀式 (2018) 
KZ-C6 デデ・クォルクード／コル
キト・アタ／デデ･コルクトの遺

産、叙事詩文化、民話と音楽（ア

ゼルバイジャン、カザフスタン、

トルコ）(2018) 

出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) 及
び無形文化遺産センターWebサイト (https://ich.unesco.org/en/lists) から調査チーム作成 

 

4.4.2. 自然資源 

ユネスコ生物圏保存地域として 12 地域が登録され、カザフスタン国内で指定された国立公

園が 13地域に上るなど自然資源も豊富である。代表的な保護区や国立自然公園は表 4.9の通

りである。 

表 4.9：カザフスタンにおける自然資源 
名称 特徴 

KZ-D1サリャルカ – 北カザフ
スタンのステップと湖群 (世
界遺産/2008) 

サリャルカはカザフ高地の一部で、カラガンダ市西方約 250kmにあり「黄色

い山脈」を意味する。サリャルカにはナウルズム国立自然保護区とコルガル

ジュン国立自然保護区が含まれており、これらの保護区には、ヨーロッパ、

アフリカ、南アジアなどからの渡り鳥にとって重要な停留地となる湿地帯が

存在する。 

KZ-D2アラコル自然保護区 
(ユネスコ生物圏保存地域) 

保護区内には、アラコル、サスイクコリ、コシュカルコル、ジャラナシュコ

リ等の大きな湖を有する。中央アジアからインドへの渡り鳥ルートにあり、

水鳥の生息地および集合場所として世界的に重要な湿地である。 

KZ-D3アクス・ジャバグリ国
家自然保護区 

カザフスタン、キルギス、ウズベキスタンに跨る世界遺産である「西天山」

エリア内にある自然保護区であり、世界遺産暫定リストにも登録されてい

る。野生の動物と高山植物の原種の宝庫として有名である。バードライフイ

ンターナショナルに指定された重要野鳥生息地4でもある。 

KZ-D4アルトゥン・エメリ国
立自然公園 

1996年に希少動植物の保護を目的として認定された国立公園であり、世界遺

産暫定リストにも登録されている。アルマティから約北東 150kmに位置す
る。公園内の動物のうち 56種、鳥類 40種が絶滅危惧種である。バードライフ

インターナショナルに指定された重要野鳥生息地5でもある。 

 
4 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/aksu-dzhabagly-state-nature-reserve-iba-kazakhstan 
5 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/altyn-emel-national-park-iba-kazakhstan 
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名称 特徴 

KZ-D5イレ＝アラタウ国立自

然公園 

アルマティからアクセスも良く公園内の自然保護とリクリエーション活用を

目的に 1996年に国立公園として認定された（世界遺産暫定リスト）。公園内

には、標高 2500メートルにある大アルマティ湖を有する。 

KZ-D6チャリン国立公園 
アルマティから東へ約 200km、国立公園内にカザフスタンのミニ・グランド

キャニオンと呼ばれるチャリン・キャニオンを有する。夏季にはチャリン川

沿いでキャンプが楽しめる。 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/)、
ユネスコ生物圏保護地域 (https://en.unesco.org/biosphere/) 及び地球の歩き方から調査チーム作成 

 

 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) か
ら調査チーム作成 

図 4.4：カザフスタンの観光資源 
 

4.4.3. 観光商品の動向 

アルマティ近郊には、世界で一番海抜が高いメデウ・スケートリンクやシンブラクスキーリ

ゾートがあり、ウィンタースポーツが盛んである。また、イレ＝アラタウ国立自然公園は大

アルマティ湖を有し、アルマティ周辺の湖や山岳風景が楽しめるリゾート地となっている。

さらに、アルトゥン・エメリ国立自然公園、チャリン国立公園等、夏季はトレッキングやハ

イキングで雄大な自然を堪能することができる。 

豊富な自然とは対照的に、1997年に首都となったヌルスルタン（旧アスタナ）は、日本人の

建築家である故黒川紀章の設計で、バイテレクに代表される様々な近未来的なデザインの建

物が次々に建設され、未来都市と呼ばれている。国内中南部には、バイコヌール宇宙基地が
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あり、ロケット発着を見学することもでき、ウズベキスタンやキルギス共和国とは趣が異な

る観光商品を提供できる。 

 

4.5. トルクメニスタン 

4.5.1. 文化資源 

シルクロードのオアシス都市であった「メルフ遺跡」、パルティア王国発祥の都市遺跡であ

る「ニサ遺跡」、12世紀にホラズム王国の首都として栄えた「クフナ・ウルゲンチ」が世界

遺産として登録されており、交易商人の歴史を現在に伝えている。 

表 4.10：トルクメニスタンにおける文化資源 
世界遺産 世界遺産暫定リスト 無形文化遺産 

TR-A1 国立歴史文化公園 “古代メル

フ” (1999) 
TR-A2 クフナ・ウルゲンチ (2005) 
TR-A3 ニサのパルティア王国時代

の城塞群 (2007) 

TR-B1 古代都市：デヒスタン/マシ
ュハディ・ミズリカン (1998) 

TR-B2 トルクメニスタンのシルク
ロードサイト（30サイト）(2010) 

TR-C1 ギョログルの叙事詩 (2015) 
TR-C2 トルクメニスタンの音楽―ク
シュデプディの歌舞儀式 (2017) 

TR-C3 伝統的トルクメン絨毯 (2019) 

出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) 及
び無形文化遺産センターWebサイト (https://ich.unesco.org/en/lists) から調査チーム作成 

 

4.5.2. 自然資源 

トルクメニスタン国内に 9つの自然保護区が設けられており、2009年に表 4.11の 6つのサイ

トが世界遺産暫定リストに登録されている。 

表 4.11：トルクメニスタンにおける自然資源 
名称 特徴 

TR-D1アミデラ自然保護区 アムダリヤ川の一部を保護するために 1982年に設立された自然保護区 

TR-D2バディーズ自然保護区 
バディーズ高原のエコシステムを保護するために、1941年に設立された自然

保護区。バーズライフインターナショナルに指定された重要野鳥生息地6であ

る。 

TR-D3コイテンダグの恐竜と

洞穴 

1986年に設立されたコインテンダグ自然保護区と 4つのサンクチュアリーを
含むエリア。バーズライフインターナショナルに指定された重要野鳥生息地7

でもある。 
TR-D4ハザール自然保護区 1932年に設立されたカスピ海の南東沿岸部に位置する保護区 

TR-D5リピテック生物圏保護

区 

トルクメナバットから 1時間程に位置し、1927年に設立された保護区。カラ

クム砂漠のエコシステム保護を目的に設立された。バーズライフインターナ

ショナルの重要野鳥生息地8にも指定されている。 
TR-D6シュント・ハラスダブ
自然保護区 トルクメニスタン固有種の動植物保護を目的として 1977年に設立された。 

出典：世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) から調査チーム作成 
 

また首都アシガバードの北約 260 キロメートルのカラクム砂漠にあり、洞窟に貫通する形で

崩落した天然ガス田である「地獄の門」へは、観光設備は整っていないもののウズベキスタ

 
6 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/badhyz-iba-turkmenistan 
7 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/koytendag-iba-turkmenistan 
8 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/repetek-iba-turkmenistan 
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ンから 1泊 2日で訪問する観光客の数が増えつつある。 

 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) か
ら調査チーム作成 

図 4.5：トルクメニスタンの観光資源 
 

4.5.3. 観光商品の動向 

トルクメニスタンは中央アジアで最もビザの取得が困難であり、ガイド付きツアーを申し込

みの上で認可旅行会社からの申請が必要となる。ウズベキスタンから「地獄の門」へのツア

ー客数が増えており、ホラズム王国の首都ウルゲンチ等交易の拠点も共有するウズベキスタ

ンからアクセスする観光商品造成が可能である。 

またカスピ海沿いにアバザツーリストゾーンを設立、トルクメンバシュに新空港を建設する

など、アクセスも含めたラグジュアリーな統合リゾートも展開している。 

 

4.6. タジキスタン 

4.6.1. 文化資源 

世界遺産として、紀元前 4000～3000 年の間に造られた「サラズムの原始都市」遺跡があり、

中央アジアで最も古い居住跡の一つである。世界遺産暫定リストには、仏教遺跡や古代都市、

多くの霊廟が登録されており、その歴史の古さが垣間見える。 
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タジキスタンの西部パンジャケントは、ウズベキスタンのサマルカンド州とブハラ州ととも

に古代国家ソグディアナがあった場所で、ソグド人の古代都市遺跡「アンシャント・パンジ

ャケント」を有する。無形文化遺産に登録されているプロフや刺繍など、ウズベキスタンと

その文化を共有している。 

表 4.12：タジキスタンにおける文化資源 
世界遺産 世界遺産暫定リスト 無形文化遺産 

TJ-A1 サラズムの原始都市 (2010) TJ-B1 アジナ・テパ仏教遺跡 (1999) 
TJ-B2 ファン山地 (2006) 
TJ-B3 フルブク遺跡―古代フタル国

の首都 (2021) 
TJ-B4 アミールカムザハスティポド
ショー霊廟 (1999) 
TJ-B5 ホジャナシュロン霊廟 (1999) 
TJ-B6 ホジャマシュハド霊廟 (1999) 
TJ-B7 ムハンマドバショロ霊廟 
(1999) 
TJ-B8 タジキスタンのシルクロード
サイト（8サイト）(2013) 
TJ-B9 バイツダシュト 4世の古代都

市 (1999) 
TJ-B10 パニャケント古代都市 (1999) 
TJ-B11 シャリスタン古代都市 (1999) 
TJ-B12 タフティ・サンギン古代都

市 (1999) 

TJ-C1 オシュプロフータジキスタン
の社会文化的な意味合いでの伝統

料理 (2016) 
TJ-C2 チャカンータジキスタンの刺

繍アート (2018) 

出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) 及
び無形文化遺産センターWebサイト (https://ich.unesco.org/en/lists) から調査チーム作成 

 

4.6.2. 自然資源 

タジキスタン国内最大の自然保護区である「タジキスタン国立公園・パミールの山々」が世

界自然遺産として、また世界遺産暫定リストに 4つの保護区が登録されている。この 4つの

保護区のうち 3 つの保護区は、バードライフインターナショナルによる重要野鳥生息地とし

て指定されるなど、貴重な動植物の宝庫である。 

 
表 4.13：タジキスタンにおける自然資源 

名称 特徴 

TJ-D1 タジキスタン国立公園 – 
パミールの山々 (世界遺産/ 
2013) 

タジキスタン国内最大の自然保護区で、タジキスタン国土の 20パーセント

近くの面積を占める。ヒマラヤ・カラコルムに続くパミール高原の 7000メ
ートル級の山々が連なり、公園内は砂漠・高原から高山湖・ユーラシア大

陸最大の氷河地帯まで変化にとんだ景観を有する。 

TJ-D2 ダシュティジュム自然保
護区 (2006) 

保護区を代表する 213種類の動物の内、139種類が鳥類であり、バードライ

フインターナショナルに、重要野鳥生息地9に指定されている。6種類の動
物が、IUCNレッドリストに登録されている。 

TJ-D3 ティグロバヤバヤカ自然
保護区 (2006) 

160種類以上の鳥類が確認されており、そのうち 17種類がタジキスタンのレ
ッドリストに登録されている。バードライフインターナショナルによる重

要野鳥生息地10の一つである。 
TJ-D4 ザカズニク クサヴリサイ 
(2006) 

標高 2700メートルから 3000メートルに位置するトルキスタン山脈に植生す
るジュニパーを保護するために設立された植物保護区。 
 

9 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/dashtidjum-iba-tajikistan 
10 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/tigrovaya-balka-nature-reserve-iba-tajikistan 



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
4. 観光資源と観光商品 

 

1-47 

名称 特徴 
TJ-D5 ゾルクル自然保護区 
(2006) 

Bar-headed goose保護のために設立された保護区。バードライフインターナ

ショナルの重要野鳥生息地11の一つである。 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) か
ら調査チーム作成 
 

 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org)、世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) か
ら調査チーム作成 

図 4.6：タジキスタンの観光資源 
 

4.6.3. 観光商品の動向 

タジキスタンの西部は、隣国ウズベキスタンとサラズムやソグド文化を共有しており、タジ

キスタンにあるソグド州の州都で最も古い都市として知られるホジャンドへは、タシケント

から日帰り観光も可能である。また、ウズベキスタンのサマルカンドとパンジャケントやサ

ラズム遺跡を巡るツアーなども提供されている。 

タジキスタン東部は、パミール高原の絶景を満喫することができ、タジキスタンと同様に山

岳国である隣国キルギスへ、治安に留意する必要はあるものの周遊観光も可能である。 

 
 
 
 
 

 
11 http://datazone.birdlife.org/site/factsheet/zorkul-nature-reserve-(lake-victoria)-iba-tajikistan 
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5. 観光施設 

本節では観光施設（宿泊施設及びその他レクリエーション施設）に関する現況を述べる。

UNWTO 及び各国の観光統計における観光施設の量的な分析が中心であるが、ウズベキスタ

ンとキルギス共和国については、現地踏査とインタビュー調査を通じて把握した宿泊施設の

サービスについても記述する。 

5.1. ウズベキスタン 

5.1.1. 観光施設統計 

表 5.1と表 5.2は、UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics」2020年版及び 2021年版に

記された統計である。表 5.1はウズベキスタンの宿泊施設数とホテルの室数である。2019年

にはホテル数は約 1,200、ホテル室数は約 22,000室であった。2014年以降、ホテル数は年率

16%、ホテル室数は年率 5%で増加している。室数の少ない小規模なホテルが増加している。 

 
表 5.1：ウズベキスタンの宿泊施設数とホテル室数（UNWTO） 

 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
Accommodation for visitors 
(units) 

 .. .. .. 1,503 1,793 

Number of "hotels and similar 
establishments" (units) 568 615 701 767 914 1,188 

Number of rooms (rooms) 17131 17,779 19,167 19,977 20,947 21,758 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 and 2021 editions 

 

表 5.2を見ると、2019年の宿泊施設の国際観光客のゲスト数は 117万人、ゲストナイトは 252

万人泊となっている。2014年からそれぞれ年率 20%、18％で増加している。同年の国内観光

客のゲスト数、ゲストナイト数はそれぞれ 195万人、946万人泊で、それぞれ年率 19%、7%

増加している。 

表 5.2：ウズベキスタンの宿泊施設ゲストとゲストナイト（UNWTO） 
 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Inbound       
Guests (000 persons) 464 423 499 616 963 1,172 
Overnights (000 person-nights) 1086 1,047 1,280 1,391 2,460 2,525 

Domestic       
Guests (000 persons) 808 901 1,014 1,098 1,193 1,948 
Overnights (000 person-nights) 2425 2,278 2,608 2,790 2,681 3,460 

出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 5.3以降はウズベキスタン統計局の「Uzbekistan Tourism 2019」に記された数値である。表 

5.3はウズベキスタン全国の宿泊施設の近年の推移であるが、表 5.1の UNWTOの統計とは少

し異なる結果となっている。2019 年にはホテル等の宿泊施設が 1,051、サナトリウムなどの

温泉施設が 211、その他娯楽組織・観光センターが 523 の、合計 1,785 施設とされている。

2016年から 2019年の間に温泉施設の増加はほとんど見られないが、ホテルは年率 12％、そ
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の他の娯楽組織・観光センターが年率 28%の増加となっている。その他の娯楽組織・観光セ

ンターは、近年増加していると言われているユルタキャンプを含むものと思われる。 

表 5.3：ウズベキスタンの宿泊施設数の推移 
単位：Unit 

 2016 2017 2018 2019 
Number of accommodation facilities 1,184 1,307 1,503 1,785 

Hotels and similar accommodation facilities 750 816 916 1,051 
Spa facilities 183 193 211 211 
Recreation organizations and tourist centers 251 298 376 523 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2020 

 

表 5.4はホテル等の 2016年以降の州・自治共和国別の分布である。2019年にはタシケント市

が全体の 21%、ブハラ州が 16%、サマルカンド州が 14%を占めている。2016年からの年平均

増加率を見ると、フェルガナ州（31%）、タシケント州（23%）の値が高くなっている。 

表 5.4：ウズベキスタンのホテル等の州・自治共和国ごとの内訳 
Region/autonomous republic 2016 2017 2018 2019 

Uzbekistan 750 816 916 1,051 
Republic of Karakalpakstan  44 47 52 28 
Andijan 32 25 23 22 
Bukhara 104 125 140 173 
Djizak 34 34 45 40 
Kashkadarya 44 43 43 62 
Navoi 26 30 29 35 
Namangan  24 26 26 27 
Samarkand 112 110 116 146 
Surkhandarya 35 38 38 26 
Syrdarya 11 12 17 15 
Tashkent 52 67 78 96 
Ferghana  41 49 55 92 
Khorezm  46 53 64 73 
Tashkent City 145 157 190 216 

出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2020 
 

表 5.5：ウズベキスタンのホテル等ゲスト数の州・自治共和国ごとの推移 
単位：000人 

Region/autonomous republic 2016 2017 2018 2019 
Uzbekistan 1,513.1 1,714.2 2,125.9 2,193.4 

Republic of Karakalpakstan  38.3 38.7 43.9 43.7 
Andijan 39.7 39.2 57.3 53.4 
Bukhara 118.5 144.0 190.2 220.6 
Djizak 51.8 34.8 35.5 39.0 
Kashkadarya 76.8 79.2 81.7 83.8 
Navoi 61.7 643.0 53.1 53.1 
Namangan  51.0 59.4 55.9 56.3 
Samarkand 154.5 176.4 231.2 268.4 
Surkhandarya 54.1 554.0 77.4 30.6 
Syrdarya 8.3 19.0 4.8 19.8 
Tashkent 100.2 102.9 91.2 107.5 
Ferghana  47.2 59.9 73.3 72.1 
Khorezm  72.0 87.5 118.9 154.6 
Tashkent City 639.0 763.4 1,001.5 990.5 

出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2020 
 

表 5.5は 2016年から 2019年のホテル等ゲスト数の州・自治共和国ごとの推移である。同期

間にウズベキスタン全体では年率 13％でゲスト数が増加した。シルダルヤ州（34%）、ホラ
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ズム州（29%）、ブハラ州（23%）、サマルカンド州（20%）が高い増加率を記録した。ま

た、同期間のシェアを見ると、タシケントが一貫して半分近くを占めている。 

表 5.6は 2019年のホテル等施設・室数・宿泊客の州・自治共和国ごとの内訳である。ホテル

等の室数の分布は施設数以上にタシケント市に集中する傾向があり、施設数のシェアは 21%

であるが、室数のシェアは 34%となっている。ゲスト数はタシケント市（45%）、サマルカ

ンド州（12%）、ブハラ州（10%）の 3 つに集中している。ウズベキスタン人のゲスト数は

他の州にも分散しているのに比べ、CIS からの国際観光客や CIS 以外からの国際観光客はウ

ズベキスタン人以上に上記 3 市・州に集中している。また、CIS からの国際観光客はタシケ

ント州のゲスト数が多く（13,000 人; 5%）、CIS 以外からの国際観光客はホラズム州のゲス

トが多い（77,000人; 10%）のが特徴である。 

表 5.6：ウズベキスタンのホテル等施設数・室数・宿泊客の州・自治共和国ごとの内訳（2019年） 
単位：人 

Region/autonomous 
republic 

Hotels and similar 
accommodation facilities Number of guests in hotels and similar accommodation facilities 

Number of 
facilities 

Number of 
rooms Total From 

Uzbekistan From CIS From other 
countries 

Uzbekistan 1,051 46,671 2,193,394 1,099,163 306,482 787,749 
Republic of Karakalpakstan  28 1,076 43,749 28,505 2,811 12,433 
Andijan 22 958 53,393 41,454 5,967 5,972 
Bukhara 173 5,093 220,580 65,568 30,196 124,816 
Djizak 40 1,214 38,990 35,630 1,685 1,675 
Kashkadarya 62 2,231 83,759 74,271 4,423 5,065 
Navoi 35 1,639 53,085 42,489 4,546 6,050 
Namangan  27 1,696 56,296 44,330 5,128 6,838 
Samarkand 146 5,800 268,367 85,819 41,898 140,650 
Surkhandarya 26 850 30,570 17,542 1,876 11,152 
Syrdarya 15 378 19,813 17,516 1,365 932 
Tashkent 96 3,899 107,470 85,674 13,923 7,873 
Ferghana  92 2,917 72,118 47,714 4,951 19,453 
Khorezm  73 3,092 154,653 67,832 9,660 77,161 
Tashkent City 216 15,828 990,551 444,819 178,053 367,679 

出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2020 
 

表 5.7：ウズベキスタンのホテル等のゲストナイト数の州・自治共和国ごとの推移 
単位：000人泊 

Region/autonomous republic 2016 2017 2018 2019 
Uzbekistan 3,887.8 4,181.8 4,693.9 4,838.9 
Republic of Karakalpakstan  304.7 494.1 76.6 76.7 
Andijan 87.8 78.7 115.3 101.3 
Bukhara 233.9 279.1 384.0 409.0 
Djizak 104.6 96.1 91.6 70.6 
Kashkadarya 213.8 131.5 158.1 164.9 
Navoi 120.0 133.9 162.6 127.6 
Namangan  99.1 106.8 99.2 91.4 
Samarkand 345.9 384.6 469.0 544.1 
Surkhandarya 174.6 148.8 200.0 63.3 
Syrdarya 20.6 21.2 31.9 50.0 
Tashkent 279.7 242.8 293.1 348.5 
Ferghana  100.8 124.9 162.4 198.6 
Khorezm  142.8 157.1 191.4 236.7 
Tashkent City 1,659.5 1,782.2 2,258.7 2,356.2 

出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2020 
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表 5.7はホテル等のゲストナイト数の州・自治共和国ごとの推移である。2016年から 2019年

の間に、年平均増加率が大きかったのはシルダルヤ州（34%）、フェルガナ州（25%）、ブ

ハラ州（20%）だった。一方でカラカルパクスタン共和国（-37%）、スルカンダルヤ州（-

29%）で大きく減少している1。ゲストナイト数のシェアを見ると、タシケント市が全体の半

分近くを占めている。サマルカンド州が全体の 10%、ブハラ州とタシケント州がそれぞれ全

体の 7%から 8%程度を占めている。 

表 5.8：ウズベキスタンのホテルの格付け及び州・自治共和国ごとの内訳（2019年） 
単位：Unit 

Region/autonomous 
republic 1-star  2-star 3-star 4-star 5-star Not 

classified Total 

Uzbekistan 272 27 81 19 4 525 928 
Republic of Karakalpakstan  3 1 1 - - 19 24 
Andijan 4 - 4 - - 10 18 
Bukhara 33 6 14 3 - 109 165 
Djizak 5 2 6 - - 19 32 
Kashkadarya 29 2 5 2 - 22 60 
Navoi 2 - 1 2 - 28 33 
Namangan  3 1 4 - - 18 26 
Samarkand 29 3 12 4 - 83 131 
Surkhandarya 12 2 2 - - 8 24 
Syrdarya 8 - 1 - - 6 15 
Tashkent 30 4 5 - - 30 69 
Ferghana  22 1 2 1 - 29 55 
Khorezm  9 1 7 2 - 54 73 
Tashkent City 83 4 17 5 4 90 203 

出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2020 
 

表 5.8は 2019年のホテルの格付け及び州・自治共和国ごとの内訳である。全体（928施設）

の 43%（403施設）に対して格付けが行われており、その 3分の 2は 1つ星となっている。5

つ星は 4施設でタシケント市のみ、4つ星は全 19施設で、タシケント市には 5施設あるが、

サマルカンド州は 4施設、ブハラ州は 3施設とまだまだ限定的である。格付け可能な施設の

格付けを進めること、ホテルのハード・ソフトの質を高めて 3 つ星以上の施設を増やすこと

が課題である。 

 

5.1.2. ホテルや観光施設への投資優遇制度 

ウズベキスタンでの観光施設に対する投資には、「The Law on Investments and Investment 

Activity (December 25, 2019 No. LRU-598)」が適応される。さらに大統領令「About additional 

measures for stimulation of attraction of direct private foreign investments (April 11, 2005 No. UP-

3594)」によって観光セクターに関する海外からの投資には、投資規模に応じて、企業利潤

 
1 スルカンダルヤ州のゲストナイト数の大幅な減少は隣国アフガニスタンの治安悪化のためであると思われる。 
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税（法人税）、資産税、統一支払税が免除される2。 

• 30万ドル以上 300万ドル未満：3年間 

• 300万ドル以上 1,000万ドル未満：5年間 

• 1,000万ドル以上：7年間 

また、Ministry of Investments and Foreign Trade（MIFT）は Free Economic Zone（FEZ）、Free 

Economic Zoneを発展させた Special Economic Zone（SEZ）制度を整備しており、観光分野も

その対象となっている3。MIFTからから FEZ/SEZに指定されると、FEZ/SEZを運営する事業

者は、土地税、企業利潤税、法人資産税、統一支払税、共和国道路基金等の義務的支払いが

免除される。 

• 投資額が 30万ドル以上 300万ドル未満：3年間 

• 投資額が 300万ドル以上 500万ドル未満：5年間 

• 投資額が 500万ドル以上 1,000万ドル未満：7年間 

• 投資額が 1,000万ドル以上：10年間。その後も 5年間にわたって、企業利潤税、統一税

の税率が 50％引き下げられる。 

 

また、SEZに登録した事業者には以下の恩典が与えられる。 

• SEZ に入居する期間中は、輸出製品製造（サービスの提供）に用いられる原料、材料、

組立て部品の関税（通関手数料を除く）が免除される。 

• 輸出入品（サービス）の決済にあたり、優遇措置の適用を受けられる。 

 

合わせて、4 つ星以上のホテルや観光施設に対する海外からの投資も土地税、企業利潤税、

法人資産税が 3年から 5年間免除される。 

さらに、2018 年、2019 年に経験した宿泊施設の不足に対応するために、ウズベキスタン政

府は表 5.9 に示すような様々な優遇措置、補助制度を打ち出している。2021 年 6 月には

COVID-19 のため建設が中断されている建設現場も見受けられるものの、タシケント市内で

は至る所で建設中のホテルが見受けられる状況であった。 

2018年以降、条件を満たせば民家をゲストハウスとして活用できるようになり、ゲストハウ

スは Airbnb、Booking.com、Trip Advisor、MyBooking.uz（ウズベキスタンの宿泊施設予約サ

イト）を通じて予約を受け付けている。 

 
2 この税金の免除はタシケント市とタシケント州は除くとされているが、観光セクターへの投資はタシケント市やタシケント州
に対する投資についても税金の免除の対象となっている。 
3 Free Economic Zone制度は、Law on Free Economic Zones (April 25, 1996 No. 220-I) によって導入され、Law on Special Economic 
Zones (February 17, 2020 No. ЗРУ-604) により Special Economic Zone制度にアップグレードされている。 
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表 5.9：ホテル建設等への優遇措置や補助制度 
支援対象 内容 

ホテル（10部屋
以上） 

- 3つ星以上ホテルの国際ホテルチェーンへの支払いに対する補助金制度（3つ星年間
USD200、4つ星以上年間 USD400） 

- 3つ星以上ホテルの 1部屋ごとに支給される補助金制度（3つ星 USD3,800、4つ星以上
USD6,200） 

- 4つ星・5つ星ホテルの調度品購入に対する補助金制度 
- 100部屋以上のホテル建設に対する補助金制度（1部屋当たり USD 65,000、2023年ま
で） 

ゲストハウス 
（10部屋未満） 

- 2018年より民家を活用してゲストハウスにする国の政策（観光客 1人当たり 4.5 m2の

スペースとベッド、シャワー、トイレがあれば、オンライン登録によって観光客受け入

れが可能） 
出典：MOTASへのヒアリング結果を基に調査チームが作成 
 

サマルカンド州では、実施中、または計画中の投資案件の約半数はホテル建設の民間プロジ

ェクトで、国内資本が大半だが海外資本によるホテル建設も計画されている。2021年 6月の

現地調査時のサマルカンド観光局へのヒアリングでは、4 つ星ホテルと 5 つ星ホテルそれぞ

れ 8件のホテル建設プロジェクトが進められており、1,300部屋が新たに増える予定とのこと

であった。また、サマルカンドではコンベンションセンターやテーマパークの建設も予定さ

れている。 

 

5.1.3. 大規模な観光施設開発及び都市開発 

FEZ/SEZを紹介するWebサイト4によると、2021年 9月には全国で 21の FEZがあり、そのう

ちのタシケント州チャルヴァク湖周辺の Charvak Free Economic Zone（9,800 ha）は観光開発

を目的とした FEZである。2017年の大統領令「Creation of the Free Tourist Zone “CHARVAK”」

によって FEZに指定され、フランス企業コンソーシアムによってマスタープランが作成され

ている。Charvak FEZ は 3 つのエリア（Chimgan、Beldersay、Nanay）からなり、このうち

Chimganエリア（300 ha）は、1年を通して観光客を受け入れることのできるリゾート開発を

する予定である。 

MOTASの Investment Departmentは表 5.10に示す宿泊施設・観光施設を整備するためのプロ

ジェクトのマスタープランを作成し、海外の投資家を誘致したいと考えている。また、2021

年 6 月にはジザフ州とカラカルパクスタン州に跨るアイダール湖に宿泊施設・観光施設を整

備する構想について政府として実施を決定し、今後、開発計画を作成して海外からインフラ

整備のための投資誘致を行う計画である。この他にもサマルカンド、ブハラでは観光開発と

関連した都市開発も計画されている5。 

 
4 https://sez-gov-uz.translate.goog/ru/organization/free-economic-zone?_x_tr_sl=ru&_x_tr_tl=en&_x_tr_hl=ja&_x_tr_pto=ajax,elem 
5 サマルカンドでは 2022年に上海協力機構（SOC）のサミットが計画されており、その会場となるコンベンションセンターの
整備がウズベキスタン市東部に計画されている。また、ブハラ市では市街地に新しい観光施設の街区の整備が計画され、マス

タープランが作成されている。 
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表 5.10：MOTASが計画を推進する観光施設開発プロジェクト 

プロジェクト名 位置 特徴及び進捗 
Chimgan タシケント州 300haをフランス企業が取得し、1年を通して観光客を呼べるリゾー

ト開発をする予定。ウズベキスタンで最も大きな開発エリアであ

り、フランス政府がマスタープランに予算をつけてプロジェクトは

動いているが、着工前の段階。 
Zamin ジザフ州 トルコの建築家がデザインしているリゾート。3つ星及び 4つ星ホテ

ル、ゴルフ場、スポーツ施設、ショッピングセンター、ロープウェ

イ、コテージ、住宅地などを整備し、クラスターとして開発する。

メディカルツーリズムのために病院も誘致する。大統領が承認済み

で、建設の入札をこれから行う。 
Nanay ナマンガイ州 ウズベキスタン人の休暇地とする計画で、4つのエリアに分けて順番

に整備する。トルコ企業が作成したマスタープランがMOTAS経由
で申請されているが、政府がまだ開発を許可していない。 

Boysun スルハンダリヤ

州 
ユルタキャンプ、ホテル、ロープウェイ、レクリエーションなどの

施設を持つ観光施設を整備する予定。ターゲットはアフガニスタン

人。トルコ企業が作成したマスタープランがMOTAS経由で申請さ
れているが、政府がまだ開発を許可していない。 

出典：MOTAS Investment Departmentの情報を調査チームが編集 
 

 
出典：MOTAS Investment Departmentの情報を調査チームが編集 

図 5.1：観光施設開発プロジェクトの位置図 
 

5.1.4. 投資ホテルの例 

調査チームはタシケント市内でホテル建設を行う日系企業の責任者にインタビューを行った。

ホテルはコロナ禍にも関わらず予定どおり建設を進めており、2021 年 12 月にソフトオープ
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ンの予定であるとのことだった。ウズベキスタン出身の責任者が現地人材を管理職として雇

用し、タシケント市と円滑なコミュニケーションを取ること、投資の優遇措置を実際に活用

するための手続き面で必要な点を把握して行動をとることにより、予定どおりの建設と優遇

措置の活用ができているとのことであった。 

また、ホテルの完成が近づくにつれてホテルで働く人材の確保が必要になるが、この責任者

は大学で観光を学ぶ学生にホテルで働いてもらい、卒業後にホテルに就職してもらうことを

考えているとのことであった。また、宿泊施設で働くことを希望する学生には、宿泊施設の

部屋や施設の管理を行う Property Management System（PMS）に習熟してもらいたいとの意見

もあった。 

 
 

タシケント市内で HISが建設中のホテル 
 
建設・運営主体 「エイチエイチエイチセントラルアジア（HHHCENTRALASIA）」（H.I.S.ホテルホー

ルディングスのウズベキスタン 100％子会社） 
工事着手 2020年 2月 1日 
開業予定 2021年 12月 1日 
事業費 約 14億円 
建物規模 地下 1階、地上 5階 
客室数 140室（各フロアに 33室程度、各部屋の広さは 20から 30平方メートル以上） 

 
完成予想図 

 
出典：現地調査時の視察及び JETROウェブサイト「H.I.S.ホテルホールディングス、タシケントでホテル建設に着手」
（https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/02/ea16c8d394a4c63e.html）をもとに調査チーム作成 
 

5.1.5. Hoteliers’ Associationの活動 

2019 年に設立された Hoteliers’ Association は、（1）ホテル従業員の育成、（2）ホテル事業

へのデジタルツールの導入、（3）サービスに配慮したホテルの格付け制度の導入の 3 つを

目的に活動している6。 

 
6 Hoteliers’ Associationの組織の成り立ちと活動については、Part 1の 9.1.1節にも記載している。 
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2.1.3節の表 2.6で示したように、MOTASは宿泊施設部屋数を 2018年の 2万室から 2025年に

は 6 万 4,000 室まで増加させたいと考えている。ウズベキスタンの宿泊施設人材の育成機関

は大学とカレッジ（12年生が入学する 2年間の教育施設）があるが、それらを卒業してもそ

のままホテルで働けるレベルにはない。そのため、Hoteliers’ Associationはホテルで働ける人

材を育成するための研修機関を立ち上げた。現在ホテルで働いている、または将来ホテルで

働きたいと考える全ての世代の人を学生として受け入れたいと考えている。学費は学生の所

属先のホテルから徴収したいと考えているが、ホテルは人材育成を投資と認識して学費の支

払いをするかどうかがチャレンジとなる。また、ホテル従業員はあまりステータスが高くな

いと思われているが、Hoteliers’ Associationはそのイメージを変えたいと考えている。 

（2)）については、ロシアのトラベルライン社7と協力して、中型ホテルが使えるウズベキス

タン用のホテルマネジメントシステム（Property Management System: PMS）を開発し、メン

バーのホテルに導入を進めていきたいと考えている。 

（3）については、ホテルの格付けは、ウズベキスタン基準局8（UZSTANDARD）がホテル

の格付け基準を定めているが、その基準は施設・設備に偏っている。国際ブランドのホテル

はサービスも考慮した独自の標準を持っているが、ウズベキスタンの標準なホテルの基準と

は合わないことがある。そのため、協会はサービスも考慮したホテルの基準を作成したいと

考えているが、どの国の格付けを手本にすべきか検討している。ホテルの基準は、かつては

国から与えられるものだったが、現在は民間で独自に定めることができると考えている。 

 

5.2. キルギス共和国 

5.2.1. 観光施設統計 

表 5.11と表 5.12は、UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition」

に記された統計である。表 5.1 はキルギス共和国の宿泊施設数とホテルの室数である。2019

年には宿泊施設数は 525、うちホテル数は約 207、ホテル室数は約 4,300室であった。2014年

以降、宿泊施設数は 3%、ホテル数は年率 4%、ホテル室数は年率 7%で増加している。 

表 5.11：キルギス共和国の宿泊施設数とホテル室数（UNWTO） 
 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Number of accommodations (units) 450 464 466 480 486 525 
Number of "hotels and similar 
establishments" (units) 171 199 192 196 194 207 

Number of rooms (rooms) 3,084 3,951 4,062 4,229 4,588 4,322 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 

 

 
7 https://www.travelline.pro/ 
8 https://www.standart.uz/en/site/index 
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表 5.12を見ると、2019年の宿泊施設の国際観光客ゲスト数は 8万 3,000人、ゲストナイトは

23万 1,000人泊となっている。2014年からそれぞれ年率 14%、22％で増加している。同年の

国内観光客のゲスト数、ゲストナイト数はそれぞれ 15万 5,000人、23万 1,000人泊で、2014

年以降の増加はほとんど見られない。 

表 5.12：キルギス共和国の宿泊施設ゲストとゲストナイト（UNWTO） 
 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Inbound       
Guests (000 persons) 44 64 76 77 103 83 
Overnights (000 person-nights) 85 125 169 194 256 231 

Domestic       
Guests (000 persons) 155 165 151 161 153 155 
Overnights (000 person-nights) 211 235 242 258 230 231 

出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 5.13以降はキルギス共和国国家統計委員会の「Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019」に掲載さ

れた統計データである。表 5.13は 2019年までの 5年間の宿泊施設の推移を示しているが、

ホテル、サナトリウムの他に、旅行会社の施設、自然公園や自然保護区、その他の分類にな

っている9。 

表 5.13：キルギス共和国の宿泊施設数の推移 
単位：Units 

Kind of accommodations 2015 2016 2017 2018 2019 
Total 464 466 480 486 525 
Hotels and similar accommodation facilities 199 192 196 194 207 
Sanatoriums and other accommodation 180 187 190 187 192 
Travel agencies and tour operators, travel 
and excursion bureaus 55 55 60 64 71 

Nature parks and reserves 9 8 9 9 10 
Other tourism enterprises 21 24 25 32 45 

出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

表 5.14は宿泊施設の州ごとの内訳である。宿泊施設全体で見ると、525の宿泊施設の 37%が

イシククル州、18%がビシュケク市に所在している。ホテルの 24%はビシュケク市にサナト

リウムの 75%はイシククル州に、旅行会社の施設の 62%はビシュケク市に所在している。 

表 5.14：キルギス共和国の宿泊施設の州・市ごとの内訳（2019年） 
単位：Units 

Region/city 
Hotels and 

similar 
accommodation 

facilities 

Sanatoriums 
and other 

accommodation 

Travel agencies 
and tour 

operators, travel 
and excursion 

bureaus 

Nature parks 
and reserves 

Other tourism 
enterprises Total 

Total 207 192 71 10 45 525 
Batken 18 6 - 2 1 25 
Jalal-Abad  38 17 - 1 - 57 
Issyk-Kul  31 144 3 2 17 196 
Naryn 24 1 17 2 25 69 

 
9 旅行会社の施設は、旅行会社がオーナーとなっている宿泊施設・観光施設で、都市部の宿泊施設・観光施設と、地方部の登
山・トレッキングのキャンプ、ユルタキャンプなど、様々な宿泊施設・観光施設を含んでいるものと思われる。自然公園や自

然保護区は、自然公園や自然保護区内のキャンプ、ユルタキャンプ、その他は個人で営業しているゲストハウスを含むものと

考えられる。 
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Osh 5 8  1 - 15 
Talas  6 3 1 2 1 12 
Chui  16 11 5 1 - 34 
Bishkek City 49 - 44 2 1 94 
Osh City 20 2 1 1 - 23 

出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

表 5.15は宿泊施設ゲスト数である。2019年の宿泊施設ゲスト数は約 81万人であった。2019

年の数値を見ると、サナトリウムのゲスト数が 41%、ホテルゲスト数が 28%を占めている。 

2015年と 2019年のゲスト数を比較すると、年率 3%でゲスト数は増加している。ホテルとサ

ナトリウムのゲスト数は横ばいであるが、旅行会社の施設（18%）、自然公園や自然保護区

（7%）、その他宿泊施設（13%）のゲスト数が高い年率成長率を示している。 

表 5.15：キルギス共和国の観光施設ゲスト数 
単位：人 

Kind of accommodation 2015 2016 2017 2018 2019 
Total 706,366 627,555 727,759 749,931 809,589 
Hotels and similar accommodation facilities 228,503 226,847 237,766 255,319 230,702 
Specialized resuscitation facilities for sanatoriums 
and other accommodation 332,579 241,035 331,007 287,194 328,447 
Travel agencies and tour operators, travel and 
excursion bureaus 10,803 14,506 16,977 27,798 25,133 
Nature parks and reserves 53,749 66,751 55,648 77,839 75,556 
Other tourism enterprise 80,732 78,416 86,361 101,781 149,751 
出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

表 5.16 は 2019 年の宿泊施設ゲスト数を州・市ごとに見た数値である。宿泊施設数と同じよ

うに、ホテルはビシュケク市（41%）、サナトリウムはイシククル州（80%）のゲスト数が

多い。旅行会社の施設はビシュケク市（39%）、バトケン州（38%）に集中しており、自然

公園や自然保護区の施設はイシククル州（31%）、オシュ州（31%）、ジャララバード州

（27%）に集中している。 

表 5.16：キルギス共和国の観光施設ゲストの州・市ごとの内訳（2019年） 
単位：人 

Region/city 
Hotels and similar 
accommodation 

facilities 

sanatoriums and 
other 

accommodation 

Travel agencies, 
tour operators, 

travel and excursion 
bureaus 

Nature parks and 
reserves 

Other tourism 
enterprises 

Total 230,702 328,447 25,133 75,556 149,751 
Batken 11,325 2,361 9,590 - - 
Jalal-Abad  32,733 25,156 - 20,772 - 
Issyk-Kul  19,832 264,213 576 23,233 10,725 
Naryn 7,447 174 3,421 5,698 19,806 
Osh 513 7,395 - 23,754 - 
Talas  2,691 1,652 732 666 119,220 
Chui  16,134 26,532 1,101 1,433 - 
Bishkek City 107,791 - 9,713 - - 
Osh City 32,236 964 - - - 
出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

表 5.17は 2019年の宿泊ゲストの国別の内訳である。宿泊施設ゲストの 80％（64万人）は国
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内観光客で、海外観光客は 20%（17 万人）である。キルギス共和国の観光客の 42％（27 万

人）、CIS構成国観光客の 61%（5万 7,000人）がサナトリウムに宿泊している。CIS構成国

以外の海外観光客の 71%（5 万 2,000 人）がホテルに宿泊している。2.2 節では 2014 年から

2019年の年の overnight visitors（tourists）は 30万人から 40万人の水準であるという UNWTO

の統計を示したが、表 5.17の外国人観光客の数値はそれよりも低い水準となっている。 

 
表 5.17：キルギス共和国の観光施設ゲストの国別の内訳（2019年） 

単位：人 

Kind of accommodation Total From Kyrgyz 
Rep 

From CIS 
countries 

From other 
countries 

Total 809,589 642,967 93,933 72,689 
Hotels and similar accommodation 
facilities 230,702 147,504 31,508 51,690 

Sanatoriums and other 
accommodation 328,447 267,380 57,176 3,891 

Travel agencies and tour operators, 
travel and excursion bureaus 25,133 11,847 1,331 11,955 

Nature parks and reserves 75,556 68,499 1,958 5,099 
Other tourism enterprises 149,751 147,737 1,960 54 

出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

表 5.18は 2019年の宿泊施設ゲストの滞在日数の内訳である。観光施設全体では、Day stayが

全体の 33%（27万人）、1泊から 3泊が 42%（34万人）を占めていた。ホテルは 1泊から 3

泊の割合が全宿泊の 86%（20万人）と、ほとんどが 3泊以内の宿泊となっている。サナトリ

ウムは、滞在期間はホテルよりも長く、4泊から 7泊のゲストが全宿泊の 33%（11万人）、

8泊から 28泊のゲストが 19%（6万 4,000人）となっている。旅行会社の施設や自然公園や

自然保護区の施設は、Day stayの割合がそれぞれ 81%（2万 500人）、92%（6万 9,000人）

となっており、Day stayか 3泊までの宿泊が多い。 

 
表 5.18：キルギス共和国の宿泊施設ゲストの滞在日数の内訳（2019年） 

単位：人 

Kind of accommodation Total Day stay 1-3 nights 4-7 nights 8-28 nights 29-91 
nights 

Total 809,589 265,076 340,503 131,817 68,989 3,204 
Hotels and similar accommodation facilities 230,702 9,580 197,507 17,381 5,261 973 
Sanatoriums and other accommodation 328,447 30,375 122,225 109,998 63,618 2,231 
Travel agencies and tour operators, travel 
and excursion bureaus 25,133 20,432 4,249 376 76 - 

Nature parks and reserves 75,556 69,351 6,205 - - - 
Other tourism enterprises1 149,751 135,338 10,317 4,062 34 - 
出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 

 

5.2.2. イシククル湖周辺の宿泊施設整備 

表 5.14に示したように、イシククル州には多くの宿泊施設が整備されている。イシククル湖

の北岸には温泉を利用したサナトリウムなどの保養施設が整備され、イシククル州南岸は
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Bokonbayevo を中心にユルタキャンプが整備されている。また、イシククル湖の観光の拠点

であるカラコルにもゲストハウスなどを中心とする観光施設の集積がある。 

調査チームはイシククル湖北岸、南岸の観光施設の現地踏査を行った。イシククル湖北岸の

観光施設は、キルギス国内及び周辺国・ロシア連邦からの観光客が滞在する観光地としての

歴史を持ち、建設から時間が経過したものが多い。一方、国内の ICT産業の発展やパンデミ

ックを踏まえて観光施設をコワーキング・スペースとして売り出す例や、キルギス政府の宿

泊施設が一般客を受け入れる例など、新しいコンセプトで観光客を受け入れようとしている

ものも見られる。 

 

  
イシククル湖北岸のビーチ コワーキング・スペースとして売り出している 

リゾート 
 

イシククル湖北岸の観光の課題は汚水処理である。イシククル州政府によると、汚水処理施

設の整備は市政府の管轄になるが、全般的に不足しているとのことである。自治体が運営す

る施設もあれば、独自の処理施設を持っている民間もあり、リゾート間で協力することもあ

る。今後、ADB と EBRD の支援によりカラコル、チョルポンアタ、バルクチに新たな汚水

処理施設を整備する計画もあるとのことであった。観光客がチョルポンアタ周辺の特定のリ

ゾートに集中する傾向もあり、州政府は観光客を分散化させるよう、世界銀行の支援で行っ

ている州の観光開発戦略の中でビーチの開発コンセプトを作成したいと考えている。加えて、

イシククル湖北岸は 1 年を通して観光客を受け入れられるポテンシャルがあるが、今のとこ

ろは冬季も運営するリゾートは 5 ヵ所程度しかなく、民間のリゾートはほとんどクローズし

てしまう。 

イシククル湖の南岸のユルタキャンプは、CBTの広がりとともに整備されてきた。近年では

ナリン州のソンクル湖周辺にも複数のユルタキャンプが整備されており、欧米を中心とする

観光客宿泊客が増加しつつある。これらのユルタキャンプの整備によってキャンプの運営の
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ための地元の雇用を生み出しており、乗馬、鷹狩、牙によるパフォーマンス、伝統音楽など

遊牧民文化を紹介する活動も行われるようになっている。 

イシククル湖北岸と同様、イシククル湖南岸やソンクル湖のユルタキャンプでも汚水処理や

廃棄物処理が課題となりつつある。汚水処理はセプティック・タンクによる貯蔵、廃棄物管

理はゴミの分別回収などが行われている。 

 

  
ソンクル湖のユルタキャンプ Betlamユルタキャンプでのゴミの分別回収 

 

5.3. カザフスタン 

表 5.19と表 5.20は、UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition」

に記された統計である。表 5.19はカザフスタンの宿泊施設数とホテルの室数である。2019年

にはホテル数は約 3,600、ホテル室数は約 76,000室であった。2014年以降、ホテル数は年率

12%、ホテル室数は年率 9%で増加している。 

表 5.19：カザフスタンの宿泊施設の数とホテルの室数（UNWTO） 
 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Number of "hotels and similar 
establishments" (units) 2,056 2,338 2,754 2,987 3,322 3,592 

Number of rooms (rooms) 49128 53,126 60,427 65,791 71,858 75,913 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 

 

表 5.20を見ると、2019年の国際観光客のゲストナイトは 92万 5,000人泊、国内観光客のゲ

ストナイトは 487万 1,000人泊となっている。2014年からそれぞれ年率 7%、10％で増加して

いる。国際観光客以上に国内観光客の人泊数の増加が大きくなっている。 

表 5.20：カザフスタンのホテルゲストと宿泊日数（UNWTO） 
Inbound/domestic overnights 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

Inbound overnights (000 person-nights) 659 605 677 872 812 925 
Domestic overnights (000 person-nights) 2,978 2,685 3,245 4,195 4,415 4,871 
出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
 

表 5.21 は 2019 年のカザフスタンの宿泊施設・宿泊室数の州・市ごとの内訳である。宿泊施

設の州ごとの分布を見ると、東カザフスタン州（576）、アルマティ州（540）、アルマティ
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市（339）と東部に宿泊施設数が多い。宿泊室数はアルマティ市（11,828 室）、東カザフス

タン州（10,743室）、アルマティ州（9,941室）、ヌルスルタン市（8,253室）の順に多い。 

表 5.22はカザフスタンの格付けされた宿泊施設の州・市ごとの内訳である。格付けされた宿

泊施設は全体の 1割にも満たない水準であるが、5つ星、4つ星の宿泊施設はヌルスルタン市

とアルマティ市に多いことが分かる。 

表 5.21：カザフスタンの宿泊施設・宿泊室数の州・市ごとの内訳 
Region/city Nu of 

facilities 
Number of 

rooms 
Republic of Kazakhstan 3,592 75,913 
Akmola 370 5,221 
Aktobe 105 2,052 
Almaty 540 9,941 
Atyrau 100 2,977 
West Kazakhstan 67 1,700 
Zhambyl 185 2,215 
Karagandy 250 4,624 
Kostanai 141 2,295 
Kyzylorda 108 1,448 
Mangystau 92 3,226 
Pavlodar 112 3,058 
North Kazakhstan 119 1,799 
Turkistan 164 2,092 
East Kazakhstan 576 10,743 
Nur-Sultan city 208 8,253 
Almaty city 339 11,828 
Shymkent city 116 2,441 

出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics, Ministry of National Economy, 2020 
 

表 5.22：カザフスタンの格付け宿泊施設の州・市ごとの内訳 
単位：Unit 

Region/city Total 5-star 4-star 3-star 2-star 1-star Not 
classified Others 

Republic of Kazakhstan 3,592 24 71 85 15 10 1 890 1 497 
Akmola 370 x 7 9 x x 139 207 
Aktobe 105 - x x x - 61 39 
Almaty 540 - x - - - x 317 
Atyrau 100 3 x x - x 61 13 
West Kazakhstan 67 - 3 x 1 - x 31 
Zhambyl 185 x 4 4 - x 151 23 
Karagandy 250 x 6 2 2 x 138 98 
Kostanai 141 - x x - - 105 29 
Kyzylorda 108 1 x x - 1 x x 
Mangystau 92 3 x 4 x - 60 23 
Pavlodar 112 - - 6 x x 52 51 
North Kazakhstan 119 - - 4 - - 52 63 
Turkistan 164 - - - - - 113 51 
East Kazakhstan 576 x x 5 x x x x 
Nur-Sultan City 208 6 15 x x - 152 21 
Almaty City 339 6 15 11 - - 209 98 
Shymkent City 116 x x - - - 87 x 
脚注：xはデータが機密情報であること、-はデータが存在しないことを示す。 
出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics, Ministry of National Economy, 2020 
 

表 5.23はカザフスタンの宿泊施設ゲストの州・市ごとの内訳である。国内観光客、国際観光

客を合わせた宿泊施設ゲスト数全体では、全体の 21%がアルマティ市、14%がヌルスルタン
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市、13%がアルマティ州に滞在している。国内観光客はアルマティ市 17%、アルマティ州

16%、ヌルスルタン市 12%で他の州の滞在が増えているが、国際観光客はアルマティ市 44%、

ヌルスルタン市 24%で、全体の 3分の 2以上がこの 2つの都市の滞在となっている。 

 
表 5.23：カザフスタンの宿泊施設ゲストの州・市ごとの内訳 

Region/city Nonresident Resident Total 
Republic of Kazakhstan 979,781 5,286,782 6,266,563 
Akmola 18,501 376,434 394,935 
Aktobe 14,437 118,980 133,417 
Almaty 4,751 829,431 834,182 
Atyrau x X - 
Batys Kazakhstan 21,867 86,587 108,454 
Zhambyl 4,721 139,260 143,981 
Karagandy 21,198 298,465 319,663 
Kostanai 22,435 215,129 237,564 
Kyzylorda 2,284 69,385 71,669 
Mangystau 23,558 198,981 222,539 
Pavlodar 12,212 151,238 163,450 
Soltustik Kazakhstan x x - 
Turkistan x x - 
Shygys Kazakhstan 29,741 582,948 612,689 
Nur-Sultan city 236,280 635,571 871,851 
Almaty city 435,699 898,531 1,334,230 
Shymkent city 33,362 215,951 249,313 
脚注：xはデータが機密情報であること、-はデータが存在しないことを示す。 

出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics, Ministry of National Economy, 2020 
 

表 5.24は 2019年の国際観光客のゲスト数とゲストナイトである。表 5.23にも示したように、

2019 年の国際観光客の宿泊施設ゲスト数は 98 万人であった。ゲストナイトは 149 万人泊で

あり、平均宿泊数は 1.5泊であった。CIS構成国からの宿泊施設ゲストの平均宿泊数は 1.6日、

それ以外の国際観光客の平均宿泊数は 1.5日だった。 

表 5.24：国際観光客の宿泊施設ゲスト数とゲストナイト 
Origin areas Hotel guests 

(persons) 
Guest night (bed-

nights) 
From CIS countries 458,780  722,772 
From outside CIS countries 521,001 764,200 
Total 979,781 1,486,972 

出典：Kazakhstan Tourism 2015–2019, Committee on Statistics, Ministry of National Economy, 2020 
 

5.4. タジキスタン 

ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタンとは異なり、タジキスタンでは統計局が観

光統計をまとめた統計集を発行していないこともあり、タジキスタンの宿泊施設に関する情

報は UNWTOの「Compendium of Tourism Statistics」に記載されたもののみである。表 5.25に

示すように、タジキスタンの宿泊施設は 2018年には 229施設で、2014年から 1.8倍増加して

いる。うち、ホテルなどは 189施設となっている。 

 

 



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
5. 観光施設 

 

1-65 

表 5.25：タジキスタンの宿泊施設の数（UNWTO） 
 2014 2015 2016 2017 2018 

Accommodation for visitors (units) 124 132 163 172 229 
of which, "hotels and similar 
establishments" (units) .. .. .. .. 189 

出典：Compendium of Tourism Statistics, 2020 Edition & 2021 Edition 
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6. 観光インフラ 

6.1. 中央アジア地域 

6.1.1. 観光インフラ分野統計 

中央アジア 5 か国の観光インフラの統計データ及び統計データを踏まえた調査チームの見解

について、道路、鉄道、航空など領域ごとに表 6.1と表 6.2にそれぞれ示す。 

表 6.1：観光インフラ分野の統計データ（中央アジア 5か国） 
分野 項目 カザフ 

スタン 
キルギス 
共和国 

タジキ 
スタン 

ウズベキ 
スタン 

トルクメニ

スタン 

交通 国内旅客輸送量（人キロベース） 
交通モード分担率：道路 (%; 2016)*1 79.1 90.1 91.4 90.6 90.8 

 国内旅客輸送量（人キロベース） 
交通モード分担率：鉄道 (%; 2016)*1 0.8 0.4 0.0 0.7 0.0 

 国内旅客輸送量（人キロベース） 
交通モード分担率：航空 (%; 2016)*1 20.2 9.5 8.6 8.7 9.2 

道路 道路総延長距離 (km)*2 95,409 
(2017) 

34,000 
(2018) 

30,000 
(2018) 

84,496 
(2000) 

58,592 
(2002) 

 舗装道路総延長距離 (km) *2 81,814 
(2017) - - 75,511 

(2000) 
47,577 
(2002) 

 道路舗装率 85.7% - - 89.3% 81.2 % 
 道路密度 (m/km2) (2018)*1 112.3 145.2 114.9 151.5 434.3 

 道路交通事故死者数 
（人口 10 万人当たり）(2016)*1 17.6 15.4 18.1 11.5 14.5 

鉄道 鉄道総延長距離 (km) (2018) *1 16,061 424 620 4,642 7,680 
 路線密度 (m/km2) (2018) *1 5.9 2.2 4.4 10.9 16.3 

 鉄道輸送力（100 万人キロ） 
(2017) *3 19,241 43 28 4,294 2,340 

航空 登録航空会社数 (2020) *2 12 5 2 2 1 
 空港数 (2013) *2 96 28 24 53 26 

 舗装滑走路がある空港数 (2013) *2 63 
(2017) 

18 
(2017) 

17 
(2013) 

33 
(2013) 

21 
(2013) 

 3,047 メートル以上の舗装滑走路がある

空港数 *2 
10 

(2017) 
1 

(2017) 
2 

(2013) 
6 

(2013) 
1 

(2013) 

 2,438 m から 3,047 メートルの舗装滑走

路がある空港数*2 
25 

(2017) 
3 

(2017) 
4 

(2013) 
13 

(2013) 
9 

(2013) 

 国内航空旅客数（100 万人）(2019 est.) 
*4 5.4 0.6 - 0.7 1.3 

 国際線航空旅客数（100 万人） (2019 
est.) *4 6.3 2.5 2.1 4.7 0.9 

電力 電化率 (2020) *2 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

水 
安全な飲料水にアクセスできる人の割合

（全体/都市部/農村部）(%; 2017 est.) *2 
97.4  

100.0  
93.8  

89.3  
97.1  
84.4  

83.5  
96.2  
78.6  

97.8  
100.0  
96.1  

100.0  
100.0  
100.0  

 
安全なトイレにアクセスできる人の割合

（全体/都市部/農村部）(%; 2017 est.) *2 
99.9  
99.9  

100.0  

99.3  
99.6  

100.0  

99.4  
99.7  
99.3  

100.0  
100.0  
100.0  

100.0  
100.0  
100.0  

通信 
人口 100 人あたりの携帯電話契約台数 
(2019 est.) *2 135.96 145.98 111.53 110.15 162.86 

インターネット人口普及率 (2018 est.) *2 78.9  28.0 22.0 52.3 21.3 

医療 車で 60 分以内に医療機関にアクセスで

きる人の割合 (%; 2019) *1 42  79  75 66 19 

 人口 1,000 人当たりの医師の数 (2014) *2 3.98 2.21 2.10 2.37 2.23 
 人口 1,000 人当たりの病床数 (2014) *2 6.1 4.4 4.7 4.0 4.0 

脚注：「-」はデータなし  
出典：*1 Asian Transport Outlook Database (https://data.adb.org/dataset/asian-transport-outlook-database) 2021 年 6 月 7 日時

点、*2 The World Factbook, Central Intelligence Agency (https://www.cia.gov/the-world-factbook/) 2021 年 7 月 26 日時点、*3 
World Development Indicators (https://databank.worldbank.org/), 2021 年 7 月 21 日時点、*4 Impact of COVID-19 on CAREC 
Aviation and Tourism アジア開発銀行 2021 年 2 月 
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表 6.2：観光インフラに対する調査チームの見解（中央アジア 5か国） 
分野 内容 

交通一般 国内旅客輸送（人キロベース）の交通モード分担率は、中央アジア 5か国の中で広大な面積を持
つカザフスタンにおいては航空が約 2割を占めるが、他の 4か国の航空はいずれも 1割弱であ
る。鉄道は、最も多いカザフスタンでも 1%に満たない。 

道路 道路舗装率は、データのある 3か国いずれも 8割を超えており、ウズベキスタンは 9割近くに達
している。人口当たり交通事故者数は、5か国の中でタジキスタンとカザフスタンが多い。 

鉄道 5か国の中で、キルギス共和国とタジキスタンでは鉄道が整備されておらず、旅客数も少ない。 
航空 カザフスタンは他 4か国に対して空港の数も多く、国内線と国際線共に旅客数は最も多い。ウズ

ベキスタンは国内線の旅客数は他国と比べて多くないが、国際線はカザフスタンを除く他 3か国
に対して多い。 

電力 電化率（人口ベース）は 5か国とも 100%である。 
水 安全な飲料水へのアクセス（人口ベース）は、都市部ではいずれの国も 100%、または 100%近

い。農村部ではタジキスタン（78.6%）、キルギス共和国（84.4%）が比較的小さな数字となって
いる。トイレへのアクセスは、いずれも 100 %またはほぼ 100%となっている。 

通信 インターネット利用者の割合は、カザフスタンで人口の 8割近くに達しているが、ウズベキスタ
ンで約 5割、キルギス共和国で約 3割、タジキスタンとトルクメニスタンで約 2割となっており
比較的 5か国間での差が大きい。 

医療 自動車で 60分以内に医療機関にアクセス可能な人口の割合は、カザフスタンで約 4割、トルクメ
ニスタンで約 2割となっており、他 3か国に対して低い水準である。 

出典：調査チーム 
 

6.1.2. 交通ネットワーク 

中央アジア地域経済協力プログラム（Central Asia Regional Economic Cooperation：CAREC）

の交通・貿易円滑化戦略 2020（Transport and Trade Facilitation Strategy 2020：TTFS 2020）、

及び CAREC交通戦略 2030（CAREC Transport Strategy 2030）では、図 6.1と図 6.2のように

道路・鉄道ネットワークの将来の姿を計画し、これらに沿った開発、施策が掲げられている。

中央アジア 5 か国の観光セクターにおいても、これらの道路・鉄道ネットワークがベースに

なると考えられる。このネットワークでは、ウズベキスタンのタシケントやサマルカンド、

ブハラ、タジキスタンのドゥシャンベなどで多くの回廊が交差している。 
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脚注：DRC = designated rail corridor 

出典：CAREC Transport Strategy, Asian Development Bank（January 2020）をもとに編集 
 

図 6.1：CARECの道路ネットワーク（6回廊） 

 
出典：CAREC Transport Strategy, Asian Development Bank（January 2020）をもとに編集 

図 6.2：CARECの鉄道ネットワーク 
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中央アジア 5 か国の空港を図 6.3 に示す。このうち、2019 年の利用客数が多い空港を表 6.3

に挙げる。国際線旅客数が最も多いのがタシケント（ウズベキスタン）で 410 万人、次いで

ヌルスルタン（カザフスタン）の 370万人、アルマティ（カザフスタン）の 300万人となっ

ている。旅行会社へのヒアリングでは、中央アジアのフライトは欠航やスケジュール変更、

夜遅くの出発・到着が多い、またトルクメニスタンのフライトは特に不安定でツアーでは使

いづらい、と言う意見が挙げられた。 

 

 
出典：The World Bank Maps（https://maps.worldbank.org/）をもとに作成 

図 6.3：中央アジア 5か国の空港 
 

表 6.3：中央アジア 5か国で旅客数が多い空港（2019年） 
単位：百万人 

都市 国 国内線 国際線 合計 
アルマティ カザフスタン 3.4 3.0 6.4 
ヌルスルタン カザフスタン 3.2 3.7 6.2 
タシケント ウズベキスタン 0.6 4.1 4.7 
ビシュケク キルギス共和国 0.6 1.6 2.2 
ドゥシャンベ タジキスタン - 1.4 1.4 

脚注：タシケントの旅客数の国内線・国際線の内訳は推定値 
出典：Impact of COVID-19 on CAREC Aviation and Tourism、アジア開発銀行 2021 年 2 月 
 

表 6.4に示すとおり、CAREC交通戦略 2030では戦略フレームワークとして 5つの大きな柱



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
6. 観光インフラ 

 

1-71 

とそれに対する目標が示されている。 

表 6.4：CAREC交通戦略 2030の戦略フレームワーク 
領域 接続性に係る目標 持続性に係る目標 

クロスボー

ダー交通・

物流 

- 交通促進協定の実施と地域交通対話の促進 
- 国境施設と越境手続きの改善 
- 港湾・物流センター施設の整備とすべての
交通モードのシームレス相互運用の推進 

- 物流コスト削減と貿易増加、経済成長 
- 公的機関の効率性とインテグリティの推進 
- 安全性とセキュリティの向上 

道路・道路

アセットマ

ネジメント 

- 道路の建設、修復、維持のための十分な資
金配分 

- 地域及び国の交通ネットワーク整備のため
の戦略的長期計画の策定 

- 連結性向上による経済的・社会的情勢の改
善 

- 持続可能なインフラ投資のためのライフサ
イクルコスティングと品質の重視 

- 道路アセットマネジメントシステムなどの
分析・意思決定ツールに基づいた資金配分 

- 国の道路アセットマネジメントを改善する
制度面、手続き面での改革 

- 道路の運営と維持管理への民間セクターの
活用推進 

交通安全 - 安全性向上による交通利用促進 - 交通安全向上による健康被害や経済的損失
の削減 

鉄道 - 鉄道の建設、修復、近代化、維持管理 
- 駅舎とインターモーダル施設の建設 
新たなニーズに適した車両の購入と保守 
- 効果的かつ効率的な事業運営 
- 運営改善と経営者の意思決定支援のための
デジタル化 

- サービスコスト削減とサービス品質向上に
よる経済的・社会的情勢の改善 

- 持続可能な運営、ライフサイクルコストマ
ネジメントの強化 

- すべての利用者、特に女性に対する安全性
とセキュリティの強化 

- モーダルシフト、エネルギー効率改善、燃
料切替による環境面での持続性向上 

航空 - 空港と公共交通機関の連結性強化 
- オープンな市場競争と協調を促進する地域
及び国の政策と合意 

- 航空貨物の効率性向上 

- 貿易、産業、観光を通じたによる経済的機
会の増加 

- 効率性、安全性、セキュリティの向上 
- サービスコスト削減とサービス品質向上に
よる経済的・社会的情勢の改善 

!"#$%&'$()*+,-./*0(10*+0234567689:; <=<= > ? @ABCDEF 

 

6.2. ウズベキスタン 

ウズベキスタン西部のヒヴァに至る道路など修繕が必要な区間はあるものの、ウズベキスタ

ン国内の都市間道路は近年大きく改善されている。ヒヴァや、カザフスタンのトルキスタン

に高速鉄道が延伸される計画があるなど、鉄道ネットワークも拡充されており、航空も含め、

ウズベキスタン国内の主要観光地を繋ぐ交通ネットワークは整備されている。 

それに対し、観光客の交通需要に対して特に鉄道と航空の便数が少なく、観光客だけでなく

ビジネス客も利用するタシケント・サマルカンド間は、COVID-19前の 2019年に航空便や高

速鉄道のチケットが予約しづらい状況にあった。 

今後、短期的には道路修復や越境交通円滑化による観光客の移動時間の短縮と併せて、航空

便や鉄道の増便を含むダイヤ見直しによる輸送供給量の増大、国際線と国内線、また交通モ

ード間の接続の改善が期待される。また、車での長距離移動時のトイレ不足への対応は大き

な課題になっており、観光客の利便性・快適性を向上させる取り組みが必要である。 
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6.2.1. 道路 

ウズベキスタンの道路ネットワークを図 6.4 に示す。ウズベキスタン国内の主要な観光地は

道路でアクセス可能であり、タシケント・サマルカンド間などは高速道路が整備されてい

る。特に海外観光客の都市間移動は鉄道と航空が主になるが、チケットが取れず鉄道と航空

を利用できない場合、鉄道と空路を補完するネットワークとして道路が利用されている。 

 
出典：International Travel Maps “Kazakhstan & Uzbekistan”、Google Map 等をもとに作成 

図 6.4：道路ネットワーク（ウズベキスタン） 
 

MOTAS によると、アフガニスタン及びカザフスタンとの越境交通を促進するグリーン回廊

プロジェクト（Green Corridors Project）が現在推進されている。グリーン回廊プロジェクト

（Green Corridors Project）の概要は以下のとおりである。 

• テルメズ近郊のアフガニスタンとの国境（ハイーラターン）及びカザフスタンとの国

境（ギシュト・クプリク）に国境施設を整備し、人と貨物の移動を効率化する。 

• ギシュト・クプリクの施設は未完成だが、2021年 1月から運営開始済み。 

• 今後、他の国境にも拡大予定。 

• 国境からウズベキスタン国内の都市との間でバスを運行させる計画も存在する。 

現地調査のヒアリングで得られたその他の情報を表 6.5 に挙げる。ブハラからウズベキスタ
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ン西部のウルゲンチ、ヒヴァに向かう A380 号線など補修が必要な区間はあるものの、道路

の整備状況は近年各段に良くなったとの評価が旅行会社などへのヒアリングで多く聞かれた。 

 
表 6.5：現地調査で得られた道路に関する情報（ウズベキスタン） 

分類 内容 情報源 
維持管理・

修復 
- 道路は近年良くなっている。 
- 道路の整備状況は 2015年頃までは悪かった。新しい道路が建設されても直ぐに
水たまりができるなどしていた。 

- A380号線（ブハラからウルゲンチやヒヴァまでの道路）の修復が進んでいな
い。トラックの過重、夏と冬の温度差によって道路舗装に損傷が生じ、補修が必

要な状況が続いている。 
- A380号線は片側 2車線道路。本来は 489 kmを 5時間程度で移動できるはずだ
が、観光バスで 8時間、9時間を要している。 

- サマルカンド・テルメズ間も補修が必要な区間がある。 
- 特に整備状況が悪い区間は、Bukhara–Gazli間、Beruniy–トルトクル（カラカル
パクスタン）間、Samarkand–コシラバッド–Nurata間。 

旅行会

社・ガイ

ド協会 

交通ネット

ワーク 
- 観光客を呼び込む上で、越境交通の円滑化が課題の一つ。 
- ウズベキスタンとキルギス、ウズベキスタンとトルクメニスタンの越境は良くな
ってきたが、カザフスタンとウズベキスタンの越境に時間を要していた（最新の

状況は不明）。 

旅行会

社・
USAID 

観光バス - 道路舗装が悪いことでバスでの移動時間が長くなる。ガソリン代や運転手の給
料、車両のメンテナンス費用が高くなり、ツアー料金が高くなってしまう。 

- 都市間でバスを運行する場合、運転手は 2人態勢が義務付けられ、3時間で交代
する必要がある。 

- 建築遺産の前に停車するバスが問題になっている。サマルカンド市に対策を取る
よう話をしているが改善していない。 

- ブハラ・ヒヴァ間はバスが主な交通手段だったが、特急列車の運行が開始した
（今は中断されている）。 

- 大型バスは中国、ドバイからの輸入（日本車もドバイ経由）。欧州からの輸入は
国境を超える回数が増えてコストがかさむ。中古車は韓国から輸入することが多

い。 
- 観光バスの運転手は、大型バスの D級免許を持った新人を採用し、熟練した運転
手の下で半年間教育する。 

- 観光バスの駐車施設・スペースが各観光都市で不足している。大きなバス会社は
駐車場を持っているが、多くのバスが路肩に駐車して洗車もしている状況。いた

ずらでパンクさせられることもあり、安全上大きな問題になっている。 
- バスのメンテナンス施設、運転手の休憩場所も足りない。 

旅行会社 

交通安全 - 他の車が観光バスに衝突するなどして交通事故に巻き込まれるケースはゼロでは
ないが、観光バス運転手の運転技術や路面が悪いことによる交通事故はない。 

- バス運転手の社会的地位は高く、運転手の服装や勤務態度、運転に対する観光客
の評価は良い。 

- バックパッカーなど、歩行中や白タク利用中に交通事故に遭うケースはある。 

旅行会社 

その他 - 交通大臣の提案によって交通ワーキング・グループが 2021年 6月 9日に設立さ
れ、今後のロードマップを作成する予定。交通副大臣、APTA協会会長、空港会
社代表、ウズベキスタン航空代表、鉄道会社代表、道路協会代表がメンバーにな

っている。 
- バスに限らず、2013年まで輸入車は倍の値段だった。観光バス不足に対し、交
通省が 30 席以上の大型バスの税金を 2013年に軽減し、2017年にはミニヴァン

にも対象を広げた。2020年 8月以降は、エンジンサイズなどによって異なる税

率が適用されることになり、新車または 3年までの中古車両の流通が増えた。 

旅行会

社・旅行

協会 

出典：現地調査をもとに調査チーム作成 
 

6.2.2. 鉄道 

ウズベキスタン国内の鉄道ネットワークを図 6.5 に示す。国内の鉄道路線は国営企業のウズ
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ベキスタン鉄道が運営しており、国内の主要観光都市を結んでいる。タシケントからカザフ

スタンのアルマトイやシムケントまで週 3便、ロシアのモスクワまで週 1便の国際列車も運

行されている。 

 
出典：Advantour Web サイト（https://www.advantour.com/jp/uzbekistan/uzbekistan_railways.htm）、地球の歩き方 Plat ウズ

ベキスタン、学研プラス、2019 をもとに作成 
図 6.5：鉄道ネットワーク（ウズベキスタン） 

 

MOTAS によると、ウズベキスタンとカザフスタン両政府によって承認された観光鉄道プロ

ジェクト（Tourism Railways Project）が推進されている。 

観光鉄道プロジェクト（Tourism Railways Project）の概要は以下のとおりである。 

• カザフスタンのテュルキスタンからシムケント、ウズベキスタンのタシケント、サマ

ルカンド、ブハラ、ヒヴァまで高速鉄道で繋げるプロジェクト。 

• 2021年 6月時点で計画フェーズの終盤 

• ウズベキスタンとカザフスタン両政府が予算化 

• ブハラからヒヴァは線路を新設予定（2025年開通見込み） 

• カザフスタンのテュルキスタン・シムケント間も線路を新設予定（テュルキスタンと

シムケントは歴史遺産がある都市で人口が多く、ウズベキスタン人も多い） 

旅客鉄道の列車を表 6.6 に示す。タシケントからサマルカンドまで高速鉄道（アフラシアブ
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号）で 2時間 10分、運賃は約 9.39ドルである1。アフラシアブ号によってタシケントからサ

マルカンドに送客できる旅客数は、1日で 654人、1年で約 24万人（1便 218人、1日 3便で

算出）、同様にシャルク号は 1日で 776人、1年で約 28万人（1便 388人、1日 2便で算出）

となる。 

表 6.6：ウズベキスタンの旅客鉄道 
列車 概要 

アフラシアブ号 

 

時速 210 kmで走るスペイン製の高速鉄道。すべての車

両はエアコン完備、禁煙で、以下のルートで毎日運行。 
- タシケント－サマルカンド－ブハラ 
- タシケント－サマルカンド－シャフリサブズ 
タシケント・サマルカンド間（345 ㎞）は 1日 3 便で所

要時間は 2時 10分、タシケント・ブハラ間（610 ㎞）は
3時 20分。 
（車両） 
- 1 便 218 席 
- VIPは 2両、各 11 席 
- ビジネスは 2両、各 26 席 
- エコノミーは 4両、各 36 席 
- 食堂車は 1両 

シャルク号 

 

最高速度は時速 140 ㎞で、タシケント―サマルカンド―
ブハラを 6時間 30分で結ぶ（タシケント・サマルカン

ド間は 1日 2 便、所要時間は 3時間 15分程度）。金曜

日と土曜日は夜行列車あり。 
（車両） 
- 寝台車（Spalniy Vagon, SV）は 1両、2ベッド 9 個室 
- 1 等は 3両、各 36 席 
- 2 等は 5両、各 56 席 
- 食堂車は 1両 

ウズベキスタン号 

 

最高速度は時速 120 ㎞。タシケントとフェルガナ盆地を

繋ぐ列車で、コーカンド、マルギラン、アンディジャン

に停車。タシケント・アンディジャンまで 1日 1 便、所

要時間は 5時間 45分程度。 

夜行列車 

 

最高速度は時速 90 ㎞でタシケントとブハラ、テルメ
ズ、ウルゲンチとヌクスなどを繋ぐ列車。サマルカン

ド、カルシ、ナボイなどで停車。 

出典：Advantour Web サイト（https://www.advantour.com/jp/uzbekistan/uzbekistan_railways.htm） 
 

現地調査のヒアリングで得られた情報、及び現地視察で確認できた状況を表 6.7 に示す。サ

マルカンド州観光局によると、2019年までの数年間で観光客は急増し、サマルカンドを訪れ

た 2019年の観光客は国内と海外を合わせて 320万人に達している。団体予約が優先されるシ

ステムになっているようで、2019年には特にタシケント・サマルカンド間の鉄道のチケット

が予約しづらい状況であった。なお、チケットはウズベキスタン鉄道のWebサイトでも購入

可能である2。 

 
1 ウズベキスタン鉄道のWebサイト（https://e-ticket.railway.uz/lang-en/index.html）で購入する場合。2021年 7月 30日時点で
100,000ウズベキスタン・スム。なお、本章で示す「ドル」は全て米ドルである。 
2 https://e-ticket.railway.uz/lang-en/index.html 
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表 6.7：現地調査で得られた鉄道に関する情報（ウズベキスタン） 

分類 内容 情報源 
チケット - シーズン中の鉄道のチケットが取りづらいのは大きな問題。 

- 高速鉄道のチケット予約が困難だった 2019年に旅行会社専用の窓口が設

置され、ある旅行会社ではほぼ希望通り予約できていた。 
- 団体予約が優先され、個人旅行の場合は予約が取りづらい。 
- 高速鉄道が予約できなかった場合、タシケント・サマルカンド間は観光バ

ス、タシケント・ブハラ間は飛行機を利用する。 
- （団体予約用の）オンラインシステムがなく、チケットは駅の窓口でしか

購入できない。 

旅行協会・

旅行会社・
USAID 

便数・車両 - ツアーオペレーターとしてアフロシャブ号は使えるが、サービス水準の低

さからシャルク号や他の列車は使えない。 
- 現在休止中だが、ブハラ・ヒヴァ間は特急列車が運行し始めた。それまで

はバスが主な交通手段だった。 
- 高速鉄道の便数が少ない。増便、または車両数増を期待する。 
- 線路は貨物列車と共用で、用地問題のため線路新設は難しい。 
- 鉄道車両の増加、新型高速鉄道への投資（160百万ドル）が必要だが、

CARECの支援を受けることが可能。 

旅行会社・
MIFT 

出典：現地調査をもとに調査チーム作成 
 

表 6.6に示したように、アフラシアブ号は一編成 218人乗りで、タシケント－ブハラを 1日 2

往復、タシケント－シャフリサブズ間を 1日 1往復している3。一方、2019年のサマルカンド

のホテル宿泊者数は 268,000人であった（表 5.6参照）。タシケント－サマルカンド間の高速

鉄道の機関分担率を 50%（国全体の鉄道の機関分担率は 43%）と設定すると、サマルカンド

に宿泊する人の高速鉄道に対する需要は 1日あたり 370人と推計できる。タシケント－サマ

ルカンド間の 1 日の座席（654 席）の 57%を占めている。これはホテルに宿泊した国内外の

観光客の需要で、上述のとおり 2019年のサマルカンド訪問者は 320万人とのことである。 

現地での旅行会社のインタビューでは、少なくともアフラシアブ号は現在の倍の運行（タシ

ケント－サマルカンド間 1 日 6 往復）が必要ではないか、という声も聞かれた。MOTAS が

計画していた 2025年に 1,200万人の訪問者を受け入れる目標のもとでは、更なる増発が必要

であると考えられる。そのためには現在 4 編成の車両の増加、信号設備や車両退避施設の改

良・増加、車両サービス要員の増加など、様々な改良が必要になると思われる。 

 

6.2.3. 航空 

ウズベキスタン国内の航空ネットワークを図 6.6 に示す。首都タシケントと各都市を繋ぐ路

線がある他、サマルカンドとウズベキスタン西部のヌクス、ヒヴァを結ぶ路線がある。運賃

は安く観光客にも広く利用されている。国際空港はタシケントとサマルカンド、ブハラ、ウ

ルゲンチなどにある。 

 
3 高速鉄道の走行区間はタシケント－カルシ間で、カルシ－シャフリサブズ間は乗り換えとなっている。 
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出典：ウズベキスタン航空 Web サイト（https://www.uzairways.com/en）、地球の歩き方 Plat ウズベキスタン、学研プラス、

2019 をもとに作成 
図 6.6：国内航空ネットワーク（ウズベキスタン） 

 

国外とは表 6.8に示す都市との間で直行便がある。COVID-19以前は冬季を除いて成田・タシ

ケント間でも直行便が運行されていたが、2021年 8月時点には運行されていない。 

表 6.8：ウズベキスタンと直行便がある主な海外都市 
地域 都市 

中央アジア ヌルスルタン/アスタナ、アルマティ、ビシュケク、ドゥシャンベ、アシガバート 
東アジア・東南アジア ソウル、北京、バンコク、シンガポール、クアラルンプール 
ロシア モスクワ、サンクト・ペテルブルグ 
中東 イスタンブール、ドバイ、テルアビブ 
ヨーロッパ・アメリカ ロンドン、フランクフルト 

出典：ウズベキスタン航空の Web サイトなどをもとに整理 
 

国内路線の所要時間を表 6.9に示す。タシケントからサマルカンドまでの所要時間は 55分、

運賃は片道 40ドル程度となっている。 

表 6.9：各路線の所要時間と運賃（ウズベキスタン） 

路線 所要時間 エコノミークラス運賃

（米ドル） 
タシケント－サマルカンド 55分 40.60 
タシケント－ブハラ 70分 46.60 
タシケント－ヌクス 100分 75.60 
タシケント－ウルゲンチ（ヒヴァ） 90分 75.60 
タシケント－フェルガナ 50分 41.60 
タシケント－テルメズ 80分 66.60 
サマルカンド－ウルゲンチ（ヒヴァ） 75分 63.60 
出典：ウズベキスタン航空の Web サイト（https://www.uzairways.com/en）で確認（2021 年 8 月 10 日） 
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現地調査のヒアリングで得られた情報を表 6.10に示す。 

表 6.10：現地調査で得られた航空に関する情報（ウズベキスタン） 
分類 内容 情報源 
チャーター便 - カシュカダリヤ州のカルシに LCC 乗り入れの計画があったが、

COVID-19の影響で立ち消えになった。 
- タシケントからキルギスのイシク・クル湖へのチャーター便就航の話

があったが、COVID-19の影響で実現できていない。 
- アシガバート（トルクメニスタン）からウズベキスタンへの航空便は

ない。カザフスタン、キルギス、タジキスタンとはウズベキスタンと

の路線がある。 
- COVID-19前は、日本からサマルカンドに年間約 40 便のチャーター便

が飛んでいた。 

名古屋大学ウ

ズベキスタン

事務所・旅行

会社・サマル

カンド観光

局・USAID 

利便性 - 便数が少なく混雑している。 
- 観光シーズンは、鉄道だけでなく国内航空便もチケットが予約しづら

い。 
- 前もってチケットを手配していても欠航することも多い。 
- 同じウズベキスタン航空でも、国際線と国内線の乗り継ぎが良くな

い。タシケントに到着する国際線が遅れ、ウルゲンチに向かう国内線

に乗り継げないことがある。 

旅行会社・
USAID 

その他 - サマルカンドを観光ハブにする話があり、210の投資プロジェクトが

ある。その中にサマルカンド国際空港の改修もある。 
- ウズベキスタン航空の独占市場で競争力は高くないが、手荷物なしの

航空運賃を導入するなど改善も見られる。 

サマルカンド

観光局・
USAID 

出典：現地調査結果をもとに調査チーム作成 
 

観光バス、鉄道、航空それぞれのタシケント・サマルカンド間の移動に要する所要時間を表 

6.11に整理する。旅行会社へのヒアリングでは、以下について確認できた。 

• 高速鉄道だと 2時間 10分で移動できるが、駅での待ち時間、バスと鉄道の乗降時間を

含めるとバスと大きく変わらない。 

• 鉄道で移動する際はスーツケースをバスで別途運ぶため、鉄道を利用する場合はその

分コストが高くなる。ホテル・駅間の移動、スーツケースの輸送量で 1 グループ当た

り 125ドルほど上乗せされる（1グループ 25名の場合、一人当たり 5ドル程度）。 

• 飛行機と鉄道は便数が少なく、バスを含めて交通モード間での競争はない。鉄道を予

約出来れば鉄道を利用するが、予約できなければバスを利用する。 

• ウズベキスタンでは旅行会社用の割安運賃がないため、団体旅行も個人旅行も運賃が

変わらない。 

表 6.11：タシケント・サマルカンド間の交通機関別の所要時間と運賃 
交通手段 所要時間 運賃（米ドル） 

観光バス 3時間 30分から 4時間 8.00 
鉄道（アフラシアブ号） 2時間 10分 9.39 
航空 55分 40.60 
出典：バスは旅行会社へのヒアリング（1 グループ 25 名の場合、合計で 200 ドル）、鉄道と航空は 

ウズベキスタン鉄道、ウズベキスタン航空の Web サイトから調査チームが作成 
 
 



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
6. 観光インフラ 

 

1-79 

6.2.4. その他インフラ 

観光地内の道路、上下水道、排水、Wi-Fi、インフォメーションセンター、案内板の整備を

担当するMOTASの Department of Tourism and Sports Infrastructureでは、各州の 300ヵ所の観

光地や遺跡の課題を抽出した上で、電気、水などを整備するプロジェクトを推進している。

予算は 1兆ウズベキスタン・スム（106億円）で、期間は 2年間を予定している。 

インフラに関して、現地調査のヒアリングで得られたその他の情報、及び現地視察で確認で

きた状況を表 6.12に示す。それらに基づき、改善が期待される点として以下が挙げられる。 

• 車、バスで長時間移動する際の快適性向上（トイレや休憩所の整備） 

• 地方ホテルでのセントラル・ヒーティングの設置推進 

• 地方観光都市内、観光施設周辺での通信状況の改善 

• 都市内における歩行者交通安全の向上 

 
表 6.12：現地調査で得られたその他インフラに関する情報（ウズベキスタン） 

分類 内容 情報源 
トイレ／休憩

所 
- 道路沿いのガソリンスタンド、トイレ、休憩所が不足しており、長時間移

動する際のトイレに困る。車での移動 3時間でトイレが 1か所しかないな
ど不便。 

- タシケント・サマルカンド間の高速道路は途中に休憩施設、トイレがな

い。 
- 普段はガソリンスタンドに併設されているトイレを使うが、冬季はガソリ

ンスタンドが閉まってしまいトイレが利用できない。 

旅行会社 
ヒアリング 

水/電力／暖房

設備 
- 地方ではセントラル・ヒーティングがない、またはあってもそのコストが

高い、と言う理由で冬季に営業しないホテルも多い。 
道路やタシケントの空港などは近年大きく改善され、停電や断水もなくなっ

た。 
- 水や電気の安定的な供給を地方政府にはお願いしたい。タシケントやサマ

ルカンドと比較して、ヒヴァなどは水道水の水質がまだ悪い。ブハラのホ

テルに宿泊した際は 8時間に及ぶ停電があった。 

旅行会社 
ヒアリング 

通信 - サマルカンドでは、市内でも通信状況が悪いエリアがある。 
- 観光施設内、また施設周辺で通信できないケースがある。 

現地視察 

交通安全 - タシケント市内、及び市内観光施設周辺において、歩道が狭い、横断歩道

の青信号の時間が短い、横断歩道の中央分離帯の幅員/スペースが不十分
なケースが見受けられた。 

現地視察 

出典：現地調査結果をもとに調査チーム作成 
 

ウズベキスタンではタクシー配車サービス（Yandex Go）が提供されている。英語で検索し

た場合に目的地を直ぐに探せないなど不自由を感じることはあるが、タシケント市内の観光

施設間などは 1ドルから 2ドルで移動できる。 

旅行会社などへのヒアリングでは、車やバスで長時間移動する際のトイレに係る改善を期待

する声が特に多く聞かれた。そのような観光ルートでの簡易トイレの活用が考えられ、その

参考事例を表 6.13に挙げる。現在、旅行会社ではトイレ付観光バスを利用する、観光客と一

緒にポータブルトイレを車で運ぶなどの対応をしている。 
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表 6.13：簡易トイレの事例 

分類 名称 概要 導入事例 
ポータブ

ルトイレ 
ポータブルトイレ 1 

 
ほっ！トイレ/ 
株式会社エクセルシア 
*1 

災害時、登山、観光地で使用できる錠剤タイプの

薬剤を使ったポータブルトイレ 
薬剤の主成分である石灰の作用により、便中の雑

菌を除菌、悪臭成分も分解、吸着し、不快な便臭

をなくす 
組み立てトイレ、薬剤、ティッシュ、ビニール

袋、ポンチョなど、排泄に必要なアイテムが入っ

ており、どこにでも持ち運び可能 
可燃ごみとして処分可能 
価格：1 枚当たり 300円程度 

富士山 
乗鞍高原 
ペルー 
 
日本国内の登山道

や山小屋で多く普

及 

ポータブルトイレ 2 

ECOサニタクリーン便

袋/ 株式会社総合サービ

ス *2 

高速給水凝固シートが接着一体化された携帯トイ

レ 
様式便器や簡易トイレの便座に被せて使え、野外

では広げて折り返すことで容器状にして使用可能 
過酷な環境でも袋が吸水シートを包み込む二重構

造のため破れにくく、完全密封の高密閉チャック

袋で臭気の問題がない 
可燃ごみとして処分可能 
価格：1 枚当たり 300円程度 

南アルプス国立公

園 
早池峰山 
屋久島 
 
環境省国立公園オ

フィシャルパート

ナーシップを締結

しており、日本各

地の国立公園で普

及 

仮設型 
トイレ 

薬剤処理仮設トイレ 

 

Mt. Fuji Toilet/ 
株式会社 エクセルシア
*1 

特殊な排泄物処理剤によって排泄物を脱臭、除

菌、ゼリー状に固化するシステム 
電気や設置工事が不要で、仮設トイレのように移

動でき、あらゆる場所に設置可能 
排泄物は悪臭なく固化するため、災害時ではバキ

ュームカーを使用せず運搬可能 
 

モンゴル 
代々木公園 
乗鞍高原 
 
国内外のイベント

会場で実証実験が

実施され、登山道

でも運用実績あり 

バイオ分解式トイレ 

 
バイオミカレット/ 
株式会社ミカサ *3 

バイオ（微生物）の働きで排泄物を分解する、水

や汲み取り作業が不要で悪臭が少ないトイレ 
下水道設備や浄化槽が不要で、据え置き設置型の

ため大がかりな工事は必要なく、電源のみで設置

可能 
メンテナンスは、一般的なトイレ清掃と処理槽内

の杉チップの状態確認、及び 2～3年に 1度の交
換のみ 
処理能力：30回～70回／日 
価格  ：240万円～350万円 

富士山 
南極昭和基地（リ

ース） 
五ヶ瀬スキー場 
 
登山道や公園、建

設現場、ゴルフ場

などで活用事例あ

り 

出典：*1 株式会社エクセルシア Web サイト（https://excelsior-inc.com/products/hotilet.html）、*2 株式会社総合サービス 
Web サイト (https://sservice.co.jp/outdoor/)、*3 株式会社ミカサ Web サイト（https://mikalet.jp/service/biomikalet/） 
 

6.3. キルギス共和国 

キルギス共和国の観光セクター関係者へのヒアリングでは、地滑りや落石への道路防災対策、

観光地及び観光施設周辺での道路標識設置、自転車レーンなどサイクリング用の自転車通行
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空間整備を期待する意見が挙げられたものの、観光セクター関係者によるキルギス国内の交

通インフラに対する評価は概して高い。一方で、官民を問わず汚水処理やごみ処理への問題

意識が高く、当該分野での取り組みへの強い意向が示されたのが特徴的と言える。 

6.3.1. 道路・鉄道 

キルギス国内の道路・鉄道ネットワークを図 6.7 に示す。ビシュケクからイシク・クル湖へ

の片側 2 車線のバイパスを始め、キルギス国内の主要観光地を結ぶ道路が整備されている。

イシク・クル湖周辺の幹線道路は快適に走行でき、道路沿いの景観も楽しむことができる。

ウズベキスタンと同様に、キルギスでもタクシー配車アプリ（Yandex Go など）が利用可能

である。 

一方で、ビシュケクとオシュを結ぶ南北道路、またビシュケクからイシク・クル湖に向かう

ボーム渓谷では地滑りや落石への道路防災対策が引き続き必要であり、ソンコル湖からジャ

ララバードへ向かう道路の一部区間や中国との国境となるトルガルト峠など、冬季は雪のた

め通行できない。キルギスにおける道路防災やビシュケク・オシュ道路の状況に関しては、

JICAが 2018年に実施した「キルギス国道路斜面防災にかかる案件化調査4」にて詳しく述べ

られている。ボーム渓谷では、2021年 7月の現地調査時に落石対策の工事が実施されていた。 

 
出典：Google Map、国土交通省アジアハイウェイホームページ（https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/inter/kokusai/AH2005）等

をもとに調査チームが作成 
図 6.7：道路ネットワーク（キルギス） 

 

キルギス国内の鉄道は、ビシュケクからイシク・クル湖西端のバルイクチまで 1日 1、2本運

 
4 キルギス国道路斜面防災にかかる案件化調査業務完了報告書、JICA・サンゴ北海道株式会社、2018
（https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12306361_01.pdf） 
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行されており、時速 180kmで所要時間は 5時間、運賃は 3ドル程度である。車だと 2時間か

ら 2 時間半で移動できるため、観光客はごく一部しか利用していない。その他、ビシュケ

ク・モスクワ間で国際列車が運行されている。 

現地調査のヒアリングで得られた情報、及び現地視察で確認できた状況を表 6.14に整理する。

前述の通り、観光地・観光施設周辺での道路標識の設置、自転車レーンなどサイクリング用

の自転車通行空間の整備を期待する意見が挙げられた。道路標識に関しては、KOICA や

USAIDなどの支援による取り組みが実施されている。 

表 6.14：現地調査で得られた道路・鉄道に関する情報（キルギス） 
分類 内容 情報源 

ネットワーク - アルマティ・ビシュケク経済回廊案件で、既存道路の改良及びカザフス

タンのアルマティからイシク・クル湖までの新規道路整備の計画がある

（運輸交通省（Ministry of Transport and Communications）の管轄）。 
- ビシュケクからイシク・クル湖までは片側 2車線のバイパスが整備され
ており、法定速度は 90 km/h。 

- ビシュケク・オシュ間は飛行機で移動する観光客も多いが欧州からの観

光客、ジープツアーや自然ツアーをする観光客は南北道路を利用する。 
- サイクリングをする観光客もいるため、幅員が狭い道路の改善、自転車

レーンの整備などがあると良い。 

観光協会・

観光局 

維持管理・修復

／道路防災 
- 道路自体は悪くない。 
- 観光シーズン前の道路や橋梁の修復を行政には期待したい。 
- ビシュケクとオシュを繋ぐ南北道路の地滑りや落石への対策など、道路

防災が引き続き大事。他に道路防災対策が必要なのは、ビシュケクから

イシク・クル湖に向かう途中のボーム渓谷（2021年 7月時点で落石対

策の工事中）とビシュケク南部のアラ・アルチャ国立自然公園。道路防

災は道路交通省の管轄。 
- 特に南北道路は 3,000メートル級の山脈を 2つ超える。冬は豪雪地帯に

なり、実際に災害も発生している。 

観光局・観

光協会・民

間企業 

道路標識 - 特に観光施設周辺の道路標識を拡充して貰いたい。 
- KOICAの支援で、重要観光施設を案内する道路標識を 20か所程設置し

ている。国道を管轄する運輸交通省と調整しつつ進めている。今まで標

識がなかった地点に新たに設置するケース、また既存の標識の案内情報

を訂正するケースの両方。 
- USAIDの支援でも 200か所ほど設置した。その他、フランスの ACTED
の支援で歴史・文化遺産の標識を整備している。 

観光局 

長距離バス・ 
シェアタクシー 

- カザフスタンのアルマティ、タラズ、シムケントなどから頻繁に国際バ
ス、ミニバスが出ている。 

- 国内はカラコル、チョルポン・アタなどから頻繁に便があり、オシュか

らはシェアタクシーがある。シェアタクシーは 4人で 4ドル程度。 
- ビシュケクからカザフスタンのタラズを経由してキルギスのタラスにい
く路線、ビシュケクからイシク・クルを経由してカラコルにいく路線の

長距離バスがあるが、一般の観光客は利用しない。 
- ビシュケクからカラコルまで、400 ㎞を 8時間から 9時間で移動する
（夜行）。運賃は 365キルギス・ソム（約 4.3ドル）。バスは 50人乗

りでエアコンはない。 
- ビシュケクからチョルポン・アタまでは所要約 4時間、運賃は 280キル
ギス・ソム（約 3.3ドル）。 

- イスラエル、アラブ、ドイツ、イタリアからの観光客はレンタカー数台

で移動することも多い。先頭の車はキルギスの人が運転し、後続は観光

客自身で運転する。 

旅行会社 

観光バス - 観光バスに関する法規制、基準が整備されていない。 
- 観光バスが停車して整備できるスペースが不足している。ビシュケク市
内で観光バスを停車できるスペースは 2か所しかない。そのうち 1か所

旅行会社 
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分類 内容 情報源 
は観光施設から離れていて不便。 

- 1990年代は旧ソ連諸国からドイツ製の中古バスを輸入していたが、アジ

アからの観光客からの要望もあり、最近は中国製のバスを新車で購入し

ている。 
- バスで良く使うルートは、ビシュケクからイシク・クル湖、中国との国

境が開いている時はナリン州、カザフスタンのアルマティなど。 
- バスは団体の国内観光客用にも使っている。ビシュケクからイシク・ク

ル湖、アルマティ、タシケントまで行く路線が多い。 
- カザフスタン側の国境で汚職問題があり、バスが頻繁に止められ賄賂を

要求される。 
出典：現地調査をもとに調査チーム作成 
 

6.3.2. 航空 

キルギス国内の航空ネットワークを図 6.8 に示す。主な空港はビシュケクのマナス国際空港

とオシュ国際空港であり、その他はタムチ、ジャララバード、バトケンなどに空港がある。

このうち、ジャララバードとバトケンの空港は観光客には通常利用されていない。ナリンと

タレスにも空港はあるものの、1990年代から使用されていない。 

国際線は、中央アジアではカザフスタン、ウズベキスタンのタシケント、タジキスタンのド

ゥシャンベ、中央アジア以外ではイスタンブールやウルムチ、モスクワ、デリー、ドバイと

の間で直行便がある。ビシュケクを経由せず、イスタンブールやウルムチ、ロシアからオシ

ュに入って登山をする観光客も多い。タムチにはモスクワから直行便が運行されている。 

国内線はビシュケク・オシュ間で毎日便があり、車だと移動に 11 時間要する所、空路での

所要時間は 40 分となっている。ビシュケクとタムチの間は観光シーズンのみ運行される。

 
出典：Tez Jet Airlines Web サイト（http://tezjet.kg/schedule.html）等をもとに調査チーム作成 

図 6.8：航空ネットワーク（キルギス） 
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現地調査のヒアリングで得られた情報を表 6.15に示す。 

 
表 6.15：現地調査で得られた航空に関する情報（キルギス） 

分類 内容 情報源 
観光客の 
利用状況 

- ビシュケクのマナス空港、オシュ空港、イシク・クルの空港の他、アル
マティを発着地とする登山客も少なくない。 

- ハン・テングリにはビシュケクよりアルマティの方が近く、アルマティ

からハン・テングリのベースキャンプにヘリコプターでアクセスする場

合もある。 
- 近年はキルギス南部の人気もあり、オシュ周辺やジャララバード、ウズ

ゲンなどを訪れる人が増えている。日本人客は、ヨーロッパ人が数日か

けて訪れるところを半日や 1日で周遊するため、ビシュケクからオシュ

に空路で移動することが多い。 

旅行会社 

路線・ 
ネットワーク 

- LCCの国際線就航の話が出ている。 
- 国主導でビシュケク・ソウルの直行便が就航したことがあったが、プロ

モーション不足によって集客できず、半年で中止された（ウズベキスタ

ンは、タイやマレーシアとの直行便を就航させた際、FAMトリップなど
を取り込み成功した）。 

- USAIDの支援でタシケントとイシク・クルとの間でチャーター便を就航

させた。 

観光局・観

光協会・
USAID 

運営 - キルギスに就航している航空会社は 4つしかない。 
- 空港職員が不足していて入国管理に時間を要する、ビザを発行する窓口

が閉まっていることがあり、電子ビザも簡単に取れないなど、運営面で

の改善を期待したい。 
- ビシュケクのマナス国際空港は、国の資本が 95%入っている国営。国際
機関の支援を受け、運営を外部委託する話がある。現在実施可能性調査

を実施中で、事業者を選定するための入札書類を作成していると言う話

しを聞いている。 

観光協会 

出典：現地調査をもとに調査チーム作成 
 

6.3.3. その他インフラ 

インフラに関して、現地調査のヒアリングで得られたその他の情報、及び現地視察で確認で

きた状況を表 6.16に示す。ヒアリングでは、道路沿いのトイレの他、汚水処理やごみ処理に

関する意見が多く挙げられた。特に、幅広い関係者から同様の意見が挙げられたことが本調

査の現地調査結果として特筆される事項と言える。トイレを含む道路沿いの休憩所の設置な

どは、多くの開発パートナーの支援で進められている。 

 
表 6.16：現地調査で得られたその他インフラに関する情報（キルギス） 

分類 内容 情報源 
汚水処理 - 汚水処理施設が全般的に不足している。市政府の管轄。 

- イシク・クルでは、処理をしないまま汚水を湖に流しているサナトリウ

ム、リゾートがある。ビシュケク、ナリンでも汚水処理問題があり、飲料

水の問題も生じている。 
- 自治体が汚水処理施設を運営する場合もあれば、民間が独自に処理施設を

整備する場合もある。リゾート施設間で共有することもある 
- ADBと EBRDの支援により、カラコル、チョルポン・アタ、バルイクチ

に新たな汚水処理施設を整備する計画がある。 
- ソンクル湖のユルタキャンプでは、汚水を地下のタンクに貯めている。1
シーズンで 2回、近くのアクタラーの汚水処理施設に運んでいる。コスト

は 1回当たり 700ドル。 
- カラコルのベースキャンプに大きなテントがあり、そこではバルイクチ汚

イシク・ク

ル州政府・

CBT協会 



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
6. 観光インフラ 

 

1-85 

分類 内容 情報源 
水処理施設の支援で 3年前に処理施設を建設した。その場で汚水を処理し

て水に流すと言うタイプ。 
- ソンクル湖では、5年間の土地利用権を地方自治体と契約しているが、次

の契約更新の際に汚水処理施設の建設について地方自治体と話をしたい。

キルギスの既存の技術を利用しているが、国際基準に合う技術があれば教

えてほしい。 
ごみ処理 - キルギスでもごみ問題が顕在化しつつある。ごみのリサイクル工場を建設

するなど行政に期待したい。 
- ごみ捨て場がない地域があり、リサイクル工場の建設、ごみ分別キャンペ

ーンの実施、普及促進を期待したい。 
- イシク・クル周辺にいくつかごみ捨て場があるが、湖に流れてしまうこと

もある。 
- 観光シーズン後にトレッキング協会でごみ収集をしている。その費用もツ

アー代に含めたいが、価格競争があり実現できていない。 
- CBTカラコルの環境保全の取組みは 3つある。1.	シーズン前のごみ拾い、

2.	適切なごみ処理に係るガイドの教育、3.	ごみ問題への意識を醸成するセ

ミナーの実施（ゲストハウス建設時の建材、食器、家具など環境に優しい

資材を利用）。 
- キルギスでは、鉄、プラスチック、ガラスを購入して中国に売る業者がい
る。 

- ごみが分別されていないのも問題で、大気汚染にも繋がり環境に悪影響を

与えている。 
- 上海協力機構の会議で観光局からごみのリサイクル工場の建設について観

光局から提案した。 

トレッキン

グ協会・観

光協会・

CBT協会 

トイレ - ハイキングルートに手すりやベンチ、ごみ箱、トイレ、水飲み場の設置・

整備が必要。 
- トイレの水準が非常に低く、年配の外国人観光客は利用できない。そのた

め、トイレ付きのバスを購入しており、トイレ分のコストをツアー代金に

含めている。 
- イシク・クル湖に行く途中のガソリンスタンドや食堂に綺麗なトイレはあ

るが、多くの人が使える規模ではない。 
- 公衆トイレの作り方と使い方について専門家を派遣して貰いたい。2年前
に JICAに要望し、専門家がビシュケクからイシク・クルまでの区間のト

イレについて調査した。 
- 日本ではトイレの整備に行政が予算をつけている。キルギスでも予算をつ
けて貰うよう動いたが実現していない。 

- トイレの新設、既存トイレの改善に対しては観光客からの声も届いてお

り、観光局としても力を入れたい。観光情報センター内へのトイレの設置

は進めている。 

旅行会社・

観光局 

観光情報セン

ター 
- CARECのプロジェクトで、イシク・クル州の 5か所で観光情報センター
を設置している。予算があれば 2か所追加予定。 

- WBの支援でキャンピング・センターを 5か所で整備している。- レス

トラン、トイレ、お土産屋が入る予定。この取り組みが上手くいけばキル

ギスの他の地域に広めていきたい。 
- HELVETASのプロジェクトでも道路沿いのインフラ整備を進めており、

コーヒーショップを設置するなどの取り組みがある。 
- 経済省の指示で、道路沿いの観光インフラのチェックを観光局が実施して

いる。最近はビシュケクからイシク・クルまでのバイパスにて、トイレ、

バス停、休憩所などをチェックした。対象地域は毎年異なる。 

観光局 

その他全般 - 道路、電気など基本的なインフラは整備されている。後は上下水道の整備

を期待したい。 
- 自然環境を守りつつ観光客にサービスを提供するにはグリーンテクノロジ

ーが必要。具体的には、再生可能エネルギー、環境にやさしい汚水処理施

設の整備、ごみ処理対策など。 
- 計画停電を含む停電も問題の一つ。都市内の信号システムも改善して貰い
たい（信号機が連携制御されておらず、渋滞の一因になっている）。 

旅行会社・ 
観光局 

!"#GHIJABCDIJKLMEF 
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キルギス共和国観光セクター関係者へのヒアリングでは、汚水処理への高い問題意識、また

今後の汚水処理施設整備への期待を多く確認した。これは、キルギス共和国ではイシククル

湖やソンクルを始めとする、湖沼を活用した観光開発が広く行われているためであると考え

られる。表 6.17に汚水処理システムの事例をいくつか挙げる。 

表 6.17：汚水処理システムの事例 
分類 概要 特徴 導入事例 

下水道 

- 対象地域に下水管網を整備して、

数千人から数十万人程度の生活排

水を 1 ヶ所に集めて集合処理 
- 汚水処理、浸水防止、汚泥処理な

ど多目的な施設 

- 市街地・工場地帯なども含む多種多

様な排水の発生地域に適している 
- 整備には多大な費用と長期にわたる
工事が必要 

- 洞爺湖 
- 諏訪湖 
- 冨士北麓流域 

浄化槽（合

併処理浄化

槽） 

- 汚水処理のみを目的とした施設 
- 分散型の生活排水処理施設で、建

物単位で生活排水を処理可能 
- 微生物が汚濁物質を分解する力を

活用（日本独自の分散型汚水処理

技術） 

- 人家がまばらで、集合処理が効果的

でない地域に適している 
- 処理能力が高く、短期間で設置可能

（工事は 1週間程度） 
- 浄化槽の定期的な清掃や点検、浄化

槽本体やブロアーの交換が必要 

- 裏磐梯湖沼群（窒

素及びリン除去型

浄化槽） 
- 相模湖（高度処理

型浄化槽） 
- 田尻湖 

腐敗槽（セ

プティック

タンク） 

- 分散型汚水処理技術の一つで、開

発途上国で広く普及 
- 嫌気槽のみの簡易な処理装置で、

沈殿分離（固形物を沈殿させ、上

澄みを流す）と嫌気性処理しかな

い 

- メンテナンス頻度が比較的少なく（3 
- 5年に 1度）、腐敗槽のタイプや維

持方法次第では本体の寿命が 20~40
年と長スパン 

- 浄化槽に比べると処理性能が低い 
- 維持管理に課題がある構造で、衛生

的な処理を確保することが困難 

- カンボジア（プノ

ンペン）の湖沼・

湿地帯 
- アメリカ（ミシガ

ン州など）の湖畔

リゾート地域 

出典：環境省 Web サイト (https://www.env.go.jp/recycle/jokaso/index.html)、国立環境研究所 Web サイト 
(https://www.nies.go.jp/kanko/news/37/37-4/37-4-03.html) 等をもとに調査チーム作成 
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7. マーケティング・プロモーション 

7 章では、中央アジア各国におけるマーケティング・プロモーションの取り組みを複数国レ

ベルと各国レベルに分けて説明する。 

7.1.  中央アジア地域 

複数国の連携によるマーケティング・プロモーションは、官民問わずその必要性が認識され

ている一方で、これまでは外部の地域協力機関が主導するものがほとんどであった。しかし、

近年、ウズベキスタンが 5 ヵ国によるプロモーションを先導しようとする動きを見せている。 

 

7.1.1. ウズベキスタン国家 PRセンター 

ウズベキスタンでは観光スポーツ省（MOTAS）のマーケティング部がマーケティング活動

全般の企画を行い、その実施を PRセンターが担っている。PRセンターでのヒアリングの際、

PRセンターが調整役となって、中央アジア 5か国を一体としてプロモーションする Webサ

イトを現在準備中であるとの情報を得た。これは、ウズベキスタンの大統領のイニシアティ

ブで進めているもので、情報は各国に提供してもらっているが、その費用はウズベキスタン

が負担している1。また、周辺国とともに旅行博覧会などに出展する計画があったが、

COVID-19の影響で実現しなかった。 

これらは、今後の観光分野における中央アジアの広域連携の試金石となる取り組みであり、

今後の進捗が注目される。 

 

7.1.2. CAREC 

CAREC は、CAREC Tourism Strategy 2030 に先立って行われた「Promoting Regional Tourism 

Cooperation under CAREC 2030: A Scoping Study」の中で、観光分野における加盟国の連携を

促進するための政策提言をしている。その政策は 6 つのカテゴリーに分かれており、その一

つに marketing and promotionが含まれている。そして、marketing and promotionに係る政策と

して、次の 3つを挙げている。 

• 観光統計の収集を強化し、統計及び市場に関する知識を共有するためにCARECバーチ

ャルツーリズムサポートデータベースを構築する 

• シルクロード地域全体のマーケティングの下に、サブリージョンレベルでのデスティ

ネーションのイメージやブランドを創出する 

 
1 キルギス共和国の経済財務省観光局（DOT）の副局長にヒアリングした際、副局長はこのイニシアティブを把握していなか
った。 
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• UNWTOのシルクロードプログラムや UNESCOとの連携を強化する（デスティネーシ

ョンのイメージやブランドを創出するための UNESCOの支援による世界遺産や自然及

び文化遺産の市場調査を含む） 

CAREC は中央アジアのマーケティング・プロモーション活動において、国際機関との連携

やシルクロードのイメージを最大限活用することを重視していることが分かる。 

 

7.1.3. 上海協力機構（SCO） 

上海協力機構（Shanghai Cooperation Organization: SCO）は 2001年に発足した多国間協力組織

で、現在の加盟国は中国、ロシア、カザフスタン、キルギス共和国、タジキスタン、ウズベ

キスタン、インド、パキスタンの 8 か国である。安全保障、経済協力、文化交流などの活動

を行っており、観光分野でも様々な活動を行っている。直近では、2021 年 7 月に SCO 加盟

国の観光行政のトップによる会議がタジキスタンの首都ドゥシャンベで開かれ、2022年から

2023年にかけてのポストコロナ時代の観光分野における共同行動計画に加盟国が署名した。 

マーケティング・プロモーションに関する活動では、2021 年 5 月に SCO 加盟国間の観光促

進をテーマにしたオンラインセミナーを開催したり、「SCO の八不思議2」を選出して話題

づくりに努めたりしている。 

7.1.4. テュルク評議会 

テュルク評議会は、テュルク諸語を公用語とする国家により 2009 年に設立された国際組織

で、加盟国はアゼルバイジャン、カザフスタン、キルギス共和国、トルコ、ウズベキスタン

の 5か国である。10の協力分野（政治協力、教育、若者とスポーツなど）のうちの一つが観

光である。直近では 2021年 6月にウズベキスタンのコーカンドで第 6回観光大臣会合が行わ

れ、観光分野におけるデジタル化や巡礼観光の促進など、新しい協力の方向性が示された。 

マーケティング・プロモーションでは、シルクロードを前面に押し出した活動をしている。

例えば、2018年にはModern Silk Road Joint Tour Packageと銘打ってウズベキスタン以外の 4

か国による歴史文化遺産のプロモーションを展開した。また、上記の観光大臣会合において

Turkic World Tourism Capital というプロジェクトの開始が合意された。これは、加盟国の中

から 1都市を Turkic World Tourism Capitalに選出し、次の観光大臣会合までの期間中、重点

的にプロモーションを行うというものであり、コーカンドが初代の Turkic World Tourism 

 
2 中国の大明宮、ロシアの黄金の環、カザフスタンのタムガリの考古的景観、キルギス共和国のイシククル湖、タジキスタンの
ナウルーズパレス、ウズベキスタンのポイカラン広場、インドの統一の像、パキスタンのラホールのムガール朝の遺跡が選ば

れている。 
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Capital に選出された。トゥルク評議会では、加盟国外からの観光客誘致はもちろんのこと、

加盟国間での観光促進も重視している。 

 

7.2. ウズベキスタン 

本節では、ウズベキスタンのマーケティング・プロモーションについてターゲット市場及び

プロモーション方法の現状を見ていく。 

 

7.2.1. ターゲット市場 

ウズベキスタンのターゲット市場は市場細分化基準のうちの地理的基準に基づくと、表 7.1

に示す 5つに大別できる。以下では各市場の特徴について述べる。 

 
表 7.1：ウズベキスタンのターゲット市場と主な特徴 

市場 特徴 
周辺国市場 カザフスタンからの若者の週末旅行、ロシアからのバカンスまたは週末旅

行、アフガニスタンからの治療・療養目的旅行など。COVID-19の流行以降、
重要性が高まっている。 

イスラム圏市場 MOTASのMarketing Departmentはマレーシア及びインドネシアを重視して
いる。 

西ヨーロッパ市場 滞在期間が長く、複数国を周遊する傾向がある。 
日本市場 滞在期間が短く、リピーター化に課題がある。 
国内市場 2018年の大統領決定により国内観光の活性化が進められ、COVID-19の流行

以降は政府の振興策でグループ旅行が増加している。 
出典：調査チーム作成 
 

周辺国市場 

周辺国市場には、国境を接しているアフガニスタン、カザフスタン、キルギス共和国、タジ

キスタン、トルクメニスタンの 5か国に加え、CIS諸国も含まれる。これらの国は、COVID-

19の流行以降、ロングホールの西ヨーロッパなどからの観光客が減少したことから重要性を

増している。地理的及び言語的に近い周辺国は、COVID-19 後にいち早く回復する市場と見

られている。 

具体的な例としては、カザフスタンからの若者の週末旅行、ロシアからのバカンスや週末旅

行、アフガニスタンからの治療・療養目的旅行などが挙げられる。カザフスタンとの間では、

同国南部のトルキスタン及びシムケントとタシケントとの間での高速鉄道の相互乗り入れ計

画がある。カザフスタン南部の都市は、同国の首都ヌルスルタンや大都市アルマティよりも

タシケントの方が距離的に近いため、観光客の相互訪問の増加が期待されている。ロシア語

が通じ文化的・距離的にも近いことから、週末に食事を目的にウズベキスタンを訪れるロシ

ア人もいる。ロシアより温暖なウズベキスタンで水に親しみたいという需要も高く、タシケ
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ント郊外のチャルヴァク湖のリゾート整備は、国内客だけでなくロシア人もターゲットにな

っている。また、ウズベキスタンは近隣諸国と比較して医療サービスが安価3であるため、

医療水準が低いアフガニスタンから治療目的でテルメズに来る観光客が年々増加している。

治療目的の入国者に対する査証の特別措置があり、ドバイなど湾岸諸国に行くよりも近く陸

路で訪問できる手軽さが要因とみられる。さらに、キルギス共和国、カザフスタン、タジキ

スタンからも歯科治療を目的とした訪問がある。 

イスラム圏市場 

ブハラやサマルカンドが位置するザラフシャン川の流域は、中央アジアで最も早くイスラム

化した地域であり、数多くのイスラム学者を輩出してイスラム教の発展に大きく貢献してき

た。特にブハラ生まれの 9 世紀のイスラム学者イマーム・アリ・ブハリの編纂したハディー

ス（預言者ムハンマドの言行録）集は、伝承経路に疑念がない真正のハディースを厳選した

ものとして知られている。スンニ派イスラムではコーランに次ぐ価値を有するものとされ、

長年教義の源泉となっている4。そして、このハディース集を通じて東南アジアにイスラム

教が広まったことや人口規模、経済水準などから、マレーシア及びインドネシアを重要マー

ケットとみている。サマルカンド郊外にあるイマーム・アリ・ブハリ廟が巡礼ツーリズムの

主要な目的地となっており、東南アジアからハッジ（聖地巡礼）でメッカを訪れる途上でウ

ズベキスタンも訪問する観光客や、「小さなハッジ」としてウズベキスタンのみを訪問する

観光客の増加を見込んでいる。 

なお、マレーシアとインドネシアは、ウズベキスタンが2018年2月の大統領令（第5326号）

により CIS諸国以外に初めて査証免除を認めた 7か国5のうちの 2か国である。マレーシアと

インドネシアは、2018年のウズベキスタンへの訪問客数がそれぞれ 2,768人及び 1,589人6と

少ないにも関わらず査証免除国として選ばれた理由は、「ウズベキスタンとの国家間関係が

良く（民族、歴史、政治、経済、文化、宗教など。ウズベキスタン国民への観光査証免除も

考慮）、世界的観光市場における位置が確かで（経済状況や海外旅行者数など）、当該国民

が入国してもウズベキスタンの安全が脅かされない（国際的信頼があり多くの国から査証免

除を受けている、法令順守の可能性など）と評価された7」からである。 

 

 
3 USAIDのプロジェクト関係者のヒアリングでは、ウズベキスタンでは、アフガニスタンの歯科治療費用の約 10分の 1で治療
が受けられるとの話があった。 
4 小松久男（2018）「23 ウズベキスタンのイスラーム」、帯谷知可編著『ウズベキスタンを知るための 60章』、明石書店、pp. 
160-164 
5 マレーシア及びインドネシア以外の 5か国は、日本、韓国、シンガポール、トルコ、イスラエルである。 
6 World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
7 宮崎千穂、エルムロドフ・エルドルジョン（2019）「ウズベキスタン共和国における観光戦略 大統領交代による改革の促進と
その歴史的背景（1991－2019）」、『日本国際観光学会論文集（第 26号）』、pp. 67-77 
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西ヨーロッパ市場 

UNWTOの統計によると、2019年の西ヨーロッパからの観光客到着数上位 5か国は表 7.2の

とおりである。いずれの国も 2018年から 2019年にかけて観光査証免除の対象国となった国

であり、前年から大幅に観光客数が伸びている。 

表 7.2：西ヨーロッパからのウズベキスタンへの国際訪問者数上位 5か国（2019年） 

国 国際訪問者数（人） 全体に占める 
シェア（%） 

査証免除と 
なった時期 

2018年からの 
増加率（%） 

ドイツ 27,625 0.41 2019年 1月 53 
フランス 20,390  0.30 2018年 10月 50 
イタリア 20,356  0.30 

2019年 2月 
47 

イギリス 15,962  0.24 100 
スペイン 12,191  0.18 61 
出典：World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
 

ウズベキスタンの観光開発国家委員会（現 MOTAS）が 2018年に実施したアンケート調査に

よると、ヨーロッパ8からの観光客の特徴として以下の点が挙げられている9。 

• 55歳以上が多数派（回答者の 42.5%）を占める。 

• ウズベキスタン国内で 9泊以上滞在する人が多数派（同 43.0%）である。 

• グループで旅行する人が多い（同 78.1%）。 

• パッケージツアーを利用する人が多い（同 38.6%）。 

• ウズベキスタン 1国を訪れるツアーの利用者が多い（同 47.8%）。 

• ウズベキスタン国内のツアーオペレーターからツアーを購入する人が多い（同

34.5%）。 

あわせて、現地ツアーオペレーターへのヒアリングでは、西ヨーロッパからの観光客は歴史

文化遺産の見物のみならず、ユルタキャンプ滞在や料理、伝統工芸などの体験型観光との組

み合わせのニーズが高いとの情報が得られた。例えば、サマルカンドからブハラへの移動の

途中にユルタ宿泊を組み合わせ、星空観賞やラクダ乗りを体験するコースが好まれる。 

日本市場 

日本は、上述のマレーシア及びインドネシアと同じタイミングの 2018年 2月に観光査証免除

の対象国となった。両国と同様、2017 年の日本からの観光客到着数は 4,039 人10と少数にも

関わらず査証免除の対象となったのは『「ウズベキスタン共和国との相互的関係の発展の程

 
8 当該調査では、回答者の発地国を「中央アジア及び CIS」、「アジア太平洋地域」、「ヨーロッパ」、「中東」、「北米」、「オースト
ラリア及びオセアニア」に分類しており、「ヨーロッパ」は必ずしも西ヨーロッパの国とは限らない。 
9 The State Committee of the Republic of Uzbekistan for Tourism Development (2018). “White Paper on Tourism 2018” 
10 World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
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度、世界的な観光市場の状況分析、国際および地域の安全保障分野において築かれてきた状

況」の 3 条件を満たしてウズベキスタン政府の〈信頼〉を獲得したことの証左11』である。

査証免除をきっかけに、他の査証免除国の例に漏れず、2018年には観光客到着数が 17,052人、

2019年には 24,944人となり、わずか 2年の間に 6倍になった12。 

日本市場が伸びたのは査証免除のみが要因ではなく、ウズベキスタン航空（HY）のチャー

ター便就航やメディア露出の増加による貢献も大きかった。HY のチャーター便は、一般社

団法人日本旅行業協会（JATA）が 2015 年に当時の安倍首相の中央アジア歴訪にあわせてウ

ズベキスタンを訪問し、国営のウズベクツーリズム（現 MOTAS）と覚書を締結したことを

きっかけに設定されたものである。2016年には 4往復、2017年には 10往復、2018年には 11

往復を運航した。2017年を例に採ると、成田、中部、関西、福岡発着で、日本発タシケント

行、サマルカンド発日本行の便を利用した 6泊 8日のパッケージツアーが設定された。ツア

ーによっては、サマルカンドのレギスタン広場での民族舞踊コンサートや民族衣装のファッ

ションショー、3D プロジェクションマッピングなどの見学、ブハラやヒヴァ、ウルゲンチ

などの訪問が組み込まれた13。 

メディア関連では、日本テレビのバラエティ番組「世界の果てまでイッテ Q！14」や TBS の

クイズ番組「世界ふしぎ発見！15」、映画「旅のおわり世界のはじまり16」などで取り上げら

れたことでウズベキスタンに興味を持つ日本人が増加した。特に、上記 2 つのテレビ番組に

は、日本への留学経験もあるアブドゥハキモフ副首相兼観光スポーツ大臣自らが出演し、日

本語で案内役を務めた。日本の旅行会社へのヒアリングでは、「世界ふしぎ発見！」の放送

直後に一時的に若い女性の申し込みが増加したという声が聞かれた。 

日本人観光客の特徴は滞在期間が短く、タシケント、サマルカンド、ブハラの 3 都市周遊の

5 日間、またはヒヴァも含めた 4 都市周遊 8 日間のゴールデンルートに集中する点にある。

「トルコの次に行くイスラム圏」という感覚で観光客数は増えたが、日本の旅行会社へのヒ

アリングではリピート率が低いという指摘があった。「一度は行ってみたい国」から「何度

も訪れたい国」になれるかが課題である。 

 

 
11 宮崎、エルムロドフ（2019） 
12 World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
13 トラベルビジョン「JTBなど、今年もウズベキスタンにチャーター、4都市から 9本」
https://www.travelvision.jp/news/detail/news-77235（2021年 8月 15日閲覧） 
トラベルビジョン「ウズベキスタン航空が今年もチャーター便、旅行 9社がツアー」https://www.travelvision.jp/news/detail/news-
81366（2021年 8月 15日閲覧） 
14 2018年 5月 13日放送 
15 2019年 6月 15日放送 
16 黒沢清監督、前田敦子主演による映画。2019年 6月 14日公開。サマルカンド、タシケント、アイダルクル湖などでロケが行
われた。 
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国内市場 

日本を含む 7か国への観光査証免除が打ち出された 2018年 2月には、大統領決定第 3514号

「国内観光の加速的発展に向けた方策に関して」も発令され、観光振興をインバウンド促進

のみに留めず、国内観光の活発化も同時に図られた。その一環として 2018年 9月に特別連休

が設定され、国内旅行に出かけるウズベキスタン国民が増加した。ウズベキスタンの気候は

夏暑く冬寒い大陸性気候であり、インバウンド一辺倒ではどうしても夏季及び冬季がオフシ

ーズンになってしまうことから、「国内観光の促進は通年観光による地域経済の安定化のた

めの打開策17」と位置付けられている。また、「国民に国の歴史文化的遺産および豊かな自

然を知らしめる」という歴史認識と国民統合の狙いもある18。 

COVID-19 流行後、政府の国内旅行振興策により国内のグループ旅行が増加している。具体

的には、3 日間までの短期の社員旅行や学生の教育旅行などを奨励している。政府からツア

ーオペレーターに対して税制優遇の措置もあり、インバウンドを主に取り扱ってきたツアー

オペレーターも現在は国内旅行を取り扱うことで急場をしのいでいる。 

 

7.2.2. マーケティング・プロモーションの主体 

ここでは、プロモーションの主体を国と民間に分け、それぞれの活動を見ていく。 

MOTASマーケティング部 

マーケティング部では、外国人観光客の誘致や海外でのウズベキスタン観光のプロモーショ

ンを担当しており、外務省（各国の大使館を含む）や地方政府とも連携して業務を行ってい

る。MOTASのマーケティング部の傘下に前述の国家 PRセンターがあり、2者が連携して旅

行博覧会への出展、外国人観光客の誘致、外国メディアの誘致、プロモーション資材の作成

をしている。具体的には、海外の旅行博覧会に出展する際、マーケティング部が全体的な調

整や計画を担当し、PR センターが実行部隊となる。FAM トリップやメディアツアーも同様

の役割分担で実施している。そして、その効果を分析し将来のマーケティングに活かすのは

マーケティング部の業務である。マーケティング部の部長によると、プロモーションの

PDCA（Plan, Do, Check, Action）サイクルの Dのみを PRセンターが担当し、それ以外をマー

ケティング部が担当するイメージとのことだった。 

観光法第 8 条では観光分野における国家全権機関について規定しており、その機能の一つと

 
17 宮崎、エルムロドフ（2019） 
18 同上 
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して「観光サービス市場におけるマーケティング調査の実施」を挙げている。具体的な活動

としては、観光客へのインタビュー19やオンラインでのアンケートなどが挙げられる。また、

Association of Private Tourism Agencies（APTA）などの NGOや各種Webサイトから外国人観

光客の特性、趣向、ウズベキスタンでの滞在期間、消費額と言った情報を得ている。さらに、

検索サイトで外国人がウズベキスタンについてどのような検索を行ったかも調査している。 

そのほか、Association of Hoteliersなど民間セクターからの意見やクレームも聞いており、そ

のための Telegram20のグループもある。 

国家 PRセンター 

国家 PRセンターは、2018年 2月の大統領令「ウズベキスタン共和国の観光ポテンシャル開

発のための最恵条件の創設に向けた追加的および組織的な措置に関して」の規定に基づき、

当時の観光開発国家委員会の一部として設立された公社である。その使命は、ウズベキスタ

ンの「観光ポテンシャルのプロモーション」を実施することであるが、同委員会が MOTAS

に再編された現在は、観光のみならずスポーツもプロモーションの対象になっている。 

ウズベキスタンには観光客から徴収する税金が財源となっている観光発展基金があり、基金

の 20％が PRセンターの財源となっている。2020年は COVID-19の影響によりその財源が減

ったため、PRセンターの人員も削減している。 

年ごとにプロモーションのテーマがあり、2021年のテーマは巡礼ツーリズム、エコツーリズ

ム、アウトドア活動などである。2022年のテーマはスキーで、スキーリゾートのプロモーシ

ョン資料を作成しており、今後スキーへの関心が高い国を対象としたプロモーションに活用

する予定である。 

PRセンターの活動は、プロモーションミックスの 4つの構成要素である「広告21」、「広報

活動（PR）22」、「販売促進23」、「人的販売24」のうち、主に広報活動と販売促進に分類で

きる（表 7.3参照）。 

表 7.3：PRセンターの活動の概要 
分類 媒体 概要 

広報 
活動 

自国Webサイト https://uzbekistan.travel/en/ 
20か国語に対応。工芸品、食事、自然、スポーツなど、観光資源の多
様さを強調。 

ソーシャルメディア Facebook、Instagram、Pinterest、Telegram、YouTube、Twitter 

 
19 2018年には UNWTOの専門家の助言を受け、国家統計委員会と合同で外国人観光客を対象にしたアンケート調査（回答者数
5,756人）を実施し、その結果をWhite Paper on Tourism 2018にまとめている。 
20 ロシア語圏で広く使われているインスタントメッセージアプリケーション 
21 マスメディアやインターネットにおける有償の宣伝 
22 広告費をかけずに自組織から行う情報発信 
23 消費者の購買意欲や販売店の販売意欲を掻き立てる施策 
24 人を介して販売促進を図る施策 
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分類 媒体 概要 
印刷物 15言語で作成しているが、英語とロシア語の印刷物が多い。言語ごと

に内容を変えている。 
FAMツアー及び 
メディアツアー 

ブロガーやジャーナリストを招待し、ウズベキスタンの情報発信を促

す。 

販売 
促進 

旅行博覧会 西ヨーロッパ（ベルリンの ITB、ロンドンのWTM、マドリッドの
FITURなど）やドバイの Arabian Travel Market、日本のツーリズム
EXPOジャパンなどに出展。 

出典：調査チーム作成 
 

 
PRセンターが作成、作成協力した印刷物 

 

ウズベキスタンの観光 Web サイトは PR センターが運営しており、20 か国語に対応してい

る。写真を多用し、「ランドマークとアトラクション」、「芸術と文化」、「飲食」、「野

生生物観光」、「スポーツとレジャー」、「ビーチと海岸」など、多様な観光資源があるこ

とが強調されている。COVID-19 の流行を受け、「オンラインツアー」や Uzbekistan, Safe 

Travel Guaranteed25などの情報も掲載されている。 

ソーシャルメディアでは、Facebook、Instagram、Pinterest、Telegram、YouTube、Twitterを使

用しているが、特に活用されているのは最初の二つである。Facebookは約 36,000人のフォロ

ワーがおり、1 日おき程度にロシア語で写真付きの投稿がなされている。Instagram は約

21,000 人のフォロワーがおり、週に 1 回程度ロシア語及び英語で投稿されている。Pinterest

のフォロワーは、わずか 17人である。YouTubeのチャンネル登録者数は約 1,300人で、中に

は 1万回以上再生された動画もあるが、多くが数千回程度の再生回数である。Twitterは 2021

年 5月 5日を最後にツイートされていない（数字はいずれも 2021年 8月現在）。 

印刷物は 15 か国語で作成しているが、主な言語は英語及びロシア語である。仏教関連は日

本語と韓国語、イスラム教関連はアラビア語、ハイキングや登山はヨーロッパの言語など、

テーマによって言語を変えている。そのほか、T シャツ、帽子、ボールペンなどのノベルテ

ィグッズも作り、印刷物と併せて各国のウズベキスタン大使館を通じて配布している。しか

 
25 MOTASと保健省が定め、かつ、国際基準に準拠した COVID-19感染症対策の実施を観光事業者に義務付ける施策 
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し、COVID-19 の流行以降、紙媒体によるプロモーションの機会が減少したため、印刷物に

掲載した内容をWebサイトにも掲載したり、デジタル資料を新たに 8か国語で作成したりし

ている。 

また、海外のジャーナリストやブロガーなどをウズベキスタンに招き、FAM ツアーやメデ

ィアツアーも実施しており、ウズベキスタンの情報発信を促している。FAM ツアーを通じ

て作成されたとみられるブロガーの動画も、PR センターの YouTube チャンネルで公開され

ている。 

旅行博覧会では、ベルリンの ITB Berlin、ロンドンのWorld Travel Market（WTM）、マドリ

ッドの Feria Internacional de Turismo（FITUR）、ドバイの Arabian Travel Market（ATM）、日

本のツーリズム EXPOジャパンなどに出展している。 

以上のように、ウズベキスタンの国としてのプロモーション活動は PR センターが全て自前

で行っている。PR センターとしても、他国の政府観光局のように各市場を熟知した民間の

PR 会社に業務委託することの重要性は理解している。しかし、ウズベキスタンでは査証条

件の緩和以降観光客が急増し、それに対するインフラ不足が顕在化したことから、観光開発

に関する人材や資金などの資源をまずはインフラ整備に割り当て、その次にブランディング

やプロモーションに割り当てようと考えている。 

なお、現在のウズベキスタンの観光ロゴは図 7.1 に示すように、国名のみを表示したもので

ある。これは、2009年に当時の国営ウズベクツーリズムが実施したコンテストで選ばれた作

品である26。一方で、特定の観光スローガンは使用されておらず、「Naturally Irresistible!」、

「Mysterious Uzbekistan」、「Symbol of the Magic East」など、プロモーション資材によって

様々なスローガンが使用されており、民間セクターのヒアリング先からは統一したスローガ

ンを作るべきだとの意見が複数聞かれた。 

 
出典：Marco Polo Central Asia Travel 

図 7.1：ウズベキスタンの観光ロゴ 
 
 

 
26 Aleksandra, K. (2013). Analysis and perspectives of tourism development in Uzbekistan. Revista AGALI Journal, nº 3, 87-101 
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民間セクター 

旅行博覧会には国家 PR センターが国として出展しているのに加え、民間のツアーオペレー

ターも独自に出展している。周辺国のツアーオペレーターと連携し、中央アジアとしてブー

スを出すこともある。ヒアリングでは、ジョージアは国が民間企業を支援しており、旅行博

覧会で立派なブースを出しているが、ウズベキスタンは国の支援がない、との不満が聞かれ

た。PRセンターは、民間企業の出展に対して特に支援はしていないが、選抜方式で 10社程

度の出展者を招待している。（1）ウズベキスタンを代表することができる企業であること、

（2) 売上額、（3）配布物の質、の 3 つの基準に基づき、事業継続年数や規模別に選抜して

いる。また、ツアーオペレーターにとって海外の旅行博覧会への参加は、新規顧客の開拓よ

りも、その国の既存顧客に年 1回会って関係を深めることに重点が置かれている。 

ウズベキスタン国内でも、APTAが Travel Martという催しをタシケントとサマルカンドで開

催しており、MOTASと連携して会員の観光商品を国内外に販売する支援をしている。 

COVID-19 の流行後、オンラインでのプロモーションに力を入れている企業もあった。例え

ば、インターネットに特化した小売専業のツアーオペレーターは、5人から成る Webサイト

運営のチームを持ち、自社Webサイトに投資しており、COVID-19下で多言語化などWebサ

イトの充実を図っていた。 

 

7.3. キルギス共和国 

7.3.1. ターゲット市場 

観光局及び民間旅行会社へのインタビューの結果、キルギス共和国のターゲット市場を市場

細分化基準のうちの地理的基準に基づき、表 7.4に示す 5つに大別した。 

表 7.4：キルギス共和国のターゲット市場 
市場 概要 

周辺国市場 イシククル湖北岸のリゾートを中心に、年間を通じて訪れる。冬季はスキー目的

の訪問もある。 
ヨーロッパ市場 登山やトレッキングの愛好家にとっては憧れの地。価格競争力の高さも魅力。 
中東市場 自国にはない山や水を求めて訪れる。世界遊牧民競技大会への参加など、遊牧民

文化との関連もある。 
日本市場 明確な目的意識（登山、トレッキング、遊牧民文化、考古学など）を持ったニッ

チ市場に特化される。 
国内市場 消費行動は周辺国からの観光客と類似。 
出典：調査チーム作成 
 

周辺国市場 

2019年のキルギス共和国への観光客到着数は、ウズベキスタン（4,570,258人、シェア54%）、
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カザフスタン（2,908,571 人、同 34%）、ロシア（540,262 人、同 6%）、タジキスタン

（174,631人、同 2%）が上位を占め、その 4ヵ国のシェアは 96%である27。 

イシククル州（チョルポン・アタ、タンガ、ジルガラン、ジェティ・オグズ、アルティンア

ラシャンなど）に位置するスパやリゾートには、上記 4 か国から年間を通じて観光客が訪れ

る。ミネラルや泥によるセラピーが受けられるリゾートもあるため、治療目的滞在する観光

客もいる。また、冬季はスキーを目的に訪れる観光客も多い。宿泊先に直接予約を入れるこ

とが多く、キルギス国内のツアーオペレーターを利用することは少ない。 

ヨーロッパ市場 

旧ソ連では、国内の 7,000 メートル級の 5 つの山を登った登山家に対して「ユキヒョウ」の

称号が与えられた。その 5つの山のうちの 3つ（レーニン峰、ハンテングリ峰、ポベーダ峰）

がキルギス共和国にあるため、旧ソ連のみならず海外の登山家の同国への注目が高まった。

これら 3 山のブランド力の高さにより、ヨーロッパから登山やトレッキングを目的とした観

光客が多く訪れる。また、世界経済フォーラムの旅行・観光競争力レポートでは、キルギス

共和国の総合順位は 140か国中 110位であるが、価格競争力では 9位28と評価が高く、ヨーロ

ッパの観光客をひきつける大きな要因となっている。実際、カラコルのツアーオペレーター

では、ヨーロッパ人 3人組に対して登山ガイドやポーター、コックなどのスタッフ 6人が同

行する 2泊 3日のトレッキングの価格が 800ドル（食料や人件費などを含む）との情報を得

た。2021年 7月の現地訪問時は、前年と比べて徐々にヨーロッパからの観光客も戻り始めて

いるが、グループのサイズが縮小しているとのことだった。また、愛好家に人気の高い一方

で、登山、トレッキング、スキーなどの安全性やガイドの質に課題があるとの指摘が複数の

ヒアリング先であった。 

上記アクティビティ以外にも、キルギス共和国の文化に触れられる体験プログラム（鷹狩り、

家庭訪問など）や、周辺国との組み合わせのニーズも高い。 

中東市場 

中東諸国で観光客到着数の多い国は、トルコ（57,326 人）、サウジアラビア（6,761 人）、

イスラエル（3,834 人）29の順である。中東からの観光客は、自国にはない山や水を求めてキ

ルギス共和国を訪れる。同じイスラム教国であることや、価格競争性の高さも訪問の理由と

なっている。また、遊牧民文化との親和性も高く、2014年から隔年で開催されている世界遊

 
27 World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
28 World Economic Forum (2019). The Travel & Tourism Competitiveness Report 2019 
29 World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
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牧民競技大会30にも中東からの参加がある。直近の 2018年の大会では、アフガニスタン、ア

ラブ首長国連邦（UAE）、イスラエル、イラン、クウェート、サウジアラビア、シリア、ト

ルコ、ヨルダンが参加し、イランが 12個、UAEが 2個のメダルをそれぞれ獲得した。キル

ギス共和国で 3回開催された同大会の成功を受け、2019年 3月、サウジアラビアのリヤドで

Ar Rumahiyah King Abdul Aziz Camel Festivalの一環として世界遊牧民競技大会のエキシビシ

ョンが行われた。運営を任されたキルギス共和国関係者はユルタや動物などを持ち込み、大

会を成功裏に終わらせ、キルギス共和国の遊牧民文化の豊かさや大会運営能力の高さを印象

付けた。COVID-19の影響で中止になってしまったものの、第 4回大会は 2020年にトルコで

行われることになっていた。今後も、観光客誘致と併せて、世界遊牧民競技大会のコンテン

ツの輸出先としても期待できる市場と言える。 

日本市場 

2019年の日本からの観光客到着数は 5.068人であり、中国（33,348人）や韓国（16,034人）

よりも少ない。しかし、2018 年から 2019 年にかけて 18.3%増加しており、中国（8.5%増）

や韓国（11.4%増）よりも増加率が高い31。 

日本からキルギス共和国への直行便はなく、ソウル経由でカザフスタンのアルマティに入り、

陸路でキルギスに入国するのが一般的である。または、イスタンブール経由、タシケント経

由またはモスクワ経由によって 1 回の乗り継ぎで直接空路キルギス共和国に入ることができ

る。しかし、乗り継ぎは飛行距離が長くなり、かつ、乗継時間が長いことがネックになる。

つまり、ある程度の旅行日数を確保でき、同国を訪れる強い動機を持つ観光客でなければ、

ターゲットとするのは難しい。一方で、登山やトレッキング、遊牧民文化や考古学など、明

確な興味関心や目的意識を持った層には魅力的なデスティネーションである。例えば、調査

チームがカラコルで出会った日本人観光客の 5 人グループは、趣味の蝶の採取という明確な

目的を持っていたため、COVID-19 の流行下において家族の反対に合いながらも訪問を敢行

していた。 

国内市場 

「キルギス共和国観光開発プログラム 2019-2023」には特に国内観光振興についての記載は

ないが、COVID-19 流行によるインバウンド客の減少を受けて、政府も国内旅行振興を重視

している。COVID-19 以前から、例えばビシュケク市民が夏にイシククル湖へ家族で週末レ

ジャーに出かけるのは一般的であったが、週末を利用した同国南部のサリ・チェレク湖への

 
30 http://worldnomadgames.com/en/ 
31 World Tourism Organization (2020), Yearbook of Tourism Statistics dataset [Electronic], UNWTO, Madrid 
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ツアーが 4,400ソム（約 5,700円）で販売されるなど、キルギス人も利用できる手頃な価格の

ツアーが増えてきている。また、イシククル湖北岸では、キルギス企業がソ連時代のリゾー

トを改装してワーケーション用の施設を開設するなど、新しい市場の開拓も進んでいる。 

 

7.3.2. マーケティング・プロモーションの主体 

キルギス共和国もウズベキスタンと同様、国と民間セクターのそれぞれにマーケティング・

プロモーションの活動についてまとめる。 

 
経済財務省観光局 

キルギス共和国を国としてプロモーションしているのは経済財務省観光局（Department of 

Tourism, Ministry of Economy and Finance; DOT）である。「キルギス共和国観光開発プログラ

ム 2019-2023」のモニタリング指標の一つが「キルギス共和国を海外に観光地として広告及

び広報するための国家予算支出額」になっており、2018 年の実績額 780 万キルギス・ソム

（約 1,000万円）を 2023年には 1億 2,260万キルギス・ソム（約１億 5,000万円）に増額する

ことを目指している。一方で、DOT の職員数は 9 人であり、DOT 単体で十分な活動ができ

ているとは言い難い。 

DOTのプロモーションは、表 7.5に示すように広報活動と販売促進が主な活動となっている。 

表 7.5：DOTのプロモーション活動の概要 
分類 媒体 概要 

広報 
活動 

自国Webサイト http://www.discoverkyrgyzstan.org/ 
TIKAの支援によって立ち上げられた。6か国語に対応。 

ソーシャル 
メディア 

Facebook、Twitter、YouTube、Instagramを活用。 

印刷物 DOT独自の予算はなく、開発パートナーのプロジェクトの活動に含ま
れていれば作成する。 

FAMツアー 印刷物と同様、開発パートナーのプロジェクトの活動の一環としてブ

ロガーを招待し、キルギス共和国の情報発信を促す。 

販売 
促進 

旅行博覧会 COVID-19以前は、ベルリンの IBT、マドリードの FITUR、アルマティ
の Kazakhstan International Exhibition “Tourism & Travel”（KITF）など
に参加。DOTの予算がない場合は、開発パートナーの予算で参加。 

出典：調査チーム作成 
 

キルギス共和国の観光プロモーション用Webサイト Discover Kyrgyzstan32は、トルコの ODA

実施機関である Turkish Cooperation and Coordination Agency（TIKA）の支援によって開設さ

れた。キルギス語、トルコ語、ロシア語、英語、アラビア語、中国語の 6 か国語に対応して

いる。デスティネーションを地域別（ビシュケク市及び 7 つの州）と種類別33にそれぞれ分

 
32 http://www.discoverkyrgyzstan.org/ 
33 水辺、スキーリゾート、都市/開拓地、山/登山道/谷、自然保護区/国立公園、史跡/文化遺産、自然の不思議、ユネスコ世界遺
産の 8つに分類されている。 
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類して紹介しており、写真を多用したサイトになっている。 

これに加えて、GIZのプロジェクト「Green Economy and Sustainable Development of the Private 

Sector in the Kyrgyz Republic」によって立ち上げられたDOTの広報用のWebサイト34もあり、

キルギス語、ロシア語、英語の 3か国語に対応している。DOTの職員が運営しており、DOT

の活動紹介や統計情報なども見ることができる。当該 Web サイトからは、JICA、GIZ、

HELVETAS、国内の民間企業などの支援によって制作された 3D バーチャルツアーのサイト
35にもアクセスすることができる。ビシュケク市及び 7つの州に加え、Winter Tourismという

カテゴリーも設けられており、それぞれの 3D画像を自由に動かして楽しむことができる。 

ソーシャルメディアは、Facebook（フォロワー数約 11,000 人）、Twitter（フォロワー数約

1,200人）、YouTube（チャンネル登録者数約 60人）、Instagram（フォロワー数約 10,000人）

を活用しているが、十分に活用されているとは言い難い。最も頻繁に投稿されているとみら

れる Facebookと Instagramも 2021年 6月下旬を最後に投稿がなされていない（数字はいずれ

も 2021年 8月現在）。なお、Facebookは英語のみで、Instagramは英語とロシア語で投稿さ

れている。 

印刷物については、DOTに独自の予算はなく、開発パートナーのプロジェクトの一環として

作成する場合にプロジェクト予算で作成している。その際、少なくとも英語版は作成するよ

うにしている。 

「キルギス共和国観光開発プログラム 2019-2023」のアクションプランの一つに「海外のブ

ロガーによるインターネット上の情報発信による露出を増やす」という活動があり、その実

施主体及び資金源として DOT とともに開発パートナーが挙げられている。実際に、

HELVETASや USAIDがそのプロジェクトの一環として海外のブロガーを招待したマーケテ

ィングキャンペーンを行っている。 

同アクションプランには「旅行博覧会への参加を通じてキルギス共和国の観光商品を海外市

場で宣伝する」という活動が挙げられており、具体的にはベルリンの ITB、アルマティの

Kazakhstan International Tourism Fair（KITF）、モスクワの Moscow International Travel & 

Tourism Exhibition（MITT）、ノヴォシビルスクの TourSib、エカテリンブルクの

EXPOTRAVEL、ドバイの ATMが挙がっている。DOTへのヒアリングでは、COVID-19以前

は ITB、KITF、MITT、マドリードの FITUR に参加していたとの情報を得た。COVID-19 流

行以降は、マイアミやドバイの旅行博覧会にオンラインで参加したり、2021年 6月のソウル

 
34 https://tourism.gov.kg/ 
35 http://map.tourism.gov.kg/ 
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国際観光博覧会（Seoul International Tourism Fair; SITF 2021）ではパンフレットのみを会場に

送ったりした。予算がある場合は国の予算で参加するが、ない場合は開発パートナーの予算

で参加している。 

国として、図 7.2 に示す観光ロゴを使用しているが、スローガンは現在 2 種類が存在してい

る。観光プロモーション用Webサイトには左側の So Much to Discoverが、DOTの広報用Web

サイトには右側の Infinitely Uniqueが、それぞれ使用されている。前者は 2014年頃に当時の

DOT 局長が考案したものであり、後者はその後の公募で選ばれた中学生の作品である。

DOTによると、いずれも正式に承認されたものではなく、新たなスローガンを考えたいが、

予算不足で取り組めていないとのことだった。 

図 7.2：キルギス共和国の観光ロゴ及び 2種類のスローガン 
 

民間セクター 

民間セクターでは、各企業が自社のプロモーションをすると同時に、業界団体もプロモーシ

ョン活動を展開している。例えば、ツアーオペレーターの業界団体である Kyrgyz Association 

of Tour Operators（KATO）はベルリンの ITBに参加しているが、国からの支援は最低限に留

まり、航空券代やホテル代などの費用は参加各社が負担している。その他、アルマティの

KITF やロシアの旅行博覧会にも参加している。旅行博覧会でのブース設置（参加企業との

調整や現地業者への発注など）は KATOが行っている。ディスプレイ用のユルタをレンタル

して会場に持ち込むことや、ウズベキスタンの企業と協力してブースを出すこともある。 

前文化情報観光大臣が設立した組織「I AM NOMAD」では、前述の世界遊牧民競技大会の運

営を行っているほか、海外からの問い合わせに対する映画のロケ地の紹介などフィルムコミ

ッションのような活動も行っている。 

 

 

出典：http://www.discoverkyrgyzstan.org/ 出典：https://tourism.gov.kg/ 
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8. 人材育成・観光サービス 

8.1. 中央アジア地域 

8.1.1. CAREC Tourism Strategy 2030 

CARECの Tourism Strategy 2030では、その 5つの戦略的柱のうち、2番目の柱に Quality and 

Standards を、3 番目に Skills Development をそれぞれ挙げている。ハード面の整備と並び、

CAREC はソフト面の観光体験の質向上を通じて中央アジアの観光セクターの強化を図ろう

としていることを読み取ることができる。 

戦略的柱 2：Quality and Standards 

Tourism Strategy 2030 は、域内の観光サービスが、一部の国際ホテルチェーンを除き中小企

業によって提供されているため、サービス品質基準を満たすノウハウや資源に乏しいと指摘

している。しかし、世界的な競争力を高め、観光消費額の多いマーケットからの観光客を惹

きつけるためには、域内で統一されたサービス品質や環境の基準を定め運営していくことが

鍵となると Tourism Strategy 2030は述べている。そのためには、同 Strategyが提唱する共通の

Visit Silk Roadブランドの下、効果的かつ調和の取れた最低限のサービス品質基準を構築する

活動が必要としている。そして、地域プロジェクトやイニシアティブの例として以下の 4 つ

を提案している。 

• 観光施設、アトラクション、ホテル、レストラン、交通手段、空港、駅、バスステー

ションなどを対象とした共通かつ最低限の品質、衛生、環境基準の構築（例えば、宿

泊施設のランク付けや、適合する施設への「シルクロードクオリティラベル」の付与

など） 

• 観光業者の登録システム及び基準の順守を確認するための効果的かつ域内で統一され

た点検の仕組みの構築及び運用 

• 観光客のための公式のクレーム処理システムの構築及び運用（評価の高い事業者に対

するインセンティブや評価の低い事業者に対するペナルティを含む） 

• 特に中小企業や女性が経営する観光事業者に対する、品質基準順守や効率的なプロモ

ーションツールの活用に係る能力強化 

 

戦略的柱 3：Skills Development 

Tourism Strategy 2030はすべての CAREC加盟国において観光振興に必要なスキルが不足して

いると指摘している。公共セクターでは、効果的な観光政策や戦略の立案、観光地運営、デ
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ジタルマーケティング基準、安全や衛生関連の規制、環境及び社会経済的に持続可能な政策

などに関する専門的かつ最新の知識が必要とされている。民間セクターでは、観光商品、サ

ービス、体験の開発、マネジメント、マーケティングに関する知識向上が求められている。

さらに、観光人材育成システムについても、現在及び将来の需要を満たすために質量ともに

十分な人材の輩出が必要であるとしている。そして、CAREC 加盟国ではオンラインによる

技能開発はまだ緒に就いたばかりだが、観光セクターの技能の不足を埋めるためには費用対

効果の高い手段であると述べている。 

同 Strategy は、地域プログラムを通じた統合的なトレーニング手法の開発やデジタル技術の

最大限の活用によって、加盟国の技能不足を補う支援ができるとしている。そして、この柱

の下に位置付けられる以下のイニシアティブは、観光業の現場の実情と教育内容のギャップ

を埋めるために、民間セクターとの緊密な調整の下に進める必要があると述べている。 

• 学生、教師、民間セクターの経営者、公務員などが利用でき、国際的な認定機関の修

了証が授与される遠隔教育システムの開発 

• 職業訓練を受けた後に更に高度な教育を受ける学生に配慮した共通カリキュラム及び

資格認定の開発。関連するイニシアティブとして、CAREC加盟国間での観光関連の学

位や資格の相互認定 

• 国際基準やベストプラクティスに合致させた、観光教育や技能開発の質の向上 

• 域内の観光教育訓練機関間の提携プログラムや、CAREC加盟国間の知識共有を支援す

るプラットフォームの開発（シルクロード国際観光大学を始めとする観光教育訓練機

関は、観光業従事者が観光地開発及びマネジメントのベストプラクティスを学ぶ需要

主導型の能力強化の活動を提供する場として活用できる） 

• 就職やインターンシップ、教員の交換を含む域内の学生の流動化の促進 

• すべてのCAREC加盟国から承認された組織による国際的認証を受けた特別なトレーニ

ングプログラムによる観光業従事者の技能向上。例えば、ツアーガイド（World 

Federation of Tourist Guide Associations）、スキーインストラクター（International Ski 

Instructors Association）、旅行会社（International Air Transport Association）、MICEなど 

 

人材育成・観光サービスに係るプロジェクト 

Tourism Strategy 2030では、5つの戦略的柱の下に位置付けられるプロジェクト及びイニシア

ティブのリストを Regional Tourism Investment Framework（2021-2025）に示している。上記

「戦略的柱 2：Quality and Standards」及び「戦略的柱 3：Skills and Development」の二つに係

るもののうち、本調査の対象 5 か国に関連するプロジェクト及びイニシアティブを表 8.1 に
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示す。 

表 8.1：人材育成・観光サービスに係る CAREC Tourism Strategy 2030記載のプロジェクト 
戦略 
的柱 

プロジェクト／

活動 概要 クラスター／国 状況 実施 
期間 

2 共通の最低限の

品質基準の構築

と運用 

アルマティ・ビシュケク経済回廊の下

での共通の健康及び安全プロトコルの

構築及び運用 

カザフスタン、 
キルギス共和国 

提案

済 
2020- 
2021 

観光事業者の登

録簿の構築 
観光事業者の登録システムの構築（登

録簿は CARECの観光ウェブポータル
に接続しうる） 

少なくとも 2か国で
パイロットプロジェ

クト実施 

提案

済 
2023- 
2024 

3 観光教育や技能

の基準の統一 
CAREC加盟国間で観光業従事者の学
位や資格が相互承認されるための職業

訓練や高等教育レベルでの共通カリキ

ュラムや資格の開発 

アゼルバイジャン、 
トルクメニスタン、 
ウズベキスタン 

提案

済 
2022- 
2024 

能力強化及び域

内での知識共有 
観光地開発及びマネジメントに係るベ

ストプラクティスを学ぶ、観光業従事

者（公共及び民間セクター）、教員、

学生向けのトレーニング及び能力強化

プログラム 

全加盟国 提案

済 
2021-
2022 

域内の観光教育訓練機関間の提携プロ

グラムの開発 
アゼルバイジャン、 
ウズベキスタン 

提案

済 
2022- 
2023 

健康及び安全のための対策及び手順の

実施とモニタリングに係る公共及び民

間セクター向け能力強化 

カザフスタン、 
キルギス共和国 

提案

済 
2020- 
2021 

自然及び文化的観光資源を保全しつつ

近隣国及び遠距離市場からの観光客の

ニーズや期待に効果的に応えるための

ローカルツアーガイドの技能の改善 

全加盟国 提案

済 
2022- 
2023 

オンラインのト

レーニング及び

技能開発 

CAREC加盟国向けの観光技能開発オ
ンラインプログラムの開発（新しい技

能を身に着けるためのオーダーメイド

のコースや、UNWTOアカデミーから
の技術支援や修了証授与に係る協力を

含む） 

アゼルバイジャン、 
キルギス共和国、 
ウズベキスタン 

提案 
済 

2021- 
2023 

出典：CAREC Tourism Strategy 2030の情報をもとに調査チーム作成 
 

8.1.2. Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Plan 

アルマティ・ビシュケク経済回廊（ABEC）観光マスタープランでは、2020年からの 10年間

をフェーズ 1、フェーズ 2、フェーズ 3の 3段階に分けた開発計画を提示している。また、海

外のターゲット市場の優先度も第 1レベル、第 2レベル、第 3レベルの 3つに分けている1。

そして、フェーズ 1のターゲットを第 1レベルに分類した国、フェーズ 2のターゲットを第

2 レベルの国、フェーズ 3 のターゲットを第 3 レベルの国というようにそれぞれ当てはめて

いる。各フェーズにおける活動全体の方針及び人材育成・観光サービスに係る方針を表 8.2

にまとめた。表 8.2からは ABECブランドの構築、維持、強化のために、段階を踏んだ品質

基準の構築・強化を意図していることが読み取れる。 

 
 

1 距離的・文化的な近さ、過去 10年間のアウトバウンド平均成長率、アウトバウンド市場の大きさ、旅行 1回当たりの平均消
費額、の 4つの基準で順位付けされている。 
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表 8.2：ABEC観光マスタープランの 10年計画の概要 

フェーズ 期間 ターゲット市場 活動方針 人材育成・観光 
サービスの方針 

1 2020年以降 第 1レベル 
中国 
アラブ首長国連邦 
韓国 
イラン 

- 既存の観光商品や仕
組みを改良しつつ、

First levelの市場を開
拓する。 

品質基準を構築し運用

する。 

2 2024年以降 第 2レベル 
フランス 
ドイツ 
インド 
ロシア 
イギリス 

- Second levelの市場を
開拓する。 

- 観光商品や ABECブ
ランドを確かなもの

とする。 

品質基準や適切なトレ

ーニングを通じ、ABEC
ブランドを保護・強化

する。 

3 2029年以降 第 3レベル 
アメリカ 
オーストラリア 
香港 
アイルランド 
日本 
モルドバ 
パキスタン 
カナダ 

- 開拓済の市場を確か
なものとする。 

- Third levelの市場を開
拓する。 

- 観光サービスのキャ
パシティを拡大す

る。 

品質保証体制を確かな

ものとする。 

出典：Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Planの情報をもとに調査チーム作成 

 

8.1.3. Improving Education Skills, and Employment Tourism 

CARECは「Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Plan」に先立って、2019年 5月

に「Improving Education Skills, and Employment Tourism Almaty-Bishkek Economic Corridor」を

公表している。「Improving Education Skills, and Employment Tourism」では、アルマティ・ビ

シュケク経済回廊における観光人材の需要・供給や観光人材育成の課題について分析した後

に、観光人材育成機関の設立・運営に関して 2つの提案をしている。 

一つは民間による国際的な Center of Excellence（COE）の設立で、モデルになるのはスイス

のローザンヌホテルスクール（Ecole Hotelerie Lausanne）とオーストリアのModule University2

であるとしている。もう一つはカザフスタン・キルギス共和国の両国政府がそれぞれの首

都・州都や観光地において複数の観光人材育成機関を持ち、そのネットワークを形成するこ

とと人材育成ファンドを設立・運営することである。 

この 2種類の観光人材育成機関を組み合わせ、国際的なCOEがネットワーク全体での観光人

材育成の指導的な役割を持ちつつ、地域全体の観光人材の質を高めることを提案している。 

 

 
2 ウィーンに本部を持ち、ドバイ、中国、タイにキャンパスを持つ私立大学。 
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8.2. ウズベキスタン 

表 8.3は旅行会社数とサービスを提供した顧客の人数及び販売額の推移である。2016年から

2019年の間に旅行会社は 433社から 517社と 84社（19%）の増加に過ぎないが、旅行サービ

スを扱った顧客の数は約 2倍、ツアーパッケージの販売額は 7.8倍に増加している。 

表 8.3：旅行会社数とサービスの内訳 
 Unit 2016 2017 2018 2019 

Number of tour operators and agents Unit 433 449 502 517 
Total served persons Persons 465,403 669,982 713,167 941,990 

Inbound tourism  Persons 152,616 167,394 224,796 348,731 
CIS countries Persons 16,638 20,471 52,247 91,202 
Foreign countries Persons 135,978 146,923 172,549 257,529 

Outbound tourism  Persons 34,088 36,045 31,981 35,984 
CIS countries Persons 2,226 4,367 5,443 7,660 
Foreign countries Persons 31,862 31,678 26,538 28,324 

Domestic tourism Persons 244,408 422,935 441,547 532,544 
Number of sold trips Trips 103,093 65,726 102,866 289,820 
Amount of sold packages UZS million 100,906.1 151,309.0 252,969.2 787,385.6 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2000 
 

表 8.4は、2019年の旅行会社の州・自治共和国の分布と、サービスを提供した顧客数である。

全旅行会社（517社）の64%（332社）がタシケント市に集中しており、サマルカンド州（68

社）が 13%、ブハラ州（37社）が 7%を占めている。一方、サービスを提供した顧客数は、

インバウンド観光と国内観光で旅行会社が 11 社のみのホラズム州がタシケント市以上の顧

客にサービスを提供したことになっているが、これは統計上のエラーの可能性もあると考え

られる。この要因を除くと、顧客に商品の販売を行った旅行会社の多くはタシケント市の旅

行会社となっている。 

表 8.4：旅行会社の州・自治共和国の分布とサービスを提供した顧客数（2019年） 

Region/ autonomous 
republic 

Number of 
tour agents 

and operators 

Served persons 

Total  Inbound 
tourism 

Outbound 
tourism 

Domestic 
tourism 

Republic of Karakalpakstan  7 8,194 120 60 8,014 
Andijan 6 684 - 2 676 
Bukhara 37 12,356 3,746 25 7,108 
Djizak 11 18,508 236 - 18,272 
Kashkadarya 7 11,873 3,608 294 7,968 
Navoi 7 16,340 3,696 20 12,624 
Namangan  6 2,495 163 25 1,426 
Samarkand 68 56,229 31,365 596 23,821 
Surkhandarya 3 3,960 - - 3,960 
Syrdarya 1 6,601 - - 6,600 
Tashkent 14 16,107 86 - 16,020 
Ferghana  7 1,557 - 1 1,062 
Khorezm  11 448,397 177,295 51 271,051 
Tashkent City 332 338,689 128,416 34,910 153,942 
Total 517 941,990 348,731 35,984 532,544 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2000 
 

人材育成に関しては、ウズベキスタンでは、主に観光系の学科を持つ大学がマネジメントレ

ベルの人材を、カレッジが現場レベルの人材をそれぞれ育成している。また、民間セクター
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でも独自に人材育成や品質基準の策定・運用が進められている。 

表 8.5と表 8.6は、観光系の学科を持つ大学とカレッジの施設数、入学者数、学生数、卒業者

数である。大学、カレッジとも毎年施設数の変動が大きく、2018/19 年度にはカレッジの入

学者はいなかった。これは後述するカレッジの制度の変更に伴うためと考えられる。 

 
表 8.5：観光系の学科を持つ大学の施設数と学生数 

Academic Year 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 
Number of institutes 10 18 11 15 
Number of entering students 512 597 865 1,507 
Total number of students 1,731 1,932 1,628 2,799 
Number of graduates 358 457 195 174 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2000 
 

2.1.3節の表 2.6で示したように、ウズベキスタン政府は宿泊施設部屋数を 2018年の 2万室か

ら 2025年には 6万 4,000室に増加させたいと考えている。しかし、ホテルの管理職層になる

大学の卒業生、また、実際にホテルの客室などで勤務することになると思われるカレッジの

卒業生は、客室の増加計画を大きく下回る水準となっている。また、大学、カレッジの両方

で、入学者数に比べて卒業者数が減少しており、ドロップアウトも起こっていると思われる。 

 
表 8.6：観光系の学科を持つカレッジの施設数と学生数 

Academic Year 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 
Number of institutes 39 43 37 36 
Number of entering students 1,478 951 - 830 
Total number of students 3,839 3,472 2,117 1,688 
Number of graduates 1,322 1,239 1,117 1,653 
出典：Uzbekistan Tourism 2019, State Committee of the Republic of Uzbekistan on Statistics, 2000 
 

観光系の学科を持つ大学及びカレッジの卒業生の就職先は、宿泊施設だけではなく、旅行会

社、レストランなどのホスピタリティ産業であり、ホスピタリティ産業全体の労働需要を満

たす人材の育成が必要である。また、ウズベキスタンの若い世代では、観光産業で働くこと

のステータスが必ずしも高いわけではないため、観光学科の大学やカレッジを卒業しても他

産業の企業に就職する学生や、上述のようにドロップアウトする学生もあり、これらを考慮

した観光人材の需給の分析が必要である。 

 

8.2.1. 大学 

観光系や外国語系の学科を持つ大学が観光人材を主に輩出している。現地調査では、タシケ

ントにある Management Development Institute of Singapore（MDIS）の School of Tourism and 

Hospitality及びサマルカンドにあるシルクロード国際観光大学にヒアリングを行った。 

MDIS 
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MDISは、School of Tourism and Hospitalityの他に School of Business and Management、School 

of Banking and Finance、School of Language and Communication、School of Fashion and Designの

5 つの学部を持つ大学である。2007 年にウズベキスタン初代大統領のカリモフ氏がシンガポ

ールを訪問した際の当時のナザン大統領との合意をきっかけに、2007年 9月に設立された。

イギリスの 3つの大学のカリキュラムを採用しており、School of Tourism and Hospitalityでは

Bangor Universityのカリキュラムで講義が行われている。MDISでは学士及び修士レベルの教

育が行われており、ウズベキスタンの高等・中等専門教育省の認証も受けている。School of 

Tourism and Hospitality の学士レベルには約 200 名の学生が在籍しており、年間の授業料は

2,800万ウズベキスタン・スム（約 30万円）である。 

キャンパスには Hospitality Training Center というバーやレストラン、ホテルを模した実習室

があり、料飲サービスやハウスキーピングの実習を行っている。さらに、ホテルや旅行会社

でのインターンシップを必修とし、理論と実践の融合を図っている。最終学年の 4 年次には、

ファイナルプロジェクトとして卒業論文を書くことになっている。学内には Tourism 

Innovation and Co-learning Centerを備え、政府の補助金を獲得したスタートアップ企業 2社が

在籍している。 

MDIS の特徴の一つが、すべての講義が英語で行われることにある。通常、ウズベキスタン

の国立大学には入学試験があるが、MDISでは入学試験を課されない代わりに IELTS 5.5以上

のスコアと数学の試験が課される。卒業生の 98%がホテルや旅行会社などの観光セクターに

就職しており、9 割はウズベキスタン国内、残りは国外で就職先を見つけている。英語力の

高さが就職に有利に働いていると見られ、中にはアメリカでインターンシップを行い、その

ままインターン先に就職する学生もいる。もう一つの特徴は、講義で海外の事例をふんだん

に取り入れているため、学生の知識がウズベキスタンの観光業の文脈に偏らない点である。 

一方で、観光セクターはウズベキスタンでは不安定な職業のイメージがあり、他の学部に比

べて人気は低いという。実際、毎年約 1割の学生が他の学部に専攻を変えている。 

また、MDISのヒアリング相手が、タシケント国立経済大学の International Tourism Facultyの

卒業生だったため、同学部の概要も併せて聞くことができた。同学部はウズベキスタンで伝

統のある観光系学部だが、他の学部に比べて小規模である。観光自体がウズベキスタン独立

後に発展した産業であるため、観光のバックグラウンドを持つ教員はおらず、ほとんどの教

員のバックグラウンドが経済学であり観光経済学がカリキュラムの主体となっている。国立

大学は MOTAS のサポートを受けることができるが、MDIS のような私立大学は MOTAS と

の関わりはあまりないという。タシケント国立経済大学のカリキュラムは他の国立大学でも
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採用されているが、前述の MDIS とは異なり、言語の関係からロシア語圏の観光セクターの

文脈に偏りがちである。また、国立大学の観光系学科は、以前は実習施設を持たなかったが、

大統領令によって実習施設の整備が義務化された。 

以上のヒアリング結果から、国立大学の伝統校における理論重視の観光教育と、新興大学に

よる理論と実践と語学を組み合わせた観光教育という構図が見て取れる。同時に、伝統校で

も実務を取り入れた観光教育に徐々にシフトしているようである。 

 

シルクロード国際観光大学 

大統領の主導で 2018年に創設された大学で、学部・大学院合わせて約 1,200人の学生が在籍

している。授業は英語で行われており、67人の教員のうち、10人が外国人である。3つの学

科（専門科目学科、外国語学科、一般科目学科）があり、専門科目の中に観光開発、マーケ

ティング、ホテルマネージメント等 9つの領域がある。2018年の開学時は別の場所に校舎が

あったが、2021年に現在の校舎（スマートキャンパス）に移動した。2021年 9月には全ての

IT化を終え、学生はアプリを通して勉強できるようになる。大学内にはレストランやホテル

の実習室があり、卒業生は即戦力として就職できるよう育成される。実習科目は外部講師が

教えることが多く、イタリア人のシェフによる実習なども行っている。 

62の大学と協定を結んでおり、日本では和歌山大学がその一つである。その他、インドネシ

ア、マレーシア、中国の大学との間でダブル・ディグリー・プログラムがあり、イギリスの

グリニッジ大学とは 2022年に締結予定である。UNWTOともMOUを締結して協力関係にあ

るが、COVID-19の影響で現在特定の活動はしていない。 

調査チームの訪問時、副学長から日本の大学教員をぜひ紹介してほしいとの要望が示された。

開学から 3 年が経過して学生数が増加し、カリキュラムを充実させていく過程において教員

の確保が課題となっている。実際、JICA 海外協力隊の 2019 年度秋募集でも、シルクロード

国際観光大学からの要請が 2 件出されており、観光振興や観光マーケティングの実務経験を

持つ人材とホテル経営やホテルサービスの実務経験を持つ人材がそれぞれ要請されていた。 

日本から派遣された大学教員に対しては、シルクロード国際観光大学が住居や教員用送迎バ

スを準備し、若いポスドクに対しては教員の一番下の区分の給与を支払うことが可能（パフ

ォーマンスによっては給与アップもありうる）である。大学教員以外にも、長年の観光実務

経験を持つ人に来てもらい、ホテルやレストランの従業員を対象としたトレーニングを提供

することも考えている。 
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シルクロード国際観光大学のトレーニングルーム 

 

8.2.2. カレッジ 

ウズベキスタンでは、日本の高校にあたる 3 年間の後期中等教育において、同年齢人口の約

1 割が通うアカデミックリセ（一般教養高等学校）と残る 9 割が学ぶカレッジ（職業専門高

等学校）に二分されていた。前者では大学進学を主目的とした専門知識を学ぶのに対し、後

者では職業に直結する各種技術を学んでいた3。つまり、現場レベルの観光人材への教育は

主にカレッジで行われていたと思われる。しかし、株式会社 JTB が実施した JICA 中小企

業・SDGsビジネス支援事業の業務完了報告書4によると、2020年 9月以降、上記の制度は大

幅に見直されている（図 8.1参照）。 

カレッジは従来の中学校卒業後に義務教育の範疇の中で進学する無料の教育機関という位置

づけから、高等学校を卒業した後に進学する有償の教育機関に変更された。さらに従来の 3

年制から 2年制に短縮されている。カレッジで 2年間の教育を受けた学生は、その後社会人

として就職するほか、試験に合格すれば大学の 1 年に進学することも可能である。他方、カ

レッジと並立する教育機関として、新たにテクニクム（職業訓練校）というカテゴリーも設

けられた。テクニクムも教育制度改革後のカレッジと同様、高等学校卒業後に進学する 2 年

制の教育機関であるが、テクニクムの特徴は卒業後大学の 2 年生として編入することが可能

なことである。今後テクニクムが大学へ進学するためのステップとして学生の人気が高まる

ことも考えられる（株式会社 JTB 2021、p. 15） 

 

 
3 "29 Education" by Asuka Kono (2018), "60 Chapters for Knowing Uzbekistan" by Chika Obiya, Akashi Shoten, pp. 194-200 
4 JTB Corp. (2021) "Final Report on Republic of Uzbekistan SDGs Business Model Formulation Survey with the Private Sector for New 
Value Creation Service of Tourism Development" 
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出典：河野（2018）及び株式会社 JTB（2021）を参考に調査チーム作成 

図 8.1：カレッジの位置づけの変化 
 

現地調査での MOTASや MIFTへのヒアリングの中では、観光学科を持つカレッジは全国に

14 施設存在するとのことであったが、表 8.6 では 2019/20 年度には観光学科を持つカレッジ

は 36施設とされている。表 8.7には主要な観光学科を持つカレッジとその教育分野について

まとめた。 

表 8.7：主要な観光学科を持つカレッジとその教育分野 
Name of college Specialties 

Tashkent tourism professional college  - Manager of hotel and restaurant services 
- Kitchen staff  
- Organizer of tourism services  

Sattepo (Samarkand) tourism and 
household services professional college 

- Organizer of tourism services 
- Manager of hotel and restaurant services 
- Hairdressing and decorative make-up services  
- Kitchen staff 
- Photography 

Bukhara tourism college  - Manager of hotel and restaurant services 
- Kitchen staff  
- Organizer of tourism services  
- Variety dresses atelier 

Urgench tourism and hotel industry college  - Manager of hotel and restaurant services 
- Kitchen staff 
- Organizer of tourism services 

Tashkent tourism and hotel industry 
college 

N/A 

Bustanlik (Tashkent Province) tourism and 
service college 

N/A 

Urgench tourism and entrepreneurship 
college  

N/A 

Khiva tourism professional college N/A 
Nukus tourism and service college N/A 
Kokand tourism and service college  N/A 
脚注：N/Aは情報が存在しないことを示す 
出典：カレッジのWebサイトから調査チーム作成 
 

現地調査ではカレッジへのヒアリングを行うことができなかった。カレッジ特有の課題や上
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記教育改革による変化を確認するためには、カレッジやテクニクムへの追加の情報収集が必

要である。 

 

8.2.3. 民間セクター 

ウズベキスタンではビザ要件の緩和以降、2019年まで観光客が急増し、観光人材が質量とも

に不足していることが露呈した。また、観光業従事者からは、大学やカレッジの卒業生であ

っても即戦力とはなりにくいとの指摘があった。この状況を改善するために、民間セクター

も独自の人材育成や基準づくりに努めている。 

ホテル 

民間のホテル業界関係者が 2019年 4月に Hoteliers Association of Uzbekistanという協会を立ち

上げ、ホテル従業員の育成、ホテルの基準づくり（格付など）、デジタルトランスフォーメ

ーションを三本柱として活動している。 

人材育成面では、ホテル従業員を育成するための研修機関 Academy of Hospitalityを協会で立

ち上げた。ホテルで働きたいすべての年齢の人を学生として受け入れており、次の 8 つのプ

ログラムを提供している5。 

• Marketing and management 

• Restaurant service 

• Front office 

• Engineering 

• Laundry and housekeeping 

• Safety and quality of services 

• Psychology in the field of hospitality 

• Foreign languages 

一方、学費は受講生の所属先のホテルから徴収するが、ホテルは人材に投資したがらない傾

向がある。いまだに人材をコストとみなし、自分たちはサービスではなく、部屋やベッドを

売っていると考えている経営者が多い。 

基準づくりは、国（ウズベキスタン基準局：UZSTANDARD）が定める基準が現実に即して

いないという問題意識から取り組んでいるものである。ホテルの格付けのような基準は、か

つては国から一方的に与えられるものだったが、現在は民間で独自に定めることができる。

国の定めるホテルの基準は施設・設備などハード面を重視しているが、協会はサービス水準

 
5 Academy of Hospitality, “Our Programs,” http://hotelacademy.uz/st#rec160804242（2021年 8月 8日閲覧） 
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を重視したいと考えている。例えば、4 つ星ホテルは自転車を備え付けなければならないと

いう国の基準があるが、自転車移動が一般的ではない観光地のホテルにも同じ基準が適用さ

れている。そのため、自転車で走れるような道路のない都市のホテルから、国からレンタサ

イクルを配置するよう指示されたがどうしたらよいかとの相談が協会に寄せられたこともあ

る。国際ブランドの各ホテルにも独自の基準があるが、ウズベキスタンの基準に適合しない

ことがある。どの国の格付を手本にして基準作りをすべきか、協会内で検討している。 

 
ホテルに設置された自転車 

 

ツアーガイド 

Tourist Guide Associationは、2019年、ツアーガイドにより立ち上げられた協会で、約 80人の

会員がいる。 

ウズベキスタンでは 2020 年以降、国が定めた基準をクリアすれば、誰でもガイド育成機関

をつくることができるようになった。現在は、サマルカンド（1 ヵ所）、タシケント（2 ヵ

所）、ヒヴァ（1 ヵ所）、ナマンガン（1 ヵ所）に私立のガイド育成機関があり、大卒が入

学の条件になっている。学習期間は 6 か月で、540 時間の授業がある。ツアーガイドのライ

センス保持者のみが講師を務められるため、協会は教育プログラム作成や講師派遣の面でこ

れらの育成機関を支援している。授業の 9 割は現場での指導という、実践的なプログラムを

提供している。 

現在は大学にもツアーガイドを育成するプログラムがあるが、協会は実践的なガイディング

を教えられる人材は不足していると見ており、協会に講師派遣を依頼すべきだと考えている。

また、協会はベテランガイドが新人ガイドを教育するスクールを有限責任会社（LLC）とし

て立ち上げたいという構想も持っている。というのも、MOTAS からエコツーリズムや巡礼

ツーリズムを促進したいとのリクエストがあり、実際、自然に関するガイディングのニーズ

が増えているとも感じているが、専門知識を持つガイドが不足しているとの問題意識がある
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からである。 

 

8.3. キルギス共和国 

表 8.8 はキルギス共和国で登録された観光関連企業（個人経営含む）の推移である。観光レ

ジャー施設企業は年率 5%、レストラン及び旅行会社は年率 7%で増加している。表 8.9 は

2020年の観光レジャー施設、レストラン及び旅行会社の州・市の分布である。観光レジャー

施設はイシククル州に全体の約半分（49%）が立地し、ビシュケク市に 19%、ナリン州に

11%が立地している。一方、レストランは全体の 3 分の 1、旅行会社は全体の 63%がビシュ

ケク市に立地している。 

表 8.8：登録された観光関連企業の推移 
Kind of tourism businesses 2016 2017 2018 2019 2020 

Tourism and leisure facilities 877 918 967 1,047 1,084 
Restaurants 4,744 5,112 5,438 5,858 6,248 
Travel agencies and tour operators 3,502 3,732 3,968 4,298 4,648 
出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

表 8.9：2020年の観光関連企業の州・市の分布 
Region/city Tourism and 

leisure facilities Restaurants Travel agencies 
and tour operators 

Batken oblast 26 686 77 
Jalal-Abad oblast 64 671 226 
Issyk-Kul oblast 536 638 357 
Naryn oblast 124 170 93 
Osh oblast 35 675 171 
Talas oblast 16 226 23 
Chui oblast 51 863 300 
Bishkek City 207 2,078 2,912 
Osh City 25 241 489 
Total 1,084 6,248 4,648 
出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 

 

観光サービスに関わる人材育成に関しては、キルギス共和国にもウズベキスタンと同様、観

光系の学科を持つ大学や観光やホスピタリティビジネスの専門を持つ職業学校がいくつかあ

る。表 8.10に観光系の専門を持つ大学学生数、表 8.11に 2019年の観光関連の専門の職業学

校学生数を示した。観光事業者からは、これらの大学、学校の卒業生は即戦力とはならない

との声が聞かれた。また、ウズベキスタンと同様にキルギス共和国でも、民間セクターで独

自に人材育成や基準づくりに取り組んでいる様子がうかがえた。 

表 8.10：「社会文化サービスと観光」専攻の大学学生数 
単位：人 

 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 
Number of entering students 500 325 382 552 677 
Total number of students 2,025 1,433 1,490 1,922 2,277 
Number of graduates 332 635 298 312 344 

出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
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表 8.11：観光関連の職業学校学生数（2019年） 
単位：人 

Kind of specialties Number of 
entering students 

Total number of 
students 

Number of 
graduates 

Chef 2,456 1,681 2,394 
Chef-waiter 253 283 44 
Chef-waiter, bartender 21 188 122 
Confectioner 126 37 150 
Pastry chef, waiter - 244 99 
Confectioner, cook, baker - 253 44 
Waiter, bartender 37 - 7 
Accompanying tourist routes 29 53 32 
Hotel worker - 18 216 
Restaurant and hotel manager - - - 
Total 2,922 2,757 3,108 

出典：Tourism in Kyrgyzstan 2015-2019, National Statistics Committee of the Kyrgyz Republic 
 

8.3.1. 大学 

キルギス共和国では以下の大学に観光系の学科がある。 

• Academy of Tourism 

• Bishkek State University 

• Kyrgyz Economic University 

• Kyrgyz National University named after Jusup Balasagyn 

• Kyrgyz State University. I. Arabaev 

• Kyrgyz-Turkish Manas University 

• Issyk-Kul State University 

• Naryn State University 

そのうち、Bishkek State Universityにヒアリングを行い、Academy of Tourismからは質問票の

回答を得た。 

Bishkek State University 

Bishkek State Universityはキルギスでは中規模の大学で、学生 7,500人及び教員 450人を擁す

る。9つの学部から成り、Faculty of Ecology and Managementの下に Department of Geography, 

Tourism and Natural Scienceがある。年間 60単位、4年間で 7,000時間の講義が卒業要件であ

る。現在、観光分野での修士・博士課程はないが、今後修士課程をつくりたいとの希望があ

る。Faculty of Ecology and Managementの学生数は 1学年 120人で、そのうち Department of 

Geography, Tourism and Natural Scienceの学生は 25人である。一方、Facultyの教員は 14人で

ある。学生数は国で定められているが、学生側からのニーズが高まっているため、大学とし

ては今後定員を増やしていきたいと考えている。学費は年間約 3 万キルギス・ソム（約

39,000 円）である。校舎内にはレストランやホテルレセプションの実習室も備えられていた

が、調査チームが同じく訪問したウズベキスタンのシルクロード国際観光大学のそれと比較
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して非常に小規模かつ貧弱であった。 

ヒアリングに応じてくれた教員によると、Department of Geography, Tourism and Natural 

Science では、2 年次に博物館や地方の歴史文化遺産で 2 週間のフィールドワークを行う

introduction internshipがある。続いて 3年次には、ホテルや旅行業界での 3週間の production 

internship が課される。4 年次は、卒業論文を執筆する前に民間の旅行会社やツアーオペレー

ター、DOTなどで 3週間の pre-qualification internshipを行うことが必須となっている。加え

て、夏休みにトルコのホテルでインターンシップをする学生もいるとのことであった。この

ような仕組みはできているが、実際にどのように運用されているかについては改めて確認す

る必要がある。また、国立大学のカリキュラムは、教育科学省の中にある教育教授機関で作

成されており、その基準を守る必要がある。よって、大学間でカリキュラムに大きな違いは

ない、とのことであった。 

Department of Geography, Tourism and Natural Scienceの卒業生の 30%から 35%程度は観光業界

（旅行会社、ホテル、ツアーガイドなど）に、40%程度は他業界の民間セクターに、それぞ

れ就職する。キルギスの労働市場は流動性が高く、最近の学生はトレンドを見極めて専攻と

異なる職業を選択することも多い。 

ヒアリングに応じてくれた教員からは、日本の大学と連携して、キルギスのサマースクール

に日本の学生を招く、教員を日本の大学に派遣して教授法などを学ぶ、日本語学科の学生を

日本の大学に送る、といった人的交流が可能かという質問があった。なお、実施する際はキ

ルギス側で費用を負担することが難しいため、日本側の金銭的支援を受けたいとの要望が示

された。 

Academy of Tourism 

Academy of Tourismからは質問票による回答を得た。同学は 1996年に創立された教育機関で、

364人の学生と 10人の教員を擁する。学部及び修士課程を持ち、年間の授業料は 31,500キル

ギス・ソム（約 41,000円）である。学内にはキッチンやレストランの実習室を備えている。 

卒業生の就職先として最も多いのはホテル及び旅行会社で、次にレストランの順である。ツ

アーガイドになる卒業生は少なく、また、少数だが海外の旅行会社に就職する卒業生もいる。 

なお、Kyrgyz Community Based Tourism Association（KCBTA）の代表からは、同学の卒業生

は観光系の学科を擁する大学の中で 3 番目に優秀であるとの評価が聞かれた（トップは

Kyrgyz-Turkish Manas Universityとのことであった）。 
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8.3.2. 民間セクター 

登山やトレッキングが盛んなキルギス共和国では、質の高い山岳ガイドのニーズが高く、こ

れに応えるかたちで民間セクターが山岳ガイドの育成や格付けを行っている。ツアーガイド

も同様に、民間の協会が認定制度を設けている。そのほか、KCBTA は独自の基準でゲスト

ハウスやユルタキャンプを格付けしている。 

 

山岳ガイド 

Kyrgyz Mountain Guide Association（KMGA）は個人会員のみから成る山岳ガイドの協会で、

2007年に設立された。一定のレベル以上の山岳ガイドのみが入会を許されており、現在の会

員数は 37人である。事務局は 3人のボランティアによって運営されている。KMGAは、国

際山岳ガイド連盟（International Federation of Mountain Guides Associations: IFMGA）の会員で

あり、アジアで IFMGA の会員になっているのは、キルギスと日本とネパールの 3 か国のみ

である。 

KMGAは、キルギス共和国教育省の認可を受けた山岳ガイドスクールも運営しており、以下

の 4つのレベルのガイドを育成している。 

• Mountain guides（KMGAの証明書及び IFMGAのライセンス） 

• Mountaineering guides（KMGAの証明書） 

• Off-piste guides（KMGAの証明書） 

• Trekking guides（KMGAの証明書） 

ヒアリングに応じたKMGAの会長は、Kyrgyz Mountain Rescue Services（KMRS）というNPO

の会長も兼任し、登山やトレッキングの安全性の向上に努めている。山岳救助は、緊急事態

省6の所掌だが登山者個人を救助するチームがないため、KMRS のような民間団体にも救助

の依頼が届く。KMGAでは山岳救助の訓練も取り入れており、救助のできる山岳ガイドの育

成に努めている。KMGAの会長は、国が登山やトレッキングのプロモーションをする一方で、

その安全性を向上させるための施策を十分に講じていないことを問題視している。 

ツアーガイド 

Kyrgyz Association of Tour Operators（KATO）は、キルギス共和国のツアーオペレーター42社

が集まって 1999年に設立された協会である。現在の会員数はインバウンドを取り扱う 43社

で、そのほか Kyrgyz-Turkish Manas University、交通会社 1社、KCBTAも会員である。その

 
6 http://en.mes.kg 
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目的は、キルギス共和国のツアーオペレーターの利益を守り、観光産業を促進することであ

り、行政と連携して活動している。 

KATOでは、シーズンが始まる前の 2月から 4月にかけて、2か月間のツアーガイド研修を

実施している。というのも、シーズン終了後に海外に出て、そのまま辞めてしまうガイドが

毎年一定数いるため、毎年新しいガイドを育てる必要があるためである。研修を終え最終試

験に合格した受講者には、ガイド認定書を発行している。規模の大きなツアーオペレーター

の中には自前でガイドを育成し認定書を発行しているところもある。この認定書があると、

ガイドの仕事を得るときに有利に働くという。 

また、COVID-19 対策として観光への新しいアプローチを導入しなければならないと考えて

いた KATOは、GIZの Green Economy and Sustainable Development of the Private Sectorの支援

を受けて、World Travel and Tourism Council（WTTC）の Safe Travels認証7を 2021年 5月に取

得した。KATO ではホテルに対して同様のラベルを発行することを考えており、基準などを

検討しているところである。 

 

CBT関連協会 

Kyrgyz Community Based Tourism Association（KCBTA）は国内各地にある 15の CBTを取り

まとめる協会で、HELVETASの支援により 2003年 1月に設立された。 

KCBTA は、スイスとオランダの専門家の支援を受け、ゲストハウスやユルタキャンプ、ツ

アーガイドに対して協会独自の格付け基準「エーデルワイス」を策定し運用している。事業

者は 2年おきに認定を受けることになっており、3段階で評価される。前回は 2018年に実施

したが、2020年は COVID-19の影響により実施できていない。CBTの観光商品に対するこの

ような基準は、中央アジア各国のCBTが参考にしており、カザフスタンは「チューリップ」、

タジキスタンでは「スザニ」という名称でそれぞれ策定・運用されている。ウズベキスタン

でも同様の基準を導入しようという動きがある。 

 
  

 
7 COVID-19に対処するためにWTTCが策定したガイドライン。WTTCの定める安全基準と感染防止策に準拠した観光地及び観
光事業者のみが取得できる。 
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9. 観光に関わる組織 

9.1. ウズベキスタン 

9.1.1. 観光スポーツ省 

2021年の 4月 6日に観光開発委員会（State Committee for Tourism Development）と文化スポー

ツ省（Ministry of Physical Culture and Sports）のスポーツ部局が統合され、観光スポーツ省

（Ministry of Tourism and Sports; MOTAS）が設立された。同時に文化省の文化遺産局も文化

遺産庁として MOTAS配下の組織となった。MOTASのタシケントのオフィスでは、2021年

6月には 158人、文化遺産庁には 40名の職員が勤務していた。MOTASは各州に地域オフィ

スを設けている。サマルカンド州など観光産業が重要な位置を占める州では 24～30 人程度

の職員を擁し、2021年 6月には全国で合計 206人の職員が所属していた。 

2021年 6月にはMOTASは組織改編中であり、まだ最終的なものとはなっていないが、表 9.1

に示すような部局が設置されていた。観光に直接関連する部局だけではなく、衛生・交通な

どのインフラに関する部局も有している。 

表 9.1：MOTASの主な部局 
観光に関連が深い部局 スポーツに関連が深い部局 

Marketing Department Olympic and Paralympic Sports Development Department 
Public-private partnership project implementation department National and Non-Olympic Sports Development Department 
Investment Department Department of Coordination of Sports Federations 
Department of Investment Promotion and Regional Program 
Implementation 

Department of Mass Sports Development 

Special Zones, Cluster Organization and Development 
Department 

Department of Physical Education Standards 

Department of Diversification of Services in the field of Tourism and Sports 
Department of Tourism and Sports Infrastructure Development 

Finance and economics department 
Finance and planning department 

Department of International Tourism and Transport Logistics 
Development 

Department of Work with Sports Schools and Regional 
Specialization in Sports 

Department of Pilgrimage Tourism Development Monetization, bookmaking, and lottery department 
Department of Organization of Sanitary-Hygienic Stations and 
Information Centers 

 

Digitization Management  
Certification and Standardization Department  
Department of Implementation of the Targeted Investment 
Program 

 

Department of International Relations and Grants  
Department of Cooperation with Non-governmental Organizations  
出典：MOTAS提供資料から調査チーム作成 
 

独立後、ウズベキスタンの観光は国営企業「ウズベクツーリズム」が担っていた。ウズベク

ツーリズムはウズベキスタンの観光サービス業者の認可を含む観光行政を行うと同時に、自

前のホテルや車両などを持ち、観光サービスを行っていた。しかし、現政権の下で行政と観

光ビジネスを行う主体の存在が観光業の発展を妨げていると判断され、2016年にウズベクツ
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ーリズムは観光開発委員会に改組された。 

MOTAS は中央アジアにおける観光分野のイニシアチブを持とうと考えており、UNWTO な

どの国際機関の場でも活発に活動している。その結果、アブドゥハキモフ観光・スポーツ大

臣が 2021年 11月に開催された UNWTOの第 24回総会の副議長に就いた1。そして。第 25回

総会の開催都市としてサマルカンドが選ばれた2。また、2022 年には上海協力機構のサミッ

トをサマルカンドで開催する予定であり、国際会議の運営や誘致にも積極的である。 

 

9.1.2. National PRセンター 

National PR センター3は 2018 年に大統領令によって設置が定められた MOTAS 傘下の組織

（enterprise）で、所属が観光開発委員会から MOTAS に変わったことにより、観光に加えて

スポーツに関するプロモーションにも関わるようになった。マーケティングは MOTAS 

Marketing Department が行い、National PR センターは以下のプロモーション活動を行ってい

る。ウズベキスタンの観光発展基金（観光客から徴収する税金が財源）基金の 20％が PR 

Centerの財源になっている。 

• 旅行会社と連携のもと旅行博へ参加 

• 国内観光振興のためのWebサイト「Uzbekistan Travel」を開設・運営 

• ブローシャや雑誌を各国言語（15 言語）で作成すると同時に、ノベルティグッズ（T

シャツ、帽子、ボールペン等）と合わせて各国のウズベキスタン大使館を通じて配布 

• ジャーナリストやブロガーなどをウズベキスタンに招待し、ウズベキスタンの情報を

世界に発信（FAMツアーの実施） 

• フェスティバル、フェアなどイベントの開催 

• 各国の旅行会社等への観光プロモーション素材の提供4 

 

また、中央アジアの観光情報をまとめた Web サイトを開設する動きがあり、National PR セ

ンターがコーディネーターとなって準備している。大統領のイニシアティブで進めているも

ので、Web サイト構築にかかる費用はウズベキスタンが負担する。観光情報は各国に提供し

てもらう予定である。 

 

 
1 https://www.unwto.org/event/general-assembly-twenty-fourth-session 
2 https://twitter.com/UNWTO/status/1466458213331652609 
3 https://uzbekistan.travel/ 
4 日本国内での旅行会社へのインタビューでは、観光プロモーションに利用する写真等の素材の入手が困難なことが課題である
との指摘があった。National PRセンターはWebサイトにある写真以外にも写真などの素材を提供することは可能であり、ぜひ
コンタクトして欲しいとのことであった。 
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9.1.3. 投資貿易省 

投資貿易省（Ministry of Investment and Foreign Trade; MIFT）は投資、外国貿易の促進・振興

期間であり、観光に関する投資の誘致も行っている。MOTAS の観光開発戦略は複雑なので、

MIFTでは、（1） 宗教・巡礼ツアー、（2）エコツアー＆アドベンチャーツアー、（3）メデ

ィカルツーリズムの 3分野を重視する戦略を作成している。MIFTは大規模な投資、MOTAS

は中小規模の投資を対象としている。 

MIFTの投資誘致政策の柱には Special Economic Zone（SEZ）制度があり、タシケント州チャ

ルヴァク湖周辺の「Charvak Free Economic Zone」が観光開発を目的とした SEZに指定されて

いる。MIFTでは将来的に 6ヵ所から 7ヵ所の観光経済特区の整備を目指している。 

 

9.1.4. Association of Private Tourism Agencies of Uzbekistan 

ウズベキスタンでは事業者が構成する協会（association）は、政府が主導して設立した協会

と民間企業が主導で設立した協会の 2種類がある。Association of Private Tourism Agencies of 

Uzbekistan（APTA）は政府が主導して 1998年に設立した協会である。2019年には 200社以

上の旅行会社、ホテル、ゲストハウスが会員登録されており、7 名のスタッフが事務局の常

勤職員として勤務していた。 

APTA は MOTAS 及び交通省とは戦略的パートナー関係にあり、協会のオフィスは MOTAS

が所有する建物にある。MOTASの PRセンター（1階）や Certification Center（2階）も同じ

建物に入っている。 

APTAの活動は、（1）CIS諸国、欧州、東南アジアにおける観光プロモーションやそれらの

国の観光市場の分析、（2）開発パートナーと協力した研修・セミナーの開催、（3）農業ツ

ーリズムやハイキングなど観光商品の多様化（開発パートナーとの協業）、（4）ホテルの

環境配慮の認証の導入、（5）ホテル、旅行会社、レストランのスタッフの育成である。 

APTA と同様に政府主導で設立された観光関連の協会としては、工芸品の製作者たちの協会

であるフナルマンド（Hunarmand）協会を挙げることができる5。 

 

9.1.5. Hoteliers’ Association 

Hoteliers’ Association6は 2019 年にウズベキスタン内外の中堅のホテルが設立した協会で、約

50 社が会員になっている。協会設立の目的は、2018 年、2019 年にホテル不足の問題が生じ

 
5 https://handicraftman.uz 
6 https://www.hoteliers.uz/en 
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たことであった。インタビューを行った 2021年 6月には、協会の会員はタシケント市内の宿

泊施設のみであったが、地方のホテルからも会員を募る予定とのことでであった。 

パンデミックによって多くのホテルが赤字になり、協会では支援を受けられるように国と折

衝した。その結果、ホテルの固定費の支払いを 2021 年に遅らせてもらうことができた。ま

た、法制度の整備、ホテル従業員向けの研修実施に関して国に働きかけている。 

また、協会の活動としては、ホテル従業員の育成（協会が研修機関を設立しており、ホテル

で働きたい全ての人を学生として受け入れる）、ロシア IT 企業との協力による、ウズベキ

スタンの中型ホテルで活用できる Property Management System（PMS）の開発、サービスレベ

ルにも配慮したホテルの基準（格付け）システムの整備・導入を行っている7。 

 

9.1.6. Guide Association 

Guide Associationは観光ガイドやガイド OBによって 2019年に設立された協会である。ツア

ーガイドはほとんどがフリーランスで、複数のツアーオペレーターと契約して働くが、ガイ

ドとオペレーター間の協定が守られない、社会保障や年金がないなど生活が不安定である。

弱い立場にあるガイドを守るために、この協会を立ち上げた。 

会員は 80人で全国から集まっている。事務局スタッフは現役ガイドや元ガイドの 9人。ボラ

ンティアで運営している。2019年は会員費を集めていたが、パンデミックになってからは会

員費を取っていない。サマルカンドに支部を作りたいが、現在は資金的に難しい状況にある。 

観光ガイドの育成は、定められたガイドラインを遵守すれば、2020年から民間セクターの組

織でもガイド育成機関を作ることができるようになった。協会は、教育プログラム作成、講

師派遣の面でサポートしている。また、協会は営利活動を行うことはできないが、ベテラン

ガイドが新人ガイドを教育するスクールを有限責任会社（LLC）として立ち上げたいと考え

ている。 

9.2. キルギス共和国 

9.2.1. 経済財務省観光局（DOT） 

観光局は文化情報省の部局であったが、2021年 4月 1日の政府の組織改編によって、5月 7

日に正式に経済財務省の部局となった。Strategic Planning and Development（5 名）と

Organizational, Personnel and Legal Work（4名）の 2つの部署からなっている。 

 
7 ウズベキスタンでは、ホテルと旅行会社に対して登録（License）制度と認証（Certification）制度があった。2021年 4月から
ホテルの認証は義務ではなくなった。一方、旅行会社は認証が義務で、登録は任意となった。 
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観光局の活動としては、観光開発戦略の作成・実施、プロモーション Web サイト8の構築・

運営、海外での旅行博への直接・間接の参加がある。観光局全体で職員が 9 名しかいないた

め、観光マーケティングを専任で行う職員はおらず、観光統計や観光客の入国後の行動につ

いても把握できていない。 

 

9.2.2. Kyrgyz Association of Tour Operators（KATO） 

KATO は、キルギスのツアーオペレーター42 社が 1998 年に設立した協会である。現在の会

員数は 43社で、観光系の学科を持つ大学、運輸会社 1社、KCBTAも KATOの会員になって

いる。キルギスの旅行会社の利益を守り、観光産業を促進することを主な目的としている 

KATO としてベルリンの ITB、アルマティ、ロシアの旅行博に参加している。ITB でのブー

ス設置は KATOとして動いている。また、GIZの"Green Economy and Sustainable Development 

of the Private Sector"の支援を受けて、World Travel and Tourism Council（WTTC）の Safe 

Travels 認証を取得したホテルに対してラベルを発行することを考えており、基準などを

KATOで検討している。 

 

9.2.3. Silk Road Tourism Association 

Silk Road Tourism Associationは 1999年に設立され、キルギス観光の調査研究をしている。設

立当初はキルギスの観光セクターの発展を目的に活動していたが、10年ほど経って類似の協

会が設立されてきたため、当協会は調査研究に特化している。個人事業者、専門家、協会な

どメンバーは 15人・団体で、会員費はない。ボランティアのスタッフが 3名いる。 

キルギス観光セクターの課題、観光ポテンシャルなどを取りまとめた年間活動報告書を発行

し、大統領府や関係省庁、地方政府、旅行会社、ツアーオペレーターに無料で配付している。

その代わりに、開発パートナーや会員に印刷費用を支援して貰う事もある。最近、独立以降

のキルギスの観光政策の変遷に関する分析を終了した。 

 

9.2.4. Kyrgyz Community Based Tourism Association（KCBTA） 

Kyrgyz Community Based Tourism Associationは、キルギス語での正式名称は「キルギス CBT

協会法人組合」で、英語では KCBTA（Kyrgyz Community Based Tourism Association）、ロシ

ア語で KATOC（カトス）と表記している。 

 
8 https://tourism.gov.kg/ 
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この協会は、全国の 15の CBT協会を取りまとめるような立場にあり、近いうちに、さらに

3つの CBT協会が新たなメンバーとなる予定である。ただし、CBT協会を監督する立場には

ない。各 CBT 協会は独立した法人であり、定款に基づき彼ら自身で運営し、それぞれの所

在地で納税している。 

スイスの HELVETASの支援によってナリン、サリ・チェレク、カラコルの CBT Association

が 2002 年に設立された。それらを取りまとめる協会が必要ということになり、KCBTA は

HELVETAS の支援で 2003 年 1 月に設立され、法人として登録された。設立時には

HELVETASの支援でオフィス、車両を購入し、協会設立後 5年間は資金面で HELVETASの

支援を受けた。その後、段階的に HELVETAS からの支援は縮小し、2011 年に財政的に独立

した。現在では、HELVETAS、ACTED、GIZ などの機関と研修実施や小規模プロジェクト

等でパートナーとして連携している。 

事務局には 8人から 9人の常勤のスタッフが勤務しており、活動範囲が増えたため、当オフ

ィスから 200 メートルほど離れた場所にも最近になって別のオフィスを構えた。会員費は少

なく、それだけは運営できないために、会員と一緒に旅行会社を立ち上げ、その収入から運

営費を捻出している。 

KCBTA は、マーケティングや観光ツアーのコーディネーション、チームビルディング、海

外の観光見本市でのプロモーション、基準設定（Quality Control）、アドバイスなど、CBT

協会の活動を支援している。例えば、観光客からのクレームが KCBTA に入った場合、

KCBTA から該当する CBT 協会に解決方法などをアドバイスする。また、KCBTA のオフィ

スを訪れる観光客のニーズに応えて各地の CBTの商品の予約を受け付けている。 

以前、JICAボランティア数名が KCBTAに配置され、観光プロダクトの開発、マーケティン

グ、ブローシャの和訳、イベント開催時の支援などをしていた。 

 

9.2.5. Kyrgyz Mountain Guide Association（KMGA） 

Kyrgyz Mountain Guide Association9は 2000 年に設立された山岳ガイドの協会である。法人会

員はおらず、個人会員のみである。入会者の能力を確認し、一定のレベル以上の山岳ガイド

を会員としている。KMGA は、国際山岳ガイド連盟（International Federation of Mountain 

Guides Associations: IFMGA）の会員である。 

ガイドは以下の 4種類に分類されている。この協会はガイドのトレーニングも行っている。 

 
9 https://kac.centralasia.kg 
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• Mountain guides（KMGA diploma, IFMGA license） 

• Mountaineering guides（KMGA diploma） 

• Off-piste guides（KMGA diploma） 

• Trekking guides（KMGA diploma） 

 

9.3. カザフスタン 

9.3.1. Ministry of Culture and Sports 

Ministry of Culture and Sports10は、カザフスタン政府の中央執行機関で、文化、内政の安定、

民族間の調和、言語の発展、国家のシンボル、国家の社会秩序、アーカイブと文書化、宗教

活動、身体的文化とスポーツ、ギャンブルの分野で指導力を発揮するとともに、部門間の調

整や国家の規制を行っている。 

Committee of Tourism Industry11はMinistry of Culture and Sports下にある委員会の一つで、観光

行政（インバウンド観光客及びアウトバウンド観光客への情報提供、観光分野の投資の窓口、

ギャンブルビジネスのマネジメント）及び観光開発を担当している。委員会ではインバウン

ド観光客のための webサイト「kazakhstan.travel12」を立ち上げて情報提供を行っている。 

 

9.3.2. Tourist Information Center of Almaty Region 

Tourist Information Center of Almaty Regionはアルマティ州の観光促進機関である。観光商品

の形成、マーケティング・イベント開催、観光プロモーション、観光産業とのやりとりなど

の部署を持ち、18名が勤務している。アルマティ州レベルの観光開発計画の作成、ガイドの

登録、観光客への調査など行っている。センターでは Facebookのサイトを整備し、観光情報

の提供を行っている13。 

 

9.3.3. Eurasian Tourism Association 

Eurasian Tourism Association14はカザフスタンの観光業界の代表が協力するための場所を確保

するために 2017 年に設立された。44 社の旅行会社がメンバーとなっており、ヌルスルタン

に事務局がある（5 名の職員が事務局に常勤している）。中国とロシア連邦を戦略的パート

ナーと位置付けており、香港に事務所を構えている。ギリシアの Heraklion Development 

 
10 https://www.gov.kz/memleket/entities/mcs?lang=en 
11 https://www.gov.kz/memleket/entities/tourism?lang=en 
12 https://kazakhstan.travel/ 
13 https://www.facebook.com/Tourist-Information-Centre-of-Almaty-433448726701645/ 
14 https://eurasiantourism.com/en/ 
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Agency S.A (Anaptixiaki Irakleiou AAE OTA) の支援を受けている。 

協会の活動は、観光業界の声を政府に届けること、政府機関への会員間の情報交換、法律や

経営の専門家によるアドバイス、協会によるイベントへの割引での参加などである。 

 

9.3.4. Kazakhstan Tourist Association 

Kazakhstan Tourist Association15（KTA）は 1999 年に設立された協会で、230 社の旅行会社、

ガイド、ホテルなどの宿泊施設（Kazakhstan Association of Hotels and Restaurants (KAGiR)16 を

傘下に持つ）、保険会社、航空会社、観光人材育成機関、観光に関するメディアがメンバー

である。本部はアルマティにあり、ヌルスルタン、アクトベ、タラズに支部を置いている。

事務局には十人の常勤スタッフが勤務している。KTAの主要な活動は以下のとおりである。 

• 観光商品の世界市場での宣伝。 

• カザフスタンに関するポジティブなイメージ作り。 

• 観光関連企業のモダンなシステム作りと観光人材の育成。 

• 協会会員企業の情報交換と交流、協力体制づくり。 

• 観光開発プログラムへの参加。 

• 将来の主要観光商品となることを目指すエコツーリズムの振興。 

 

9.3.5. Association of Guides 

Association of Guides17は 1994年に登山のファンのグループによって設立された。アルマティ

に本部があり、86 の個人及び企業がメンバーである。現在はアルマティ州とその周辺の登

山・トレッキングだけでなく、アルマティ州周辺の観光、スキーツアーの宣伝を行っている。

所属するガイドの使用言語は、カザフ語、ロシア語、英語、ドイツ語、フランス語、イタリ

ア語、トルコ語、中国語、ハングル、日本語、アラビア語で、交通サービスも提供している。 

 

9.4. トルクメニスタン 

9.4.1. Department of Tourism, The Union of Industrialists and Entrepreneurs 

The Union of Industrialists and Entrepreneurs18はトルクメニスタンの法律（Law of Turkmenistan 

on the Union of Industrialists and Entrepreneurs of Turkmenistan）に基づいて設立された非営利の

協会で、トルクメニスタンの経済発展のために会員（個人または法人）の協力体制の構築や

 
15 https://kaztour-association.com/; https://www.facebook.com/almatyinfo/ 
16 http://kagir.kz/kg_0101_e.html 
17 https://www.guides.kz/en/; www.facebook.com/groups/guides.kz 
18 https://www.tstb.gov.tm/ 
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政府による経済・産業政策の実施を目的としている。2019 年 10 月に観光を担当する部局が

作られ、観光に関わる中小企業の支援、インバウンド観光の促進、国内観光の促進などを担

当している。 

 

9.5. タジキスタン 

9.5.1. Committee of Tourism Development 

Committee of Tourism Development19はタジキスタン政府の法令「Resolution about the Committee 

of Tourism Development under the Government of the Republic of Tajikistan」によって設立された、

観光開発及び観光行政を担当する組織である。1名の委員長、2名の副委員長と 4名の委員か

ら組織されており、国家予算によって運営されている。ドゥシャンベの本部には 32 名の職

員がおり、全国の District、Cityなどの地方政府に 40名の職員を配置している。 

委員会の主要な活動は、観光開発計画の作成と実施、観光に関連する組織との協力関係の構

築、インバウンド観光のためのプロモーション活動の実施、国内観光の振興などである。 

 

9.5.2. Tourism Development Center 

Tourism Development Center20は 2009年にタジキスタンで初めて設立された NPOで、2021年

には 4人の常勤職員が勤務している。 

Tourism Development Centerは同国の観光資源の開発に関わっており、近年ではタジキスタン

の社会経済に即した CBTの開発・実施、環境に配慮したエネルギー効率の良い観光（UNDP

の資金を活用）、観光に関する書籍の多軸語での出版、アメリカ文化センターの運営（米国

大使館資金の活用）などのプロジェクトを実施している。Web サイトの構築・運営も米国大

使館の支援を受けている。 

 
 
  

 
19 https://ctd.tj/en/home_en/ 
20 https://tourism.tj/index.php/en/; https://www.facebook.com/TourismDevelopmentCenter/ 
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10. 観光に関わる国際協力機関 

本章では、中央アジア 5 ヵ国の観光セクターに関わる国際機関についてまとめる。主な情報

収集源は各組織のWebサイトとウズベキスタンおよびキルギス共和国でのインタビューであ

るため、以下はウズベキスタンおよびキルギス共和国を中心とした情報である。 

 

10.1. UNWTO 

ウズベキスタンは 1993 年に UNWTO に加盟した。ウズベキスタンにはカントリーオフィス

がタシケント（MOTAS 内）、もう一つがサマルカンドにある（2004 年にシルクロードオフ

ィスを設立）。 

MOTAS は、ウズベキスタンが中央アジアの観光開発の中で中心的な役割を果たすことがで

きるように UNWTOの中でも積極的な活動している。2021年 11月 30日から 12月 3日に開

催された第 24回総会（General Assembly）では、世界の各地域（米州、欧州、中東）から選

ばれる副議長の一人をウズベキスタンが担い、アブドゥハキモフMOTAS大臣が務めた1。ま

た、ウズベキスタン政府は、2023 年に開催される第 25 回総会をサマルカンドに誘致するこ

とに成功した2。それ以外にも Global Investment Forum、Global Youth Tourism Summit など

UNWTOの主催する会議の誘致活動を行っている。 

サマルカンドのシルクロード国際観光大学は UNWTOと MOUを締結し、協力関係にある。

コロナ禍のために共同の活動はしていないが、大学では、今後は学内のイベントマネジメン

トのプログラムの資源も活かして UNWTOとイベントを開催していきたいと考えている。 

一方で、UNWTO はその教育機関（UNWTO Academy）を活用してウズベキスタンに対して

4 名の官民の専門家のオンライントレーニングプログラムを実施している。このトレーニン

グプログラムは、ビジネスの回復、パッケージング、マーケティング、安全と衛生の 4 部門

で、2021年 9月にトレーニングが行われた3。 

キルギス共和国は、ウズベキスタンで見られるような UNWTOとの強い繋がりは見られない。 

 

10.2. UNESCO 

MOTASでは、これまで Department of International Affirmsに所属していた UNESCOに関する

部署が、独立した組織にアップグレードされる予定である。この部署は、文化省にあった建

 
1 https://www.unwto.org/event/general-assembly-twenty-fourth-session 
2 https://twitter.com/UNWTO/status/1466458213331652609 
3 https://www.unwto.org/uzbekistan-2021-open-call-for-experts 
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築保存部も含む組織となり、以下の活動を行う予定である。 

• UNESCO総会間のウズベキスタンの国レベルの行動計画の進捗のモニタリング・報告 

• MOTASと文化省の歴史文化遺産保護に関する調整 

• 建築遺産の保存と活用の仕組みの検討・実施 

• 一般の人々への遺跡保存の啓発活動 

歴史的な建築物については、文化省時代にはその保存だけを考えていたが、組織が MOTAS

に移管された後には、いかに観光に活用するかを重視する。歴史的な建築物を壊さないよう

に市民や民間企業の意識を変えていくことも重要であると考えている。 

キルギス共和国では National Commission of UNESCO が UNESCO との窓口になっている。

National Commissionへのインタビューによると、キルギスでは UNESCOと EUが共同して有

形・無形文化財の保護のプロジェクト「Silk Road Heritage Corridors」を実施した。有形文化

財の保護プロジェクトは世界遺産「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」に含まれる

クラスナヤ・レチカ、アク・ベシム、ブラナの塔のサイト整備や標識の設置で、無形文化財

の保護は、フェルト作成やユルタ作成の技術移転支援であった。また、National Commission

によると、UNESCOはキルギス共和国および他の中央アジア諸国でも遺跡サイトの観光開発

に関するセミナーを開催したとのことであった。 

 

  
UNESCO/EUによって整備された 
クラチナヤ・レチカの遺跡保護施設 

UNESCO/EUによって設置された 
アク・ベシムの遺跡説明板 

 

10.3. 中央アジア地域経済協力（CAREC） 

1.1節、1.2節、で述べたように、中央アジア地域経済協力（CAREC）では、CAREC Tourism 

Strategy 2030や Almaty-Bishkek Economic Corridor Tourism Master Planなどの観光開発戦略を

作成している。 

CAREC は、アフガニスタン、アゼルバイジャン、中国、ジョージア、カザフスタン、キル

ギス、モンゴル、パキスタン、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタンの 11 ヵ
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国が加盟し、アジア開発銀行（ADB）、世界銀行（IBRD）、国際通貨基金（IMF）、欧州

復興開発銀行（EBRD）、イスラム開発銀行（IsDB）、国連開発計画（UNDP）の計 6 機関

がパートナーとなっている地域協力型開発イニシアティブである。6 つの経済回廊整備や、

エネルギー分野が主な協力分野である。2001年から ADBが事務局を務めている。 

ウズベキスタン MOTAS、キルギス共和国 DOTへのインタビューによると、CARECと直接

関係している省庁がそれぞれ MIFT、MEFの投資局であるために、MOTASや DOTは上記の

観光開発戦略作りには直接は関与していないとのことであった。 

ウズベキスタンでは、CAREC Tourism Strategy 2030に記されたプロジェクト・プログラムの

実施は、MIFT が大きな役割を持つものと考えられる。一方、DOT は、アルマティ・ビシュ

ケク経済回廊マスタープランに基づいて、観光客の安全性向上、ホテルの格付け制度の推進

に取り組んでいる。観光所管組織によって CAREC の作成している観光開発戦略の実施への

スタンスも異なっていると思われる。 

 

10.4. USAID 

USAIDの中央アジアに対する支援は、これまではカザフスタンのアルマティを拠点に中央ア

ジア 5 ヵ国に対する地域レベルの支援を行ってきたが、近年ではトルクメニスタンを除く国

にミッションが設置され、国レベルの支援を志向しつつある4。 

USAIDが中央アジアにおいて近年実施してきた、観光を含む支援は以下のとおりである。 

• Future Growth Initiative（FGI） 

• Competitiveness, Trade and Jobs（CTJ） 

• Business Growth Initiative（BGI） 

 

FGIと CTJは中央アジア 5ヵ国を対象としたプロジェクト、BGIはキルギス共和国を対象と

したプロジェクトである。また、FGI、CTJ とも、各国のニーズに応じて支援内容を選択し、

実施している。 

Future Growth Initiative（FGI） 

FGI5は 2019年 10月に中央アジア 5ヵ国を対象に開始されたプロジェクトで、主要な対象セ

クターは観光、ICT（e-commerce のプラットフォーム構築）、テキスタイルである。プロジ

ェクトは 2024年 9月の終了を予定している。 

 
4 中央アジア 5ヵ国を対象にした支援であるが、実際にはトルクメニスタンには支援を行うことができていない。 
5 https://www.usaid.gov/central-asia-regional/fact-sheets/usaid-central-asia-future-growth-initiative 
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FGI は、ウズベキスタンでは観光分野に力を入れている。CBT の推進が観光分野のテーマで、

サマルカンド州、ブハラ州、ジザク州の CBT 組織の支援に着手している。今後はさらに支

援先を拡大しようとしている。ウズベキスタンの米国商工会議所（AmCham）の観光・ホス

ピタリティ産業委員会と共同し、同産業への投資と CBT 観光の売り上げの向上を目指して

いる。また、FGI はカラカルパクスタン自治共和国のムイナクの観光開発の支援を行う予定

で、観光地としてのムイナクのプロモーションと、観光のデジタル化の支援を計画している。 

また FGI では、観光に関連する支援として、ブハラ州のカーペット製織センターの e-

commerce のシステム導入とイタリアへの輸出の支援を行っている。品質向上のための専門

家派遣も行っている。 

Competitiveness, Trade and Jobs（CTJ） 

CTJ6は 2016年に中央アジア 5ヵ国を対象に開始されたプログラムで7、2021年の 11月に終了

予定である。対象領域は、当初は、（1）貿易、（2）交通および物流、（3）園芸であった

が、2018 年から（4）観光が加えられた。また、ウズベキスタンに対しては、ウズベキスタ

ンのWorld Trade Organization（WTO）加盟のための支援も行われている。 

ウズベキスタンでは、CTJ の観光面での支援は、政府や観光に関わる大企業を対象としてお

り、活動の内容にはタシケントからイシククル湖へのチャーターフライトの就航の働きかけ

も含んでいた（コロナ禍のために実現していない）。 

また、コロナ禍に入ってからは、CTJ は中央アジア 5 ヵ国の観光産業の復興と、世界のアド

ベンチャーツーリズムネットワークへの接続性の向上を目指した中央アジアの地域レベルの

マーケティング・プロモーション活動を支援し、2021 年には、6 ヵ月間のソーシャルメディ

アマーケティングキャンペーンを支援した8。CTJはまた、新しいツアー商品の開発やサービ

スの提供を強化するために、ソフト・ハードのインフラ整備やツアーオペレーターやゲスト

ハウスの能力向上にも取り組んでいる。 

USAIDは CTJの後継案件をウズベキスタンで実施することを検討している。後継案件では 5

つのセクターから 3 つのセクターを選ぶ予定で、ICT、観光、中小企業が選ばれる可能性が

大きい。 

 
 

 
6 https://www.usaid.gov/central-asia-regional/fact-sheets/usaid-competitiveness-trade-and-jobs-activity 
7 FGIと同じく、トルクメニスタンには支援を行うことができていない。また、ウズベキスタンやカザフスタンは経済発展が進
んでいるので、CTJはキルギス共和国とタジキスタンでの実施をより重視していた。 
8 https://usaidcentralasia.exposure.co/building-a-stronger-central-asian-travel-brand 
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Business Growth Initiative（BGI） 

BGI9はキルギス共和国のみを対象にしたプログラムで、2014年 8月から 2018年 6月にかけ

て実施されたプログラムである。アパレル、観光、建設資材を支援分野としていた。アパレ

ルでは縫製工場のロシアおよび欧州への輸出支援、建設資材は石材協会への支援を行った。 

観光分野では、以下の支援を行っていた。 

• イシククル湖南岸、カラコル、ジルガラン（Jyrgalang）、オシュの DMO への支援：

Webサイト構築、オフィス整備及びコンサルタントによる技術支援 

• 200ヵ所の標識の設置 

• 51のトレッキングルートの開発 

• ソーラーパネルの設置 

• ブロガーを招待した FAMトリップの実施 

• Adventure Travel and Trade Association（ATTA）との協働による、冒険旅行のオペレー

ターの育成、国際旅行博への参加支援 

• 鷹狩り、地元料理、フェルト作りなど観光地での遊牧民文化体験型商品の開発支援 

USAIDの観光セクターを含む経済セクターへの支援は、民間主導の協会や現地の米国商工会

議所を介して、民間と直接繋がる支援を行おうとしている。一方で、各国政府機関から見る

と、USAIDの支援の内容は見えにくくなっていると思われる。 

 

10.5. HELVETAS 

スイスの国際協力組織HELVETAS10は 1994年からキルギス共和国で活動を行っている。2002

年からはキルギス各地の CBT 協会の設立や、各地の CBT 協会の取りまとめを行う Kyrgyz 

Community Based Tourism Association（KCBTA）の設立を支援するなど、キルギス共和国に

おける CBTの発展に大きく貢献してきた。 

現在、HELVETASは以下の 3つのプロジェクトを実施している。 

• BaiAlai: Small Business and Income Creation Program 

• Winter Tourism Kyrgyzstan（WTK）：Sustainable Winter Tourism Development Project 

• GREEN TOUR: Sustainable Tourism in Kyrgyzstan 

 

 
9 https://www.usaid.gov/kyrgyz-republic/fact-sheets/business-growth-initiative 
10 スイスの国内法では協会に位置付けられる。Webサイトは https://www.helvetas.org/en/switzerland 
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BaiAlai11は 2014年 4月から 2018年 5月までに第 1フェーズが行われ、同年 6月から第 2フェ

ーズを実施している。第 2フェーズは 2022年 5月に終了する予定である。プロジェクトはス

イス政府の Swiss Agency for Development and Cooperation（SDC）によるもので、畜産、養蜂、

手工芸、観光に焦点を当てている。 

観光セクターでは、オシュ州の南部の 2つの郡（Alayと Chon-Alay）の中小規模観光事業者

を支援している。オシュと Alayの CBT協会や地元の旅行会社とも協力して、例えば、アピ

セラピーや乗馬、トレッキングを行う事業者の支援や手工芸品を製造・販売する組織の支援

などを行っている。 

WTK12は 2019年 4月から 2021年 3月までパイロットフェーズを行い、2021年 4月から 2025

年 4 月まで最初のフェーズを行う予定である。プロジェクトの資金源はスイス政府（State 

Secretariat for Economic Affairs）である。プロジェクト全体としては、2029年 3月までの実施

を視野に入れている。冬季のキルギス共和国の観光のバリューチェーンを育成することを目

指している。プロジェクトのパートナーは、観光局、緊急事態省、キルギス山岳ガイド協会

（KMGA）、キルギス CBT 協会（KCBTA）、HoReCa Club（ホテル・レストラン・カフェ

協会）、CSR Central Asia（University of Central Asiaのコンサルタント部門）である。 

WTK のパイロットプロジェクトの活動はビシュケク南郊とカラコル周辺の冬季観光ポテン

シャル地で、スキートレッキングや冬の乗馬、その他の観光活動のポテンシャルを確認した

後に中小規模の観光事業者に対するトレーニングを行った。 

GREEN TOUR13は EUの Switch-Asia14の資金によるプロジェクトで、2020年から 2024年の実

施を計画している。HELVETASは、オランダの European Centre for Ecological and Agricultural 

Tourism（ECEAT）、Kyrgyz Association of Tour Operators（KATO）、キルギス CBT 協会

（KCBTA）とともに、（1）観光のサプライチェーンに環境に配慮した15サービスや商品を

組み込むこと、（2）ホテル・レストラン・観光地の廃棄物管理方法、特に食品廃棄物やプ

ラスチックの削減基準を策定すること、（3）新しい金融スキームの構築を促進し、中小企

業のための金融へのアクセスを促進することに取り組んでいる。 

また、このプロジェクトでは、観光客や海外の旅行会社にキルギス共和国をグリーンデステ

 
11 BaiAlaiはキルギス共和国では Bay Arayと表記されている。 https://www.helvetas.org/en/kyrgyzstan/what-we-do/how-we-work/our-
projects/Asia/Kyrgyzstan/kyrgyzstan-small-business; https://www.facebook.com/byalaybrand/ 
12 https://www.helvetas.org/en/kyrgyzstan/what-we-do/how-we-work/our-projects/Asia/Kyrgyzstan/kyrgyzstan_wtk 
13 https://www.helvetas.org/en/kyrgyzstan/what-we-do/how-we-work/our-projects/Asia/Kyrgyzstan/kygyzstan-greentour; 
https://www.switch-asia.eu/project/green-tour/ 
14 Switch-Asiaについては次節で述べる。 
15 エネルギー消費の少ない、また、二酸化炭素の排出量の少ないことを意味する。 
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ィネーションとして認知してもらうことにも力を入れている。 

HELVETASは 25年以上にわたってキルギスの観光セクターの支援に携わり、特に CBTの発

展に貢献してきた。キルギスでの協力は長期間に渡るが、協力プロジェクトからの退出はタ

イミングよく行っており、その結果、プロジェクトによって作り出された組織が、その資源

を活用して持続的に運営されていることに貢献している。 

 

10.6. EU及び ACTED 

EUの中央アジア 5ヵ国での観光セクターに対する支援は以下の 2つである。 

• Silk-Road CBT initiative: Connecting Central Asian Community-Based Tourism and European 

Market 

• Switch Asia 

以下ではこの 2つのプログラムについて説明する。 

Silk-Road CBT initiative16は、2020年 1月から 2023年 1月まで、ウズベキスタン（リード・カ

ントリー）、タジキスタン、キルギス共和国で実施され、トルクメニスタンのステークホル

ダーも参加するプログラムである。プログラムの目的は、包括的な経済成長を促す可能性が

高いとされている CBT セクターを強化することで、投資や民間セクターの開発を促進し、

経済活動の多様化を図ることである。この目的を達成するために、プログラムでは、CBT協

会が効果的なビジネス仲介組織（Business Intermediary Organization; BIO）として機能する能

力を強化することで、CBTの競争力を強化することを意図している 

EU はこのプログラムに資金を出しており、プログラムは ACTED によって行われている。

ACTEDは本部をパリに置き、38ヵ国で 3,800人のスタッフが働くフランスのチャリティ17で

ある。このプログラムでは、アメリカン大学、GIZ、EBRDもパートナーとなっている。 

Switch Asia は 2007 年に始まったイニシアティブで、東南アジア、南アジア、中央アジアの

24 ヵ国で実施されており、経済活動における持続的な消費と生産（SCP）の導入を目指して

いる。中央アジア 5ヵ国の観光セクターに関連するプログラムは以下の 3件である。 

• Promoting energy efficiency and renewable energy production in the community-based tourism 

sector in Central Asia（SET） 

• PERETO 

 
16 https://eu-cai.org/about-the-eu-central-asia-invest-programme/cai-grantees/currently-ongoing-projects/silk-road-cbt-initiative-connecting-
central-asian-community-based-tourism-and-european-markets/; https://www.acted.org/en/projects/silk-road-cbt-initiative-connecting-
central-asia-community-based-tourism-and-european-markets-2/ 
17 Association Française Loi 1901によって登録された組織。https://www.acted.org/en/about-us/governance/ 
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• GREEN TOUR 

SET18も ACTEDが実施しており、2020年 1月から 2023年 1月の 3年間の実施期間を予定し

ている。エネルギーの効率化や再生エネルギーの活用により、キルギス共和国、タジキスタ

ン、ウズベキスタンの CBT における二酸化炭素排出量の削減に貢献することを目指してい

る。本プロジェクトの直接の受益者は、再生可能エネルギー分野の中小企業 120 社以上、

CBT サービスプロバイダー315 社以上、政府機関、地方自治体、政府が後援する団体である。

本プロジェクトは、再生可能エネルギー、エネルギー効率化、CBT分野の中小企業が持続可

能な消費活動（SCP）を行うことを支援し、金融へのアクセスを促進する。 

PERETO19はキルギス共和国だけで実施されているプログラムで、アメリカン大学が実施し

ている。ターゲットはホテル・レストラン・カフェ（HoReCa）で、エネルギー効率性の向

上とプラスチックゴミの削減を目指している。 

前述したように、GREEN TOUR は観光サプライチェーンのエネルギー効率化、食品やプラ

スチックゴミの削減、グリーンディスティネーションとしてのキルギス共和国のマーケティ

ング・プロモーションを行っている。プログラムは HELVETASによって実施されている。 

 

10.7. ドイツ 

近年の GIZの中央アジア 5ヵ国に対する観光セクターへの支援として、以下のプロジェクト

を挙げることができる。 

• Uzbekistan: Strengthening sustainable economic development 2021-2023 

• Tajikistan: Support of Tourism Sector/Handicraft Development 2007-2015 

• Tajikistan: Promotion of Local Economy of Tajikistan 2016-2020 

• Kyrgyzstan: Promoting Sustainable Economic Development 2014-2019 

• Kyrgyzstan: Promoting green economy in Kyrgyzstan 2020-2023 

• Kyrgyzstan: Rural development in Southern Kyrgyzstan 2018-2022 

• Kazakhstan, Kyrgyzstan, Tajikistan, Turkmenistan, Uzbekistan: Establishing better framework 

conditions for climate-sensitive land use in Central Asia 2021-2024 

 

MOTAS内に Center for International Migration and Development20（CIM）から派遣されていた専

 
18 https://www.switch-asia.eu/project/promoting-energy-efficiency-and-renewable-energy-production-in-the-community-based-tourism-
sector-in-central-asia/; https://www.acted.org/en/projects/promoting-energy-efficiency-and-renewable-energy-production-in-the-community-
based-tourism-sector-in-central-asia/ 
19 https://www.switch-asia.eu/project/pereto/ 
20 Center for International Migration and Developmentは、GIZと German Federal Employment Agencyが共同して運営している。EU
内の専門家を世界に派遣している。 
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門家に 2021年 6月にヒアリングした情報では、GIZは USAIDの動きとは逆に、中央アジア

5 ヵ国のウズベキスタン以外の事務所は閉じているとのことであった。この専門家は、派遣

当初は PRセンターで Webサイトのドイツ語のコンテンツを作成し、その後、MOTASで観

光商品多様化に関する業務を行っていた。この専門家は 2021年 7月に任期を終えている。 

また同専門家によると、今後、ドイツの企業協会と GIZ が構成員で民間企業の支援を行う

sequa gGmbH21が長期専門家を MOTAS に派遣する予定で、sequa gGmbH が運営に関わる

Import Promotion Desk22がウズベキスタンの旅行会社とドイツや EU諸国の旅行会社のビジネ

スマッチングを行っていく予定とのことであった。 

 

10.8. トルコ 

トルコの援助機関 Turkish Cooperation and Coordination Agency（TİKA）はウズベキスタンの

観光セクターに積極的な支援を行っている。以前は MOTAS の前身の The State Tourism 

Committee の観光プロモーション Web サイトの開発・運営の支援をし、2021 年 6 月まで

MOTASの Department of Marketingに専門家を派遣していた。また、2021年 4月、10月には

観光人材教育の専門家や、レストラン・宿泊施設の専門家を対象としたトレーニングを開催

した23。 

トルコ語系の言語を話す国の協議体、テュルク評議会（Cooperation Council of Turkic-

Speaking Countries; Turkic Council）が 2009年に設立されており24、トルコ、ウズベキスタン、

キルギス共和国、カザフスタン、アゼルバイジャンが参加している（加えてハンガリーがオ

ブザーバー参加している）。2021年 6月には第 6回観光相会議がウズベキスタンのコーカン

ドで開催され、トルコ観光相から Modern Silk Road構築のための支援を継続する表明が行わ

れた25。今後この文脈の中で、ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタンにはトルコ

の観光面での支援が行われるものと考えられる。 

 

10.9. KOICA 

キルギス共和国DOTは、2019年末から 2020年初めの 4ヵ月間、KOICAから派遣された観光

マーケティング専門家を受け入れていた。このアドバイザーは日本と韓国で仕事をした経験

 
21 https://www.giz.de/en/aboutgiz/549.html 
22 https://www.importpromotiondesk.com/en/ 
23 https://www.tika.gov.tr/en/news/turkey_shares_their_experience_in_tourism_with_uzbekistan-61801; 
https://www.tika.gov.tr/en/news/tika_helps_give_training_to_uzbekistani_tourism_experts-65964 
24 https://www.turkkon.org/en 
25 https://www.turkkon.org/en/haberler/the-6th-meeting-of-the-ministers-in-charge-of-tourism-of-the-turkic-council-convened-in-
uzbekistan_2272 
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を持っており、その経験を活かしたキルギス共和国の観光政策への助言や、韓国と日本への

直行便就航の活動に関わっていた。また、ツアーオペレーターに対するトレーニングや、シ

ルクロードの文化観光に取り組んでいる韓国企業（キルギスフレンズ社26）と連携した研修

を実施していた。 

 

10.10. JICA 

JICA の中央アジア 5 ヵ国に対する観光分野の支援は表 10.1 のようにまとめられる。ここで

は、キルギス共和国の一村一品プロジェクトと 3D Kyrgyzstanプロジェクトについて記す。 

 
表 10.1：JICAの中央アジア 5ヵ国における観光セクターの支援 

支援分野 ウズベキスタン キルギス タジキスタン カザフスタン トルクメ二スタン 
観光政策全般 個別専門家「観光ア

ドバイザー」 個別専門家「観光アドバイザー」によるサポート 

観光局活動支援 
（情報整備、

PR） 

JOCV（サマルカン
ド、ブハラ、ヒバ） 

課題別研修「世

界遺産の適切な

管理を通じた観

光振興」FU（３
D Map作成政策
支援） 

- - - 

地場産業、地方産

品 - 技プロ「一村一

品」 - - - 

観光に資する都

市・農村インフ

ラ、地域開発 - 

開発調査「チュ

イ州世界遺産を

活用した地域開

発・観光促進プ

ロジェクト」 

- - - 

歴史文化遺産保

存・修復 
課題別研修「世界遺

産の適切な管理を通

じた観光振興」 
文化無償「文化遺産

デジタルアーカイ

ブ」 

課題別研修「世界遺産の適切な管理を通じた観光振興」 

自然を活用したエ

コツーリズム 
国別研修「エコツー

リズムなど、地域振

興に寄与する湿地資

源の持続可能な賢明

な利用法」 

 
国別研修「エコツーリズムなど、地

域振興に寄与する湿地資源の持続可

能な賢明な利用法」 

 

観光サービス・観

光実務者能力の向

上 

観光開発における新

価値創造サービス構

築のための案件化調

査(JTB) 

課題別研修「お

もてなし観光人

材育成」FU（お
もてなし&コロナ
対応セミナー） 

   

出典：仁平直樹氏によるまとめ 
 

一村一品プロジェクトはフェーズ 1が 2006年に開始され、現在はフェーズ 3となっている。

プロジェクトはフェーズ 1、フェーズ 2 ではイシククル州を対象地域にしていたが、フェー

ズ 3ではキルギス全体を対象地域としている。2014年に商品開発、販売、品質改善、ビジネ

スマッチングを行う OVOP + 1（OVOPプラスワン）をキルギス共和国の public unionとして

 
26 http://kyrgyzfriends.com/ 
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設立し、生産活動は OVOP Associationが行う分業体制となっている。生産物はフェルトを使

った雑貨、果物を使ったジュース、レトルト食品、石鹸などである。プロジェクトではそれ

ぞれの生産者の地元の材料を使用することを重視しており、同じ製品でも少しずつ違いが出

てくるようにしている。 

 

  
イシククル州における OVOP Association 

の生産活動の様子 
フェルトを使った生産品 

 

OVOP プロジェクトでは、観光客に見学・体験してもらい、商品のバックグラウンドや価値

を知った上で商品を手に取ってもらうことが非常に有効であると考えている。そのため、プ

ロジェクトでは観光との連携を重視している。 

「3D Kyrgyzstan」プロジェクト27は、DOTの実施しているもので、JICA、GIZが協力し、キ

ルギスの民間企業もスポンサーとして参加している。このプロジェクトはキルギス各州の主

要観光地の 3D ビューをリンクさせたもので、カザフスタンとタジキスタンでも同様のコン

テンツを作成しつつある。 

 

  
ブラナの塔からの 3D景観 冬季の Karakolのスキー場の 3D景観 

 
 
 
 
 
 

 
27 http://map.tourism.gov.kg/index.html; https://www.youtube.com/playlist?list=PLaqVCo2kHYYXBLwcbFNCM7qZpKXpdkWc5 
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11. COVID-19の影響・対策 

11.1. UNWTOの分析 

UNWTOのWorld Tourism Barometer Volume 19, Issue 5, July 2021によると、2020年の 1月か

ら 7月までの国際観光客数（overnight tourists）は 2020年の同時期よりも約 40%、パンデミ

ック前の 2019年の同時期よりも 80%減少している。表 11.1を見ると、世界の国際観光訪問

者数は、2019年の 14億 6,600万人から 2020年には 4億 200万人、中央アジア 5ヵ国が含ま

れる「Central/Eastern Europe」地域は 2019年の 1億 5,300万人から 2020年に 4,720万人に減

少している。2021年に入ってからの 2019年同時期との比較では、「Central/Eastern Europe」

地域は、第一四半期には世界全体や欧州全体よりも国際観光客数の落ち込みは少なかったが、

4 月以降は国際観光客数の落ち込みは世界全体や欧州全体よりも大きくなっており、国際観

光客数の回復が遅くなっているように見える。 

表 11.1：世界の国際観光客数の推移 

Region 
International tourist 

arrivals (million)  Percentage change 2021 over 2019 (%)* 

2019 2020* YTD** Q1 Q2 April May June July 
World 1,466 402 -80.5 -87.5 -81.5 -85.9 -81.8 -77.3 -66.7 

Europe 746.3 235.9 -76.9 -86.7 -80.5 -87.2 -81.6 -74.7 -57.6 
Central/ 
Eastern Europe 153.2 47.2 -80.3 -83.9 -81.8 -83.8 -83.0 -78.9 -71.0 

脚注：* Provisional data; **Year to date (from January to July 2021)  
出典：World Tourism Barometer (Volume 19, Issue 5, July 2021), UNWTO 
 

また、国際観光の水準がパンデミック前の 2019 年の水準に戻る時期について UNWTO が

UNWTOパネルの専門家に意見を聞いたところ、中東を除く地域では 2022年という回答は多

くなく、2023年か 2024年以降という回答が拮抗する結果となっている（表 11.2参照）。国

際観光の回復もゆっくりとしたものになる可能性があると考えられる。 

表 11.2：国際観光がパンデミック前に戻る時期についての意見 
単位：パーセント 

Region 2022 2023 2024 and later 
World 11 43 45 
Africa  7 50 43 
Americas 16 40 44 
Asia/Pacific 8 34 58 
Europe 8 49 43 
Middle East 45 45 9 
出典：World Tourism Barometer (Volume 19, Issue 5, July 2021), UNWTO ; https://www.unwto.org/news/vaccines-and-reopen-
borders-driving-tourism-s-recovery 
 

11.2. WTTC Economic Impact Reportの分析 

3.1節で言及したWTTCの Economic Impact Report 2021年版では、国際観光客からの収入、観

光セクターのGDPに対する貢献、観光セクターの雇用に対する貢献の 3つの指標についてパ
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ンデミック前の 2019年とパンデミック後の 2020年の数値を比較することができる。表 11.3

は、2020年の数値と、2019年からの減少率についてまとめたものである。 

 
表 11.3：2020年の国際観光客収入、観光の GDPに対する貢献、雇用と 2019年からの変化 

Country 
International Tourism Receipt GDP from tourism sector Employment 
2020 (USD 

million) 
Percentage 
change over 

2019 (%) 
2020 (USD 

million) 
Percentage 
change over 

2019 (%) 
2020 (000 
persons) 

Percentage 
change over 

2019 (%) 
Uzbekistan 308 -80 1,004 -64 495 -27 
Kyrgyz Republic 199 -66 340 -57 169 -28 
Kazakhstan 565 -80 3,906 -56 339 -23 
Tajikistan 56 -68 275 -48 134 -23 
出典：Economic Impact Report 2021, WTTC, 2021 
 

国際観光客からの収入は 60%台後半から 80％、観光セクターから作り出される付加価値

（GDP）は 48％から 64%、雇用は 23%から 26%減少している。国際観光客からの収入は大

きく落ち込んだが、国内観光がある程度の下支えになり、観光セクターの GDP と雇用への

影響は緩和されたと考えられる。 

 

11.3. CARECの分析及び提案 

ADBの協力のもと作成された「Impact of Covid-19 in CAREC Aviation and Tourism」（2021年

2月）によると、CAREC 10ヵ国の観光業の影響は表 11.4のように推計されている。これは

CAREC10 ヵ国を対象にした分析であるが、内訳が示されている空港利用者の統計を見ると、

中央アジア 5ヵ国も Covid-19の影響を強く受けていると考えられる。 

 
表 11.4：Covid-19の CAREC 10ヵ国観光産業への影響 

項目 影響 備考 
空港利用者数（国際線と国内線

の合計） 
4,600万人減少 2019年の空港利用者は 7,400万人、カザフスタン

は 44%減少、キルギス共和国は 70%減少、ウズベ
キスタンは 75%減少、タジキスタンは 81%減少、
トルクメニスタンは 60%減少と推計されている。 

解雇の危機にある観光旅行業就

業者 
100万人 IATAの世界レベルの推計に基づく。 

国際観光客の観光収入 110億ドル減少（8
ヵ国） 

2019年にはアフガニスタンとトルクメニスタンを
除いた 8ヵ国で 118億ドルを記録。 

観光旅行業の GDPへの貢献 270億ドル減少 2019年にはアフガニスタンとトルクメニスタンを
除いた 8ヵ国で 382億ドルを記録 

国際訪問者数 3,300万人減少 2019年には 4,000万人が訪問。 
出典：Impact of Covid-19 in CAREC Aviation and Tourism, ADB 
 

このような Covid-19による影響を踏まえ、報告書では以下の提案を行っている。 

• CARECは、国際交通量が大幅に減少している時期に、航空・旅行セクターの回復を促

進するため、国内旅行を推進するべきである。 
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• CAREC 加盟国は、CAREC 域内の旅行・観光を促進するために、グリーン・レーン1の

開設を検討するべきである。 

• CAREC 加盟国は、CAREC 域内の旅行・観光をさらに促進するために、ビザフリー政

策の実施を検討すべきである。 

• CARECはパンデミック中及びパンデミック後に各国間の空路接続を改善すべきである。 

• CARECは主要都市と他の CAREC諸国の観光地を結ぶ新路線の開設を支援するインセ

ンティブを提供することを検討すべきである。 

• CARECはアジアとヨーロッパを結ぶ戦略的な位置を活用して、航空貨物の取扱能力を

高めるための投資を行うべきである。 

• CARECは今すぐ航空貨物市場の自由化を進め、パンデミック期の航空貨物の動きと今

後数年間の航空貨物の成長を促進するべきである。 

• CARECは非接触型航空券を促進し、空港でのデジタル手続きをサポートする技術に投

資すべきである。 

• CARECは COVID-19下でのエアトラベルに関する統一基準と規制を採用すべきである。 

• CARECは航空会社に対し、融資や融資保証を通じた財政支援を検討すべきである。 

• CARECは賃金補助、減税、料金免除などの施策を通じて、空港・観光業界に対する統

一的な支援パッケージを検討するべきである。 

• CARECは、オーバーフライト収入（領空を通過することによる航空会社からの収入）

の減少による影響を相殺するための代替資金調達手段を検討すべきである。 

 

11.4. ウズベキスタン 

ウズベキスタンでは、コロナ禍前の 2018年の大統領決定 3514号「国内観光の加速的発展に

向けた方策に関して」によって国内観光の振興が始まっており、2019 年から 25 年までの観

光開発戦略の中でも国内観光の促進が柱の一つに掲げられている。青年、女性、ビジネスな

どの団体による国内観光が推奨され、週末と合わせた連休を取りやすくするよう、祝日が設

定された。2018年には約 1,550万人の国内観光発生を 2025年には 2,500万まで増加させるこ

とを目標にしていた。 

コロナ禍で減少する国際観光客を補うために、ウズベキスタン政府は社員旅行を実施した企

業に対する税金の軽減や、国家 PR センターによる国内観光の宣伝をするなど、国内観光を

さらに促進した。これまで海外からの観光客を扱っていた旅行会社の国内観光客へのシフト

 
1 グリーン・レーンは、CAREC域内で COVID-19の感染拡大を比較的低水準に抑え込んでいる国同士での行き来をしやすくす
る仕組みを意味している。いわゆるトラベルバブルのこと。 
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や、国内グループ観光客に対するホテルの値引きなどの取り組みもあり、若者の旅行、家族

旅行、公務員のグループ旅行が増加した。 

この結果、宿泊施設や運輸会社などの系列企業を持つ大規模な旅行会社は国内観光客の取り

込みにより国際観光客の減少をある程度埋め合わせることができた。しかし、国際観光客の

ニッチな需要に対応する中小の旅行会社の中には、事業の継続を断念する例も見られた。 

中堅ホテルのグループが設立した Hoteliers' Associationは、多くのホテルが赤字となった状況

を受けて経済的な支援を受けられるように国と折衝し、ホテルの固定費の支払いを 2021 年

に遅らせてもらうことに成功した。この例に示すように、観光に関する協会も協会メンバー

の事業継続のための取り組みを行っている。 

 

11.5. キルギス共和国 

Covid-19 の感染拡大に伴い、キルギス共和国北部とカザフスタンのアルマティ州の国境が閉

鎖され、陸路での移動ができなくなった。これに伴ってカザフスタンと行き来する観光客数

が大幅に減少することになった。 

キルギス共和国では、ウズベキスタンで行われたような国内観光振興の政策手段が取られた

わけではなかったが、観光局も国内観光振興の必要性を感じ、旅行会社も国内観光市場の拡

大のために積極的に活動を行った。例えば、キルギス共和国の人々も参加できる一人あたり

500 キルギス・ソム（670 円）の観光商品が提供されるようになり、ビシュケクから Jalal-

Abad 州のサリ・チェレク湖に週末に訪問するツアーも 4,400 キルギス・ソム（5,900 円）で

提供されている。このような官民の国内観光振興促進の活動により、2021年 7月の現地調査

時には、イシククル湖周辺では国内観光客の姿が多く見られた。その多くは家族観光客であ

った。 

ウズベキスタンで見られたように、宿泊施設や運輸サービスに多角化している旅行会社は、

国内観光市場の拡大によって国際観光客の減少を国内観光客である程度は埋め合わせること

ができた。しかし、経営多角化の進んでいない中小規模の旅行会社は苦境に陥っている。 
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12. 自治体・大学及び民間企業等の連携 

調査チームは、中央アジアにおける自治体・大学の連携と民間企業の活動について把握する

ために、日本の自治体、大学及び民間企業にインタビュー調査を実施した。本章では、イン

タビュー調査により収集した情報と、今後の連携強化の可能性についてまとめる。 

12.1. 自治体間の連携 

中央アジア 5 ヵ国と日本の自治体のうち、都市間連携や交流を行っている地方自治体と、東

京オリンピック・パラリンピックのホストタウンとなった自治体は表 12.1のとおりである。 

表 12.1：都市間連携や交流を行っている地方自治体と 
東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン 

国名 都市間連携や交流を行っている 
地方自治体 ホストタウン 

カザフスタン 
– 

橿原市及び奈良県、福岡県及び久留米市、

結城市 

キルギス共和国 山梨市、羽村市 高知県、羽村市、山梨市 

ウズベキスタン 名古屋市－タシケント市 

奈良市－サマルカンド市 

奈良県－サマルカンド州 

舞鶴市－フェルガナ州リシタン地方 

名古屋市、高崎市、日高町、舞鶴市、杉並

区 

タジキスタン – 青森市 

トルクメニスタン – 天童市及び山形県 
出典：内閣府Webサイト「ホストタウンについて」、「Light up host town project」より調査チームにてとりまとめ  
 

調査チームは、都市間連携や交流を行っている地方自治体を中心に、交流経緯・活動内容、

今後の見通しや課題についてヒアリングを実施した。 

 

12.1.1. 名古屋市・タシケント市 

調査チームは、タシケント市とパートナー都市連携を結んでいる名古屋市観光文化交流局観

光交流部国際交流課にヒアリングを行った。その結果は以下のとおりである。 

交流の経緯 

ウズベキスタンの独立以来、名古屋大学は 30 年間にわたり市場経済に即した法制度整備の

ための支援を行っており、ウズベキスタンから名古屋大学に留学した学生及びOB・OGと名

古屋市民の交流があった。ウズベキスタンから名古屋市に対して交流の申し出があり、ウズ

ベキスタン政府外務省の協力のもとでタシケント市との交流を始めることになった。名古屋

市民に「ウズベキスタンを知ってもらう」ことを目的に、観光・文化交流面のパートナー都

市連携協定を 2019年 12月 18日に締結した。 
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交流活動 

COVID-19 のため、名古屋ウズベキスタン友好協会1を通じて在日ウズベキスタン人、留学生

との交流を継続している。併せて駐日ウズベキスタン共和国大使館と連絡を取っている。

2020年度にはオリンピック（新体操）、パラリンピック（柔道）のホストタウンとして内閣

府事業に応募し、登録され、ホストタウンとしての活動を行った2。 

コロナ禍前には年 3 回、中部国際空港からウズベキスタンへチャーター便が運航していた。

長期的な目標は中部国際空港とウズベキスタン間での定期便を実現することである。 

 

 
2019 年開催イベント「Tashkent meets Nagoya」（名古屋市 Web サイト

https://www.city.nagoya.jp/kankobunkakoryu/page/0000116542.html） 
 

今後の交流見通し 

名古屋市は高校生を対象とした人材交流を計画中で、教育委員会が検討している。また、民

間連携への展開を模索しており、駐日ウズベキスタン共和国大使館に 2021 年開催予定の名

古屋異業種交流展示会（メッセ名古屋）のブース出展を案内した。合わせて、動植物園を通

した交流や名古屋市内のウズベキスタン料理レストランの活用を検討している。 

今後の交流の課題 

ウズベキスタンの民間企業との関係構築が課題である。名古屋市は駐日ウズベキスタン共和

国大使館からビジネス交流活発化の要請を受けており、ウズベキスタンの民間企業のニーズ

の把握と関係構築を希望している。交流事業を経て駐日ウズベキスタン共和国大使館や政府

関係者と接点を持つことができたが、ウズベキスタンの民間企業との関係構築には至ってい

 
1 名古屋ウズベキスタン友好協会は、名古屋市を中心とし日本とウズベキスタンの友好を深めるため設立された団体である。 
http://fanuz.jp/ 
2 https://www.city.nagoya.jp/kankobunkakoryu/page/0000120091.html; 
https://www.city.nagoya.jp/kankobunkakoryu/page/0000120390.html 
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ない。 

名古屋市担当者からは民間連携の課題について、パンデミックによる交流機会の減少も挙げ

られた。コロナ禍前には、名古屋ウズベキスタン友好協会事務局を務めるグローバルシルク

ロード社が名古屋青年会議所の希望者を引率し、ウズベキスタンで現地視察を行う機会もあ

ったが、同会議所の会員企業は、ウズベキスタンが二重内陸国であるため、経済面における

関心が少ないことも課題であるとしている。 

交流のための予算の確保も今後の課題となっている。2020年度はパートナー都市連携協定締

結 1 周年であったため特別に予算を組むことができたが、今後、名古屋市は交流イベント開

催のための予算を計画していない。そのため、交流課では JICA 草の根事業の活用を視野に

入れている。同事業への応募のための国内の協力企業候補はあるが、ウズベキスタンの現地

パートナー企業探しができていない。 

 

タシケント市の協力ニーズ 

調査チームは 2021年 6月 30日にタシケント市の副市長、観光部副部長、国際関係部長に現

地でヒアリングした。タシケント市からは、名古屋市との協定に基づいてタシケント市のバ

スや駅で名古屋の文化を紹介するビデオを流したり印刷物を配布したりしていること、2021

年にはタシケント市で「名古屋の日々」という名称のフェスティバルを開催予定であること

の説明があった。また、タシケント市としては、名古屋市との連携協定を観光・文化交流だ

けでなく経済分野に広げていきたいという希望があった。 

今後の名古屋市との交流を行っていく中で、以下の取り組みができないかと提案があった。 

• 博物館への ICT 設備の導入による展示の改善や、入館者データの取得、入館者の混雑

の回避。 

• 博物館、公園などの公共施設の運営維持管理の改善。例えば、民間に業務の一部をア

ウトソースする方法。 

• 遺跡等の考古学的な研究と保存、建築物の修復の分野の支援。 

• ホテルの誘致・建設やホテルのサービス向上のために市役所の果たす役割。 

 

観光に関するタシケント市の取り組みとして、過去に存在した城壁の 12 個の門を復元する

こと（1 つは復元済み）、国際的な会議やイベントなどの誘致を目指していることなどにつ

いて説明があった。 
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12.1.2. 奈良市・サマルカンド市 

奈良市は、2019年にサマルカンド市と都市間交流の覚書を締結している。交流の窓口となっ

ている奈良市観光経済部観光戦略課へのインタビュー結果は以下のとおりである。 

交流の経緯 

駐日ウズベキスタン大使が奈良市を訪問した際、奈良市長がウズベキスタンの東洋音楽祭へ

の招待を受けた。2019年 8月に奈良市長がサマルカンド市を訪問し、サマルカンド市長と教

育・文化・観光分野での相互交流を促進する旨の覚書を締結した。 

交流活動 

COVID-19の感染拡大のために直接的な交流は難しい状況にある。2021年 8月には覚書締結

2 周年を記念したパネル展示を行い、サマルカンド市内名所やウズベキスタンの食文化を紹

介した3。 

今後の交流の見通し 

奈良市は教育分野での協力を重視しており、サマルカンド市と奈良市の高校の交流を行うこ

とを計画している。2019年に奈良市長がサマルカンド市を訪問した際に同市内の高校を視察

し、現地の高校生と交流した。その結果、科学や日本の技術への興味があることを把握した。 

2019 年度にはサマルカンド大学付属校の生徒が奈良さくらサイエンスキャンプ4へ参加し、

同プログラムを通じて奈良女子大学の科学技術ワークショップに参加した。 

今後の交流の課題 

今後、サマルカンド市と交流を深めるためには、現地でコネクションを広く持つキーパーソ

ンや窓口が必要だと奈良市は認識している。しかし、奈良市は適任者や連絡手段を有してお

らず、それが課題である。 

奈良市内には UNESCO アジア文化センターがある。以前、ここでウズベキスタンの文化財

担当者を対象に考古学や文化財保存技術の研修を行ったこともあり、奈良県・奈良市の文化

財担当者が講師として参加した。また、奈良市にある帝塚山大学がサマルカンド市での考古

学調査を実施しているため文化財に関連する繋がりはあるが、どのように観光に繋げること

ができるか模索している。 

 
3 https://www.city.nara.lg.jp/site/kankou/120467.html 
4 アジアの高校生が科学技術のワークショップ通して、論理的思考力や議論・表現する能力を育成することを目的としたサイエ
ンスキャンプ。2018年度までウズベキスタンからはタシケント工科大学附属のアカデミー学校が参加していた。 
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一方で調査チームからは、日本国内では「奈良がシルクロードの東の終点である」と宣伝さ

れていることは海外でもほとんど認知されておらず、サマルカンド市と交流を進める中でウ

ズベキスタンの人々にこのようなメッセージを発信できるのではないかと提案し、奈良市の

インタビュー参加者から同意を得た。 

 

12.1.3. 舞鶴市・フェルガナ州リシタン地方 

舞鶴市は第 2 次世界大戦後の引き揚げ港であった舞鶴港にウズベキスタンからの抑留者も受

け入れたことをきっかけにウズベキスタンと交流を始め、東京オリンピックのウズベキスタ

ンレスリング・柔道砕氷選手のホストタウンを務めた。ウズベキスタンとの交流について舞

鶴市みなと振興・国際交流課にヒアリングをした内容は以下のとおりである。 

交流の経緯 

2016年 1月にスルタノフ・ジャリル日本人抑留者資料館長が舞鶴引揚記念館を訪問し、この

来訪を機にウズベキスタンとの交流が始まった。同年 6月に舞鶴市が東京オリンピック 2020

のウズベキスタンのホストタウンに決定した。2016 年後半から 2019 年の前半にかけ、市民

レベル及びホストタウン活動に関連したウズベキスタンと舞鶴市間の交流を行った。 

2019 年 11 月にフェルガナ州リシタン地方と舞鶴市の間で（1）介護福祉、（2）産業技術、

（3）茶栽培の 3分野の人材育成に関する覚書を交換した。 

2020年以降はコロナ禍のためオンラインでの交流を継続している。 
 

交流活動 

2016年から 2019年の間の市民交流活動を表 12.2に示す。東京オリンピックホストタウンで

は、ウズベキスタンの柔道代表選手団の事前合宿を 2021年 7月中旬から受け入れた。市内の

歓迎ムードを盛り上げることを目的に、舞鶴市では 2021 年 6 月下旬から 8 月下旬までの期

間、市内各所、またウェブ上での閲覧も可能とした「ウズベキスタン展 inホストタウン舞鶴」

を開催した5。 

 
表 12.2：舞鶴市とウズベキスタンの交流の経緯 

年 ホストタウン活動関連 市民交流 
2016 東京オリンピック 2020 ホストタウンの

登録 
- スルタノフ・ジャリル日本人抑留者資料館長の

来訪 
- 市内の高校文化祭でウズベキスタン郷土料理

（プロフ）の提供 
- 市内全小学校の学校給食でウズベク料理の提供 

2017 ウズベキスタンレスリング・柔道代表合 - ウズベキスタン人国際交流員の着任 

 
5 https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kyouiku/0000008686.html 
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年 ホストタウン活動関連 市民交流 
宿チームの視察 - 舞鶴赤れんがパークでウズベキスタン展示会を

実施 
- 舞鶴市長を団長とする代表団のウズベキスタン

を訪問 
2018 - 内閣官房ホストタウンアクション・リ

サイクル柔道衣支援 
- ウズベキスタン国家オリンピック委員

会、レスリング・柔道のジュニアチー

ム来訪、合宿 

スルタノフ・ジャリル日本人抑留者資料館長の来

訪 

2019 ウズベキスタンレスリング・柔道選手団

の来訪、合宿 
- ナジロフ・ガニシェル Noriko 学級校長の来訪6 
- ウズベキスタン人国際交流員のロシア語講座 
- 舞鶴市代表団及び市民訪問団がウズベキスタン

を訪問 
- ウズベキスタン文化芸術団の来訪・公演 
- フェルガナ州リシタン地方訪問団とフェルガナ

州副知事の来訪、人材育成に関するＭＯＵ交換 
- リシタン地方長官の来訪、人材育成に関する

MOA を交換 
出典：舞鶴市Webサイト「ウズベキスタンとのホストタウン交流の経過について」
（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kyouiku/0000005060.html）と 2021年 5月のヒアリングから調査チーム作成 
 

2019年 11月に交換した人材育成の覚書に基づき、現在 3つの分野で取組みが行われている。

各分野における双方の目的とこれまでの取組みについて下記に述べる。 

介護福祉人材の育成 

舞鶴市内では介護福祉人材が不足しており、舞鶴市は外国人技能実習制度や特定技能制度の

枠組みを利用し人材不足の解消に繋げたいと考えている。一方でウズベキスタン側は、日本

での就労は賃金待遇が良いため魅力的な条件と映るようである。ウズベキスタンの人口構成

は若年層が多く、2021年時点では、ウズベキスタン国内での介護福祉のニーズは多くはない。 

舞鶴市の職員によると、2020年 2月に現地訪問し、ウズベキスタンの看護学校の学生及び教

員に対する説明会を行った。説明会の中で月給が 20 万円程度である、と聞いた現地の学生

は興味を引かれたようだが、介護の仕事内容について事前に十分な説明と情報提供が必要で

あると認識している。なお、舞鶴市では介護福祉人材育成支援として、来日渡航費用と就職

支援金（15 万円）を支給する制度を創設した。 

産業技術人材の育成 

Noriko 学級ナジロフ・ガニシェル校長が来訪した際、近畿職業能力開発大学校京都校（以降、

能開大京都校）を視察し、少人数できめ細やかな教育が可能という点に興味を持った。

Noriko 学級の生徒の進路選択の一つとする目的から舞鶴市は人材の受け入れを開始した。舞

 
6 リシタン地方には日本語教育を行う私塾「Noriko学級」があり、以前同塾の日本語教師に舞鶴市出身者がいるなど繋がりが
あった。（https://globe.asahi.com/article/12150830, https://www.facebook.com/norikouzb/） 
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鶴市としては、同校卒業後の舞鶴市での就職による市の活性化やウズベキスタン帰国後の同

国の産業発展に繋げることができればと期待している。 

2020年にNoriko学級の生徒 4名が能開大京都校を受験し、うち 3名が合格した。当初の予定

では 2021年 4月に来日し、入学する予定であったがコロナ禍のため渡航できていない。2021

年度は休学とし 2022 年 4 月に改めて開始する予定である。舞鶴市は来日時にかかる渡航費

用、入学準備金として 15万円を支給する7。前述した費用に加えて、月 1.5万円を生活費とし

て 2年間支給する予定である8。 

 

ウズベキスタンでの茶栽培の協力 

ウズベキスタンでも日本と同様にお茶を飲む習慣があり、舞鶴市はウズベキスタンでの茶の

栽培を行うための協力にも取り組んでいる。ウズベキスタンの気候や土壌の面から茶の栽培

は容易ではないと思われるが、日本国内や他国の自生・栽培事例を含めた情報収集を行って

いる。 

茶は京都府、舞鶴市ともに全国品評会で高評価を受けている。事業構想時には舞鶴茶を用い

たいと考えていたが、ウズベキスタンの気候により適していることから、耐寒性の高い埼玉

県の育成品種を用いている。 

舞鶴市役所はウズベキスタンの茶加工場や民間企業への訪問を予定していたが、コロナ禍に

より実現していない。2021年 3月にウズベキスタンに茶の苗木を送り、現地で試験栽培を始

めている。長期的な目標としては、ウズベキスタンの環境に合った茶の栽培方法を確立し、

商業的な生産を実現することである。 

 

交流する上の課題 

ウズベキスタン側との交流の課題は、交流に必要な資金をウズベキスタン側で捻出できない

ことで、対応に苦慮することがある。また、介護福祉人材や、産業技術人材育成では受入れ

に際し事前に十分な説明を行うことが重要であり、来日後のイメージ不一致により帰国する

ことがないように努めたいとのことであった。 

 

 
7 舞鶴市ものづくりたからもの育成支援奨学金を適用する（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kyouiku/0000005282.html）。 
8舞鶴市ではウズベキスタンとの交流事業の財源を確保するためにふるさと納税を活用し、寄付金を募っている
（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kankou/0000000800.html）。 
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12.1.4. 山梨市・キルギス共和国 

山梨市とキルギス共和国の交流について、山梨市よりアドバイザー業務を委嘱されたキルギ

ス共和国日本人材開発センター（以降、KRJC）にヒアリングを実施した。ヒアリングの内

容は以下のとおりである。 

交流の経緯 

山梨市は 2020年 2月 28日の第 18次ホストタウン登録で、キルギス共和国のパラリンピック

ホストタウンになった。ホストタウン登録に先立ち、2020年 1月に山梨市長がキルギス共和

国へ渡航し、関係機関とホストタウンに関する合意書（MOU）を締結した。 

なお、ミルラン・アルスタンバエフ駐日大使より今後の双方の交流に際して交流する自治体

の規模を同等にする必要があると指摘があり、キルギス共和国は今後自治体の選定を行う必

要がある。 

交流活動 

主な活動は、ホストタウン事業によるオンライン交流である。山梨市では、市内の小学生が

キルギス共和国パラリンピックのパワーリフティングチームに向けた応援メッセージを作成

し、動画サイトで公開している9。 

KRJC によると、山梨市は文化交流（学生による交流）を想定している一方、キルギス共和

国側は負担にならない範囲の交流で多少の経済的な利益が見込めれば良い、という立場との

ことである。KRJCは山梨市に対し民間連携の可能性10についていくつか提案も行っているが、

案件形成には至っていない。 

 

今後の交流の見通し 

山梨市はキルギス共和国側の姉妹都市の選定を待っている状態である。山梨市としては 2021

年秋頃には友好都市協定を結びたいと考えている。 

今後の交流の課題 

山梨市の課題は人材と資金である。これまでの交流は若手の職員が通常業務と兼務する形で

引き受けていたが、今後、活動が活発化することがあれば、業務負担が大きくなるものと思

われる。 

 

 
9 https://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/citizen/docs/10189137.html 
10 山梨市のワイン生産を生かした両国の果樹栽培の技術交流やワイン製造の研修などを提案している。 
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12.1.5. 羽村市・キルギス共和国 

調査チームはキルギス共和国との交流について羽村市企画総務部の東京オリンピック・パラ

リンピック準備室にヒアリングを実施した。ヒアリング結果は以下のとおりである。 

 

交流の経緯 

羽村市は 2016年 4月に東京オリンピック・パラリンピック準備室を設置し、東京オリンピッ

ク・パラリンピックの事前キャンプ受け入れ準備を開始した。羽村市は複数国を対象にプロ

モーション活動を試み、2018年に中央アジア地域（キルギス共和国、トルクメニスタン、タ

ジキスタン）の柔道連盟会長に連絡を行った。キルギス共和国より返信を受け、羽村市は

2018年から 2020年までの事前キャンプ（柔道グランドスラム大阪 2018、2019 世界柔道選手

権）と東京オリンピックの実施支援を提案した。 

2019年 7月に羽村市長がキルギス共和国を訪問し、キルギス共和国柔道連盟と、2019世界柔

道選手権及び東京 2020 オリンピックでのキルギス共和国男子柔道代表チームの事前キャン

プの実施について、合意書を締結した。 

また、演歌歌手の三田りょう氏11がキルギス共和国との関係構築を支援した。三田氏を介し、

在日キルギス大使館、在日キルギス人とネットワークが広がった。 

 

交流活動 

羽村市はホストタウンとして選手の受け入れを通して人材交流を行うことにより文化や多様

性を学ぶメリットがあると考えている。これまでにキルギス共和国の文化を紹介する事業12

や柔道チームを応援する活動13を展開してきた。新型コロナウイルス感染症の影響で制限が

あるものの、オンライン交流等などを今後も続けたいと考えている。 

羽村市は、民間連携について羽村市商工会にも働きかけを行ったが、実際の活動には至って

いない。羽村市には日野自動車の羽村工場があり、その関係企業も多く、中国や南米から研

修生受け入れを行っていたこともある。羽村市は製造業を活用したキルギス共和国との交流

拡大の可能性についても検討している。 

 
 

11 三田りょう氏は、キルギス共和国・日本ビジネス協議会名誉顧問、アラバエフ・キルギス国立大学日本学院理事を務める。
羽村市は三田氏に「羽村市-キルギス共和国友好親善ボランティア大使」を委嘱している。 
12 羽村市は友好親善コンサート、キルギス共和国を紹介する企画展示や文化紹介講座等のイベントを開催した。
https://www.city.hamura.tokyo.jp/0000013527.html 
13 キルギス共和国男子柔道代表チームの事前キャンプは中止となったが、東京オリンピック・パラリンピック出場選手に向け
た応援動画を作成した。その他にも応援メッセージブックや応援メッセージポスターを作成している。
https://www.city.hamura.tokyo.jp/0000014169.html 
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キルギス共和国男子柔道ナショナルチーム キルギス国歌でおもてなし事業（羽村市 Web サイト

https://www.city.hamura.tokyo.jp/0000014169.html） 
 

今後の交流の見通し 

これまでの交流を通じて、羽村市・キルギス共和国の市民にお互いを知ってもらう機会がで

きた。今後、双方の市民の交流に関する機運を高めながら市民参加を促進したい。市民の中

には、少数ながらもホームステイの受け入れの意向も確認できた。 

 

今後の交流の課題 

東京オリンピック・パラリンピック終了後は、これまで交流を促進してきた担当チームが解

散し、交流業務を他部署で引き継ぐ予定があるとのことであった。また、市長選挙が交流の

方向性に影響を与えることもあるとの指摘もあった。 

 

12.2. 大学間の交流 

中央アジア地域の大学と交流・連携している日本の主な大学は表 12.3のとおりである。調査

チームは、筑波大学、名古屋大学、和歌山大学にヒアリングを実施した。 

表 12.3：中央アジアの大学と交流・連携している日本の大学 
大学名 交流先・現地事務所 

筑波大学 2007 年にタシケント国立東洋学大学内にタシケントオフィス、2014 年にはカザフ国立大学

内にアルマティオフィスを設置した。これら事務所を通じてカザフスタン 6 校、ウズベキス

タン 4 校、キルギス 2 校、タジキスタン 1 校、トルクメニスタン 1 校と協定を結んでいる。 
名古屋大学 2005 年にタシケント国立法科大学内に日本法教育研究センターを設置し、2010 年には名古

屋大学だけではなく日本国内の大学のウズベキスタンにおける留学生関係活動を支援するウ

ズベキスタン事務所を設置している。この事務所の活動を通じてウズベキスタン 5 校、カザ

フスタン 2 校と交流協定を結んでいる。また、アジアサテライトキャンパス学院も設置し、

教育・法学・医学の博士課程のコースを提供している。 
和歌山大学 ウズベキスタン、カザフスタンの大学と交流しており、カザフ国際関係外国語大学、ウズベ

キスタンのブハラ国立大学、国立世界言語大学、タシケント国立経済大学、タシケント建築

土木大学、世界経済外交大学、シルクロード国際観光大学、シンガポール経営開発研究所タ

シケント校と協力関係にある。 
高崎経済大学 タシケント国立経済大学と提携関係を結んでいる。高崎経済大学には地域政策学部観光政策

学科、タシケント国立経済大学には Master’s Program (Tourism Specialty) や International 
Tourism Faculty が設置されており、観光分野での交流の可能性がある。 

出典：各大学のWebサイトから調査チームが作成 
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12.2.1. 筑波大学 

筑波大学は中央アジア地域 5 ヵ国全てに協定校を持っている。また、ウズベキスタンのタシ

ケント、カザフスタンのアルマティに現地事務所を設置し、筑波大学の非常勤コーディネー

ターという形で教員が在籍している。 

調査チームは、筑波大学の中央アジア地域における協定校や事業の取り組みついて「日本財

団 中央アジア・日本人材育成プロジェクト14（NipCA）」のプロジェクト教員にヒアリン

グを実施した。その内容は以下のとおりである。 

 

交流の経緯 

2000年以降、ロシア語研究分野で他大学と差別化を図るため、また筑波大学で地域研究を行

っていたことから「旧ソ連地域研究」を目的に掲げ交流活動を展開した。そのため、同大学

のロシア語教育は「旧ソ連圏を学ぶためのロシア語」である。さらに、「旧ソ連地域研究」

と「日本語・日本研究」の 2 つを柱とする教育・研究戦略を構想し、旧ソ連圏全域で大学間

交流協定のネットワークを確立するに至った。 

 

現地事務所 

筑波大学はウズベキスタン、カザフスタンに現地事務所を設けている。タシケントオフィス

は筑波大学初の中央アジア地域事務所である。タシケント国立東洋大学内に 2007 年に設置

した。タシケントを選んだ理由は、日本からの直行便があり、ウズベキスタンで日本語が人

気であること、ソ連時代の中央アジアの学術の中心地だったことによる。事務所設置にあた

り、名古屋大学と在ウズベキスタン日本大使館から協力を得た。 

アルマトイオフィスは、2014年にカザフ国立大学内に設置した。アルマティを選んだ理由は、

中央アジア地域における経済発展の主要地であり、近年同国の高等教育機関で教育制度改革

が進んだ結果、教育研究水準の高い欧米型の大学が急速に増加し、今後の学術的な発展が期

待されている都市であるためである。 

 

交流活動 

2019年度より、筑波大学は公益財団法人日本財団の助成を受け、中央アジア 5ヵ国およびア

 
14 詳細は NipCAプロジェクトのウェブサイトを参照。https://centralasia.jinsha.tsukuba.ac.jp/ 
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ゼルバイジャンを対象とするグローバル人材育成事業を実施している。これは、日本財団、

日本・中央アジア友好協会、筑波大学の三者が協力し、当該地域の SDGs の達成と社会の課

題解決に貢献できる人材を育成する事業である。本事業の中心は、国際公共政策分野および

公衆衛生学分野で学ぶ大学院修士課程のNipCAフェローの奨学金事業であり、入学金、授業

料、生活費の全てをカバーしている15。定員は毎年 10 名で、プロジェクト開始年の 2019 年

は計 125名の応募があった。現在、国際公共政策学位プログラムに 8名、公衆衛生学学位プ

ログラムに 2名が配分されている。フェローの出身は民間企業や中央省庁など様々である。 

日本の学生は学期の休みを利用してロシア語（現地語む含む）海外語学研修に参加する。ま

た、交換学生として、毎年 3名から 4名をカザフスタン、ウズベキスタン、キルギスなどの

協定大学に派遣している。現地研修については学生の経済負担を減らすため、渡航費用など

をプロジェクトで一部助成している。 

なお、NipCA プロジェクトの前身となる事業が、文部科学省の事業で、2014 年度から 2018

年度にかけて実施した。この事業は、大学が教育分野の海外ネットワークの基盤を構築し、

それを強化・発展させることが目的であった。筑波大学は「ロシア語圏諸国を対象とした産

業界で活躍できるマルチリンガル人材育成プログラム（Ge-NIS）」を実施した。主に、留学

や研修プログラム、授業などを通して語学能力、実務能力、グローバルリテラシーを身に着

ける内容であった。 

 

他大学・他機関との連携 

筑波大学は、北海道大学（幹事大学）、新潟大学とともに、2018年度に日本海外拠点連携推

進事業（ロシア・CIS）を実施機関として文部科学省から委託され、主に CIS 地域から日本

への留学生のリクルート事業を推進している。特に、ウズベキスタンでのリクルート活動を

名古屋大学と連携・協力して行っている。カザフスタンとキルギス共和国でのリクルート活

動については、現地の日本センターおよび在外公館との連携を図っている。 

 

12.2.2. 名古屋大学 

名古屋大学はウズベキスタン 5校と学術交流協定を結んでおり、カザフスタン 2校と部局間

協定を結んでいる。現地にはウズベキスタン事務所に加え、関連した 2 機関がある。調査チ

ームは名古屋大学の交流について名古屋大学教育推進部国際連携課にヒアリングを実施した。

 
15 NipCAフェローの採択者は大学院を受験し、合格後、筑波大学筑波大学大学院人文社会学研究群国際公共政策学位プログラ
ム、あるいは人間総合科学研究群公衆衛生学学位プログラムに入学する。前者は 1年半、後者は 2年で修士号を取得する。  
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その結果は以下のとおりである。 

 

交流の経緯 

2000年に名古屋大学法学研究科はウズベキスタン 3大学（タシケント国立法科大学、世界経

済外交大学、サマルカンド国立大学）と交流協定を締結した。同年から旧社会主義国の法整

備支援のため JICA の人材育成奨学計画の法律分野受入れを開始した。名古屋大学では旧ソ

連の法律を研究する講座があり、教員にロシア法（特に行政法）を専門分野とする教員やロ

シア語でのコミュニケーション可能な教員が在籍していたことが影響していた。ウズベキス

タンでの活動を始めた教員もロシアの行政法を学んでいた教員が多かった。 

2005年にはタシケント国立法科大学内に日本法支援センターを設立した。同センター卒業生

を名古屋大学の法研究科に受入れており、センターの設立はウズベキスタンの大学との交流

の転機になった。 

2015年に安倍前首相が中央アジア地域を訪問した際の首脳宣言をきっかけに、法学分野に加

えて工学分野の交流も図ることになった。そのため、工学研究科の教員がタシケント国立工

科大学に副学長として赴任している。2019年にはウズベキスタンのシャフカト・ミルジョエ

フ大統領が名古屋大学を訪問し、名誉博士号を授与された16。 

 

現地事務所等 

名古屋大学は現地にウズベキスタン事務所がある。文部科学省の国際化拠点整備事業（通称

グローバル 30）により設立し、現在は名古屋大学の予算で運営している。この事務所は名古

屋大学だけではなく、日本の大学とウズベキスタンの大学を繋ぐ窓口の役割を担っており、

ウズベキスタン側には日本留学を含む、日本全般の情報提供を行っている。 

日本法教育研究センター17は名古屋大学大学院法学研究科が設立し、アジア諸国の法・政治

について教育研究を行っている。これまで実務家や次世代の法律家を育てる教育者養成のた

め人材育成を行ってきた。センターはアジア 7 か国にあるが、ウズベキスタンは同センター

の中で最も歴史が古い。これまで 63名がセンターを修了し（2020年 10月時点）、そのうち

29名が名古屋大学大学院法学研究科修士課程に進学した。修了生は、ウズベキスタンの国家

機関や研究機関、民間企業で幅広く活躍している。ウズベキスタン現地には名古屋大学の 2

名の教員が駐在しており、1名は法律、1名は日本法を学ぶための日本語を教えている。 

 
16 その際、名古屋大学とウズベキスタンの大学の交流の目標として、毎年 15名の教員と 50名の学生交流が設定された。 
17 https://cjl.law.nagoya-u.ac.jp/ 
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名古屋大学アジアサテライトキャンパス学院18は博士号取得を目指すアジア諸国のキャリア

官僚に対し、博士課程プログラムを提供している。官僚間のネットワーク構築と研究活動を

進めている。2021年現時点でアジア 6ヵ国にサテライトキャンパスが設置され、ウズベキス

タンでの対象教育分野は教育、法学、医学である。講義は主に遠隔で行われ、年に１度は名

古屋大学に来日し講義を履修するカリキュラムである。しかし現在は COVID-19 の感染拡大

のため、来日しての講義の履修は中止している。 

 

交流活動 

名古屋大学は「学術交流」に重きを置いており、両国の学者間の自由な交流を重んじてきた。

ウズベキスタン事務所はウズベキスタンの大学に対する日本の大学の受入れ窓口となってお

り、日本の大学とウズベキスタンの大学のネットワーク構築も手伝っている。和歌山大学と

ウズベキスタン世界経済外交大学の協定も名古屋大学で支援した。また、日本・ウズベキス

タン学長会議幹事を務めている。中央アジア地域全体の日本語スピーチコンテストで名古屋

大学は後援を行っている。 

名古屋大学の学生がウズベキスタンの協定先大学に単位取得を目的とした長期の留学を行う

ことは少ないが、短期留学や研修による交流を促進している。 

 

他大学・他機関との連携 

筑波大学が文部科学省から委託を受けたウズベキスタンでの留学生受け入れ事業の実務面を

名古屋大学が支援している。 

 

12.2.3. 和歌山大学 

表 12.3に示すように、和歌山大学はウズベキスタン 7大学、カザフスタン１大学と交流協定

を結んでいる。調査チームが和歌山大学国際交流課にヒアリングした結果は以下のとおりで

ある。 

 

交流の経緯 

2016 年から 2017 年にかけて開発コンサルタント企業からウズベキスタンとの連携の提案を

受けたことをきっかけとして、和歌山大学の中央アジアとの交流が始まった。その後、副首

相（観光・スポーツ、文化マスコミ担当）兼観光・スポーツ相のアジス・アブドゥハキモフ

 
18 http://asci.nagoya-u.ac.jp/japan/ 
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氏との交流や、タシケントにて開催された日本・ウズベキスタン学長会議参加を通して、中

央アジア、特にウズベキスタンとの連携を深めた。 

 

交流活動 

和歌山大学のウズベキスタンの大学との交流の特徴は、「日本学」そして「観光学」の分野

を軸に学生間交流と共同研究活動を実施している点である。パンデミック下での取り組みと

してウズベキスタンの協定校との間で ICTを活用した学生間交流を開始した。協定校の大学

と協力し、両国の受講生が単位の取得が可能なCOIL型プログラム19を実施すべく準備を進め

ている。 

2020年には、日本語教育に関する国際シンポジウムを開催し、ウズベキスタンの提携大学か

ら教員が登壇するなど、研究者との交流も積極的に行っている。このシンポジウムには、ア

ブドゥハキモフ氏が開催の挨拶していること、世界 17ヵ国から約 200名近い視聴者が参加し

ていることからも、ウズベキスタンおよび世界的に注目されていると思われる。 

さらに、和歌山大学が例年開催している「留学生による日本語スピーチコンテスト」は、

2020年にはオンラインで開催され、協定校であるウズベキスタン世界経済外交大学とウズベ

キスタン国立世界言語大学からそれぞれ１名、日本語を学ぶ学生が登壇した。視聴者の参加

は 7ヵ国、約 100人であった。今後は、さらに、ICTを駆使し、日本語・日本文化を軸にし

た学生間の交換留学や短期留学を促進していく計画を立てている。 

和歌山大学は国家観光開発委員会（現在のMOTAS）と連携し、2020年 10月に日本語ガイド

などの観光産業関係者を対象としたオンライン講座「日本からみたウズベキスタン、ウズベ

キスタンからみた日本」（全 10 回）を実施し、ウズベキスタンの観光分野においても貢献

している。 

 

現地事務所 

和歌山大学は現地事務所を持っていないが、ウズベキスタンの提携大学の一つであるブハラ

国立大学内に「和歌山大学・ブハラ国立大学観光教育研究センター」を設置している。 

 

他大学・他機関との連携 

名古屋大学と適宜情報共有している。タシケントにある名古屋大学アジアサテライトキャン

 
19 COIL（Collaborative Online International Learning）型プログラムとは、オンラインによる国際的な双方向の教育プログラムで
ある。 
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パスが毎年開催している日本留学フェアに和歌山大学も参加している。大学以外では、駐日

ウズベキスタン大使館のイベントを通じたネットワーキングの機会がある。 

 

12.3. 民間連携 

中央アジア地域で民間連携事業を実施している企業のうち、調査チームは表 12.4に示す企業

にヒアリングを行った。インタビューの中で情報収集した、中央アジア地域との繋がり、事

業開始の経緯、また事業実施の課題を中心に整理する。 

 
表 12.4：インタビューを行った民間企業 

分野 対象国 企業名 
防災・災害対策 キルギス・タジキスタン 東京製綱株式会社 
農業 キルギス 株式会社若林商会 
職業訓練・産業育成  ウズベキスタン 株式会社 JTB 
環境・エネルギー モンゴル* 株式会社エクセルシア 
脚注：* 対象国は中央アジアではないが、調査チームが国内旅行会社へのヒアリングを行った際に同地域の課題の一つに自動
車等で移動する際のトイレの問題があるとの指摘を受けた。株式会社エクセルシアがモンゴルやボリビアでエコトイレに関す

る事業に取り組んでいることから、調査チームは同社をヒアリング対象に加えた。 
出典：調査チーム 
 

12.3.1. 東京製綱株式会社 

東京製綱はワイヤーロープを基幹とする製品と、その関連の材料技術、プロセス技術、エン

ジニアリング技術を提供する会社である。海外事業も展開しており、中央アジアではカザフ

スタン（Tokyo Rope Almaty LLP）、キルギス共和国（Tokyo Rope Construction and Mining 

Company LLC）に関係会社を持っている。同社は、2019年度の JICA民間連携事業の中で、

中央アジア地域を対象国とした 2案件が採択された。ヒアリングを実施した 2021年 5月の時

点では、これらの事業は契約手続き中だった。また、東京製綱はジョージアでも「道路防災

（落石対策）普及促進事業」を実施した経験を持っている20。 

「道路斜面防災にかかる普及・実証・ビジネス化事業」はキルギスを対象国としており、同

社はサンゴ北海道株式会社のサポートメンバーとして参加している。この事業は落石対策の

ための金属ネットをキルギスで生産・販売することが目的である。もう 1 件はタジキスタン

を対象国とした「道路の斜面災害を防止する施設の案件化調査」である。調査の実施を通じ

て、同社の 2 製品（ロックボックスとマイティ・ネット）の道路防災の有効性の実証とビジ

ネス化に繋げることを目的にしている。 

 

中央アジアとの繋がり 

 
20 https://www2.jica.go.jp/ja/priv_sme_partner/document/530/1502082_summary.pdf 



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
12. 自治体・大学及び民間企業等の連携 

 

1-163 

東京製綱は、カザフスタンとキルギスに加え、ロシアにも 2 ヵ所の拠点がある。ロシア及び

CIS諸国との最初の繋がりは、カザフスタンに駐在していた JICA専門員から同地域の落石対

策について相談があったことがきっかけだった。その後、中央アジアの人材を社員として採

用し、2014年に開催されたソチオリンピックに関連して道路防災に関わる中でビジネスが拡

大した。 

同社は現地事務所ではなく現地法人を設立しているが、その理由は、（1）現地政府から地

産地消の取り組みが望まれているため、また、（2）大規模な初期投資を必要とせず比較的

速やかに設立できるため、とのことであった。 

 

民間連携事業に至るまでの経緯 

キルギスの「道路斜面防災にかかる普及・実証・ビジネス化事業」は、ビシュケク－オシュ

道路の改修事業や雪崩対策を実施している関係者経由で民間連携事業の話があった。金属ネ

ットの使用は日本では主要な落石対策だが、中央アジアでも道路の落石対策として普及させ

たい。中央アジアの 5 か国はいずれも山岳地帯で、どの国でも道路防災の課題がある。また、

落石対策のみではマーケットが小さく、可能であれば放牧などに金網を使うことができない

か考えている。 

タジキスタンの調査は、他の技術協力プロジェクトで既に東京製綱の製品が使用されている

ことから、この調査をきっかけに製品の普及とビジネス化に展開していきたい。 

 

キルギス国内での道路防災のポテンシャル 

調査チームは 2021 年 7 月 14 日東京製綱のキルギス共和国子会社、Tokyo Rope Construction 

and Mining Company LLC（TRC）社にヒアリングを行った。TRC社は 2018年設立で、会社設

立の目的は、道路斜面防災対策の金網を設置する専門家を育てることとのことであった。キ

ルギス共和国内で 3 人を雇用し、ビシュケクの日本センターで日本語と日本のビジネスマナ

ーのトレーニングを 3ヶ月行い、その後日本で現場研修をさらに 3ヵ月実施し、フィリピン、

カザフスタン、スリランカの現場に派遣して OJTで技術を身につけている。 

民間連携事業の行われるビシュケク－オシュ道路では、1 地点の金網設置を計画している。

民間連携事業の枠外では、円借款事業でさらに多くの地点で金網の設置を予定している。 
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出典：TRC社説明資料 

図 12.1：道路斜面防災のための金網の設置箇所 
 

キルギス国内でビシュケク－オシュ道路以外に道路斜面防災のニーズが高いのは、ビシュケ

クからイシククル湖に向かうボーム渓谷周辺、とビシュケク南郊の Ala Archa 国立自然公園

とのことであった。 

 

中央アジアで事業を進める上での課題 

ヒアリングを実施した時点で 2 案件とも契約手続き中だったため、調査チームは東京製鋼の

担当者に広く中央アジア地域での経験を経て課題と感じる点を聞いた。東京製綱からは以下

の指摘があった。 

• キルギスでは現地の会社の経営基盤が脆弱であり、取引に際して会社の財務状況は開

示してもらえないことが多く、ライセンス契約等の点で不安が残る。そのため、ODA

案件を除いた民間の事業では代金回収の点で不安がある。また、キルギス共和国では

一般的に公共事業でも代金回収が難しく、利益が少ないため現地の会社は代金の支払

いに積極的な姿勢ではない。 

• タジキスタンは独立以降、国家大統領が交代せず継続して就任している状況で、事業

を行うにあたり地縁や人脈に配慮する必要がある。 

• 日本の会社が現地でビジネスを進める上で望む優遇措置（ビザの免除・簡素化、税務、

経済特区等）は中央アジア政府にはその最終的な効果（進出企業の増加等）が理解さ

れにくい。現地にとってはビジネス環境を整備していても日本の投資が進まないのは

何故か、と感じるようだ。一方で、マイクロファイナンスやフィンテックは同地域で

もグローバルな流れに乗っている。 
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12.3.2. 株式会社若林商会 

若林商会は西日本を中心に調味料を含む食品添加物を販売する専門商社である。甘味料の原

材料である甘草やステビアなどを扱っている。調査チームの実施したヒアリングには「エス

パルセット蜂蜜の商品化にかかる基礎調査」に参画した株式会社九十九も参加した。九十九

ではオンラインでエスパルセット蜂蜜を販売している21。 

 

キルギスとの繋がり 

若林商会は、従来は中国の新疆ウイグル自治区から甘草を輸入していた。しかし、同地域の

甘草資源が枯渇しつつあったため、新たな輸入国として中央アジアのカザフスタン、キルギ

ス共和国、タジキスタンを候補にし、最もビジネスの可能性が最も高いキルギス共和国を訪

問した。その際の日本語通訳が交流のきっかけである。この通訳者との関係は現在も続いて

おり、現在ではコンタクトパーソンとなっている。 

 

民間連携事業を提案した経緯 

日本国内の取引先より蜂蜜について問い合わせを受け、キルギス共和国で調査を行った。キ

ルギスのイシククル州などにはエスパルセット牧草が多く自生しており、エスパルセット蜂

蜜を生産している。エスパルセットの蜂蜜は蜂蜜特有のえぐみがなく、日本人には受け入れ

やすい味である。JICA にキルギスでの事業及び蜂蜜の輸出に関して相談した際に、民間連

携事業を教えてもらったことが民間連携事業に提案をしたきっかけである。 

キルギス共和国での調査を通じて食品衛生、品質管理の改善が必要だと考え、これらの課題

解決のために JICA 民間連携調査を利用した。販売方法やマーケティングについては独自で

取り組んだ。 

 

事業実施の課題 

キルギスでは品質よりも量を重視する傾向があり、品質の重要性と品質コントロールについ

て説明が必要であった。品質が高いものを生産することは買い手（本事業の場合日本の消費

者）も高いお金で買うことができると付加価値の重要性を説明する必要があった。 

日本の事業者と比較すると約束を守る意識が強くないため、取引をしていても約束の前に来

 
21 https://tsukumo-za.co.jp/product-esparcettehoney/ 
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客があると販売してしまうといったビジネス慣習によるすれ違いが見られた22。また、中央

アジア地域は乾燥した気候でカビに関する知識が少なかった。一方、出荷先である日本は湿

度が高いため、カビについて知識を共有する必要があった。 

 

  
九十九座 Web サイト（https://tsukumo-

za.co.jp/product-esparcettehoney/） 
エスパルセット蜂蜜の紹介（https://tsukumo-

za.co.jp/category/article/column/） 
 

 

12.3.3. 株式会社 JTB 

株式会社 JTBは、旅行業界では日本最大かつ世界有数の事業規模を有する企業で、近年は旅

行業で培ったノウハウによる地域活性化事業、ふるさと納税事業、法人向けソリューション

事業、ソーシャルビジネス、グローバル事業などを手がけ、業界の枠をこえた M&A や事業

投資も積極的に行うなど、全体の事業ドメインを旧来の総合旅行業から交流文化事業に転換

している。 

JTBは 2019年 8月から 2021年 6月にかけて、ウズベキスタンを対象に JICA民間連携事業

「観光開発における新価値創造サービス構築のための案件化調査（SDGs ビジネス支援型）」

を実施した。本事業ではウズベキスタンの政府関係者および観光産業従事者に対し、調査・

コンサルティングサービスの提供や観光教育を行うことで地域活性化につながる観光ビジネ

スを構築し、地域住民の雇用創出及び収入向上を目指すものであった。 

当初、JTB はウズベキスタンのブハラで DMO を設立し、地元地域に裨益するツアー形成を

想定していた。しかし、事業を進めていく中で DMO 設立以前に観光人材育成が課題だと認

識した。JTBでは本邦研修での経験、JTBの学校施設23や人材を活用し、観光省庁・事業者・

学生をターゲットとした教育や人材交流が可能という提案を行った。 

 

民間連携事業に至るまでの経緯 

 
22 中央アジアでは、ビジネス慣習はバザール的で、在庫や製品管理の考え方が日本と異なる。日本では取引先や顧客のために
赤字でも在庫を確保することがあるが、中央アジアでは所有している分を販売し、在庫は抱えない。 
23 JTBは「JTBトラベル＆ホテルカレッジ」を運営している。https://www.jtb-college.ac.jp/ 
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JTB は過去にパレスチナ、チュニジアで観光セクターの調査及びプロジェクトを実施したこ

とがあり、他プロジェクトの経験を本事業にも活かすことができると応募に至った。 

 

事業を実施する中で感じた課題 

最大の課題は、ウズベキスタンで今後事業を継続するための予算の獲得である。MOTAS に

よる観光人材育成のための予算の確保は難しく、大学、他国や国際機関の資金の活用を検討

している。加えて、JTB がプロジェクトからどのように収益を得ることができるかビジネス

モデルの構築も必要である。 

ウズベキスタンにはポテンシャルのある観光資源が数多く存在している。現地の人が自国の

観光資源に気がつくような機会づくりが必要である。本事業が観光開発に関連していること

から、調査チームは JTB に観光セクターの課題についてもヒアリングした。その結果を表 

12.5にまとめた。 

表 12.5：中央アジアの観光分野の課題 
課題項目 内容 

アクセス - 日本・ウズベキスタン間の航空便は直行便が少ない。 
- ウズベキスタン国内線の便数が少ないため国内移動に時間がかかる。 
- タシケントにおける国際線と国内線の乗り継ぎが不便である。 
- 冬期は天候不良による欠航、遅延が多い。 

観光インフラ - 地方部はトイレ事情の改善が必要である。 
- ホテル施設での Wi-Fi接続が不安定である。 

観光商品 - 首都タシュケントは整備され綺麗な都市だが、ブハラ・サマルカンドと比較す

ると見どころが少ない。 
- 観光シーズンのオン、オフ時の切り替えができていない。オフシーズンの有効

活用が望まれる。 
- 現地の食事は肉料理中心で油を多用するなど、日本人旅行客には受け入れにく

い側面がある。 
人材育成 - 観光産業従事者のホスピタリティ面は改善の余地がある。 
競合国 - 観光ディスティネーションとしての競合国はトルコである。エキゾチックなイ

メージ、美食など他国に向けて PR要素が多い。 
ビジネス慣習 - ウズベキスタンではビジネスの意思決定、コミュニケーションのスピードが速

く、意思決定に時間を要する日本企業とは慣習面で摺り合わせが必要である。 
日本市場への PR - 日本人にとって中央アジア 5ヵ国は馴染みの薄い国々であり、テレビなどのメ

ディアを通し訴求することが必要である。 
- 旅行博のみならず、文化や食事を紹介するイベントなど、各国の情報提供が必

要である。 
出典：調査チーム 
 

12.3.4. 株式会社エクセルシア 

株式会社エクセルシアはダイオキシンの分解技術を生かし、トイレ処理の除菌・脱臭を処理

剤だけで行う技術を確立した。携帯用トイレ、トイレ処理剤を始め、医療、介護や日常品な

ど生活環境商品を開発、販売している。2015 年度には JICA 民間連携事業「モンゴル国エコ

トイレ導入による衛生環境改善事業にかかる基礎調査」に採択され、調査を実施した。 
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エクセルシアは中央アジア地域での事業展開はしていないが、エコトイレ製品の概要、また

モンゴルでの基礎調査経験や他国での経験より通じて得た課題についてヒアリングした。 

 

 

 

エクセルシアの主要製品：ほっ！トイレ（左）、Mt. Fuji Toilet（右） 
エクセルシア社Web サイト https://www.excelsior-inc.com/products/ 

 

エクセルシアの主要な製品は、携帯用トイレ「ほっ！トイレ」と仮設トイレ「Mt. Fuji Toilet」

である。ほっ！トイレは、ポンチョも付属した携帯トイレで、女性でも抵抗なく使用できる。

他社の携帯トイレは使用後に排泄物に薬剤を振りかけるのに対し、エクセルシアの製品はあ

らかじめ容器の中にタブレット状薬剤を入れてあり排泄後の処理が簡単である。 

Mt. Fuji Toiletは薬剤によって排泄物を固形化し、悪臭の発生を防ぐ簡易トイレである。臭い

がなく、固形化した排泄物を捨てるだけである。バキュームカーは不要で手軽に設置できる。

2015年度のモンゴルでの実証実験では、モンゴルの夏場イベント「ナーダム」で 700人以上

が使用したが、悪臭は発生しなかった。また、冬季の夜間イベントも使用でき、温度変化に

強いことが実証できた。 

同社の製品の最大の特徴は、処理剤だけで排泄物の除菌・処理ができる点で、処理後の土も

農業や植栽などに活用可能である。ほっ！トイレ、Mt. Fuji Toiletのいずれも電気・水道が不

要であることから、山岳地帯や島嶼国での使用に適している。 

観光地の導入事例としては、日本国内では乗鞍高原と富士山五合目を挙げることができる。

山小屋では、既存の建屋をそのまま使うことができるのが強みである。海外の事例としては、

ボリビアのウユニ塩湖がある。ウユニ塩湖では新しいビジネスモデルを試行している。現地

のツアー会社と提携し、ツアーの価格に携帯用トイレを含めてもらっている。バスにテント

と便座を積み、休憩時に組み立てて使用している。トイレ 1個 2,000 円のうち、1,000 円を地
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元自治体に寄付し、周辺のキヌア農家の土づくりに活かしてもらう計画である。エクセルシ

アのツアー会社や周辺地域の農家との関係作りの経験は、他の観光開発プロジェクトでも参

考になる。 

また、エクセルシアは医療との連携に力を入れており、千葉大学医学部付属病院と共同研究

を行い、感染予防や院内感染防止に取り組んでいる。細菌学やウィルス学の専門家の監修の

もと、既存製品の改良を行っている。 

 

エコトイレ事業に関する課題 

中央アジアに輸出する場合、高い輸送コストが携帯トイレや薬剤の価格上昇につながるかも

しれないが、混載便で運ぶなど、輸送方法の工夫により費用が抑えられる可能性がある。コ

ストの問題は、観光地であれば有料トイレの設置も考えられる。 

トイレのメンテナンスも課題の一つである。乗鞍高原では観光協会がトイレのメンテナンス

を行っている。この作業のために観光協会からメインテナンスの従事者に少額の報酬を支払

っているが、コミュニティの力によって継続していると感じている。特に途上国では、メン

テナンスに金銭面のインセンティブを付加するという方法も必要ではないかとエクセルシア

では考えている。 
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13. 域内連携による観光開発・観光促進の事例分析 

本章は、国を跨った観光開発・観光促進の事例や日本国内の DMOの組織・活動・予算につい

て分析し、Part 2 の 2 章で検討する中央アジア 5 ヵ国の広域観光開発及び観光促進に生かす

ことのできる教訓を導き出す。 

13.1. 国を超えた観光開発・観光促進体制 

ここでは、世界の 6 つの観光開発・観光促進のプロジェクトや組織を扱う。それぞれのプロ

ジェクトや組織の位置は図 13.1に示すとおりである。 

 
出典：各プロジェクト・組織のWebサイトから調査チームが作成 

図 13.1：6つの観光開発・観光促進のプロジェクト・組織の位置 
 

13.1.1. Triple-P Tourism in SEE: Promotion, Policy, and Pilots  

バルカン半島及びその周辺地域の 13 ヵ国と、それらの国を支援する国・地域・国際機関は

Regional Cooperation Council（RCC）を形成している。RCCは 13ヵ国の地域協力を進め、将

来的には EUとの連携強化を進めることを目的とした組織である。 

RCCの主要プロジェクトの一つに、西バルカン半島 6ヵ国1に対する地域レベルの観光プロジ

ェクト「Triple-P Tourism in SEE: Promotion, Policy, and Pilots」があり、2018年 12月から 3年

のスケジュールで実施されている。このプロジェクトは EU が将来の加盟を目指す国を支援

 
1 アルバニア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、コソボ、モンテネグロ、北マケドニア、セルビア 
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（Instrument for Pre-Accession Assistance: IPA）するための予算を活用している2。 

プロジェクトは、西バルカン地域の持続的な観光開発と雇用の増加を目的としており、（1）

地域観光のバリューチェーンについて分析し、報告書にまとめる、（2）国を跨った文化観光・

冒険観光のルートを作り出し、国際観光客向けに売り出す、（3）地域レベルの観光開発を行

う上での障害を見つけ出し、その解決法を検討する、（4）パイロットプロジェクトの実施を

通じて、地元レベルの観光開発を促進するための方策を検討する、（5）地域の観光商品とブ

ランドを宣伝する体制を作り上げる、の 5つの活動を行っている。 

このプロジェクトの実施以前から RCC は産業に対する支援の中でも観光分野を重視してお

り、加盟国の政府や民間の代表、支援組織の代表を集めてテクニカルワーキンググループ

（SSE TEG）を組織していた。このプロジェクト実施にはこの SSE TEGが関わっていると考

えられる。SSE TEGは常勤の組織ではなく、必要に応じて組成される組織であると思われる。 

 
RCCの Triple-P Tourism in SEE: Promotion, Policy, and PilotsのWebサイト 

 

西バルカン 6 ヵ国の観光開発プロジェクトは、Part 2 に記載される広域観光開発戦略案の個

別の項目をパッケージ化したもののように見える。地域観光開発戦略の実施のために常態化

した組織や部署を設立するのではなく、プロジェクトベースの組織（SSE TEG）を組成する

ことは、中央アジアの地域観光開発の組織を考える上で参考になる。一方で、このようなプ

ロジェクトを実施するためには、EUのような強力な開発パートナーによる財政面の支援が必

要になることも示唆される。 

 

 
2 https://www.rcc.int/tourism 
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13.1.2. Central America Tourism Agency 

Central America Tourism Agency（CATA）3は、中央アメリカの 8ヵ国4の参加する地域観光機

関である。この 8ヵ国は地域の社会経済の統合を目的に中米統合機構（Sistema de la Integración 

Centroamericana: SICA）を構成しており、CATAは海外の観光客を中米に誘客するための官民

共同の組織で、SICAの観光部門を担う組織である。 

 

 

CATAのWebサイト 

 

CATAの組織 

 

CATA は観光商品の開発は行っておらず、民間主導で市場に投入された観光商品を国際市場

および中米地域の両方でプロモーションしている。CATAによるマルチデスティネーション・

ツーリズムの海外市場に対するプロモーションは、CATA 加盟国が自国観光地をプロモーシ

ョンする戦略を補完するものとなっている。 

CATA の最高意思決定機関は 8 カ国の観光大臣及び観光業の業界団体のトップで構成される

理事会（Board of Directors）で、その下に政府観光局のマーケティング・マネージャーと観光

 
3 https://www.visitcentroamerica.com/en/ 
4 ベリーズ、コスタリカ、 グアテマラ、ホンジュラス、ニカラグア、パナマ、ドミニカ共和国、エルサルバドル 
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業の業界団体の事務局長で構成されている委員会（Executive Committee）がある。CATAの事

務局スタッフは 4 人で、スペインのマドリードにデジタルマーケティングエージェントと法

律事務所に事務局業務の一部を外部委託している。法律事務所は、CATA のヨーロッパにお

ける本部としても機能している。 

中米の観光プロモーションは主にヨーロッパ市場を対象としていたため、設立当初には

CATAはマドリードを拠点としていた。しかし、運営コストが高いため、2015年に本部をエ

ルサルバドルに移した。CATAは、加盟国からの拠出金によって運営されているが、COVID-

19による経済危機のために拠出金が減額され、地域観光プロモーションを行うための事務局

の体制を最低限にしている。 

CATA は中米と歴史・文化の共通性のあるスペインと欧州地域における観光プロモーション

というユニークな視点を持って設立された。しかし、そのプロモーション活動と組織の維持

を加盟国からの拠出金だけに頼ることの難しさも示している。 

 

13.1.3. Caribbean Tourism Organization 

Caribbean Tourism Organization（CTO）はカリブ海地域の 26の国・地域が参加する地域観光機

関で、1989年に設立された。政府だけでなく、この地域にサービスや商品を提供する民間（法

人及び個人）もメンバーとなっている。 

 

 
CTOのWebサイト（https://www.onecaribbean.org） 

 

CTOは、カリブの人々の経済的・社会的利益につながる持続可能な観光の発展を目的として

おり、そのメンバーに観光活動を支援するサービスを、観光客に観光情報を提供している。

カリブ海地域は小国が多く、一国では十分に観光商品開発、観光マーケティング・プロモー

ション、観光に関する調査研究、人材育成を行うことができない。CTOは協力してこのよう
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な事業を行うことを目的としている。 

CTOの加盟国は、観光訪問者数の計算式に基づいた加盟費を支払うことで、各国間の財政負

担の公平性を確保している。加盟費では、スタッフの給与など、CTOの運営費が賄われてい

る。また、開発パートナー（Caribbean Development Bank、IDBの Compete Caribbean Partnership 

Facility5）がプロジェクトやサービスの費用を負担するなどの支援を行っている。 

CTO の最高意思決定機関は、観光大臣や観光長官レベルで構成される観光大臣会議である。

その下にある理事会は観光大臣会議が定めた方針に基づいて組織の活動とプログラムの全体

的な方向性を決定する責任を負っており、政府会員を代表する観光局長と、民間企業の会員

から構成されている。理事会の執行小委員会は理事会の経営委員会であり、理事会の開催の

間に CTO の業務のあらゆる面についての決定を行う。CTO の日常の業務は事務局によって

行われており、事務局長と 2 名の局長のもとに事務局長室、財政資源管理、人的資源開発、

調査・情報技術の 4つの部署があり、19名の常勤の職員が業務を行っている。 

CTOの加盟国は小国が多く、各国では観光開発やプロモーションを行う人的資本や資金が十

分に捻出できない。そのために協力して各国が資源を持ち寄る仕組みが合理的である。また、

観光客の入り込みに応じた資金負担を求めるなど、各国の観光セクターの発展状況にも配慮

している。このような事情や取り組みにより 30年以上持続的に組織を運営し、地域観光機関

として貢献することができていると考えられる。 

 

13.1.4. Organización del Mundo Maya 

Organización del Mundo Maya6は 1992年に設立され、マヤ文明の遺跡を持つ 5ヵ国7が加盟して

いる。（1）メキシコ南部の主な目的地や地域の他の国との間に様々なルートを創設する、（2）

各国間の観光ルートを強化するために、陸上交通を強化・改善する、（3）カンクンを起点に、

カリブ海沿岸からキンタナ・ロー州、ベリーズを経て、グアテマラ、ホンジュラスに至る海

上交通網を整備する、（4）地域内の新しい観光ルートや周遊ルートを作るために、交通機関

やインバウンド業者、デスティネーション・マネジメント・カンパニーとの間で商業協定を

推進する、の 4点を目的に行動してきた。 

 

 
5 IDB、イギリス政府、CDB、カナダ政府による民間セクター開発プログラム 
6 https://gomundomaya.com 
7 ベリーズ、エルサルバドル、グアテマラ、ホンジュラス、メキシコ 
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Organización del 
Mundo MayaのWeb
サイト 

 

写真による歴史文化資

源の紹介 

 

組織には、地域評議会（Regional Commission）、理事会（Board of Directors）、Executive Direction、

アドバイザリー委員会（Advisory Committee）、事務局（Permanent Technical Secretariats）の各

組織がある。各加盟国および協力者（民間企業、加盟を希望する国や国際機関）から資金を

得ており、これらの資金は、Executive Direction（2年ごとに持ち回り）が設置されている国の

観光管理機関（観光省など）が管理する。加盟国は、特定の予算割り当てのない活動につい

て、それぞれの国の金融・予算機関と必要な調整を行うと同時に、他の活動資金を探す役割

を負う。Executive Directionのホスト国は、その運営費とスタッフの給与・日当を負担するこ

とになっている。 

Organización del Mundo Mayaはマヤ文明遺跡や中米の観光地の間での国境を跨る観光ルート

形成を目的にしたもので、観光プロモーションよりも観光開発・資源管理に重点を置いてい

る。設立から 30年近く経過しているが活動を活発に続けており、加盟国が持ち回りで資金の

管理等を行う点でもユニークな組織である。中央アジア 5 ヵ国も共通した観光資源「シルク

ロード遺跡」を有しており、Organización del Mundo Mayaの組織や活動はシルクロード遺跡
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の活用や保全を考える際に参考になる。 

 

13.1.5. 南部アフリカ：SADCと RETOSA 

Regional Tourism Organization for Southern Africa（RETOSA）は、南部アフリカの地域協力の枠

組みである南部アフリカ開発共同体（SADC）の観光分野を担う地域観光機関として 2009年

に設立された。本部は南アフリカのヨハネスブルグに置き、15ヵ国8が加盟していた。 

RETOSAは、（1）「一つのデスティネーション・多様な局面」として南部アフリカ地域の観

光を PRする、（2）域内外からの観光客誘致、（3）地域コミュニティの経済活性化の原動力

としての持続可能な観光の促進、（4）地域の観光関連統計の収集および提供、（5）地域内の

観光関連サービスの質の整備を目的として活動していたが、加盟国からの拠出金を十分に受

けることができず、2016年に財政問題が発生し、清算手続きを行っている9。 

RETOSA の清算後は、SADC は事務局の Food, Agriculture and Natural Resources（FANR）

Directorate内に Tourism Coordinating Unit（TCU）を設置して南部アフリカの地域レベルの観

光開発を進めていく計画である。2019年にまとめられた SADC Tourism Programme 2020-2030

にはプロジェクトベースの活動は RETOSAの清算手続のみ記載されている。今後の南部アフ

リカの観光分野の地域協力は各国の観光セクターの分析と、各国共通の観光政策の作成に絞

られると思われる。 

RETOSAも CATAと同様に地域外からの観光客の誘致を中心とした活動を行っていたが、加

盟国からの拠出金を計画通りに受けることができず、活動が行き詰まってしまった。 

 

 
8 アンゴラ、ボツワナ、コンゴ民、タンザニア、ザンビア、レソト、マダガスカル、マラウィ、モーリシャス、モザンビー
ク、ナミビア、セーシェル、南アフリカ、スワジランド、ジンバブエの 15ヵ国。SADC加盟国はこれらの国にコモロを加えた
16ヵ国である。 
9 https://www.sadc.int/files/9715/8818/8701/SADC_Tousim_Programme_English.pdf 
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SADC Tourism Programme 2020-2030 

 

13.1.6. Pacific Tourism Organization 

太平洋観光機構（Pacific Tourism Organization; SPTO1011）はフィジーのスバに本部を置いてい

る。2020年 11月には 21ヵ国12の政府、200の民間組織・個人がメンバーとなっている。 

 

 
SPTOのWebサイト 

 

SPTOの主な活動は、（1）各国の観光セクターの情報、特に統計の取りまとめ、（2）メンバ

ー間の情報交換の窓口、（3）開発パートナーによる大洋州島嶼国を対象とした支援の窓口、

（4）大洋州地域の観光マーケティング・プロモーション、特にクルーズ観光のマーケティン

グ・プロモーションである。 

 
10 https://southpacificislands.travel 
11 Pacific Tourism Organizationは 2019年まで South Pacific Tourism Organizationという名称であった。そのため、略称は今でも
SPTOとなっている。 
12 米領サモア、クック諸島、FSM、フィジー、フランス領ポリネシア、キリバス、ナウル、マーシャル諸島、ニューカレドニ
ア、PNG、サモア、ソロモン諸島、東チモール、トケラウ、トンガ、ツバル、バヌアツ、ワリス＆フツナ、ラパ・ヌイ（イー
スター島）、中華人民共和国 
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SPTOの組織は、観光大臣評議会（Council of Ministers of Tourism）、理事会（Board of Directors）、

マネジメントの 3つの階層からなっている。観光大臣評議会は、SPTO加盟国の大臣またはそ

の権限を与えられた代表者で構成され、毎年開催される。評議会の主な責務は SPTO の活動

方針・計画と予算執行をモニタリングし、必要な勧告と指導を行うことである。また、SPTO

の活動のためにドナーからの資金を確保するために努力することも任務とされている。理事

会は、加盟国の政府からそれぞれ 1名と民間セクターから 3名の代表者で構成され、最低で

も年 2 回開催される。理事会の主な責務は、（1）年間予算の承認、（2）運営方針と戦略の

承認、（3）作業プログラムの監督、（4）財務・運営に関する運営規則、手続き、規則の見直

しとモニタリング、（5）経営陣が必要とする事項への助言である。 

取締役会によって任命された最高経営責任者（Chief Executive Officer; CEO）は、SPTOの日常

的な管理機能を遂行し、専門スタッフ、管理スタッフ、技術アドバイザーによって支えられ

ている。SPTOのマネジメント組織は、マーケティング、研究計画、持続的観光開発、ファイ

ナンス＆コーポレートサービスの 4つの部局からなっており、2020年 7月にはマネジメント

組織のスタッフは 15名であった。 

SPTOは 1994年に EUの支援によって設立された。SPTOの活動資金は、EUからのプロジェ

クト資金、加盟国からの拠出、民間メンバーからの拠出であった。しかし、2004年に EUの

プロジェクトの終了によって活動資金が不足することになり、新たに中国をメンバーに迎え

て資金支援を受けることになった。 

SPTOは太平洋のミクロネシア、ポリネシア、メラネシアをカバーする地域観光機関だが、地

域としての一体感を持つには少し広域すぎるように思われる。また、ポリネシアの島嶼国は

ニュージーランドとの 2 国間の関係が強いこと、ミクロネシアの主要観光国であるパラオが

正式なメンバーになっていないことも地域観光機関としての存在感を弱くさせている原因で

あると思われる。13.1.3節で取り上げた CTOと比べると、民間セクターの存在感もあまり大

きくないように見える。 

 

13.1.7. 中央アジア 5ヵ国の協力体制を考える上での教訓 

6つの地域観光組織の組織体制、活動、予算の分析から、中央アジア 5ヵ国の地域レベルの観

光開発の協力体制を考える上で教訓となる点は以下のとおりである。 

 

地域のまとまりの重要性 

地域レベルの観光開発協力が持続性を持つためには、地域がまとまりを持つ必要がある。中



中央アジア地域における観光開発分野に係る情報収集・確認調査 
ファイナルレポート 

 

1-180 

央アジア 5ヵ国の場合、Part 2の 1.1節に示した歴史・文化的背景や人々の意識から、本章に

挙げた事例の多くのケース以上の地域のまとまりを持っているものと思われる。13.1.4 節で

はマヤ文明の遺跡を活用した協力について記したが、中央アジア 5 ヵ国の場合はシルクロー

ド遺跡がそれに相当すると考えられる。 

 

加盟国の拠出金に頼る体制の問題 

加盟国の拠出金を主な財源にしている地域観光機関の中で、加盟国が計画通りの拠出金を支

出しないために徐々に活動の幅が狭まり、それによって加盟国が拠出金を出し渋るという例

が複数見られる。地域観光機関の組織の運営（Administration）に多くの予算を使っていたが、

財源が乏しくなってしまったので事務局の機能を縮小し、それによって計画されていた事業

ができなくなってしまったという事例も見られる。このような例は地域観光機関だけでなく、

世界の DMOの運営でも見られ、DMOの経営をめぐる研究・議論をフォローすることも有効

である。DMOについては DMO自身がある程度の収入を生み出す機能を持つ必要があるとい

う議論も見られる。 

 

民間部門の取り込み 

上述の議論にも関係するが、各国政府の観光担当組織のみで構成された地域観光機関は、組

織形態や運営のための財源の考え方が官僚的になりがちである。地域観光機関には民間部門

もメンバーだけでなく理事会、もしくは事務局に参加してもらい、民間部門のアイデアを生

かした活動の多角化や民間のニーズに応えるサービスを行うようにすることと、民間会員か

らのメンバーシップ・フィーの徴収や新たな財源確保のための活動に生かすことである。 

 

タスクフォースのような組織の有効性 

西バルカン 6ヵ国の Triple-P Tourismプロジェクトのように、最初から地域観光機関という組

織を作るのではなく、プロジェクトやアクションによってタスクフォースのような組織を作

り、加盟国の官民がメンバーとなる仕組みを作ることも有効と考えられる。中央アジア 5 ヵ

国ではウズベキスタンとカザフスタンを除くと政府観光組織の人的資源と財源にはかなり制

約があると思われ、タスクフォースベースで民間の代表も含めたグループが仮想的な組織を

構成するような取り組みが有効にかもしれない。西バルカン 6ヵ国の Triple-P Tourismプロジ

ェクトが今後どのように推移していくか注視する必要がある。 
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13.2. 日本の地方自治体を跨る DMOの分析 

13.2.1. 広域連携 DMOの分析 

本節では、日本において地方ブロックを一つの観光地域としてマーケティングやマネジメン

トを行う「広域連携 DMO」を、（1）組織体制、（2）活動内容、（3）予算の 3点に着目し

て整理する。日本では広域連携 DMO 以外にも地域連携 DMO と地域 DMO13が「観光地域づ

くり法人の登録制度に関するガイドライン」によって定義されている。 

2021年 11月現在観光庁の定めた「登録観光地域づくり法人（登録 DMO）」に登録されてい

る広域連携 DMOは表 13.1に示す 10組織である。 

表 13.1：日本の広域連携 DMOの一覧 
DMOの名称 マーケティング・マネジメントの対象区域（都道府県単位） 

北海道観光振興機構14 北海道 
東北観光推進機構 青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県、新潟県 
関東観光広域連携事業推進協議会 福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、山梨県、長野県 
中央日本総合観光機構 富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、

三重県、滋賀県 
関西観光本部 福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、

和歌山県、鳥取県、徳島県 
せとうち観光推進機構 兵庫県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県 
山陰インバウンド機構 鳥取県、島根県 
四国ツーリズム創造機構 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 
九州観光推進機構 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県 
沖縄観光コンベンションビューロー 沖縄県 
出典：観光庁Webサイトより調査チームにて編集 
 

組織体制 

広域連携 DMO 組織は一般社団法人、一般財団法人や公益社団法人の形式をとっている。職

員数は数十人規模が多く、自治体及び民間組織（商工・観光関連団体、交通事業団体や旅行

業者、宿泊業者や地域事業者）は、連携して事務局の職員を雇用するか、もしくはそれぞれ

の組織から出向させている。 

 

 
13 地域連携 DMOは複数の地方公共団体に跨がる区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネジメント等を行う
ことにより観光地域づくりを行う組織である。地域 DMOは原則として、基礎自治体である単独市町村の区域を観光地域とし
てマーケティングやマネジメント等を行うことにより観光地域づくりを行う組織を指す。 
14 観光庁Webサイト上の形成・確立計画によると、北海道観光振興機構と沖縄観光コンベンションビューローはそれぞれ地域
ブロックレベルの DMOではないが、北海道は地域の広がりから、また、沖縄県は島嶼県であることから財形的な面や地理的
な面から観光プロモーションを行うことが困難であると判断し、広域連携 DMOとして登録されている。 
https://www.mlit.go.jp/kankocho/page04_000078.html 
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脚注：※にて示した部門は、各組織の方針によって設置されるものである。 

出典：調査チーム 
図 13.2：広域連携 DMO組織の一般的な体制図 

 

広域連携 DMO の多くは、企業や個人の会員に対して何らかの還元事業を実施しており、例

えば、情報提供や広告宣伝、ビジネスマッチングや事業入札資格の付与といった内容が確認

できる。 

各 DMOとも総会、理事会と運営主体となる事務局を設置し、事務局はマーケティング部門、

市場開発や企画部門、広報部門、総務部門などから形成されている。DMOによっては、海外

インバウンド誘致部門や MICE 推進部門など、組織の観光誘致方針に応じた部門の設置も見

られる（図 13.2参照）。 

会員数は各組織に応じて違いがある。北海道観光振興機構や沖縄コンベンションビューロー

は会員数が多く、北海道観光振興機構は 587会員、沖縄コンベンションビューローは 626会

員であった。北海道、沖縄県ともに我が国においては主要観光地であり、会員数の多さから

も観光の地域経済に対する重要性が窺える。 

 

活動内容 

広域連携 DMOの典型的な活動は以下の 7つにまとめられる。表 13.2は広域連携 DMOの 7

つの活動の実施の有無である。 

• 観光戦略の提言・実施：都道府県が定めた観光戦略の推進、活動内容への提言。 

• 連携機能：国及び各自治体、民間企業や関連産業・団体と円滑に連携・調整する。 

• マーケティング：国内外の観光動態調査、外国人ジャーナリスト・ライターやインフル

エンサーを招いたインバウンド誘致のためのツアー体験、ブランド構築。 

• プロモーション：各種メディアを通した広報作業。国内外の旅行博や物産展へのブース
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出展や誘致。 

• 地域支援：観光インフラ整備、多言語対応、エリアマップ作成、ガイド教育支援。 

• 調査・研究：観光統計調査や大学や研究機関との連携。 

• 商品開発：ツアー造成、土産物や自治体・エリアブランド製品の開発。 

 
表 13.2：広域連携 DMOの活動項目一覧 

DMOの名称 観光戦略

推進 連携機能 マーケテ

ィング 
プロモー

ション 
地域 
支援 調査研究 商品開発 

北海道観光振興機構 〇 〇 〇 〇 〇  △支援 
東北観光推進機構 〇 〇  〇    
関東観光広域連携事業推進協議会 〇 〇  〇 〇 〇  
中央日本総合観光機構  〇 〇 〇 〇   
関西観光本部  〇 〇 〇 〇   
せとうち観光推進機構  〇 〇 〇 〇  〇 
山陰インバウンド機構  〇 〇 〇 〇  〇 
四国ツーリズム創造機構  〇 〇 〇 〇   
九州観光推進機構 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
沖縄観光コンベンションビューロー  〇  〇 〇   
出典：各組織Webサイト等公開資料より調査チームが作成。 
 

予算 

広域連携 DMO のうち、インターネット上で収支予算状況を確認できたものは 7 組織であっ

た。7組織の収入は補助金、会費、負担金、事業収益、寄付金や協賛金、雑収入、事業外収益

等から構成されていた。各組織によって費目の割合は異なるが、2020年度計算書または 2021

年度予算表に記された収入は、表 13.3のようにまとめることができる。 

表 13.3：広域連携 DMOの収入費目一覧 
広域連携 DMOの名称 国補 

助金 
都道府県

補助金 負担金 会費 事業 
収益 

寄付・

協賛金 雑収入 事業外

収益 
補助金

の割合 

北海道観光振興機構 ○ ◎ ○ ○ ○    96％ 

中央日本総合観光機構   ○ ◎ ○  ○  不明 

関西観光本部 ◎  ○ ○ ○ ○ ○  37％ 

せとうち観光推進機構 ○ ◎ ○    ○  31％ 

山陰インバウンド機構 ○ ◎ ○    ○  62％ 

九州観光推進機構  ◎ ○ ○   ○  67％ 

沖縄観光コンベンション

ビューロー  ○  ○ ◎ ○  ○ 2.8% 

脚注：◎は 1番の収入、○は 2番目以降の収入を指す。 
出典：各 DMOの 2020年度計算書または 2021年度予算表から調査チームが作成 
 

中央日本総合観光機構を除き、6 つの DMO 組織が国または都道府県から補助金を受けてい

た。3つの組織では補助金の占める割合が 6割以上であった。北海道観光振興機構は、公益事
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業の促進を目的としていることもあり、道補助金が 9 割を占めた。補助金の割合が不明また

は 1 割に満たない DMO は中央日本総合観光機構と沖縄コンベンションビューローである。

中央日本総合観光機構では会費が、沖縄観光コンベンションビューローは事業収益が最も割

合の多い収入項目だった。なお、沖縄コンベンションビューローの事業収益は、ブセナ海中

公園海中展望塔、旧海軍号司令部豪（海軍豪公園）の運営と施設管理が主であった。 

 

13.2.2. 特徴的な取り組みを行う DMOの事例 

日本のDMOの中で、特徴的な活動内容の取り組みが見られる 3つの組織についてまとめた。

それぞれの組織の所在地は図 13.3に示すとおりである。 

 
出典：調査チーム 

図 13.3：3つの DMOの所在地 
 

山陰インバウンド機構 

山陰インバウンド機構15では、個人旅行客の獲得を目的に、交通機関（ローカル電車や路線バ

スなどの二次交通）、観光施設、地域の飲食店や土産物店で利用できるクーポンや決済機能

を搭載したスマートフォンのアプリ「Visit San’in Tourist Pass」と「Discover Another Japan Pass」

を開発した。 

Visit San’in Tourist Passは島根県と鳥取県を対象に、Discover Another Japan Passではより広範

囲な岡山県、広島県、島根県、鳥取県、山口県を対象にしたサービスである。Discover Another 

Japan Passは、広島や関西エリアを訪れた海外個人旅行客を Another Japan」と位置付けた中国

地方にも訪問することを促すことを目的としている。 

 
15 https://www.sanin-tourism.com/ 
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表 13.4：Visit San’in Tourist Passと Discover Another Japan Pass 

ロゴ 

  
サービス名 Visit San’in Tourist Pass Discover Another Japan Pass 
対象エリア 島根県、鳥取県 岡山県、広島県、島根県、鳥取県、山口県 

コンセプト 
- 山陰観光MaaS 
- 山陰の主要観光施設を繋ぎ商品化する 
- 個人旅行客のデータ収集 

- 中国地方観光MaaS 
- 高付加価値コンテンツを繋ぎ商品化する 
- 個人旅行客のデータ収集 

ターゲット層 
- 山陰空港利用の外国人と周辺空港利用外
国人 

- 関西・広島エリア滞在の外国人 

- 関西・広島・岡山空港利用の中華系外国人 
- 関西・広島エリアに滞在する英語圏外国人 

出典：Apple store, Google Play, 山陰インバウンド機構Webサイト 
 

このように観光施設や二次交通などの利用の利便化を図りつつ、観光客のデータを収集でき

るサービスの取り組みは様々な DMO で見られる。例えば、鳥取中部観光推進機構は鳥取県

中部と岡山県北部を対象とする「鳥取 Chubuナビっと」を開発している。都道府県レベルで

は、熊本県（Visit Kuamamoto Tourist Pass）、長崎県（Visit Nagasaki Tourist Pass）、長野県

（NAGANO PASS）、民間企業では、瀬戸内（せとうち観光ナビ setowa）、沖縄（Re : sort＠

OKINAWA）などがある。 

 

京都府北部地域連携都市圏（海の京都 DMO16） 

京都府北部地域連携都市圏は、京都府北部地域の福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後

市、伊根町、与謝野町 7 市町により形成された地域連携 DMO である。京都は多くの人が世

界遺産に登録されている古都京都の文化財（清水寺、二条城、平等院等）を思い浮かべるが、

それら古都京都の文化財は京都市や宇治市など京都府南部に位置している。京都府は、2015

年に京都縦貫自動車道が開通したこと、また舞鶴港の多目的国際ターミナル（みずなぎ埠頭）

が 2010年に整備されたことから、同府内の北部地域へのアクセスが向上すると考え、「もう

ひとつの京都」として「海の京都」事業を実施してきた。 

海の京都 DMOでは 17の事業を掲げており、観光戦略の実施やマーケティング、プロモーシ

ョン、地域支援や商品開発に加えて、移住・定住に繋がる地域情報の共有・発信、また中長期

滞在者の誘致や受入れ体制の構築も行っている。 

 

 
16 https://www.kyotobythesea.com 



中央アジア地域における観光開発分野に係る情報収集・確認調査 
ファイナルレポート 

 

1-186 

 

海の京都 DMO Webサイト 
(https://www.uminokyoto.jp) 

 

遊び・体験アクティビティ

検索画面 

 

商品開発としては、滞在型・体験旅行商品の開発及び促進を目指しており、京都府南部地域

との差別化が見られる。海の京都Webサイトでは、遊び・体験でコンテンツページを設けて

おり、21のジャンル（アウトドア、クラフト・工芸等）と 8つのエリアで検索を行うことが

できる。 

 

田辺市熊野ツーリズムビューロー 

田辺市熊野ツーリズムビューロー17は、2005年の田辺市の合併に伴い、2006年 4月に田辺市

内の旧観光協会（田辺・龍神・大塔・中辺路町・熊野本宮）を構成団体として設立した、官民

共同の観光プロモーション団体である。2010年前後から様々な受賞歴を有しており、2018年

には日本観光庁長官賞、2019 年には日本観光大賞・DMO 推進特別賞と観光庁長官賞、2020

年にはふるさと開発大賞 2020年首相賞を受賞している。 

世界遺産に登録されている「熊野古道」をテーマに、国内外に向けた情報発信と観光客の受

 
17 https://www.tb-kumano.jp/en/ 
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け入れに取り組んでいる。ツーリズムビューローのWebサイトでは、熊野古道、体験活動や

宿泊施設、交通、食事の情報を提供すると同時に、これらの予約をすることができる18。 

この DMOの特徴ある取り組みは、スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラ市と 2010

年にお互いの巡礼地の共同プロモーションに係る協定を締結し、交流していることである。

また、熊野古道とサンティアゴ・デ・コンポステーラの両方の巡礼（二重巡礼）を達成した巡

礼者に対し、「二つの道の巡礼者」として登録し、Webサイトで紹介をしている19。 

 

 
二重巡礼Webサイト (https://www.spiritual-pilgrimages.com/ja/) 

 

この熊野古道とサンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼は、和歌山県とサンティアゴ・デ・

コンポステーラ市の上位自治体であるスペインのガリシア州が 1998 年に協力協定を結んだ

ことがきっかけになっている。また、田辺市も 2015年にサンティアゴ・デ・コンポステーラ

市との観光交流協定を結んだ。さらに、和歌山県と共に熊野古道の一部を構成する三重県も、

同じくサンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼道の一部を構成するスペインのバスク自治

州と 2019年 11月に「世界遺産の巡礼道を生かした協力・連携に関する覚書」を締結した。 

このように田辺市熊野ツーリズムビューローは規模の小さい DMO であるがその活動は世界

に広がっており、周辺の自治体にも影響を及ぼすレベルとなっている。 

 

 
18 田辺市熊野ツーリズムビューローの設立した地域密着型の旅行会社熊野トラベルのWebサイト（https://www.kumano-
travel.com/ja）に移動して予約をすることができる。 
19 https://dual-pilgrim.spiritual-pilgrimages.com/ 
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13.2.3. 中央アジア広域連携への適応可能性 

13.2.1節と 13.2.2節の日本の DMOの組織体制、活動内容、予算の分析を踏まえて中央アジア

の地域レベルの観光開発・観光振興に参考・教訓となる点について以下に述べる。 

官民連携の組織 

日本の DMO 組織は行政と民間による共同運営が一般的である。ウズベキスタンでは、今後

の観光開発の中で政府観光組織が民間の意見を聞きながら観光行政や観光開発を行うことが

課題であり、キルギス共和国では限られた中央政府や州政府の人的資源の克服が課題である。

日本の DMO の組織体制やその運営は、今後の中央アジアの観光開発・促進組織における官

民の協力に参考になる。 

 

活動内容 

日本では、広域連携、地域連携、地域の各レベルの DMOは、いずれの組織も観光マーケティ

ング・プロモーションや観光資源開発・管理を支援する取り組みを行っている。中央アジア

5ヵ国は、国レベルによる観光マーケティング・プロモーションを行うことはもちろん必要で

あるが、地域レベルで共通する観光資源の開発に合わせて、または国ごとでは足りない観光

商品を補完する目的で、「中央アジア」の地域レベルのマーケティング・プロモーションを

行うことが有効と考えられる。日本の広域連携 DMOや地域連携 DMOでも DMOごとにスロ

ーガンやロゴマークを作成しており20、これらの活動は中央アジア 5ヵ国が地域レベルでの観

光マーケティング・プロモーションを行う際にも参考にできる。 

 

 
Source: The Official Kyushu Travel Guide https://www.visit-kyushu.com/en/about-us/ 

図 13.4: 九州観光推進機構のスローガンとロゴ 
 

 
20 例えば九州観光推進機構では「感動がある。物語がある。九州」をキャッチフレーズにしており、ロゴマークもデザインし
ている。https://www.welcomekyushu.jp/kaiin/abouts/ 



Part 1: 中央アジアの観光セクターの概観 
13. 域内連携による観光開発・観光促進の事例分析 

 

1-189 

山陰インバウンド機構のデジタル周遊パスでは、交通情報・地域情報の提供提供と利便性の

向上という旅行客にとってのメリットと、旅行客の行動情報の収集という事業者側のメリッ

トについて述べた。このような観光のデジタル化の取り組みは、アプリ開発を含むサービス

の開発や運営維持には費用がかかるが、観光活動や周辺情報をわかりやすく Web サイトや

SNSで紹介することは着手しやすい。Webサイトや SNSの情報発信も、潜在的な観光客を含

めて訪問者とコミュニケーションをする状態を作り出すことが重要である。 

田辺市熊野ツーリズムビューローの例では、地元の視点に基づく観光商品の情報発信と予約

を組み合わせることと、巡礼というテーマからの情報発信やスペインとの連携について説明

した。中央アジア 5 ヵ国でも、地元の視点でシルクロード遺産、イスラムの文化財、仏教遺

跡、遊牧民文化などの商品開発をし、情報発信とビジネスを直接結びつける可能性がある。 

 

活動予算 

日本の広域連携 DMO は、国または都道府県からの補助金に大きく依存している。一方で、

会員からの会費や事業収益が収入の大部分を占める DMO の例も確認できた。今後、中央ア

ジアの地域観光機関の設立の可能性を探る上では、DMO自体が一定の事業収益を得るような

ケースを日本だけでなく、世界の事例に中からも見出し、参考にすることができる。 
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1. 観光開発のポテンシャルと課題 

1.1. 「中央アジア 5ヵ国」を対象とする広域観光開発の正当性 

ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタン、トルクメニスタン、タジキスタンの 5 カ

国には、トルコ系とペルシア系の人々が居住し、帝国や王朝を成立させ、この地域の歴史を

形成してきた。 

この地域は 1850年代から 1890年代の間にロシア帝国による征服・併合が進み、ロシア革命

後、1918年にロシア・ソビエト連邦社会主義共和国の一部として「トルキスタン自治ソビエ

ト社会主義共和国」が成立した。1924年にソヴィエト社会主義共和国連邦（ソ連）の民族共

和国境界画定により、ウズベク・ソヴィエト社会主義共和国、カラ・キルギズ自治州（後にキ

ルギス・ソビエト社会主義共和国に昇格）、カザフ自治ソビエト社会主義共和国、タジク自

治ソヴィエト社会主義共和国（ウズベク・ソヴィエト社会主義共和国の一部、後にタジク・

ソビエト社会主義共和国に昇格）、トルクメン・ソビエト社会主義共和国と、現在の 5 ヵ国

に結びつく国家が成立した1。つまり、1920年代までは明確な国境はなく、国民国家意識も醸

成されていなかった。国境を越えたこれら国々の人々の往来が盛んであるのは、このような

経緯によるものである。 

5ヵ国がソ連の一部を形成した歴史は約 70年続いた。この期間はこの 5つの国が 1つのまと

まりであると認知され、グループ化が進んだ時代であるとともに、現在のロシア連邦との結

びつきが強まった時代でもあった。一方で各共和国の国境はそれほど強固なものではなく、

人や物の往来は活発に行われていた。 

1990 年の各国の主権宣言と 1991 年の共和国独立宣言に伴い、各国のナショナリズムが高揚

し、国境を越える人や物の往来が難しくなるとともに、民族紛争が勃発した。しかし近年、

特に 2016年以降は再び人や物の往来が活発化し始め、それを促進する動きも見られるように

なった。 

このような歴史を持つ中央アジア 5 ヵ国は一つの地域として一体化した観光開発を促進する

ポテンシャルを持っている。一体化した観光開発を促進する理由としては、以下のような要

因を挙げることができる。 

5ヵ国は国を跨る観光資源を豊富に有している。例えば、Part 1の 4.1節に記したように複数

国に跨る世界遺産として「西天山」と「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」があり、

 
1 外務省 Web サイトの各国の一般事情の情報をもとに執筆。 
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世界遺産暫定リスト入りしている案件が 2件、無形文化遺産は 6件ある2。図 1.1と表 1.1、

表 1.2、表 1.3に示すように、世界遺産や世界遺産暫定リスト入り案件は、国境線近くに多数

分布している。 

 

 
脚注：CA-Ax, CA-Bxの遺産の内容については、Part 1の表 4.1、表 4.2参照。 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org) から調査チーム作成 

図 1.1：中央アジア複数国に跨る世界遺産・世界遺産暫定リスト 
 

表 1.1：中央アジア複数国に跨る世界遺産 
国名 名称 分類 登録年 

カザフスタン、キルギス、ウズ

ベキスタン CA-A1 西天山 自然遺産 2016 

カザフスタン、キルギス CA-A2シルクロード：長安－天山回廊の交易路網 文化遺産 2014 
出典：世界遺産センターWebサイト (http://whc.unesco.org) から調査チーム作成 
 

表 1.2：中央アジア複数国に跨る世界遺産暫定リスト 
国名 名称 分類 申請年 

カザフスタン、ウズベキスタ

ン、トルクメニスタン CA-B1 トゥラン低地の冷たい冬 自然遺産 2020 –
2021 

ウズベキスタン、タジキスタ

ン、トルクメニスタン 
CA-B2 シルクロード：ザラフシャンーカラクム
回廊 文化遺産 2021 

出典： 世界遺産暫定リスト (https://whc.unesco.org/en/tentativelists/) から調査チーム作成 

 
表 1.3：中央アジア複数国に跨る無形文化遺産リスト 

国名 名称 登録年 
カザフスタン、キルギス、ウズ CA-C1 ノウルーズ（イラン歴の元日） 2016 

 
2 Part 1 の表 4.1、表 4.2、表 4.3 
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国名 名称 登録年 
ベキスタン、タジキスタン、ト

ルクメニスタン他 

カザフスタン、キルギス他 CA-C2 フラットブレッドの製法と分かち合いの文化：ラヴァシ
ュ、カティルマ、ジュブカ，ユフカ 2016 

カザフスタン、キルギス他 CA-C3 伝統的な知的戦略ゲーム：トギズクマラク、トグズ・コ
ルグール、マンガラ／ギョチュルメ 2020 

カザフスタン、キルギス 
CA-C4 キルギスとカザフスタンのユルト（チュルク民族の移動
住居）製作の伝統的な知識と技能 2014 

CA-C5 アイティシュ／アイティス、即興芸術 2015 
!"#$%&'(&)$%&' *+,*-. /0/1234567 2008 
出典：無形文化遺産センターWebサイト（https://ich.unesco.org/en/lists）から調査チーム作成 

 

フェルガナ盆地とその周辺の山岳地帯は、ウズベキスタン、キルギス共和国、タジキスタン

の国境線が複雑に入り組んでおり、各国に複数の飛地がある。これは、盆地の定住民（ウズ

ベク人、サルト人、キプチャク人）と山岳部の半遊牧人が（キルギス人やタジク人）が入り組

んで居住・生活していたことと人為的に引かれた国境線によるもので、今でも国境を超えた

人の移動が多い。この地域にはさまざまな文化を持つ人々が居住しており、観光開発のポテ

ンシャルの高い地域である。この地域の観光ルート形成は必然的に国境を越えるものとなる。 

一方で、この 5 ヵ国は観光資源の点で補完の関係もある。ウズベキスタン、トルクメニスタ

ン、タジキスタン西部は定住民族が多く居住し、キルギス共和国、カザフスタン、タジキス

タン東部は遊牧民の多く居住する地域であった。前者は、多くの人が集まって居住して都市

を形成する適地であり、その結果、歴史・文化資源が豊富である。後者は、自然環境の厳しい

ところであるが、砂漠、山岳、湖沼などの美しい自然に恵まれた場所となっている。この結

果、ウズベキスタンの歴史・文化資源にキルギス共和国やカザフスタンの自然資源を組み合

わせる、もしくは、ウズベキスタンの定住及び都市文化にキルギス共和国やカザフスタンの

遊牧民文化を組み合わせるような補完性を見出すことができる。 

このような背景を持つ中央アジア地域に対して、日本も各国との 2 国間関係だけではなく、

5ヵ国を一体として関係し、協力する枠組みを備えている。日本政府及び 5ヵ国の政府は 2004

年 8月に「中央アジア＋日本」対話を立ち上げ、中央アジアの「開かれ、安定し、自立した」

発展を支え、地域協力の発展のための「触媒」として地域及び国際の平和と安定に寄与する

ことを目的とした外交を推進している。この中で観光分野は実践的な協力分野の一つとして

取り上げられ、2018 年 2 月、2020 年 1 月には観光分野の専門家会合が東京で開催された3。

また、Part 1の 10章で記したように、USAID、GIZ、EUの観光セクターへの支援も各国に対

するものと加えて 5ヵ国を一つの地域と捉えて実施しているものも見られる。 

 
3 https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_005688.html; https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_008286.html 
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2021年 6月から 7月に行われたウズベキスタンおよびキルギスにおける現地調査のインタビ

ューの中では、両国の官民で 5 ヵ国の協力による観光プロモーションや複数国を跨る観光ル

ートの形成が必要であるという意見を得た。ウズベキスタンの MOTASは中央アジア 5ヵ国

の観光セクターをリードする立場にあるという自負のもと、5 ヵ国の観光プロモーションの

ためのWebサイト構築の予算を準備し、活動を開始している。また、キルギス共和国は、観

光セクターの発展を促すために観光客を多く受け入れているウズベキスタンとの補完的な観

光開発が有効であると考えていた。両国の旅行会社も、それぞれの国と周辺国との観光ルー

トを形成することによって、観光商品の多様化を図ることができるという意見が聞かれた。

特にウズベキスタンでは、中央アジア 5 ヵ国の観光のライバル、もしくは観光開発の目標と

して、ジョージアを中心とするコーカサス 3 ヵ国を意識する声が複数の官民からあった。コ

ーカサス 3ヵ国はもともとシルクロード沿いである共通性に加え、中央アジア 5ヵ国と同様

にソ連時代にグループとして捉えられるようになったと思われる。 

以上のような背景から、中央アジア 5 ヵ国を一つのグループとして観光開発を促進すること

は、十分な根拠や正当性を持つものであると言える。 

 

1.2. ウズベキスタンの観光開発のポテンシャルと課題 

ウズベキスタンの観光セクターの強みは、その豊富な歴史文化遺産である。サマルカンド、

ブハラ、ヒヴァ、シャフリサブスの 4 つの世界文化遺産を擁し、それらを結ぶゴールデンル

ートは多くの観光客を惹きつけている。また、従来の歴史文化遺産観光に加え、観光活用可

能性の高い資源を豊富に有しており、観光商品の多様化の余地が十分にある。例えば、スキ

ー場や登山など自然の中で楽しむアクティビティ、アグロツーリズムなど農村における体験

型観光、アジアなど新しいマーケット開拓の余地がある巡礼観光などが挙げられる。さらに、

2018年の National Geographic Traveler Awardsの gastronomic tourism部門で 1位に選ばれる4な

ど、食文化も魅力的な観光資源となっている。豊富な観光資源以外にも、ミルジョエフ大統

領の下での観光査証の免除や投資の受入促進などの開放的な経済政策により、観光政策の改

革が進んでいることも観光セクターに好影響を与えている。 

一方、ウズベキスタンの主な弱みは、観光査証の免除により観光客が急増したことで、交通

手段や宿泊施設の予約が取りづらくなり、観光地も混雑に見舞われるなど、オーバーツーリ

ズムの弊害が生じたことである。COVID-19の流行が収束し観光客が戻ってきた際には、交通

機関や宿泊施設のキャパシティ不足が予想される。また、COVID-19収束後を見据え、近年急

 
4 National Geographic Traveler Awards 2018, National Geographic Russia https://nat-geo.ru/ng-club/podvedeny-itogi-golosovaniya-
national-geographic-traveler-awards-2018/ 
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ピッチで宿泊施設を増強しているのに対して人材の育成が質・量ともに追い付いておらず、

観光人材の大幅な不足が危惧されている。さらに、伝統的に政府機関の力が強く、観光地開

発や法整備に際し民間セクターの意見が十分に取り入れられにくい傾向がある。 

機会としては、UNWTOにおけるウズベキスタンのプレゼンスの向上、上海協力機構（SCO）

やトゥルク協議会5等、国際的な協力枠組みをウズベキスタンの観光開発と連携できる可能性

がある。 

脅威となるのは、アフガニスタンを含めた周辺諸国の治安状況悪化により地域イメージが低

下し、訪問客数に悪影響を及ぼすことである。 

ウズベキスタンの観光開発の状況を SWOT分析にまとめたものが表 1.4である。 

 
表 1.4：ウズベキスタンの観光セクターの SWOT分析 

Strengths Weaknesses 
- 豊かな歴史文化商品（世界遺産、食文化）、ゴー
ルデンルート 

- 歴史文化以外の豊富な観光資源（自然、農村、巡
礼、都市インフラ、等） 

- 開放的な経済政策（投資受入、ビザフリー） 
- 政府の改革（航空、宿泊施設） 
- 観光に関わる政府部門、民間部門の発展 

- 観光地、交通、宿泊施設の混雑 
- ポストコロナ期の交通サービス不足 
- 観光人材の不足（宿泊施設の急速な拡大に対して
供給が追い付かない可能性） 

- 観光地・都市開発による資源毀損 
- 観光関連産業の GDPに占める割合の低さ 
- 省庁間の限定的情報交換、官僚的組織 
- 政府と民間の限定的情報交換・調整不足 

Opportunities Threats 
- UNWTOの第 25回総会の開催など、中央アジアの
観光セクターを牽引していこうという姿勢 

- 国際的な協力枠組み（SCO、トゥルク評議会）へ
の積極的な参加 

- アフガニスタンの治安・安全 
- 周辺諸国の治安状況 
- イスラム原理主義者の流入による地域イメージ低
下と治安悪化 

出典：調査チーム作成 
 

1.2.1. ウズベキスタンの観光開発のポテンシャル 

観光セクターの組織体制 

2021年 4月に国家観光開発委員会と文化スポーツ省のスポーツ部局が統合され、MOTASが

発足した。MOTASには中央アジアにおける観光開発を牽引していこうという姿勢が見られ、

UNWTOで活発な活動を見せている。例えば、アブドゥハキモフ観光・スポーツ大臣が 2021

年 11月及び 12月に開催されたUNWTOの第 24回総会で副議長役割を果たしたことに加え、

第 25回 UNWTO総会の開催都市としてサマルカンドが選ばれた6。ホテルや観光ガイドなど

の民間セクターも発達しており、ウズベキスタンの観光業の発展、サービスの向上、情報発

信などに貢献するとともに、業界の健全な発展のためのロビー活動も行っている。 

 
5 トゥルク協議会については、Part 1 7.1.4 節及び 10.8 節参照。 
6 https://twitter.com/UNWTO/status/1466458213331652609 
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ウズベキスタンは CAREC、SCO、トゥルク評議会などの国際的な枠組みに積極的に参加して

おり、ウズベキスタン単独のみならず、他の加盟国と連携した広域の観光開発も推進しよう

としている。シルクロードをテーマとした広域観光ルートの開発や観光クラスター振興など

への取り組みを通じ、観光商品や市場の多様化が見込まれる。 

観光セクターの法制度 

1991年の独立後、ウズベキスタンにおいて観光産業は優先セクターの一つと位置付けられて

きた。2016年に大統領に就任したミルジョエフ大統領の下でも、引き続き投資や国際訪問者

の受け入れを進める開放的な経済政策が進められ、COVID-19 流行前は国際訪問者数の大幅

な伸びにつながった。具体的には、Part 1の 1.3節でも述べたように、観光の発展加速化、国

内観光の発展、観光査証免除、シルクロード観光国際大学の創設などの措置が取られている。 

観光施設・観光インフラ 

観光査証免除などの観光推進策により国際訪問者数が大幅に増加し、宿泊施設や交通機関の

キャパシティ不足が顕在化したが、これに対し、ウズベキスタン政府は対策を講じている。

例えば、Part 1の 5.1.2項で示すような宿泊施設や観光施設への投資に対する各種優遇制度や

補助制度を提供している。航空セクターでは、2018 年 11 月 27 日の大統領令第 5584 号「ウ

ズベキスタン共和国の民間航空の基礎的強化のための措置について」の公布以降改革が進ん

でいる。例えば、世界銀行の支援の下、国営ウズベキスタン航空とウズベキスタン空港の分

社化が実現し、中央アジア市場のリーダーを目指して収益源の拡大とコスト削減を通じた競

争力の強化を図っている7。 

観光資源・観光商品 

Part 1の 4.2節で述べたように、ウズベキスタンは 4つの世界文化遺産を擁し、9つの文化遺

産及び複合遺産が世界遺産暫定リストに登録されている、歴史文化資源の宝庫である。中で

も、サマルカンド、ブハラ、ヒヴァ、シャフリサブスの 4 つの世界文化遺産を結ぶゴールデ

ンルートは、世界中から観光客を惹きつけている。前述のように、近年はその食文化にも注

目が集まっており、2018年の National Geographic Traveler Awardsの gastronomic tourism部門

で 1 位を獲得している。シルクロードの要衝として栄え、現在も様々な民族が暮らす国なら

ではの多様な食文化が魅力で、現地調査では、週末に食事を目的にウズベキスタンを訪れる

ロシア人もいるとの情報も得た。さらに、サマルカンド州やフェルガナ州などのワイナリー

 
7 Uzbekistan’s Aviation reforms set Uzbek Airways on a sound pathway for becoming a market leader in the Central Asian region. (2019, 
February 27) International Finance Corporation https://pressroom.ifc.org/all/pages/PressDetail.aspx?ID=16119 
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では観光客の受け入れを進めている8。 

ウズベキスタンには、既に観光利用が進んでいる歴史文化遺産に加え、現時点では観光利用

が限定的であるものの潜在力を持った様々な観光資源がある。例えば、ユネスコの無形文化

遺産に登録されている音楽やダンス、工芸品などである。そのほか、ヨーロッパ市場で歴史

文化遺産観光との組み合わせとして需要のある、自然に親しむ体験（スキー、登山など）や、

農村やユルタキャンプでの滞在など、観光商品の多様化の余地がある。また、サマルカンド

郊外のイマーム・アリ・ブハリ廟及びテルメズの仏教遺跡をそれぞれ目的地とした、東南ア

ジアのイスラム教徒及び東アジアの仏教徒の巡礼観光にもポテンシャルがある。さらに、ソ

連崩壊から 30年がたち、タシケントの地下鉄駅や集合住宅、ホテルや博物館など、旧ソ連時

代の建築物にも注目が集まっている。 

 

1.2.2. ウズベキスタンの観光開発の課題 

観光セクターの組織体制 

ウズベキスタンでは伝統的に政府機関の力が強く、非政府組織であっても政府主導により設

立された「官製 NGO」が多い。Part 1の 9.1.1節で取り上げた Hotelier’s Associationや Guide 

Association のように近年民間主導による業界団体が設立されているが、現地調査では民間の

声が政府の施策に十分に反映されていないとの指摘があった。例えば、Hotelier’s Association

は独自のホテルの基準を作成しているが、それは国（ウズベキスタン基準局：UZSTANDARD）

が定める基準が現実に即していないからであり、行政と現場の間でのミスマッチが見られる。

観光セクターに関わる官民組織の調整や連携強化を行う枠組みが必要である。また、MOTAS

は観光商品の多様化を目指しているが、メディカルツーリズムや MICE のように官が率先し

て振興すべき分野と、アドベンチャーツーリズムやアグロツーリズムのように民間がノウハ

ウを持つ分野とを見極め、官民の活動が重複しないよう留意する必要がある。 

省庁間での連携も限定的である。例えば、MOTASはスポーツツーリズム、アグロ＆エスノツ

ーリズム、ユースツーリズムなど様々な切り口で観光商品の多様化を目指している一方で、

MIFTはMOTASの観光開発戦略は複雑だとし、宗教・巡礼ツアー、エコツアー＆アドベンチ

ャーツアー、メディカルツーリズムの 3 分野のみを重視するとしている。観光セクターへの

投資を促進するためには、統一の戦略の下、両省が足並みを揃えて誘致を行う必要がある。 

 
 

8 独立行政法人日本貿易振興機構「フェルガナ地方でニューツーリズムの基盤整備進む」

https://www.jetro.go.jp/biznews/2019/10/a43a1fd198dbcfb7.html （2021 年 10 月 5 日閲覧）。 
独立行政法人日本貿易振興機構「消費者の好みに対応、「ティムール大帝のワイン」へのこだわり守る」

https://www.jetro.go.jp/biznews/2019/12/d2a357ba11b172fb.html （2021 年 10 月 5 日閲覧）。 
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観光施設・観光インフラ 

ウズベキスタンでは、2018 年及び 2019 年に経験した宿泊施設の不足に対応するため、様々

な優遇措置や補助制度によりホテル建設を推進している。MOTAS によると、2018 年時点で

914軒（41,000ベッド）だったホテルが、2025年には 3,050軒（130,000ベッド）となる見通

しである9。一方で、ホテルの急増に人材育成が追い付いておらず、Hotelier’s Associationによ

ると、補助金目当てで建設したが、従業員が確保できずに稼働していないホテルも実際にあ

るという。ポストコロナ期を見据え、質・量ともに十分な人材の輩出が課題となる。加えて、

人材育成の場となる大学などの教育機関における教員確保の必要にも迫られている。 

観光客の交通需要に対して鉄道と航空の便数が少なく、特にビジネス利用も多いタシケント・

サマルカンド間は、COVID-19流行前の 2019年には急速な観光客の増加のために航空便や高

速鉄道のチケットが予約しづらい状況にあった10。ポストコロナ期は再び同様の事態になるこ

とが予想され、対策が求められる。航空輸送は現在改革が進んでいるため、今後は幹線鉄道

の整備、経営改善や民営化などの鉄道輸送の改革が視野に入ってくる。将来的には、自動車、

鉄道、航空のモード間競争による調和ある発展が望まれる。 

観光資源・観光商品 

Part 1 の 5.1.3 節で述べたように、MOTAS では海外からの民間投資により大規模な観光施設

開発や都市開発を進めようとしている。これは、1987年に制定された総合保養地整備法11（リ

ゾート法）を活用して全国に巨大なホテルやリゾートマンションなどが造られた日本のバブ

ル期を彷彿とさせるものである。当時開発された巨大なホテルやリゾートマンションなどは、

経営主体の行き詰まりや倒産が相次ぎ、日本全国に環境破壊と地域経済停滞の爪痕を残すこ

ととなった。ウズベキスタンは、日本で起こったようなリゾート開発に起因する環境破壊を

防止するとともに、自然環境に十分配慮した持続可能な開発を行う必要がある。また、現地

調査では歴史文化遺産が不適切な修復により台無しになっている例も見られた。例えば、サ

マルカンドのシャーヒ・ズィンダ廟群では、タイルが「修復」によって元の意匠から大幅に

改変された状態となり、その歴史文化的価値が著しく棄損されている状況が確認できた（図 

 
9 MOTAS の Investment Department 提供の資料による。 
10 詳細は Part 1 の 6.2 節参照。 
11 このリゾート法では、国民にゆとりある余暇を提供し、過疎化・自由化にゆれる地域の振興を図り、民間活力により内需を

拡大する、との理念が掲げられ、「良好な自然条件を有する土地を含む相当規模の地域」におけるリゾート施設の整備を目的と

した。そしてそのための条件整備として、（1）環境保全に関する規制措置の大幅緩和、（2）財政上の優遇措置、（3）道路や上

下水道などの公共施設の整備と国有林野の活用等がうたわれた。日本弁護士連合会「リゾート法の廃止と、持続可能なツーリ

ズムのための施策・法整備を求める決議」https://www.nichibenren.or.jp/document/civil_liberties/year/2004/2004_4.html（2021 年 10
月 7 日閲覧）。 
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1.2 参照）。歴史文化遺産を後世に伝えるため、その価値を損ねないよう詳細な調査を行い、

修復方針を検討した上で、慎重に修復作業を行うための技術の発展と普及が不可欠である。 

 

 
出典：調査チーム 
図 1.2：シャーヒ・ズィンダ廟の修復の様子 

その他 

ウズベキスタンの観光セクターは、COVID-19 流行前に急増した観光客受け入れのための対

応を最優先としており、観光振興を通じて地域開発を促進するという視点は弱い。他方、開

発パートナーは地域開発を目的としたプロジェクトを進めており、そのための手段の一つと

して観光振興に取り組んでいる。例えば、USAIDは地域の競争力強化、雇用創出、所得向上

を目的として Future Growth Initiative（FGI）というプロジェクトを実施し、観光、ICT、繊維

産業の振興を支援している。ウズベキスタンは「近年、都市と地方の格差が拡大しつつあり、

格差解消を目指した取組が必要となっており12」、観光振興が当該課題を解決するための一助

になり得る。 

Part 1の 3.1項で述べたように、ウズベキスタンの観光の GDPに対するシェアは 2019年時点

で 5.2%であり、キルギス共和国（9.6%）やジョージア（26.7%）と比べると低い水準である。

また、産業別の比較では、2019年に 27.3%を占める農林水産業や 20.9%を占める製造業13のよ

うな基幹産業と比較して、同国経済に対する影響力は限定的である。 

 

1.3. キルギス共和国の観光開発のポテンシャルと課題 

キルギス共和国の観光セクターの強みは、自然資源を活かした観光商品が豊富なことである。

「中央アジアの真珠」とも称されるイシククル湖が最重要の観光地で、北岸は湖水浴客で賑

 
12 外務省「国別開発協力方針 別紙 対ウズベキスタン共和国 事業展開計画 2019 年 4 月現在」 
13 United Nations Statistics Division. (n.d.). Country Profile - Retrieved October 7, 2021, from 
https://unstats.un.org/unsd/snaama/countryprofile 
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わう避暑地であり、南岸にはユルタ14や鷹狩りなど遊牧民文化を体験できる場所が点在してい

る。天山山脈やパミールの山々における登山やトレッキングも同国ならではの体験である。

さらに、民間の協会が独自に山岳ガイドの育成や格付け及びツアーガイドの認定を行うなど、

民間セクターが観光業の発展に大きな役割を果たしている。世界遊牧民競技大会を 3 回成功

裏に開催し、キルギス共和国に対する遊牧民文化のイメージが形成されつつあることも同国

に有利に働いている。従来、歴史文化遺産を目当てに同国を訪れる人は限定的であったが、

JICAによってチュイ州の 3か所の世界文化遺産を軸とした地域開発・観光促進プロジェクト

の実施が予定されるなど、文化資源の活用促進も期待されている。 

一方、キルギス共和国では、観光が中長期の国家開発戦略「National Development Strategy of 

the Kyrgyz Republic for 2018-2040」で優先開発セクターに位置付けられているにも関わらず、

観光に関する法令の発出はほとんど見られず、優先度が高いとは言えない状況である。観光

省が設立されていないという点からも、その事実は裏付けられる。また、観光セクターを国

家経済の基幹分野として振興するという視点も弱い。また、観光局全体の職員数が 9 人のみ

であり、活動予算も開発パートナーの支援に頼らざるを得ない点も大きな弱みである。さら

に、観光開発が進むにつれ、湖の水質悪化や廃棄物の増加などの環境問題が顕在化している。 

機会として、Part 1の 1.2節で述べたように、CARECによる ABEC地域の観光開発計画の存

在が挙げられる。Silk Road及び Silk Road Bypassと呼ばれる観光ルートとアドベンチャー・

自然、ウェルネス・スパ、ウィンタースポーツ、レクリエーション、文化、MICEなどの特徴

を持った観光クラスターの形成が期待されている。 

 
表 1.5：キルギス共和国の観光セクターの SWOT分析 

Strengths Weaknesses 
- 自然資源を生かした観光商品（イシククル湖北
岸、南岸、登山・トレッキング） 

- 遊牧民文化（Nomad Culture）ブランド構築可能性 
- 歴史資源の活用（世界遺産サイト、Tash Rabat） 
- ビシュケクと周辺の観光資源 
- 南部の観光資源（Osh及び Jalal Abad、CBTサイ
ト） 

- 民主的な社会・政治（社会が欧米の流行に敏感） 
- 民間セクターの発展 

- 経済開発における観光開発の優先度の低さ 
- 限定的な政府機関資源（人員、資金） 
- 人材育成機関不足（施設、教員） 
- 冬季の観光商品の不足 
- 観光開発と環境保全へのパランスの確保（水質、
廃棄物、生物多様性の毀損） 

Opportunities Threats 
- CAREC等による域内アクセス改善のための道路整
備計画 

- 周辺国との紛争（タジキスタン）、国際問題（新
疆ウイグル自治区） 

- 周辺諸国の治安状況 
- イスラム原理主義者の流入による地域イメージ低
下と治安悪化 

出典：調査チーム作成 
 

 
14 ユルタはテュルク系遊牧民のカザフ人やキルギス人の使用する伝統的なフェルト製移動式住居である。ほぼ同じものがモン

ゴルではゲル、中国ではパオと言われている。 



Part 2: 中央アジアの観光開発の方向性 
1. 観光開発のポテンシャルと課題 

 

2-11 

脅威としては、キルギス共和国南部においてウズベキスタン及びタジキスタンとの国境線が

複雑に入り組んでいることに加え、両国の飛び地が存在することから、国境を巡る紛争が度々

発生していることが挙げられる。加えて、新疆ウイグル自治区やアフガニスタンの情勢も、

キルギス共和国を含む中央アジアのイメージや治安に悪影響を与える恐れがある。 

キルギス共和国の観光開発の状況を SWOT分析にまとめたものが表 1.5である。 

 

1.3.1. キルギス共和国の観光開発のポテンシャル 

観光資源・観光商品 

世界遊牧民競技大会を 3 回成功裏に開催したことから、キルギス共和国に対する遊牧民文化

のイメージが形成されつつある。イシククル湖南岸では、観光客はユルタキャンプでの宿泊、

馬乳酒の試飲、鷹狩り、騎馬ゲームなどの遊牧民文化が体験できる。従来の山や湖などの自

然資源に加え、遊牧民文化体験を融合させたプロモーションを展開することにより、市場を

広げられる可能性がある。 

山岳国であるキルギス共和国は、山や湖などの豊かな自然に恵まれている。そして、湖水浴

や登山、トレッキング、乗馬など、自然資源を活かしたアクティビティが豊富に揃っている。

従来は冬季に楽しめるアクティビティに乏しかったが、近年は開発パートナーの支援により

ウィンターツーリズム用観光商品開発に取り組んでおり、閑散期の短縮化が期待される。 

上述のとおり、キルギス共和国の豊かな自然を求めて訪れる観光客が多い一方で、歴史文化

遺産を目当てに訪れる人は現状では限定的である。しかし、JICAによってチュイ州の 3か所

の世界文化遺産（ブラナの塔とバラサグン遺跡、アク・ベシム遺跡、クラスナヤレーチカ遺

跡）を軸とした地域開発・観光促進プロジェクトの実施が予定されるなど、文化資源の活用

促進が図られている。また、世界遺産暫定リストに登録されているタシュラバットは往時の

面影を残す 15世紀の隊商宿の遺跡であり、現地ツアーオペレーターへのヒアリングでは、歴

史的価値の高さと立地条件の良さから人気が高まっているとのことだった。 

一般的に、キルギス共和国を訪れる観光客は、首都ビシュケクに滞在することは少なく、到

着後すぐにイシククル湖や天山山脈など地方の観光地に向かう。しかし、近年ではビシュケ

ク市内に点在する旧ソ連時代の建築に対する関心が高まっている。また、ビシュケク郊外の

アラ・アルチャ国立公園などは外国人観光客の訪問は限定的であるが、現地ツアーオペレー

ターが同国立公園周辺の観光開発の構想を持っていることが分かった。ビシュケクに滞在す

るビジネス客が、遠方まで出かけなくとも近郊で気軽に自然に触れられるようになれば、ビ

シュケクの都市としての魅力と観光収入の向上が期待できる。 
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現地旅行会社へのヒアリングによると、近年キルギス共和国南部の人気が高まっており、キ

ルギス第二の都市のオシュ周辺やフェルガナ盆地に隣接するジャララバード、カラ・ハン朝

の古都オズゲンなどを訪れる人が増えている。ウズベキスタンと組み合わせたコースも多い。

このエリアでは 2010年のキルギス騒乱など、キルギス人とウズベク人の民族衝突が度々起こ

っているが、その要因の一つが同国南部の経済的停滞であり、住民の生計向上を目指して観

光開発を含む民間セクター振興のプロジェクトが、HELVETASなどの開発パートナーにより

行われている。現在でも世界文化遺産であるオシュの「聖なる山スライマン＝トー」を擁す

る同地域だが、今後、観光商品の開発が更に進むことが予想される。日本人観光客、特にグ

ループツアーでの渡航は難しい15が、観光振興が社会経済的安定に寄与しうるエリアである。 

観光サービス・観光人材育成 

キルギス共和国では民間の旅行会社や協会が、事業者の利益を守りつつ観光業を発展させる

ために活発に活動している。例えば、登山やトレッキングが盛んな同国では、質の高い山岳

ガイドのニーズが高く、これに応えるかたちで KMGAが山岳ガイドの育成や格付けを行って

いる。ツアーガイドも同様に、ツアーオペレーターの協会である KATOが認定制度を設けて

いる。CBTの統括組織である KCBTAは、独自の基準でゲストハウスやユルタキャンプを格

付けしている。 

その他 

キルギス共和国の観光開発プログラム（Program of the Government of the Kyrgyz Republic of 

development of the sphere of tourism for 2019-2023）では、地域を観光開発の中心に据えるべき

だと謳っており、つまり、観光開発を地域開発の手段として位置付けている。DOTへのヒア

リングの際も、観光振興を通じた地域開発は大きなテーマであるとの認識が示された。今後

はインバウンドのみならず国内観光振興にも取り組む必要があるなかで、アグロツーリズム

や伝統工芸などの体験型のユニークな観光商品を造成していく際に、各地域が持つ資源やノ

ウハウを活用できる。民間でも、地域密着型の CBT が全国的に発達している。このように、

キルギス共和国は、大規模投資に過度に依存せず、自然環境や伝統文化に配慮した持続可能

な観光開発を推進するという方向性が官民ともに一致しており、観光開発の意義が官民で共

有されていると言える。 

現地のヒアリングでは、キルギスで OVOP（One Village One Products）プロジェクトが成功し

 
15 外務省の海外安全情報によると、バトケン州内のウズベキスタンとタジキスタンの飛び地及び同州のウズベキスタンとタジ

キスタンとの国境地帯、オシュ州とジャララバード州のウズベキスタンとの国境地帯の危険度は「レベル 3：渡航は止めてく

ださい。（渡航中止勧告）」、上記を除く 3州の危険度は「レベル 2：不要不急の渡航は止めてください。」にそれぞれ分類され

ている 。 
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ている要因の一つとして、キルギス人が海外旅行に出かけるようになり、ニューヨークで流

行るものが、半年後にはキルギスで流行るようになったことが挙げられるという声が聞あっ

た。つまり、ビシュケクの富裕層が欲しいものとニューヨーカーが欲しいものが一致すると

いうことであり、海外のトレンドを取り入れることによって、インバウンドマーケット及び

国内富裕層マーケットの両方に訴求できる可能性がある。 

 

1.3.2. キルギス共和国の観光開発の課題 

観光セクターの組織体制 

DOTの業務は、観光開発戦略の策定・実施、プロモーションWebサイトの構築運営、海外の

旅行博への直接・間接の参加など多岐にわたるが、DOT 全体の職員数は 9 人と少数である。

マーケティングを専任で行う職員はおらず、観光統計や観光客の入国後の行動についても把

握できていない。DOTは 2021年 7月現在、2030年までの観光開発プログラムの策定中であ

ったが、人的資源の不足もあり、開発パートナーに策定支援の依頼を考えているとのことで

あった。予算面では、プロモーション用の印刷物を作成する DOT独自の予算はない。開発パ

ートナーのプロジェクトの一環として作成することができる場合にプロモーション用の印刷

物を作成している。また、旅行博には政府予算に余裕がある場合は参加するが、ない場合は

開発パートナーの予算で参加するなど、その活動が人的及び資金的に開発パートナー頼みと

なっている。 

資源が不足しているのは、教育機関も同様である。ビシュケク国立大学へのヒアリングでは、

国から配分される予算はなく、学費の 8割が教員の給与に充てられているとのことであった。

そのためか、学内のレストランやホテルの実習室は、本物さながらに造られているシルクロ

ード国際観光大学のそれと比較すると著しく見劣りするものであった。また、日本の大学と

連携し、キルギス共和国のサマースクールに日本の学生を招く、教授を日本の大学に派遣し

て教授法を学ぶなどの交流をしたいが、大学側の予算で行うのは難しいため、開発パートナ

ーに支援してもらいたいとの希望が示された。 

観光インフラ 

WEFの TTCIにおけるキルギス共和国の総合順位は 140か国中 110位と低く、中でも環境の

持続可能性の分野では 123位と特に評価が低くなっている16。現地ヒアリングでは、汚水や廃

棄物処理への問題提起が目立った。例えば、現地の CBT関係者によると、イシククル湖では

 
16 World Economic Forum. (2019). Travel & Tourism Competitiveness Report 2019. 
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汚水を処理せずに湖に流しているサナトリウムやリゾートがあり、ビシュケクやナリン州で

も汚水処理問題が生じている。また、イシククル州政府によると、汚水処理施設の整備は市

政府の管轄になるが、全般的に不足しているとのことであった。ごみ問題も顕在化しつつあ

り、民間では各協会が観光地のごみ拾いやごみ問題への意識啓発などを行っている。そして、

ごみが分別されずに埋め立て処理されている現状を問題視し、行政に対してごみ処理場やリ

サイクル施設の建設を要望する声が多く聞かれた。DOTもこの状況を認識しており、SCOの

会議でごみのリサイクル施設の建設を提案したとのことであった。 

観光資源・観光商品 

観光市場において季節変動は中央アジア 5 ヵ国共通の課題であり、キルギス共和国もその例

外ではない。HELVETASへのヒアリングでは、夏に 130人いるカラコルのツアーガイドのう

ち、冬季も仕事があるガイドは 5 人だけだったという。係る状況及び他の開発パートナーが

冬季の観光振興に対する支援を行っていなかったことから、HELVETASは Sustainable Winter 

Tourism Development Projectを 2019年からビシュケク及びイシククル州で実施し、冬季の観

光振興を支援している。スキーやスノーボードツアーなど冬季の観光商品を開発するために

は、一定レベル以上の技能を持ち、安全に関する訓練を受けたインストラクターの存在が不

可欠だが、国内にはそのような人材が不足している。そのほか、雪上での乗馬や鷹狩り体験

など、スキー以外の冬季観光商品の多様化も必要である。 

その他 

キルギス共和国では、観光が中長期の国家開発戦略「National Development Strategy of the Kyrgyz 

Republic for 2018-2040」で優先開発セクターに位置付けられているにも関わらず、観光に関す

る法令の発出はほとんど見られず、優先度が高いとは言えない状況である。観光セクターを

国家経済の基幹分野として振興するという視点も弱い。DOTの人的及び資金的資源が不足し

ているのも、このことが要因と思われる。実際、WEFの TTCIにおいて、観光の優先度の分

野ではキルギス共和国は 140か国中 110位と低い評価を受けている。 

キルギス共和国南部のオシュ、ジャララバード、バトケンの 3 州は、フェルガナ盆地でウズ

ベキスタン及びタジキスタンと複雑に国境を接し、バトケン州内には近隣国の飛び地が、ウ

ズベキスタン領内にもキルギス共和国の飛び地がそれぞれ存在する。また、バトケン州内で

タジキスタンのソグド州と国境を接する地域では国境が複雑にひかれ、国境が未画定の地域

も多い。複雑な領土の境界に位置する村落では、タジク側住民と未確定である土地や水資源
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を巡る対立が歴史的に存在し、常に衝突リスクと隣り合わせである17。直近では 2021年 3月

に国境地帯の水資源を巡り、キルギスとタジクの両軍が衝突している18。一方、中国政府によ

る新疆ウイグル自治区のイスラム教徒の少数民族に対する弾圧は、イスラム教徒を多く抱え

る中央アジア諸国にとって複雑な問題となっている。現地のヒアリングでも、中国からの観

光客が来なくなったという声が聞かれた。 

 

1.4. カザフスタンの観光開発のポテンシャルと課題 

カザフスタンの観光開発戦略である「State Program for the Development of the Tourism Industry 

of the Republic of Kazakhstan for 2019-2025」は、2025年を目標としたカザフスタン国家戦略開

発計画及び 2050年を目標としたカザフスタンの長期開発における戦略方向性に則って、産業

の多様化に向けた重点エリアとして策定された。2025 年に GDP に占める観光セクターの割

合を 8%までに引き上げることを目標とし、観光産業の課題として、（1）観光資源開発、（2）

観光地への交通アクセス整備、（3）観光商品・サービスの量及び質の改善、（4）良好な観光

環境構築、（5）観光産業への投資促進、（6）国家観光ブランドのマーケティング・プロモー

ションの効率性向上、（7）観光産業の管理改善の 7項目を挙げている。 

カザフスタンの 2019年の国際訪問客数は約 850万人で、中央アジア 5カ国の中でキルギス共

和国と並んで多くの訪問客を受け入れている。その大きな特徴は、ビジネス目的の訪問者数

が観光目的よりもはるかに多いことである。2019年は、ビジネス目的の訪問者数が 145万人

に対して、観光目的は 7.6 万人であった。UNWTO の統計によると（Part1 の 2.3 節参照）、

2019年に国内宿泊客 670万人（推計）、アウトバウンド約 1,000万人となっており、アウト

バウンドが大きいこともカザフスタンの観光動向の特徴であり、主な訪問先はロシア連邦と

キルギス共和国となっている。他方、2019 年版の TTCI によると、カザフスタンのランキン

グは 80位、キルギス共和国は 110位で、14分野の pillarの内、「国際的開放性（International 

Openness）」以外はすべて、カザフスタンがキルギス共和国より上位につけているが、カザフ

人の主な海外旅行の目的地の一つがキルギス共和国であることは興味深い。 

カザフスタンの観光開発における強みとしては、首都ヌルスルタンに代表される近代都市、

中央アジアに共通するシルクロードに関連する文化資源、国土の大きさに比例するが、数多

くの国立公園や自然保護区、さらに宇宙基地も有し、その観光資源の多様性は幅広い。また、

国内に 7社の LCCが就航、宿泊施設も 5つ星 24軒、4つ星 71軒、3つ星 85軒と中央アジア

 
17 二瓶直樹「中央アジア・フェルガナ盆地における現状と課題－キルギスの視点を中心に」

https://www.povertist.com/ja/ferganakyr/ （2021 年 10 月 11 日閲覧） 
18 時事通信社「キルギスとタジク、軍衝突 国境地帯の水争い、死者 31 人」

https://www.jiji.com/jc/article?k=2021043000972&g=int （2021 年 10 月 11 日閲覧） 
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の中でも整備されている。 

他方、弱みとしては、ビジネス目的の訪問者数が多いことに起因すると推測されるが、ポテ

ンシャルの高い観光資源を多く有しているにもかかわらず、ビジネスの中心となるヌルスル

タンやアルマティを中心とした都市観光が主な観光活動となっており、豊富な観光資源の活

用が限定的である。また観光目的地としてのイメージが確立できておらず、結果、観光目的

での訪問者数が少ないと考えられる。さらに、観光関連組織への質問票調査19により、観光地

へのアクセスの不便さ、観光商品・サービスの量及び質の低さ、土産物の質の悪さが指摘さ

れている。 

近年のカザフスタンの観光促進の機会として挙げられるのは、COVID-19蔓延により、海外旅

行ができないため、国内観光客数が増加傾向にある点である20。国内観光客数の増加により、

観光商品やサービスを提供するアクターが増え、観光産業の発展が期待される。 

 
表 1.6：カザフスタンの観光開発における SWOT分析 

Strength Weakness 
- 観光資源の多様性（近代都市、文化、自然、宇宙
基地等） 

- ビジネス訪問者数の多さ 
- 国内に 7社の LCC就航 
- 都市部における宿泊施設の整備状況 
- 国家戦略開発計画により重点産業の一つとして戦
略策定 

- 観光資源の限定利用 
- 観光目的地としてのイメージ欠如 
- 観光地へのアクセスの不便さ 
- 観光商品・サービスの量及び質の低さ 
- 観光サービスプロバイダーの少なさ 
- 土産物の質の悪さ 
- 観光目的での訪問者数の少なさ 
- 観光戦略実施機関のイニシアティブの弱さ 

Opportunities Threats 
- 新型コロナウィルス蔓延による国内観光客数の増
加 

- CAREC等による域内アクセス改善のための道路・
鉄道整備計画 

- 周辺諸国の治安状況 
- イスラム原理主義者の流入による地域イメージ低
下と治安悪化 

出典：調査チーム作成 
 

脅威としては、アフガニスタンに代表される周辺諸国の治安状況や治安悪化により地域イメ

ージが低下して、訪問客数が減る可能性がある。 

表 1.6に、カザフスタンの観光開発における SWOT分析をまとめた。 

 

1.4.1. カザフスタンの観光開発のポテンシャル 

カザフスタンは、資源依存型の経済から持続的発展に向けた産業の多様化を図っており、重

点産業の一つとして観光産業の振興を目指している。近年の COVID-19 蔓延により明らかに

なったのは、観光産業においてインバウンド需要のみに依存していると、産業として脆弱に

 
19 地方政府の観光担当組織、観光人材高等教育機関、旅行会社 3社、観光関連協会 3組織の合計 8組織から回答を得た。 
20 https://astanatimes.com/2021/07/number-of-tourists-in-kazakhstan-increased-by-10-in-2021-as-domestic-air-travel-grows-dramatically/ 
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なる。そのため、産業として弾力性を確保するためには、有事の際に産業を下支えする国内

観光の需要喚起が重要である。その点から、国内観光よりも海外旅行を好む傾向にあるカザ

フ人が、COVID-19蔓延により国内観光に目を向け始めたのは、国内の観光資源を見直し、今

後健全な産業育成に向けた好機と捉えることができる。 

 

観光セクターの組織体制 

カザフスタンにおいて、2019年 5月に観光開発戦略が承認され、観光開発戦略の実施機関は、

文化・スポーツ省と規定された。文化・スポーツ省は、「アーカイブ及び記録管理委員会」

「文化委員会」「観光産業委員会」「スポーツ・体育員会」の 4 つの委員会から構成されて

おり、「観光産業委員会」が株主となり、観光開発戦略実施を担う組織として「カザフ・ツー

リズム（Kazakh Tourism）」が国営企業として設立された21。カザフ・ツーリズムは、（1）国

家マーケティング・プロモーション、（2）観光産業のデジタル化、（3）観光動向の分析及び

情報共有、（4）観光商品造成、既存観光商品の改善、標準規定、投資支援等を実施、観光産

業育成を牽引している。 

観光インフラ 

カザフスタンは、ユネスコ生物圏保存地域として 12地域が登録され、国が指定した自然保護

区が 10地域、国立公園が 13地域に上るなど自然資源を豊富に有する。2020年 6月に、カザ

フスタンの生態・地質・天然資源省が、省が管理する国立公園においてエコツーリズムを推

進することを発表した22。省はエコツーリズム推進に向けて、ハイキング・トレイル、ビジタ

ーセンター、ハイキングの際の安全確保のために Wi-Fi アクセスを完備したハットなどの小

規模インフラ整備23を、アルマティ州の 4つの国立公園で進めることとしている。通常、保護

や保全を優先させることが多い資源省が、エコツーリズムのポテンシャルを理解し国立公園

の観光活用を認めたものである。必要なインフラ整備による観光客の増加が期待できる。今

後、環境保全とのバランスととりながら、このような取り組みが順次拡大されることが望ま

しい。 

観光資源・観光商品 

観光産業育成を支援する文化・スポーツ省だけでなく、生態・地質・天然資源省が国立公園

のエコツーリズム活用を決定したことは、カザフスタンにおける新規の観光商品・サービス

造成を強く後押しするものである。さらに新型コロナウィルスの感染拡大により、アウトド

 
21 https://qaztourism.kz/ru/administration 
22 https://caspiannews.com/news-detail/kazakhstan-sees-hope-in-ecotourism-2020-6-12-48/ 
23 https://astanatimes.com/2021/06/tourist-huts-to-be-build-in-almaty-mountains-to-improve-hiking-safety/ 
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ア活動が人気を博しており、スキーやスケート等ウィンタースポーツだけでなく、夏のリゾ

ート活用やトレッキング、エコツーリズム、グランピング、バードウォッチング等、観光活

動多様化のポテンシャルを有している。 

 

1.4.2. カザフスタンの観光開発の課題 

カザフスタンの観光開発促進において主な課題を以下に述べる。 

観光セクターの組織体制 

前述したように、2019年 5月に策定された観光開発戦略は、国営企業である「カザフ・ツー

リズム（Kazakh Tourism）」が実施主体となっている。しかしながら、包括的に観光開発を進

めるためには、観光産業や投資促進だけでなく、入国管理局やインフラ整備等の関連省庁及

び地方の関連部局との連携が非常に重要である。そのため観光開発を強力に牽引していくに

は、実施体制の弱さが垣間見える。 

観光インフラ 

本調査で実施した質問票調査において、道路や交通網整備、観光地へのアクセス道路、国立

公園や自然保護区における施設整備、観光地におけるトイレ整備等の不足が指摘されており、

観光客の満足度向上には喫緊の課題である。しかしながら、組織・体制面の課題と関連する

が、観光地におけるインフラ整備には、関連省庁や地方の部局との連携が必要である。前述

の生態・地質・天然資源省のように、国立公園をエコツーリズムに活用することを決めたこ

とで必要なインフラ整備を進めることができたが、その他の資源の観光活用を考える際に「カ

ザフ・ツーリズム」の組織の位置づけ上、交渉力において弱い。また都市部においては宿泊

施設が整備されているが、地方において質の高い宿泊施設が不足しているとの指摘もあり、

地方における施設整備も不可欠となっている。 

観光資源・観光商品 

「カザフ・ツーリズム」が 2021年 4月から 5月にカザフスタンのツアーオペレーターを対象

にした調査24において、新規観光商品造成の課題として、（1）質の高いサービスプロバイダ

ーの欠如、（2）インフラ整備、（3）利益が確保できる商品造成の難しさ、（4）ダンピング

による不当競争、（5）その他（スタッフ不足、需要、シーズナリティ等）の 5つの分野が特

定された。また本調査の質問票による調査においても、今後エコツーリズムやトレッキング

等活用が期待される国立公園において、専門知識を持ったプロのガイドの育成の必要性が挙

 
24 https://www.tourismonline.kz/projects/83 
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げられた。特に地方において質の高いサービスプロバイダーが限定されていることが課題視

されており、ツアーオペレーターからは観光産業に参入可能性のある地域住民への啓蒙活動

やツアーオペレーターを対象とした各地域を巡るスタディツアーが効果的との意見が出され

た。2021年 4月から 6月にかけてツアーオペレーターやメディアを対象にしたスタディツア

ーが計画25されていた。これらの取り組みにより、観光商品やサービスの多様化と質の向上が

期待される。 

 

  

 
25 https://www.tourismonline.kz/news/63 
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2. 観光開発戦略案 

Part 1の 1章にまとめたように、中央アジアの 5ヵ国は、2024年から 2030年を目標年次とし

た観光開発戦略をコロナ禍前に作成、実行していた。しかし、COVID-19の世界的な感染拡大

による観光客の減少や観光産業の落ち込みにより、これら戦略に掲げていた目標の達成は難

しくなった。 

パンデミックが落ち着き、国際観光を含む観光業が再開していく中で、中央アジア各国は改

めて観光開発戦略を作成していくことになると思われる。本調査では観光開発戦略作成を先

取りして 1 章に記した各国の観光セクターのポテンシャル及び課題とウズベキスタン、キル

ギス共和国での官民へのインタビューの結果を踏まえ、中央アジア地域、ウズベキスタン、

キルギス共和国、カザフスタンの今後の観光開発の方向性を「観光開発戦略案」として本章

にまとめる。 

 

2.1. 中央アジアの広域観光開発戦略案 

1.1節で述べたように、中央アジア 5ヵ国を一つの目的地として観光開発を進めることは、歴

史・社会・観光資源・5ヵ国の官民の人々の考え方など様々な点から支持される。本節では 5

ヵ国全体もしくはその一部（複数国）を一つの観光目的地（ディスティネーション）として

捉える際の観光開発戦略案について述べる。 

図 2.1 は現代的な観光目的地管理（ディスティネーション・マネジメント）の概念である。

旧来型のディスティネーション・マネジメントは、観光供給と観光需要の最大化のみに関心

が向けられてきたが、現代的なディスティネーション・マネジメントでは観光目的地の「観

光資源・生活圏・生物圏」の視点が加えられ、この 3 つの円の重なり（需要と供給の管理、

観光資源の開発や、観光資源・生活圏・生物圏の調整と管理、関係機関の協力・相互関係の構

築）に関する業務が意識されるようになった。 

 
出典：「The Project for Sustainable Development of the Cultural Landscape of the Upper Utcubamba Valley in the Republic of 
Peru Work Plan I」を調査チームが編集 

図 2.1：現代的なディスティネーション・マネジメントの概念 
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様々なプレーヤーが介在する中央アジアの広域観光開発戦略案を検討する際には、このディ

スティネーション・マネジメントの項目に従って戦略をまとめ、その戦略の具体的な活動の

設定と各活動の調整を図っていくことが有効である。次節以降は、観光資源、観光需要、観

光供給の 3つの項目に従って戦略案を提示する。 

 

2.1.1. 観光資源の管理と保全の協力 

図 1.1と表 1.1、表 1.2、表 1.3に示すように、中央アジアには複数国に跨る世界遺産、世界

遺産暫定リストや無形文化遺産リストに加えられている案件が多数存在している。それ以外

にも国を跨った有形・無形の歴史文化遺産や文化も多数存在している。これら有形・無形の

資産の保全や研究を共同で行うことが、保全のための技術や経験を向上させ、共通の特徴を

持ちながらも各国で異なる特徴を持っていることを見出すことにつながり、中央アジア各国

が共通性を持ちながらも、それぞれの違いも観光客に説明できる観光商品の開発に繋がって

いくものと考えられる。 

 

文化財の保全・研究の交流 

中央アジア 5 カ国の地域を跨った有形文化財として、シルクロード遺跡、イスラム建築・美

術、タジキスタンとウズベキスタンを中心とした仏教遺跡を挙げることができる。この中で

も特にシルクロード遺跡はこの地域を代表するものであり、キルギス共和国及びカザフスタ

ンは中国と共に「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」（2014年世界遺産登録）を構

成している。この世界遺産に含まれる遺跡を、キルギス共和国は 3件、カザフスタンは 8件

有している。 

現地調査の中で調査チームがキルギス共和国の科学アカデミー歴史文化遺産研究所でインタ

ビューしたところ、「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」の構成資産の保全や今後

の発掘などの研究面においてカザフスタン側と特に交流の予定はないとのことであった。し

かし、シルクロード遺跡保全の協力をしている UNESCO なども含めて26、シルクロード遺跡

の保全や研究に関して各国の研究者が情報の交換や人材の交流を進めることが期待される。 

また 1.2.2節では、十分な研究が行われないまま修復が行われたことにより、歴史文化遺産が

真正性（authenticity）を失っている例について指摘したが、このような事態を防ぐために、中

央アジア地域のシルクロード遺跡、イスラム建築・美術、仏教美術など、各遺跡・文化財の専

 
26 キルギスでは UNESCO と EU が共同して有形・無形文化財の保護のプロジェクト「Silk Road Heritage Corridors」を実施し

た。詳細は Part 1 の 10.2 節参照。 
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門家が保存・修復技術や研究内容について情報交換をし、交流することが必要である。 

 

国立公園・自然保護区の環境保全・動植物保護の協力 

中央アジアの国境を跨った自然資源は、世界遺産の西天山（ウズベキスタン、キルギス共和

国、カザフスタンの 3ヵ国に跨る世界遺産である）と世界遺産暫定リストにウズベキスタン、

カザフスタン、トルクメニスタンが記載しているトゥラン低地（カスピ海周辺からアラル海

西側の海抜 0 メートルの砂漠地）がある。また、カザフスタン、トルクメニスタン、タジキ

スタンには渡り鳥の飛来地や野鳥の生息地となっているバードサンクチュアリとなっている

自然保護区が多数存在する。 

これらの国立公園や自然保護区での環境保全や動植物の保護が進むことが期待される。世界

の観光地を見ると、特に海洋性観光を推進している地中海、北大西洋、カリブ海などの地域

では、地域内での環境保全の協力体制が構築されている27。このような協力体制の構築は海が

国境を跨いで繋がっていることと、近年の気候変動への対応のためであるが、中央アジア 5

ヵ国も隣国と地続きでつながっており、上に挙げた世界遺産サイトや世界遺産暫定リストの

サイトだけでなく、国立公園や自然保護区も隣国と接している。また、鳥類は国境を跨って

生息地を移動している。このような場所での環境保全や動植物保護のノウハウの共有や専門

家の交流などを促進することが望まれる。 

 

各国の文化交流の促進 

中央アジア 5 ヵ国では、カザフスタンとキルギスの遊牧民文化（例えば鷹狩やユルタ）、ウ

ズベキスタンとタジキスタンのソグド文化28など、複数国間で文化的価値も共有している。特

に食文化については、プロフ、シャシリク、ラグマン、マンティ、サムサ、ショルパなど、5

ヵ国で共通している29。 

しかし、一見類似するこれらの文化は各国・各地域で特色がある。2.1.2節で中央アジア 5ヵ

国国民の相互訪問の促進を取り上げている。このような機会に中央アジア各国の人々の日常

的な文化（食文化・祭礼・工芸品など）の紹介と交流が進み、その同質性とその中での違いを

理解することが、各国の特色を生かした食事、文化、工芸品や土産物などの観光商品の開発

に繋がっていくと考えられる。 

 
27 Tonazzini, D., Fosse, J., Morales, E., González, A., Klarwein, S., Moukaddem, K., Louveau, O. (2019) Blue Tourism. Towards a 
sustainable coastal and maritime tourism in world marine regions. Edited by eco-union. Barcelona. 
28 シルクロード貿易を担ったイラン系の人々に由来する文化で、例えばイラン暦を挙げることができる。 
29 中央アジア 5ヵ国の食事の類似性については、外務省の web サイトに解説がある。 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/erp/ca_c/page24_000897.html 
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2.1.2. 観光需要喚起のための協力 

世界市場に向けた「中央アジア」のマーケティング・プロモーション 

世界市場に「中央アジア 5 ヵ国」を観光ディスティネーションとして売り出すマーケティン

グ戦略を検討するためは 2つの視点が必要である。1つ目の視点は、スローガンやロゴ30のよ

うに中央アジア 5ヵ国の観光の特徴や魅力を一言で表現することであり、もう 1つの軸は Part 

1の 7.2節、7.3節で整理したような様々な観光商品を世界のどのようなマーケット・セグメ

ントに売り込むかという、セグメント化とマッチングの視点である。2つの視点とも中央アジ

アの国レベルで行っている検討との擦り合わせが必要で、各国の観光商品の対象とするマー

ケットについて把握することから検討を開始し、国を跨った観光商品の開発と同時進行で、

そのような商品の売り込み先について検討しなければいけない。 

上記のようなマーケティング活動をしつつ、世界市場に対して中央アジアとしての情報発信

にも着手する必要がある。初期の活動として必要なものは以下の 3つである。 

第 1点目はウズベキスタンのMOTASが取り組みを行おうとしている観光情報のWebサイト

の構築に加え、観光博出展での協力、FAMトリップの実施など、5ヵ国の観光プロモーショ

ンに向けた取り組みである。観光博出展での協力は、複数国で共同出展する、または観光博

に参加する国が参加し、参加できない国を補うなど、様々なパターンの協力を考えることが

できる。 

第 2 点目は民間セクターが活用できる観光プロモーション用素材の作成、アーカイブと提供

である。日本国内の旅行会社にインタビュー調査を行った際、観光商品の宣伝をするための

良質で著作権の問題のない静止画や動画などの素材の入手が難しく、発地国の旅行会社から

旅行先の政府観光機関に望みたいのは、そのような素材の提供であるという声が複数あった。

このようなニーズは日本だけではなく、他の発地国の旅行会社も共通して持っているものと

考えられ、パンデミックを通じてますます観光宣伝のデジタル化が進んでいる中で、著作権

フリーかつ無料で活用できる観光プロモーション素材の提供を行うことは、発地国の旅行会

社の間で中央アジア 5ヵ国の観光が注目を浴びることに繋がると思われる。 

 

 
30 世界の観光のスローガンやロゴなどについてまとめた Web サイトに以下がある。
https://www.familybreakfinder.co.uk/holidays/map-every-countrys-tourism-slogan/; https://findthepearlstravel.com/country-tourism-slogans/ 
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地域観光機関が宣伝用素材を提供している例（SPTOのWebサイト; https://spto.brandkit.io） 

 

第 3点目は 5ヵ国国民の相互訪問を進めるための各国での観光プロモーション活動である。

中央アジアの観光を盛り上げるためには、中央アジア域外から観光客を受け入れるだけでは

なく、中央アジア域内の各国国民による観光活動を盛んにする必要がある。Part 1の 2章で分

析したように、5ヵ国の訪問者は周辺国及びロシア連邦からが多いが、その多くは親戚や知人

の訪問を目的としており、宿泊をする観光客の数はまだ限られている。5ヵ国の国民がそれぞ

れの国を訪問して、観光活動と周辺国の歴史・自然・現在の社会文化について理解を進める

ことも中央アジア 5ヵ国の観光マーケティング・プロモーション活動の柱となるべきである。 

 

2.1.3. 観光供給の量の拡大と質の改善のための協力 

観光人材育成面での協力 

Part 1 の 8 章で分析したように、現地調査を行ったウズベキスタンとキルギス共和国では観

光人材の育成は、人材の数を増加させる点でも人材の質を向上させる点でも大きな課題であ

った。この状況は、恐らくカザフスタン、トルクメニスタン、タジキスタンでも同様である

と思われる。ウズベキスタンとキルギス共和国の観光人材育成を比較すると、ウズベキスタ

ンはこれまで座学に偏った観光人材育成から国立の国際観光大学の整備や海外の私立大学の

誘致を進め、理論と実践のバランスの取れたカリキュラムを構築しようとしている。一方、

キルギス共和国はまだそこまでの水準には達しておらず、観光人材育成の施設面、カリキュ

ラムや教員などのソフト面の両方に課題を持っている。観光開発の発展段階から考えると、

トルクメニスタンとタジキスタンの観光人材育成の状況もキルギス共和国に近いと思われる。

カザフスタンの観光人材育成の状況を評価することは難しいが、同国の現在の観光が都市の

ビジネス観光中心であることを考えると、少なくとも自然や歴史文化を紹介するガイドや観
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光商品を形成し販売する旅行会社の人材の育成は必要になると考えられる。 

このような状況のもとで、中央アジア 5 ヵ国の観光人材育成の協力は、観光人材育成がより

進んだ状況にあるウズベキスタンが観光に関わるマネジメント層の育成において中心的な役

割を担うことができると考えられる。ウズベキスタンのシルクロード国際観光大学は海外か

らの学生の受け入れを進めたい意向であるが、特に周辺の中央アジア各国からの学生や若い

教員の受け入れを積極的に行うことを提案できる。この際、周辺国の観光に関わる官民が協

力して観光人材のための留学基金を整備し、周辺国からの留学生や若い教員がこの奨学金を

使うことができるようにできることを提案する。 

また、ウズベキスタンとキルギス共和国の両国ともに観光に関わる民間セクターが発達し、

ホテル協会、オペレーター協会、ガイド協会、CBT協会など協会組織が人材育成や観光サー

ビスの基準づくりを行っている。すでにキルギス CBT協会（KCBT）の作成した CBTのサー

ビス基準をもとにカザフスタンやタジキスタンで同様の基準を作成・運用するといった動き

が見られる31。このような活動を発展させ、観光に関わる協会など各国の民間セクターが人材

育成の面で国を超えた協力を行うことが考えられる。中央アジアの広域観光戦略を考えると

きに、政府の観光関連機関の協力だけを考えるのではなく、民間セクターの協力を考え、そ

の協力の場を準備していくことが必要である。 

 

観光サービスの改善 

現地調査を行ったウズベキスタンとキルギス共和国では、観光人材の育成だけでなく、観光

サービスの改善も大きな課題であった。観光サービスの改善の成果は個々の観光客が感じる

ミクロな面もあるが、一方で各国の観光の観光資源・商品、観光施設・インフラ、マーケティ

ング・プロモーションなどの要因を指数化して各国の観光セクターのプロフィールを作成す

るような取り組みには観光サービスが一つの要素となる。現在このような観光セクターの指

標として広く知られているのが世界経済フォーラム（World Economic Forum; WEF）の Travel 

and Tourism Competitiveness Index（TTCI）である32。 

図 2.2は 2019年版のWEFの TTCIのユーラシア（CIS諸国）のスコアである。この図からは

カザフスタン、タジキスタン、キルギス共和国は観光に関する政策や開放度とともに、観光

インフラ（ここでは観光サービスもインフラと分類されている）もロシア、ウクライナやコ

ーカサス各国よりも低いと判断されている。一方で、ウズベキスタンとトルクメニスタンは

 
31 Part 1 の 8.3.2 節参照。 
32 World Economic Forum の Travel and Tourism Competitiveness Index については Part 1 の 3.2 節参照。 
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WEFの TTCIには参加しておらず、図 2.2の中には、これらの国は見つけられない。 

 

 
出典：The Travel & Tourism Competitiveness Report 2019, World Economic Forumの Europe and Eurasiaのスコア表を編集 

図 2.2：世界経済フォーラムの Travel & Tourism Competitiveness Index（2019年版） 
 

WEFの TTCIには 2019年には世界の 140ヵ国が参加していた。ここで低く評価されることは

問題で改善が必要であるが、この評価に参加していないことは世界の観光産業から存在を忘

れられてしまう可能性もある。中央アジアの広域観光促進のためには、ウズベキスタン及び

トルクメニスタンがWEFの TTCIに参加することが望まれる。そして、カザフスタンやタジ

キスタンが観光開発戦略の中でWEFの TTCIのスコアや順位を目標に設定し、その改善に取

り組んでいる33ように中央アジア 5ヵ国のそれぞれが指標の改善ができれば、中央アジア 5ヵ

国に対する世界の観光産業の評価も向上するものと考えられる。 

 

MOTASを核とした広域協力の体制作り 

中央アジアの広域観光を推進する組織は、短期的には各国の観光担当組織が協力する体制を

とることが望ましいと考える。その中でも特に、中央アジア 5ヵ国の観光情報のWebサイト

立ち上げを準備するなど、広域観光の推進に向けて具体的に動き出しているウズベキスタン

の MOTASが中心的な役割を果たし、他の 4ヵ国の観光担当組織が情報の提供や人材の派遣

などを行う体制が現実的である。 

Part 1の 13章にもまとめたとおり、世界の地域観光機関や日本国内の地域 DMOの運営にお

いて共通の課題となっているのは、活動のための財源確保である。中央アジア 5ヵ国の場合、

まずは地域内で観光開発の進んでいるウズベキスタンを中心として 5 ヵ国共通もしくは複数

国間の取り組みに着手し、ある程度の成果が現れた後に 5 ヵ国の地域観光推進機関を設立す

るか、各国政府の観光担当組織が協力する体制をとり続けるかの判断をすることが現実的で

 
33 Part 1 の表 1.9 と表 1.11 参照。 
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あると考える。 

 

2.1.4. 観光のデジタル化推進 

世界の様々な経済活動の中で ICT技術を活用した生活やビジネスの革新が進んでいる。観光

分野では観光情報の発信、宿泊施設・航空券及びツアーパッケージの販売など、観光に関わ

る民間企業に大きな影響を与えてきたが、技術の成熟化とパンデミックを経験することで

ICT 技術の導入も一段レベルを上げ、公共もしくは政府が関わるサービスのデジタル化も進

むことになると思われる。中央アジアでは観光に携わる人材が不足気味で、今後の観光開発

の中でも希少な労働力が観光開発の制約となる可能性があるので、その制約を克服する視点

での ICT技術の導入が望まれる。日本も人口の高齢化の流れの中で観光人材の不足が懸念さ

れており、それを補うための ICT技術の導入が謳われている。この文脈で、日本における観

光のデジタル化を中央アジア地域にも適応していくことが今後期待される。また、ウズベキ

スタンでコロナ禍前に経験したような観光地の混雑を克服する視点も必要である。 

一方で、デジタル技術を用いたサービスは初期費用に比較して運営維持費用の割合が高いも

のが多く、運営維持管理費用をどのように捻出するかが課題になりがちである。広告やユー

ザーからの電子決済などによる少額の支払いを念頭に置くこともあるが、このような広告や

電子決済は中央アジア地域レベルもしくは世界的なプラットフォーマー（Platformer）の活躍

する世界となる可能性があり、各国の観光担当組織のプラットフォーマーとの関係作りは、

各国民間企業とプラットフォーマーとの関係を参考にしながら作り上げていく可能性が高い。

このような点からも各国の観光担当組織は民間部門との情報交換を密にし、民間部門で進む

観光のデジタル化の発展について把握・理解しておく必要があると考えられる34。 

5 ヵ国の枠組みで実施する観光のデジタル化推進事業としては、以下のような取り組みを考

えることができる。 

 

各国の観光情報のフォーマットやデザインの統一 

今後、5 ヵ国の観光開発を進めていくのであれば、ウズベキスタンの MOTAS が進めようと

している 5ヵ国の観光情報Webサイトの構築を皮切りに、5ヵ国の観光地などの情報をフォ

ーマット化し、アップデートしていく作業が必要になると思われる。その考えをさらに押し

 
34 ウズベキスタンでは、2018 年から Uzbekistan Pass (https://uzbekistanpass.com/) という観光サービスが運用している。このサ

ービスは外国人観光客及び国内観光客が観光地、宿泊施設、交通手段、ガイドの情報の入手・予約・購入を行うことができ

る。例えばこのようなサービスの開発や運用の経験が周辺国に共有され、公共財に近いサービス、私的財に近いサービスを誰

がどのように提供していくかの議論の材料になると考えられる。 
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進めれば、各国の観光案内の標識のデザインや遺跡等での提供情報のフォーマットの統一な

ど、観光活動全般の情報のフォーマットやデザインの統一、さらに観光サービスの水準も統

一するという流れを生むこともできる可能性も生じる。 

 

観光地の混雑情報の提供と駐停車場案内・管理 

観光地や駐停車場の混雑状況を把握し、空いている観光地や駐停車場に回避できるシステム

を整備・運用する。コロナ禍前に観光地や駐停車場などでの混雑が課題となったウズベキス

タンでは、このようなシステムの整備が急務であり、ウズベキスタンにおいてパイロットプ

ロジェクトを実施し、その成果・教訓を周辺国に広げることが考えられる。 

 

拡張現実（AR）や仮想現実（VR）の活用による観光宣伝や歴史遺産の解説 

Part 1の 10.10節で紹介した「3D Kyrgyzstan」プロジェクト35は、キルギス各州の 3D映像だけ

ではなく、同じ場所の VR映像も公開している。旅行博覧会やその他のイベントなどでは VR

ヘッドセットを使ってキルギス各地の観光地を体験できるほか、VR ヘッドセットを持って

いれば、Webサイトにアクセスすれば VR映像を楽しむことができる。「3D Kyrgyzstan」プ

ロジェクトはカザフスタン及びタジキスタンへの展開を始めており、キルギス共和国だけで

なく、中央アジア 5ヵ国に活動を広げていく可能性を持っている。キルギス共和国のDOTは、

この分野では他の 4 ヵ国の観光機関を主導し、VR 映像を中央アジア 5 ヵ国の観光地に広げ

ていくとともに、観光地の情報を追加し、中央アジア広域の観光宣伝コンテンツとして活用

することが望まれる。 

 

  
ビシュケク アラトゥー広場の VR映像 ブラナの塔の VR映像 

 

また、歴史遺産で AR や VR を活用して昔の様子を再現し、解説に役立てる可能性もある。

例えば、サマルカンドのレギスタン広場は世界遺産登録する前は街の人々が行き交う「広場」

 
35 http://map.tourism.gov.kg/index.html; https://www.youtube.com/playlist?list=PLaqVCo2kHYYXBLwcbFNCM7qZpKXpdkWc5 
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であったが、今は入場料を支払った人々のみが入場できる場所となっている。現在、音声ガ

イドはあるが、レギスタン広場が街の広場となっていた時代の景色を AR や VR を活用して

再現することで、歴史遺産の付加価値を上げることができる。また、キルギス共和国では JICA

の協力により「チュイ州世界遺産を活用した地域開発・観光促進プロジェクト」の実施が計

画されているが、この中でクラスナヤ・レーチカ遺跡やアク・ベシム遺跡の往時の様子を AR

や VR を活用して再現することが考えられる。ただ、これらの歴史遺産の解説コンテンツの

作成にあたっては、それぞれの遺跡を研究する専門家の監修を受けることが必要である。 

 

観光のデジタル化推進のためのコンテストの実施 

観光に関連する活動にデジタル化を適応していくことは、上述したような取り組みだけでは

なく、様々な可能性がある。これは一部の人々の検討で答えを出せるものではなく、幅広く

人々の提案を受けることが可能である。 

 

 
IT Parkの「Tourism. The Path to Innovation」のWebサイト 

 

ウズベキスタンの MOTAS は、2020 年から情報通信省（Ministry for the Development of 

Information Technologies and Communications）と共に IT Park36の「Tourism. The Path to Innovation」

プロジェクトをサポートしている。このプロジェクトは観光サービスに関連する ICT技術の

コンテストで、2020年 15億ウズベキスタン・スム（1億 5,900万円）、2021年には 8億ウズ

ベキスタン・スム（8,500万円）を賞金に、連続してコンテストが開催されている。このよう

な取り組みを中央アジア 5 ヵ国レベルに広げること、もしくは各国で開催して評価の高いサ

 
36 ウズベキスタンの IT Park は、2019 年 6 月に設立された組織で、ウズベキスタンにおける IT起業と IT教育の促進を目的と

している。タシケントと 6 つの州に拠点を持っている。 
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ービスを各国で紹介するなどの取り組みを行うことが可能である。 

 

2.2. ウズベキスタンの観光開発戦略案 

ウズベキスタンは、民間セクター主導による観光商品の開発と、2018年以降の政府による観

光セクターの改革により観光業が大いに盛り上がり、これから更なる発展を迎えようとして

いたところで COVID-19 の世界的な感染拡大の影響を受けてしまった。パンデミック後のウ

ズベキスタンの観光開発の方向性で重要な点は、（1）歴史文化観光やゴールデン・ルート中

心に発展してきた観光の多様化を図ること、（2）2018 年、2019 年に経験した交通インフラ

や宿泊施設の不足に対応する、さらに、（3）今後の観光開発の中で不足になる観光人材（宿

泊施設やガイド人材）の育成である。 

このような開発の方向性のもと、観光行政、観光商品開発、観光地・観光施設開発、観光サー

ビスの改善の 4点で必要な取り組みを観光開発戦略案としてまとめた。 

 

2.2.1. 観光行政：情報分析・計画策定と調整能力の強化 

観光行政の中心を担う MOTASは、中央アジア 5ヵ国政府の観光担当組織の中でも積極的に

活動しており、国家政策の後押しもあり人員や予算の面でも恵まれた環境にある。また、ウ

ズベキスタンが中央アジア 5 ヵ国の観光セクターの中で中心的な役割を果たし続けていきた

いという強い意志を持っている。このような高い意欲を持っている MOTAS で今後必要にな

るのは、調整能力と計画策定能力の向上であると考えられる。 

調整能力は、（1）周辺国との観光セクターでの協力における調整と、（2）ウズベキスタン国

内の地方政府や民間セクターなど、観光開発に取り組む組織間の調整についての 2 点の向上

が必要になる。特に国内の地方政府や民間セクターの調整には地方政府と民間セクター（観

光関連産業）の代表者と意見交換をする場を設けることが望ましいと考える。本調査の旅行

会社へのインタビューでは、観光開発に関して政府と民間企業の情報交換がまだ限定的で、

直面する課題や観光開発の方向性について共通認識を持つことができていないという指摘が

あった。民間セクターのこのような声に応えていくことが必要であると考える。また、州政

府のイニシアティブで州都などの開発が進んでいるが、観光資源保護と活用の両立といった

視点をMOTASから指摘することも必要になると思われる。 

中央アジア各国の政府観光関連組織の調整や民間セクターとの調整を行うためには、MOTAS

が高い情報分析能力及び計画策定能力を持ち、観光開発の深い現状認識と明確な開発の方向

性を持った上で周辺国政府の観光担当組織や国内の観光開発のステークホルダーと対話を行
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う必要がある。MOTAS はポスト・パンデミックを見据えた新たな観光開発戦略（2022-26）

を作成しようと考えているが、この戦略の作成にこれまでとは異なる視点を加えることは、

MOTASの情報分析能力及び計画策定能力の向上につながる。例えば、以下の点を検討して次

期戦略を作成することは、MOTASの計画策定能力のレベルアップをもたらすと思われる。 

• 開発目標の設定：日帰り訪問者以上にウズベキスタンに宿泊する観光客数や消費額を目

標値として重視する。また、観光活動の関連産業への波及効果も目標値として重視し、

その分析を行う。 

• 観光客数・宿泊施設・交通インフラ・観光人材のバランス：上記開発目標のもとで目指

す観光客数の入り込みが、宿泊施設ベッド数、交通インフラの容量、観光人材とバラン

スの取れたものとなるか検証を行い、破綻しない開発のシナリオを作成する。 

 

2.2.2. 観光商品開発（1）：観光商品多様化のための官民の役割分担 

観光商品の多様化の必要性は、2021年 6月に実施した現地調査のインタビューの際にMOTAS

の各部署及び民間旅行会社の双方から指摘された。しかし、MOTASと民間旅行会社でどのよ

うな観光商品多様化を考え、取り組みを始めているかについては、互いの情報共有はまださ

れていない。2.2.1節に記述したMOTASと観光のステークホルダーの対話の中で情報共有が

進むことが望まれる。 

表 2.1：新しい観光活動の開発における政府と民間の役割 

新しい観光商品 政府：MOTAS及びその他省庁、 
地方政府 

民間：観光関連産業、不動産産業、 
コミュニティ 

CBT、アグロ＆エ
スノツーリズム 

観光商品開発のための枠組みづくり (サ
ービス水準の設定や自然・社会環境面へ

の配慮) 

観光資源と観光サービスのパッケージ化、

土産物等の開発 

MICEなどのビジ
ネス関連観光や医

療ツーリズム 

- MICE会場・宿泊施設などの整備と投
資誘致 

- マーケティング・プロモーション、招
致活動 

- COEの整備と人材育成（例：医療ツー
リズム） 

会議・イベント会場、宿泊施設、医療施設

への投資 

出典：調査チーム 
 

新しい観光商品を開発、商品化する過程では、MOTASを始めとするウズベキスタン政府部門

と民間部門の役割分担を明確にする必要がある（表 2.1参照）。CBTやアグロ＆エスノツー

リズムでは、政府の役割はサービス水準の設定や自然・社会環境面への配慮を示すなど、観

光商品開発のための枠組みづくりをすることで、観光商品開発は民間が中心的な役割を果た

すことになる。観光商品開発の中心は民間である。一方、MICEなどのビジネス関連観光や医

療ツーリズムでは、政府が中心的な役割を果たす必要がある。MICE会場や宿泊施設のインフ

ラ整備や投資の融資、イベントや国際会議などの誘致、Center of Excellence（COE）の整備や
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人材育成は政府が積極的に役割を果たすべき分野で、これらを通じて観光商品開発のシナリ

オを示していく必要がある。 

1.2.2 節で指摘したように、ウズベキスタンの観光セクターは GDP に対する貢献がキルギス

共和国やジョージアと比較して低く、観光のバリューチェーンを作り出すことが課題である。

そのような視点から工芸品の販路拡大や食文化を活用した観光商品開発への取り組みが求め

られる。ウズベキスタンの工芸品は、特にコロナ禍の中で観光客に製品を見て購入してもら

う機会を失っている。コロナ禍の中で日本の旅行会社では、海外の観光地を紹介する映像と

その観光地の土産物をセットにしてバーチャルツアーとして売り出す、旅行会社の社員がセ

レクトした海外の工芸品を集めてWebサイト上にセレクトショップ（specialty store）を作り

出すなどの動きが見られる37。パンデミックの中で新しく始まっているこのような流れに敏感

に反応し、ウズベキスタンの観光セクターのコンテンツを売り出していく必要がある。 

また、ウズベキスタン政府やタシケント市が、タシケント市内で工芸品を販売する場所を整

備する、全国各地に存在する観光情報センターで特産品や工芸品の紹介をするための特産品・

工芸品マップを作成するなどの取り組みが求められる。パンデミック後に観光客が戻ってき

た後には、このような工芸品の製作の場所を観光客が訪れ、製作現場の見学や工芸品作りを

経験するツアーを民間セクターが形成することが望まれる。 

調査チームが現地踏査を行う中で、ジョージアのワインと食のツーリズムを挙げる意見が数

多くあった。以下はジョージアのガストロノミー・ツーリズム発展の経緯である。 

 
 

ジョージアのガストロノミー・ツーリズム 

ジョージアは 2000年には国際訪問者数は 39万人、国際観光収入は 1億 3,000万ドルほどであっ
たが、2019年には国際観光客は 770万人、国際観光収入は 11億 2,000万ドルまで増加した。こ
のような国際観光客や国際観光収入の増加に寄与したのが、ジョージアが発祥の地とされるワイン

と、食に関する観光の推進であった。 

国際訪問者は、アゼルバイジャン、ロシア、アルメニア、トルコなど周辺国が多い。しかし、中央

アジア 5カ国と異なり、「Holiday, Leisure, Recreation」（42.7%）を目的にする訪問者が
「Visiting Friends, Relatives」（20.3%）より多く、観光活動の中で「Tasting Georgia Cuisine and 
Wine」が買い物や観光地の訪問と同程度高いレベルにある。 

 

 
37 例えば、日本の旅行会社によるセレクトショップの例として、以下を挙げることができる。https://www.his-j.com/ec/; 
https://kaze-travel.shop-pro.jp/ 



中央アジア地域における観光開発分野に係る情報収集・確認調査 
ファイナルレポート 

 

2-34 

 

出典：Georgian Tourism in Figures 2018, Georgian National Tourism Administration 

ジョージアの観光促進機関である Georgian National Tourism Administration（GNTA）はワインと
食の観光を積極的に宣伝している。欧州とアジア各国向けに言語でワインと食に関するパンフレッ

トを作成し、英語で全国の主要なワイナリーを紹介する資料を作成している。この資料では各ワイ

ナリーで使用可能な言語、受け入れ可能な観光客のグループ人数、ワイン試飲の可否、宿泊の可

否、障がい者施設の有無などの情報が記載されている。 

中央アジア 5ヵ国の料理と同様に、ジョージア料理も西アジア、東アジア、中東、欧州の影響を受
けている。日本ではジョージア料理の「シュクメルリ」を日本のレストランチェーンがアレンジし

た料理が話題になり、レトルト料理とカップ麺にも展開した。日本人にとってはジョージアなどの

コーカサス地域は中央アジア以上に馴染みの薄い旅行先であったが、このような形でジョージア料

理が話題になることにより、ジョージアのワイン文化や、観光地としてのジョージアが紹介される

機会にもなっている38。 

2016年 9月にはジョージアの Kakheti regionで UNWTOの「1st UNWTO Global Conference on 
Wine Tourism」が開催され、無形文化財を活用した持続的な観光開発に関する「Georgia 
Declaration on Wine Tourism」が採択された。2008年から 2009年にかけて政府の経済発展大臣
（GNTAを所管）を務めた Zurab Pololikashvili氏は、その後 UNWTOのグルジア代表を務め、
2018年 1月からは UNWTOの専務理事となっている。2020年 9月にはトビリシで第 112回執行
理事会（Executive Council）が開催され、COVID-19からの持続的な観光業のリカバリーに関する
「トビリシ宣言」が採択された。このようにジョージアは UNTWOを中心とした観光の国際協力
の分野でも積極的に活動している。 
 

 
38 https://globe.asahi.com/article/14392665 
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2.2.3. 観光商品開発（2）：新たな観光地・観光施設の開発 

2.2.2 節は歴史文化観光以外の観光商品の開発飲めんから観光商品多様化について記したが、

これまで観光があまり行われてこなかった場所での観光開発も観光商品多様化の一面である。

新しい観光地としては、ゴールデンルートの東に位置するフェルガナ地方、西に位置するカ

ラカルパクスタンの 2地域を挙げることができる。 

フェルガナ盆地の 3 州（フェルガナ州、ナマンガン州、アンディジャン州）は、工芸品の製

作地及びウズベキスタンの多地域とは異なる文化を持つ地域として注目されている。キルギ

ス共和国のオシュ、ジャララバードなどとの都市を繋ぐ観光ルートの形成が望まれるが、国

境を越えずに 3 州の都市（コーカンド、リシタン、マルギラン、アンティジャン、ナマンガ

ン）を周遊する観光商品を開発することも可能である。 

カラカルパクスタン自治共和国は、USAID や GIZ などが観光セクターの支援を行っている。

自治共和国の首都ヌクスのイゴール・サヴィツキー記念カラカルパクスタン共和国国立美術

館は旧ソ連時代の前衛芸術コレクションが有名になっている。また、ムイナクの船の墓場、

キズィルクム砂漠、ホラズム王国の遺跡が主要な観光地となっている。観光開発を進めるた

めには交通インフラ整備及び観光施設整備必要であると考えられるが、今後、これらインフ

ラ、施設の整備ニーズについてさらに調査を行う必要がある。 

MOTASの Department of Diversification of Servicesによると、MOTASは全国の遺跡や観光地

の 300ヵ所に道路、水道、Wi-Fi、案内板の設置などを行う計画である。この活動のために 1

兆ウズベキスタン・スム（106億円）の予算が準備され、今後 2年間での整備を目指すとのこ

とであったが、パンデミックによる工期の遅れが発生したとしても、プロジェクトが進めら



中央アジア地域における観光開発分野に係る情報収集・確認調査 
ファイナルレポート 

 

2-36 

れることが望まれる。 

一方、Department of Investment では外資を誘致して大規模な観光施設を整備する計画が複数

建てられているが、自然環境への配慮やウズベキスタン国内の民間セクターによる観光開発

と十分に調整を取ることが必要である。 

ウズベキスタン政府は、Great Silk Road Museum Samarkandの整備を構想している。今後、世

界の代表的な博物館を参考にしながら ICT技術も活用した博物館の整備計画が進められてい

くものと思われ、日本に対しては博物館の運営への民間セクターの参加に関して協力を得た

いと考えている。 

 

2.2.4. 観光人材の育成：宿泊施設人材とガイド人材 

今後、ウズベキスタンで今後観光開発が進む中で、最も課題となると考えられるのが観光客

数の増加に合わせた観光人材の確保である。特に宿泊施設でサービスを行う人材とガイドが

不足するものと思われる。 

宿泊施設の人材育成、特にマネジメント人材の育成については、シルクロード国際観光大学

や私立の大学で行われている理論と実践のバランスの取れた教育を既存の国立大学の観光人

材養成コースにも普及させていく必要がある。合わせて、シルクロード国際観光大学では、

カリキュラムを整備したい、理論面と実践面のそれぞれの教員を世界から呼び込みたいとい

うニーズがある。 

人材育成は MOTAS と民間企業の間の協力も必要である。中堅ホテルからなる Hoteliers’ 

Association では、ホテルで働ける人材を育成するための研修機関を協会で立ち上げている。

例えば、すでに宿泊施設で働いている人材の再教育に Hoteliers’ Associationの研修機関を活用

することにし、MOTASが資金的な支援を行う、その代わりにホテルやレストランから大学や

カレッジでの講師を派遣してもらうよう、MOTASが両者（Hoteliers’ Association と大学やカ

レッジ）の間を取り持つという協力関係を構築することができる。また。ガイド協会もガイ

ドの育成機関を設立する構想を持っているが、そのカリキュラムの開発やガイド試験（すで

にガイド試験を持つものの再試験も含む）において MOTAS とガイド協会で協力することが

可能である。 

 

2.3. キルギス共和国観光開発戦略案 

キルギス共和国の主な観光商品は、これまでは本格的な登山やトレッキングに代表される自

然資源観光と、自然資源を活用した CBT であった。一方で 2014 年から始まった世界遊牧民
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競技大会39により、西アジアや中東を中心にキルギスが遊牧民文化の国であるというイメージ

が徐々に浸透してきている。加えて、シルクロードの遺跡をはじめとする遺跡の発掘が徐々

に進んでおり、歴史文化資源を観光に活用する機運も高まっている。 

一方で、キルギス共和国の観光に関わる官民の組織を概観すると、国レベル、州レベルの観

光担当組織は人材、資金共に不足気味であるが、ビシュケクやオシュを中心とした民間部門

は成長してきている。また、開発パートナーの支援もあって CBTが中央アジア 5ヵ国の中で

は盛んであり、JICAの支援している OVOPの活動により、地場の資源を生かしたフェルト製

品、食品などの生産も活発である。人的・財政資源が不足しがちな政府部門を民間部門がサ

ポートする形での観光開発が望まれる。このような視点に立った観光開発戦略案は以下に示

すとおりである。 

このような開発の方向性のもと、観光行政、マーケティング・プロモーション、観光地開発、

人材育成の 4点で必要な取り組みを観光開発戦略案としてまとめた。 

 

2.3.1. 観光行政：限られた人材・資金克服のための民間部門との協力 

キルギス共和国の DOTは 2021年 6月現在で 9名の体制であり、イシククル州政府で観光セ

クターを担当している職員は 2 名とのことであった。中央政府、州政府で観光に関わる職員

は限られており、観光行政を進めるためには民間との協力しながら行っていくことが不可欠

である。具体的には、宿泊施設やガイド（観光ガイドだけでなく山岳ガイドを含む）のサー

ビス基準の整備とモニタリング、観光に関する調査研究、マーケティング・プロモーション、

観光人材の育成である。これらのうち、マーケティング・プロモーションと観光商品開発、

観光人材の育成については、それぞれ 2.3.2節、2.3.4節で述べる。 

また、2021年 6月の DOTへのインタビューでは、DOTは 2030年までの観光開発戦略につい

て、ADBからの支援を得つつ検討を始めているとのことであった。新しい戦略は現在ドラフ

ト段階で、関係省庁と調整中とのことであるが、次期観光開発戦略ではパンデミックを踏ま

えた観光セクターの新たな目標の設定や 2.2.1 節のウズベキスタン次期観光開発戦略策定で

も指摘した開発目標の設定や観光客数・宿泊施設・交通インフラ・観光人材のバランスなど、

これまで以上に合理性・論理性の高い戦略の策定が望まれる。 

 
 

 
39 世界遊牧民競技大会（World Nomad Games）は 2014 年から隔年で開催されている 
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2.3.2. マーケティング・プロモーション：自然観光と遊牧民文化への注力 

先述したように、キルギス共和国の観光は自然観光と遊牧民文化をブランド化し、全面に押

し出したマーケティング・プロモーションを行っていくべきである。また、このようなマー

ケティング・プロモーションの方針に沿って民間部門が遊牧民文化を生かした観光商品開発

を行っていくよう、Kyrgyz Association of Tour Operators（KATO）や KCBTAなどとの定期的

な対話の機会を設定し、同じ方向を向いて観光開発を進めていく必要がある。 

先述したように DOTは人的資源に限りがあるため、マーケティング・プロモーションの実施

には民間部門の協力を得ることが必須である。例えば、DOTからは人員が派遣できない観光

博・観光展示会に参加する協会や企業にキルギス政府としての観光宣伝を代行してもらうこ

と、FAM トリップの実施や Web サイトの構築・運営などを民間部門にアウトソースして実

施することが考えられる。 

 

2.3.3. 観光商品開発：歴史文化資源の開発と環境への配慮 

キルギスは世界遺産に登録されている「シルクロード：長安－天山回廊の交易路網」、「聖な

る山スライマン＝トー」以外にもシルクロードに関わる遺跡、岩絵などの遺跡を豊富に有し

ており、国立科学アカデミー歴史文化遺産研究所によって発掘調査が行われてきた。今後、

世界遺産サイトでは遺跡を活用した観光開発を目指しており、このような動きが全国に広が

っていくことが望まれる。また、キルギス共和国南部では HELVETASや USAIDが CBTのプ

ロジェクトを実施しているが、オシュやジャララバードなどの南部の都市を起点に CBTのサ

イトを訪問するようなルートを形成することが望まれる。 

首都のビシュケクは、カザフスタンのヌルスルタンやウズベキスタンのタシケント、サマル

カンドなどが最規模な都市開発を進める中、落ち着いた旧ソ連時代の都市の雰囲気を残した

街となっており、今後、都市の魅力が増すものと思われる。現在でも中東からの家族単位で

の観光客が見られるが、今後はビシュケクでの MICE とウェルネスツーリズムを売り出すポ

テンシャルがあると考えられる。ビシュケクはキルギスのゲートウェイであり、ビシュケク

のゲートウェイ機能の強化（国立歴史博物館の再開や、キルギスの自然や動植物を紹介する

博物館の整備が望まれる）も望まれる。 

イシククル湖は天山山脈の山々と共にキルギスの自然観光を代表する観光地で、北岸はサナ

トリウムや宿泊施設が整備されており、南岸も近年になってユルタキャンプサイトが整備さ

れつつある。このイシククル湖の水質を守ることに代表される環境対策・環境保全が、既存

の自然観光地における大きな課題である。都市に近い場所では汚水処理施設を整備するなど
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ある程度の投資によって環境対策を図ることができるが、例えばナリン州のソンクル湖のよ

うな都市から離れた場所では、ライフサイクルコストをできるだけ小さくするような方法で

の環境対策が必要である。 

 

2.3.4. 観光人材育成：人材育成における民間との協力とデジタル技術の活用 

キルギス共和国はウズベキスタン以上に政府に観光人材育成をする財政・人材の資源がなく、

人材育成面での民間との協力が不可欠である。既存の中等・高等教育施設だけでなく、人材

が観光産業で就職した後の OJTに力を入れることが必要であると考えられる。また、キルギ

ス共和国は、人口約 650万人、全雇用者数の合計は 210万人ほどで、今後の観光開発の中で

人材の不足が制約条件になる可能性がある。限られた人材の効率的活用に貢献する観光のデ

ジタル化を進めることが望まれる。 

 

2.4. カザフスタン 

本調査では調査チームはカザフスタンを訪れることができず、統計データや文献による情報

収集・分析のみ行った。従って、調査チームはカザフスタンの観光セクターについて把握で

きた部分は限定的ではあるが、国際観光客、特に周辺国とロシアからの訪問者を除く観光客

はビジネスに伴う観光であること、ほとんどの国際観光客はアルマティとヌルスルタンの 2

都市にしか滞在しないという特徴を掴んだ。 

 

2.4.1. 観光商品開発：自然資源、歴史文化資源の開発 

カザフスタンは広大な国土を生かした自然資源と歴史文化資源の開発を目指すべきである。

その際には隣国のウズベキスタンやキルギス共和国との繋がりを生かして、両国の都市とア

ルマティから西に位置する州及び都市（ジャンブール州と州都タラズ、シムケント、南カザ

フスタン州と州都トルキスタン）とを結ぶ観光ルートを形成することを第一歩とするべきで

ある。そして上記の都市とアルマティを起点に国内の自然資源、歴史文化資源を訪れる観光

商品の開発を行うことが望まれる。Part 1の 4.4.2節に示したように、カザフスタンの自然資

源、歴史文化資源の多くは、タラズ、シムケント、トルキスタン、アルマティの周辺に分布し

ている。 

2.3.2節に記したように、キルギスは遊牧民文化の国として認知されつつあるが、UNESCOの

世界無形遺産にはカザフスタンの鷹狩りも登録されている（Part 1の表 4.8参照）。キルギス

共和国は国土も狭いこともあり、遊牧民文化を手軽に触れることができる素地があるが、カ
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ザフスタンでは遊牧民文化の真正性を売りにするなど、同じ遊牧民文化でも棲み分けること

ができる。 

 

2.4.2. 観光行政：中央政府の観光組織の見直しと地方政府の観光活動の活発化 

カザフスタンは国土が広く、前説に示した都市を起点にした観光を行うためには、州及び市

政府の役割が大きい。アルマティ市はすでに観光地として確立されており、特別市であるア

ルマティ市がその周辺であるアルマティ州の自然観光地への起点として機能している。同様

の仕組みをジャンブール州、シムケントと南カザフスタン州で作り出すことが必要である。

そのためには、国を跨った観光ルート形成（3.3節参照）の際に中央政府だけでなく州・市政

府もウズベキスタン、キルギス共和国および両国の自治体と対話をすること、観光マーケテ

ィング・プロモーションに州政府・市政府も関わることが肝要である。 

また、1.4.1 節でも述べたように、国内旅行よりも海外旅行を好む傾向にあったカザフ人が、

コロナ禍で国内の観光地に目を向け始めた。これを好機ととらえ、国内観光振興策を進める

ことが求められる。本調査で実施した質問票調査から、民間事業者も国内観光客の増加傾向

を好機と捉えており、国内観光客の増加により観光産業に関わるアクターの量の増加やそれ

に伴う質の改善が見込まれる。カザフスタン政府は、国家戦略として産業の多様化を目指し

ているが、国内観光振興によるレジリエントな観光産業の発展への寄与が期待される。 

カザフスタンの観光開発戦略の策定と実施は、策定は文化・スポーツ省下の観光産業委員会、

実施は国営企業のカザフ・ツーリズムである。しかし、観光戦略の実施の中でカザフ・ツー

リズムが観光関連省庁や地方政府などとの調整が十分にできていないことがある。観光は

様々なステークホルダーが関与するため、観光行政や観光開発の計画・実施では高いレベル

の調整能力が求められる。従って、調カザフスタンの政府の観光セクターの組織構成につい

て検討することが望ましいと考える。 

 
 
 
 



Part 2: 中央アジアの観光開発の方向性 
3. 国境を跨る観光開発 

 

2-41 

3. 複数国を跨る観光開発 

3.1. 国境を跨る観光ルート形成のための仕組み作りと改善 

CARECでは、加盟国の人や物の行き来を円滑にするために交通インフラ及び国境管理インフ

ラの整備が計画され、中央アジアレベルではシルクロードビザの導入が提案されている。中

央アジア 5 ヵ国の観光を促進するためにはこれらの取り組みに協力することが必要であるが、

同時にこれらの取り組みを前進させるために、国を跨る観光ルートの形成の中で課題になる

点を克服する仕組み作りや既存の仕組みの改善を行うことが実施できる。例えば、国境を跨

る観光のために以下の分野でのルール作りが必要になる。 

• バスの運用の方法：国境を越えたバスの運用を可能とするか。東南アジアの大メコン圏

の場合、タイからベトナムに旅行する観光客は、タイからラオスはタイからのバスに乗

っているが、ラオス・ベトナム国境でベトナム側のバスに乗り換えている。 

• 鉄道で国境を越える場合の国境手続きの方法：鉄道で国境を越える場合、出入国手続き、

通関手続き、検疫をどのように行うかのルール作り。 

• ガイドの活用：国境を越えたガイドの活動を認めるか。Part 1の第 4章で指摘したよう

に歴史文化観光の資源は各国の国境を跨ぐ形で多く分布している。都市部から離れると

ガイドを見つけにくい状況が発生すると思われる。 

各国の旅行会社（観光ルート形成を行うランドオペレーター）が国境を越えて協力・提携を

行う動きは、旅行会社が自らの意思で活動するものと思われる。しかし必要に応じて、観光

展示会の旅行会社や旅行会社協会の出展を支援するなどの取り組みを行うことも可能である。 

 

3.2. 観光ルート形成における各国政府観光担当組織の役割 

3.1 節に記した中央アジア地域の国を跨る観光ルート形成のための仕組みづくりは 5 ヵ国政

府の協力が必要である。一方、個々の観光ルート形成は、ルート上の国の政府と民間が関わ

ることになる。 

各国政府観光担当組織の役割は、陸上交通や国境施設などのインフラ整備、観光開発に関わ

るステークホルダーの調整、観光資源や自然資源の管理、国レベルの観光宣伝を行うことを

通じて、民間セクターが観光ルート形成に取り組みやすい環境づくりを行うことである。次

節では、将来開発の可能性があると考えられる国境を跨る観光ルートの例を示す。 
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3.3. 国境を跨る観光ルートの例 

3.3.1. ウズベキスタンとカザフスタンのイスラム巡礼観光 

サマルカンドのシャーヒ・ズィンダ廟群は、預言者ムハンマドのいとこであるクサム・イブ

ン・アッバース（Kusam ibn Abbas）が 7世紀にイスラム教布教のためアラブ人によるサマル

カンドへの侵攻が行われた時期にこの地を訪れ、同時期に埋葬されたという伝説と密接に結

びついていて、東南アジアのイスラム教徒にとって同廟群は聖地と位置付けられている40。ま

た、トルキスタンのホージャ・アフマド・ヤサヴィー廟は 12世紀に活躍した聖者ホージャ・

アフマド・ヤサヴィーと、歴代のヤサヴィー教団の指導者の墓が設置されている。同廟は中

央アジアのイスラム教徒の聖地の一つであり、ヤサヴィー廟への参詣はメッカ巡礼に勝る善

行と見なされている。 

 

 
出典：JICA調査チーム 

図 3.1：ウズベキスタンとカザフスタンのイスラム巡礼観光 
 

この 2 つの聖地を鉄道、もしくは道路と結ぶことができれば、ウズベキスタン・カザフスタ

ンの両国国民41と、アジアのイスラム教徒に魅力的な観光ルートとなる。ウズベキスタンの高

速鉄道アフラシアブ号は、ウズベキスタン・カザフスタン両国政府の協力によりトルキスタ

ン - シムケント - タシケントまで繋げるプロジェクトを実施している。将来、この鉄道を利

用してサマルカンド－トルキスタン間の移動が容易になれば、この観光ルートの魅力も増す

ことになる。 

この観光ルートのターゲットは、短期的にはウズベキスタン、カザフスタンの両国国民、中

 
40 仏教が東アジアに伝来したのと同様にイスラム教が東南アジアに伝来した過程で中央アジアは大きな役割を果たしていた。 
41 トルキスタンとシムケントにはウズベク系の人々も多く居住しており、これらの人々もターゲットにすることができる。 
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長期的にはインドネシア、マレーシアを中心とした、東南アジアの人々である。 

 

3.3.2. キルギス共和国、カザフスタン及びウズベキスタンのシルクロード遺跡観光 

世界遺産「シルクロード：長安－天山回廊の交通路網」に含まれるキルギス共和国とカザフ

スタンの世界遺産を繋ぎ、将来的にはウズベキスタンのシルクロード遺跡もつなげていくル

ートである。キルギス共和国のビシュケク周辺からカザフスタンのタラズに向かうルートと

なる。ウズベキスタンは、トルクメニスタン、タジキスタンとともに「シルクロード：ザラフ

シャン－カラクム回廊」の世界遺産リスト入りを目指しており、ウズベキスタンの遺産候補

地はサマルカンド、ブハラなどの観光都市周辺に位置している。最終的にはビシュケク - タ

ラズ - シムケント - タシケント - サマルカンド - ブハラのルートとなる。 

 

 
出典：JICA調査チーム 

図 3.2：キルギス共和国、カザフスタン及びウズベキスタンのシルクロード遺跡観光 
 

ターゲットとなる観光客は、シルクロードに関心を持つ欧米、東アジア（日本および中国）

の観光客である。 

 

3.3.3. ウズベキスタンとキルギス共和国のフェルガナ地方の文化観光 

ウズベキスタンのフェルガナ盆地（フェルガナ州、ナマンガン州、アンディジャン州）は、絹

織物、刺繍の織物（スザニ）、陶器などの工芸品が注目されており、これらの工芸品の買い

物、制作の現場訪問、工芸品の製作体験などの新しい観光のポテンシャル地として認識され

ている。ウズベキスタンの旅行会社の中には CBT観光商品を開発しているところもあり、タ

シケントからコーカンド、リシタン、マルギラン、アンティジャン、ナマンガンなどの都市
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を周遊し、タシケントに戻るルートの形成が可能である。 

一方、キルギス共和国のオシュやジャララバードなどの南部の都市は、ウズベク人が多数居

住している。オシュには世界遺産「聖なる山スライマン＝トー」があり、キルギス共和国南

部の観光の中心となっている。ウズベキスタン側のフェルガナ盆地とキルギス共和国のオシ

ュ及びジャララバードを結ぶ観光ルートは、両国のウズベク人などをはじめとする人々のフ

ェルガナ地方の文化を楽しむことができるルートである。 

 

 
出典：JICA調査チーム 

図 3.3：ウズベキスタンとキルギス共和国のフェルガナ地方の文化観光 
 

日本の外務省は、フェルガナ、ナマンガン及びアンディジャン各州のタジキスタン及びキル

ギスとの国境沿い山岳地帯、バトケン州のウズベキスタンとタジキスタンの国境地帯（両国

との飛地を含む）に渡航禁止勧告を出し、オシュ州とジャララバード州のウズベキスタンと

の国境地帯は不要不急の渡航の中止を呼びかけている。従って、日本人観光客にとっては訪

問することが難しい場所であるが、欧米の観光客や両国の観光客をターゲットにできる。 

 

3.3.4. ウズベキスタンとタジキスタンの仏教遺跡およびソグド文化観光 

ウズベキスタンのサマルカンドからタジキスタンのパンジケントまでは 60キロ、1時間半ほ

どで移動することができる。パンジケントはソグド人が作り、5 世紀から 8 世紀にかけて繁

栄したソグディアナの遺跡や、紀元前 4000年から 3000年の都市「サラズム」の遺跡があり、

「サラズムの原始都市」として世界遺産リスト掲載されている。また。タジキスタン南部に

は仏教遺跡が点在している。これらの都市を結び、最終的にウズベキスタン南部の町テルメ

ズ（加藤九祚創価大学、国立民族学博物館名誉教授が仏教遺跡の発掘を行っていた）に到達
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するルートの形成が考えられる。 

 
出典：JICA調査チーム 

図 3.4：ウズベキスタンとタジキスタンの仏教遺跡およびソグド文化観光 
 

日本の外務省では、アフガニスタンとの国境付近で立入りが制限されている地域に対して不

要不急の渡航の中止を呼びかけており、アフガニスタン情勢を苦慮するとさらに厳しい危険

情報が発出される可能性もある。しかし、東アジア各国やタイなど、仏教国の観光客や、歴

史に関心の深い欧米の観光客がターゲットになりうる。 

 

3.3.5. 新旧のウルゲンチ、ヒヴァとアシカバード 

ウズベキスタンのウルゲンチは 16世紀に作られた新しい都市で、旧ウルゲンチは「クフナ・

ウルゲンチ」としてトルクメニスタンに位置している。クフナ・ウルゲンチはホラズム地方

がイスラム化した 11 世紀以降に整備された都市で、12 世紀にはホラズム・シャー朝の首都

となってこの地域の中心であった。その後、アムダリヤ川の河道が移動したため、河道から

離れたクフナ・ウルゲンチは衰退し、新しいアムダリヤ川の近くにヒヴァが作られ、その後、

さらにその北に新しいウルゲンチが作られた。このような意味で、クフナ・ウルゲンチ、ヒ

ヴァ、ウルゲンチは三姉妹の都市と言える。 

クフナ・ウルゲンチを南下すると崩落した天然ガス田「地獄の門」のダルヴァザがあり、さ

らに南下すると首都のアシュカバードに通じている。ウズベキスタンからトルクメニスタン

に入るためにはビザの手続きに時間がかかり、数日間有効なトランジットビザを入手するこ

とも多い。そのため、現在ではアシュカバードまで訪れる観光客はほとんどいないと考えら

れるが、中央アジア 5 カ国の観光開発が進む中でアシュカバードまで訪問することができる

ようになれば魅力的な観光ルートになる。 
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出典：JICA調査チーム 

図 3.5：新旧のウルゲンチ、ヒヴァとアシカバード 
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4. 自治体・大学連携と民間企業の活動の支援 

本章は日本、ウズベキスタン及びキルギス共和国におけるインタビューの結果を踏まえて、

自治体・大学間連携及び日本の民間企業の中央アジアでの活動と、その支援のヒントとなる

項目についてまとめる。 

4.1. 自治体間連携 

日本と中央アジアの自治体の連携をさらに進めていくためには、以下の視点を持つことが必

要である。 

4.1.1. 自治体間を繋ぐコーディネーターの存在 

連携先の都市と継続し安定した交流を行うためには、双方の自治体間の連携を促進するコー

ディネーターの存在が重要である。ウズベキスタンの自治体との連携では、駐日ウズベキス

タン共和国大使館が積極的に調整と情報共有を行っていることが伺えた。名古屋市や舞鶴市

は、大使館に加えてこれまでの繋がりからそれぞれ名古屋ウズベキスタン友好協会、Noriko

学級のナジロフ・ガニシェル校長等独自でネットワークを構築している。舞鶴市では、現地

でのネットワークに加え、国際交流員も配置していた。キルギス共和国では、山梨市がキル

ギス日本センター（KRJC）とアドバイザー契約を結び、羽村市が歌手の三田りょう氏（羽村

市 - キルギス共和国友好親善ボランティア大使）をコーディネーターとしていた。 

 

4.1.2. 交流のための予算や人的資源の確保 

東京オリンピック・パラリンピックのホストタウンに関連した交流事業では、いくつかの自

治体は内閣府の補助助成金を活用していた。名古屋市は、今後 JICA草の根事業の活用も検討

しているとのことであったが、草の根事業応募に際して現地でのパートナー企業の確保や国

内での連携先が必要である。また、今回ヒアリングした自治体の多くは国際交流課や観光課

が交流事業を担っている一方で、小規模な自治体では交流事業を他業務と兼務して担当して

おり、人材が不足している例も見られた。 

 

4.1.3. 文化交流の次のレベルの交流とそれを支える仕組みの構築 

ヒアリングを実施した中で、文化交流のレベルから次のレベルに進んでいる例として舞鶴市

を挙げることができる。同市ではウズベキスタンのフェルガナ州リシタン地方との合意によ

り、介護福祉人材の育成・産業技術人材の育成・茶栽培の 3 分野で協力を進めている。市の

予算に加え、今後ふるさと納税を活用し資金集めを試みるなど、次のレベル交流のための仕
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組みづくりにも挑戦している。 

 

4.1.4. 将来の自治体協力の可能性 

情報収集を行った自治体の将来の活動の可能性は表 4.1のようにまとめられる。 
 

表 4.1：将来の自治体協力の可能性 
名古屋市－タシケント市 - 両者は高校生を対象とした人材交流を意計画し、民間企業同士の連携を

模索している。 
- 民間企業の連携について、名古屋市は JICA草の根事業の活用に関心を
持っている、名古屋市側の企業の候補はあるが、ウズベキスタン側企業

の情報が収取できないことが課題の一つ。 
- タシケント市は名古屋市との連携協定を観光・文化交流だけでなく経済
分野に広げたいと希望している。 

- タシケント市が関心を持っているのは、（1）博物館への ICT設備の導
入による展示の改善や、入館者データの取得、入館者の混雑の回避、

（2）博物館、公園などの公共施設の運営維持管理の改善、（3）遺跡等
の考古学的な研究と保存、建築物の修復の分野の支援、（4）ホテルの
誘致・建設やホテルのサービス向上のために市役所の果たす役割。 

奈良市－サマルカンド市 - 将来の交流の可能性は、双方の青年の派遣による文化交流、大学間交
流、考古学などの専門分野での交流。 

- 奈良市としては、シルクロードの東端は奈良の正倉院であるという情報
発信をし、サマルカンド州の人たちだけでなく、シルクロードに関心を

持つ世界の人々に関心を持ってもらう（将来奈良を訪問してもらう）こ

とも期待できる。 
舞鶴市－フェルガナ州リシタン

地方 
- 両者は、介護福祉人材育成、産業人材育成、ウズベキスタンでのお茶の
栽培に協力分野を定めており、この 3分野での協力を深めていく方向で
ある。 

- 舞鶴市は、コロナ禍の下で上記 3分野の実施のための環境作りを行って
いる。舞鶴市は奨学金の適用やふるさと納税の活用、地元の大学校の活

用など、手元・地元のリソースでポストコロナ期の人材受け入れや交流

のための環境づくりを行っている。 
山梨市－キルギス共和国 - 山梨市はキルギス側（共和国政府）による姉妹年の選定を待っている。

2021年 4月の段階では、2021年秋には姉妹都市友好年協定を結びたい
と考えていた。 

- 「チュイ州世界遺産を活用した地域開発・観光促進プロジェクト」の中
で観光局などのカウンターパートが研修に訪日した際に山梨市を訪問す

ることを考えることができる。 
- 山梨市は学生に交流を想定している。山梨市のワイン生産を生かした果
樹の栽培やワイン製造の研修などの可能性がある。 

羽村市－キルギス共和国 - 東京オリンピック・パラリンピック終了後は、これまで交流を促進して
きたチームが解散し、交流事業を他部署で引き継ぐ予定になっている。

新しい部署でのキルギス共和国との交流について確認が必要。 
- 市長選挙の結果が交流の方向性に影響を与える可能性がある。 
- 羽村市が今後もキルギス共和国との交流を継続する意思があるのであれ
ば、「チュイ州世界遺産を活用した地域開発・観光促進プロジェクト」

の中で観光局などのカウンターパートが研修に訪日した際に羽村市を訪

問することを考えることができる。 
出典：調査チーム 
 

4.2. 大学間連携 

筑波、名古屋、和歌山の 3 大学へのヒアリングを通して、各大学ともに独自の交流方針を有

しウズベキスタン・中央アジア地域と交流を実施していることが明らかになった。筑波大学
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は人文社会科学、名古屋大学が法学と工学、和歌山大学が観光学と日本語教育である。特に

ウズベキスタン国内と日本国内の大学間連携は名古屋大学が中心となり支援を行っている。 

各大学ともに交流事業においては大学の予算を利用しているが、筑波大学では民間と連携し

プロジェクトを遂行している例も確認できた。和歌山大学は JICA草の根事業に関心を示して

いる様子が確認できた。しかし、同事業への応募方法、また事業実施における各種契約管理

業務の面で人的資源の不足を主とする課題がみられる。 

今後の大学間の連携強化に観光面から貢献する可能性としては、JICAチェア（JICA日本研究

講座設立支援事業）の中に観光の要素を組み込む可能性がある。JICAチェアは、 

• 日本から現地に講師を派遣し、主に政治、経済、行政、法律等の分野で日本の開発経験

に関する講義を行う 

• 日本研究講座の新設や既存の教育・研究体制の強化を希望する大学に対して、教育・研

究のためのリソースの提供や人材育成等を支援する 

ものであるが、観光分野（日本の観光制度や日本人観光客の特性）のコースを加えることが

できるかもしれない。 

また、ウズベキスタンのシルクロード国際観光大学では、（1）ホスピタリティビジネス、（2）

遺跡管理、（3）博物館の運営（民間による運営を含む）、（4）日本市場を対象にしたマーケ

ティング・プロモーション、（5）歴史、文化、経済、言語などの日本研究の専門家派遣のニ

ーズを持っており、これに応えることが期待される。 

 

4.3. 民間企業の事業 

実際に中央アジア地域で事業を展開している民間事業者へのインタビューから、現地で事業

を継続して行っていくためのポイントとして以下の 2点を指摘できる。 

4.3.1. 現地でのコンタクトパーソンの必要性 

インタビューを行った民間事業会社は、現地の事情を理解するコンタクトパーソンが存在し

ている。日本とビジネス慣習も異なり、フォローアップも必要なため、このような人材が必

要不可欠である。 

4.3.2. ビジネス慣習への理解 

中央アジア地域では日本とビジネス慣習が異なり、現地ではバザール的なビジネス慣習があ

り在庫を有しないこと、また東京製綱のヒアリングで指摘があったように一部の国では現地

の地縁や人脈に配慮する必要がある等、現地事情を把握することが必要である。 
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今後、現地でビジネス展開に興味を持つ日本企業には、JICA や日本貿易振興機構（JETRO）

の現地事務所による現地情報の提供や、現地企業とのネットワークを通じた綿密な情報提供

が望ましい。 
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結論と提言 

Part 1 

本報告書の Part 1 では、中央アジア地域の観光セクターに関する情報を分析した。現地調査

を行ったウズベキスタンとキルギス共和国を中心に、その結果を以下のようにまとめること

ができる。 

観光開発政策・制度 

ウズベキスタンは 2016 年以降、国際観光客の受け入れや国内観光振興のために積極的な観

光政策の改革に取り組んでおり、2019年には新しい観光法を制定・施行した。特に観光を目

的とした訪問者ビザの免除は、2018年、2019年の訪問者の増加に大きく貢献した。 

キルギス共和国、カザフスタン、タジキスタンも徐々に観光行政の改革を進めているが、キ

ルギス共和国では観光行政を司る観光局の人的資源や予算の不足が課題となっている。 

観光市場 

ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタン、タジキスタンの 4国は、2016年以降、特

に 2018 年、2019 年に国際訪問者数が大幅に増加している。しかし、いずれの国も国際訪問

者数の 90%以上は中央アジア域内およびロシア連邦からの訪問者であり、宿泊を伴う「国際

観光客」の数は限られる。ウズベキスタンの 2019 年の国際訪問者数は約 670 万人であった

が、「観光」を目的にした人々は 100 万人程度であった。同年のキルギス共和国の国際訪問

者数は 850万人であったが、宿泊を伴う観光客数は 30万人から 40万人の水準であった。観

光経済にも関連するが、観光開発計画の目標を設定する際には、観光収入額を増加させる観

点から、宿泊を伴う観光客数を増やすことを目標にする必要がある。 

観光経済 

世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）が毎年取りまとめている Economic Impact Reportを見る

と、ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタン、タジキスタンの観光産業は COVID-

19の影響を大きく受けており、2019年と 2020年の国際観光収入額を比較すると、3分の 1か

ら 5 分の一に低下している。一方で、同期間の国内観光客からの収入の減少は半分程度とな

っており、いずれの国も国内観光が観光セクターの下支えをしていると思われる。 

また、世界経済フォーラムが 2 年に一度作成している Travel and Tourism Competitive Index

（TTCI）の 2019年度版を見ると、140ヵ国の中でカザフスタンは 80位、タジキスタンは 104

位、キルギス共和国は 110 位にランク付けされている。いずれの国も観光セクターの政策の
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プライオリティ、開放性、環境の持続性、交通インフラなどの分野で評価が低くなってお

り、今後の改善が必要である。ウズベキスタンとトルクメニスタンは TTCI に参加していな

いが、参加していないこと自体が世界の観光事業者にマイナスのイメージを持たれることに

繋がるので、ぜひ TTCIの取り組みに参加するべきである。 

観光資源と観光商品 

中央アジアには国を跨る世界遺産、世界遺産暫定リストに登録している遺産、無形文化遺産

が多しい存在している。また、各国の歴史・文化資源や自然資源の分布状況を見ても国境に

位置する資源が数多くあり、周辺国との観光ルート形成を目指すことができる。 

ウズベキスタンでは、民間セクターの努力により、サマルカンド－ブハラ－ヒヴァの世界遺

産の町を周遊する「ゴールデンルート」が形成され、歴史・文化観光が開発されてきた。

2018年及び 2019年の観光地の混雑や 2020年以降の COVID-19の世界的な感染拡大による観

光の落ち込みを受けて、同国の官民は共に観光商品の多様化が必要と認識している。 

キルギス共和国は、これまでは自然資源を生かした登山、トレッキング・ハイキングや、イ

シククル湖北岸のリゾート施設滞在が主要な観光であった。しかし、最近では遊牧民文化を

新たな観光の要素にしようという動きが始まっており、ユルタキャンプでのイベント開催

や、鷹狩り・騎馬ゲームのエキジビション、乗馬などが行われるようになってきている。ま

た、スキーなどのウィンターツーリズムの観光商品開発も進められている。 

観光施設 

ウズベキスタンでは、2018 年及び 2019 年の観光客の急増により宿泊施設が不足した。ウズ

ベキスタン政府はそれに対応するためにホテルの室数を 2018年の 2万室から 2025年には 6

万 4,000室まで増加させる計画を立て、宿泊施設投資に関する税金の免除や、3つ星以上のホ

テルの建設や国際ホテルチェーンへの支払いの補助金制度など、ホテル建設のための手厚い

制度を整備・運用している。その結果、タシケント、サマルカンドなどの観光都市ではコロ

ナ禍の下でもホテル建設が進んでいる。 

キルギス共和国では、イシククル湖の北岸に宿泊施設の集積があり、周辺国やロシアからの

観光客が長期滞在している。一方、イシククル湖の南岸やソンクル湖など高山の観光地にユ

ルタキャンプが整備され始めている。キルギス共和国の観光施設整備の今後の課題として

は、汚水処理や廃棄物処理を適切に行うことによって、イシククル湖やソンクル湖などの観

光地の自然環境の保全を図ることである。 
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観光インフラ 

ウズベキスタン国内で都市間を繋ぐ航空機の便数や高速鉄道の列車数は旅客需要に比べると

少なく、2018 年と 2019 年には航空機と高速鉄道ともに旅行会社は顧客の移動手段の確保に

苦労した。2020 年及び 2021 年には COVID-19 の感染拡大のために航空機と高速鉄道の需給

は落ち着いた状態であるが、パンデミック終了後には航空機と高速鉄道への需要が供給を上

回る状態に戻るのではないかという懸念がある。高速鉄道の場合、現在（タシケント－サマ

ルカンド 1日 3往復）の倍の便が必要ではないかという指摘がある。その他には、観光地の

駐車場の整備、長時間車やバスで移動する際のトイレや休憩所の整備に関する要望がある。 

キルギス共和国の観光セクター関係者へのヒアリングでは、地滑りや落石への道路防災対

策、観光地周辺での道路標識設置、自転車レーンの整備などを期待する意見が挙げられたも

のの、観光セクター関係者によるキルギス国内の交通インフラに対する評価は概して高い。

一方で官民を問わず汚水処理やごみ処理への問題意識が高く、この分野での取り組みへの強

い意向が示された。 

マーケティング・プロモーション 

ウズベキスタンでは、MOTAS のマーケティング部が国際観光客の誘致のためのマーケティ

ングと海外でのウズベキスタン観光のプロモーションの計画を担当し、MOTAS 傘下の国家

PR センターがプロモーションの実施を行っている。Web サイト、ソーシャルメディア、印

刷物、FAM ツアーおよびメディアツアー、旅行博覧会への出展などの活動の全てを国家 PR

センターが行っており、宣伝先の市場を知る民間の PR 会社に業務委託するようなことはし

ていない。 

キルギス共和国では、観光局が観光マーケティングとプロモーションの計画と実行の全ての

役割を担っている。しかし、観光局の職員は 9 名しかおらず、プロモーションのための予算

も限られているため、十分なマーケティング・プロモーション活動ができているとは言い難

い状況である。 

ウズベスタン・キルギス共和国とも、民間セクターも独自にマーケティング・プロモーショ

ン活動を行っている。現地調査の民間企業へのインタビューでは、政府と民間が観光マーケ

ティング・プロモーションで協力するべきではないかという声が両国の民間セクターからあ

った。また、両国ともに国としての観光スローガンが複数あり、統一するべきではないかと

いう意見もあった。 
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観光サービスと人材育成 

観光施設の項で説明したように、ウズベキスタンはホテルの室数を2018年の2万室から2025

年には 6 万 4,000 室まで増加させる計画を立て、様々な優遇策を整備・運用して民間の投資

を促している。しかし、その宿泊施設で働く人材の育成にまで手が回っていない。観光系の

学科を持つ大学の卒業生数は 2018/19年と 2019/20年の平均で 180名程度、実務にあたるカレ

ッジの卒業生数は 2018/19年と 2019/20年の平均で 1,400人程度でしかない。ウズベキスタン

政府はシルクロード国際観光大学の設立や海外の観光学科コースを持つ私立大学の誘致を進

め、従来型の理論面だけの教育ではなく、理論と実践のバランスの取れた人材育成を行おう

としているが、カリキュラムの作成と教員の確保が課題となっている。 

キルギス共和国は、ウズベキスタン以上に観光人材育成面の課題が多い。ウズベキスタンの

ような教育施設の整備や海外の大学の誘致は進んでおらず、ハード面およびソフト面の両面

に課題を持っている。 

ウズベキスタン・キルギス共和国の両国とも、旅行業協会、ガイド協会、ホテル協会、CBT

協会などの協会組織が人材育成や観光サービスの基準の設定などで一定の役割を果たしてい

る。今後は、政府と民間が観光サービスの基準づくりや人材育成の面で一層協力することが

求められる。 

COVID-19の影響・対策 

ウズベキスタンでは 2018 年から国内観光の振興が進められており、青年、女性、ビジネス

などの団体による国内観光の推奨や、連休を取りやすくするような祝日の設定が行われてい

た。COVID-19 の世界的な感染拡大の下で改めて国内観光が促進された結果国内観光客が増

加し、宿泊施設や運輸会社などの系列企業を持つ大規模な旅行会社は、国内観光客の取り込

みにより国際観光客の減少をある程度埋め合わせることができた。しかし、国際観光客のニ

ッチな需要に対応する中小の旅行会社の中には、事業の継続を断念する例も見られた。 

キルギス共和国でもウズベキスタンと同じように国際観光客から国内観光へのシフトが見ら

れた。その結果、宿泊施設や運輸サービスに多角化している旅行会社は、国内観光市場の拡

大によって会社経営を維持することができたが、経営多角化の進んでいない中小規模の旅行

会社は苦境に陥っている。 

地域協力機関や日本の DMOの事例分析 

世界の地域観光開発・促進のための組織や日本の DMO の事例を分析した結果、中央アジア

5 ヵ国の広域観光開発への教訓となるのは以下の 4 点である。第 1 点は、地域レベルの観光
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開発協力が持続性を持つためには、地域が何らかのまとまりを持っている必要があること、

第 2 点は地域観光開発組織の活動資金の問題で、加盟国の拠出金や中央政府からの補助金に

頼る体制では、拠出金や補助金の支出次第で活動の幅が決まってしまう点である。第 3 点は、

組織は政府の関係者だけでなく民間部門からもメンバーや理事会、事務局などに参加しても

らい、民間部門のアイデアを活かして活動の多角化や民間にニーズに応えるサービスを行う

こと、民間会員からのメンバーシップ・フィーの徴収や新たな財源確保のための活動に生か

すことである。第 4 点は、最初から地域観光機関という組織を作るのではなく、プロジェク

トやアクションによってタスクフォースのような組織を作り、加盟国の官民の代表がメンバ

ーとなるような仕組みを作ることである。 

 

Part 2 

本報告書の Part 2 では、中央アジア地域の広域観光開発・促進の可能性と観光開発戦略案を

検討するとともに、ウズベキスタン、キルギス共和国、カザフスタンの 3 ヵ国について観光

開発戦略案を検討した。その結果は以下のとおりである。 

中央アジア広域 

中央アジア広域で観光開発・促進のための活動を行うことは、（1）国境のない時代からの

トルコ系・ペルシャ系の民族の交わりの歴史と、その後のソ連時代のグループ化の進展、

（2）シルクロード遺跡、イスラム建築・美術、仏教遺跡、自然資源など、国を跨る観光資

源の存在、（3）ウズベキスタン・トルクメニスタン・タジキスタンの歴史文化資源と、キ

ルギス共和国・カザフスタンの自然資源という観光資源の補完性、（4）5ヵ国観光プロモー

ションや複数国を跨る観光ルートの形成が必要というウズベキスタン及キルギス共和国の官

民の声、（5）「中央アジア＋日本」の枠組みでのシルクロードビザの推進、シルクロード

世界遺産支援事業、中央アジア観光広域アドバイザー派遣、などの状況を考えると、十分な

根拠や正当性を持つものである。 

中央アジア 5 ヵ国の広域観光開発戦略案を観光目的地管理（ディスティネーション・マネジ

メント）の観点（観光資源・観光需要、観光供給）と観光のデジタル化の視点で整理すると、

以下のように提示することができる。 

• 観光資源：文化財の保全・研究の交流、国立公園・自然保護区の環境保全・動植物保

護の協力、各国の文化交流の促進 

• 観光需要：世界市場に向けた「中央アジア」のマーケティング・プロモーション 

• 観光供給：観光人材育成面での協力、観光サービスの改善（WEF の TTCI への参加）、
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ウズベキスタンMOTASを核とした広域協力の体制作り 

• 観光のデジタル化：各国の観光情報のフォーマットやデザインの統一、観光地の混雑

情報の提供と駐停車場案内・管理、拡張現実（AR）や仮想現実（VR）の活用による

観光宣伝や歴史遺産の解説、観光のデジタル化推進のためのコンテストの実施 

ウズベキスタン 

ウズベキスタンは、民間セクターによる歴史文化商品開発と、2016年以降の政府による観光

セクターの改革により観光業が大いに盛り上がり、更なる発展を迎えようとしていた 2020

年に COVID-19 の世界的な感染拡大の影響を受けてしまった。パンデミック後のウズベキス

タンの観光開発の方向性は、（1）歴史文化観光やゴールデン・ルート中心に発展してきた

観光の多様化を図る、（2）2018年及び 2019年に経験した交通インフラや宿泊施設の不足に

対応する、（3）今後の観光開発の中で不足になる観光人材の育成、である。このような視

点に立った観光開発戦略案は以下に示すとおりである。 

• 観光行政：情報分析・計画策定能力と周辺国及び民間セクターとの調整能力の強化 

• 観光商品開発：新しい観光活動の開発のための官民の調整・協働体制の構築、新たな

観光地・観光施設の開発 

• 観光人材の育成：宿泊施設人材とガイド人材の育成 

キルギス共和国 

キルギス共和国の観光は、登山やトレッキングに代表される自然資源観光と自然資源を活用

した CBT が代表的な商品であった。一方で、遊牧民文化や歴史文化資源を観光に活用する

機運も高まっている。 

キルギス共和国では国レベル、州レベルの観光担当組織は人材、資金共に不足気味である

が、ビシュケクやオシュを中心とした民間部門は成長してきている。また、CBTが中央アジ

ア 5ヵ国の中では盛んで、OVOPプロジェクトにより地場の資源を生かした生産活動が地方

で活発である。人的・財政資源が不足しがちな政府部門を民間部門がサポートする形での観

光開発が望まれる。このような視点に立った観光開発戦略案は以下に示すとおりである。 

• 観光行政：限られた人材・資金克服のための民間部門との協力 

• マーケティング・プロモーション：自然観光と遊牧民文化への注力 

• 観光商品開発：歴史文化資源の開発と環境への配慮 

• 観光人材育成：人材育成における民間との協力とデジタル技術の活用 

カザフスタン 
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本調査ではカザフスタンでの現地調査を行うことはできなかったが、収集した情報の分析で

は、国際観光客、特に周辺国とロシアからの訪問者を除く観光客は、ビジネスに伴う観光で

あること、ほとんどの国際観光客はアルマティとヌルスルタンの 2 都市にしか滞在しないと

いう特徴があると思われる。今後、同国の自然資源や歴史文化資源を楽しむ国際観光客を増

加させ、アルマティとヌルスルタン以外の場所への宿泊も増やすことを目指すのであれば、

以下の取り組みが必要になる。 

• 観光商品開発：自然資源、歴史文化資源の開発 

• 観光行政：中央政府の観光組織の見直しと地方政府の観光活動の活発化 

 

また、本調査では、日本と中央アジアの自治体・大学・民間の連携に関する情報を収集し、

これら組織の活動の状況と、その支援のヒントとなる項目についてまとめた。 

自治体間連携 

• 連携先の都市と継続し安定した交流を行うためには、双方の自治体間の連携を促進す

るコーディネーターの存在が重要である。 

• 交流のための予算や人的資源の確保が重要で、これらの分野で支援のニーズがある。 

• 文化交流の次のレベルの交流に取り組むと同時に、それを支える仕組みの構築を行っ

ている自治体もある。 

大学間連携 

• JICAチェア（JICA日本研究講座設立支援事業）の中に観光の要素（日本の観光制度、

日本人観光客の特性）などを組み込むことを検討する。 

• ウズベキスタンのシルクロード国際観光大学は日本からの専門家派遣（5分野）の要望

している。 

民間連携 

• 中央アジア現地でのコンタクトパーソンの存在が重要である。 

• 地縁や人脈への配慮、在庫を持つことの考え方の違いなどビジネス慣習の違いへの理

解を進める必要がある。 
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